


巻頭言 
新潟県立三条高等学校長 内田 卓利 

 
 本校は広大な越後平野に位置し、その中の新潟県央地域と呼ばれている一帯は金属加工業

が盛んであり、日本有数の金属製品の産地として広く知られています。また、その技術や質

の高さは国内及び海外から注目されています。他にも、地の利を活かした農業はもちろん、

木工業も知名度が高く、多様な地場産業で発展してきた地域と言えます。それらの産業は国

内外を見据えた展開を繰り広げており、新潟県内でも広く海外に目を向けた地域と言えます。 
 本校はこの地域に、明治 34 年（1901 年）に創立され、これまでに国や地域の発展に寄与

するリーダーや海外で活躍する人材を多く輩出してきました。そして、今後もその役割を担

い続けることが期待されています。そのためにも、高校生の段階からより広いグローバルな

視点と将来を見据えたイノベーティブな態度を養うことが重要と捉え「答えが見えない課題

にいかに向き合うか」を重んじた教育活動を展開することとしました。 
 本年度から本校が文部科学省からカリキュラム開発拠点校の指定を受けたＷＷＬ（ワール

ド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業では、前述した地域や本校の特性を

踏まえて、構想名「希望に満ちた未来を創るリーダー育成システムの構築 ～地場産業の町

・日本の穀倉地帯からＳＤＧｓ達成を目指す～」のもと、次の４点を育成したい資質・能力

として教育活動を進めました。 
 ① 成長型マインドセット（多様な価値観の人々との協働と希望を持って挑戦する勇気） 
 ② 課題を理解する力（情報の収集と分析力） 
 ③ 課題を探究し解決する力（知識、情報の活用と協働する力） 
 ④ 表現、発信するスキル（語学力とＩＣＴスキル） 

本校は、ＳＧＨなどの実践土台をもたないところからのスタートですが、学校設定科目「グ

ローカル探究」、「ＷＷＬ情報科学」、「ＳＤＧｓ世界史」の開講及び事業協働機関の大学

や団体等の協力を得ながら取組を進めました。新型コロナウイルスの影響で、フィールドワ

ークが思うように進まないことなど数々の制限がありましたが、課題研究における大学との

連携では、様々な改善点の発見も含め、多くの成果がありました。また、ベトナム、中国、

ロシア各国の高等学校との連携協定を締結するとともに、オンラインではありましたが海外

交流を始めることができました。 
 拠点校としては、県央地区の特色ある学科を持つ高等学校・中等教育学校等により新たに

構築した「県央ネット」において「地域・世界・未来について私たちが考えること～持続可

能な社会の実現を目指して～」というテーマで課題研究発表会を開催しました。普通科を含

めた様々な学科の高校生が一同に課題研究の発表を行うことは、新潟県では例を見ない取組

であり、異なる学校同士が互いに視野を広げる実践として充実したものになりました。 
 ＷＷＬ事業１年目の今年度は、コロナ禍による制限や計画変更はありましたが、新たな取

組が目白押しの中、学校全体が大きな変化に挑む一年間となりました。２年目に向けて取り

組むべきことは、地域との関わりや海外とのつながりの充実、そして課題研究やその発信の

充実により上記①～④の育成の推進とともに、県央ネットやＮＳＨネット（新潟県内のＳＳ

Ｈ校、旧ＳＧＨ校、ＷＷＬ校)等の成果を県内外の学校への波及を充実させることと捉えてい

ます。他校と課題研究の成果の共有や海外連携の場の共有を充実させながら、多くの高校生

がグローバルな経験とイノベーティブな思考を行える機会に恵まれるよう、拠点校としての

役割を果たしていきたいと考えております。 
 今年度の運営にあたり、運営指導委員・検証委員の皆様、関係する団体の皆様から多大な

御理解と御支援をいただきました。深く感謝申し上げますとともに、今後も御指導を賜りま

すようお願い申し上げます。 
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１ 概要 

 (1) 構想概要等 

① 期間 令和３年度～令和５年度 

② 構想名 希望に満ちた未来を創るリーダー育成システムの構築 

～地場産業の町・日本の穀倉地帯からＳＤＧｓ達成を目指す～

③ 構想概要 拠点校が所在する三条・燕を中心とした県央地域は、金属加

工や農業が盛んで、品質の高い製品・農産物を生産し、独創的

なアイディアで世界に進出する企業が集まり、ＳＤＧｓは重大

な関心事である。この特色を背景に、「産業」「農業・食料」

「環境」を基本テーマとしながら、ＳＤＧｓ達成に向け、地元

企業等と連携しながら地域課題の理解を深めるとともに、海外

の高校・大学等とのオンライン交流・国際会議等を通じ、視野

を広げて課題を捉え直し、課題解決を目指して、科学技術を活

用しながら探究を深めていくカリキュラムを開発し、その成果

を県内に拡大する。この実現に向けて、地域・県・世界をつな

ぐＡＬネットワークを構築し、大学、企業機関等と協働して、

オンライン・オフラインの両面から高度な学びを提供する。カ

リキュラム等の開発成果は、随時、ＳＮＳ等で広く発信し、次

世代を牽引する人材育成スキーム新潟モデルを示し、ＳＤＧｓ

達成に寄与する。 

 

 (2) 令和３年度実施体制 

① 管理機関 新潟県教育委員会（担当：高等学校教育課） 

② 事業拠点校 新潟県立三条高等学校 

 対象学年 １学年（令和３年度入学生） 

校内組織 ＷＷＬ事業部（校長、教頭、担当教諭３人） 

 ・カリキュラムの開発、実施 

１学年担任・副任 

 ・学校設定科目「グローカル探究」の指導 

ＷＷＬ事業部担当教諭３人・「情報」担当教員 

 ・学校設定科目「ＷＷＬ情報科学」の指導 

※ カリキュラム・アドバイザー（２人） 

          ・県教育委員会の指導主事２人（高等学校教育課１人、教育セ

ンター１人）が事業拠点校のカリキュラム開発を指導、支援 
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 (3) 連携機関 

① 連携大学 ・長岡技術科学大学 

・新潟大学 

・新潟県立大学 

・三条市立大学 

・台湾・台北城市科技大学（予定） 

② 連携企業 ・三条商工会議所及び加入企業 

・燕商工会議所及び加入企業 

・ＪＡ全農にいがた 

③ 連携機関 ・ＪＥＴＲＯ新潟 

・ＪＩＣＡ東京（新潟デスク） 

④ 事業連携校 

 

         

〔県央ネット：拠点校が所在する県央地区の学校５校〕

・三条東高等学校    ・三条商業高等学校  

・新潟県央工業高等学校 ・加茂農林高等学校 

・燕中等教育学校      

〔ＮＳＨネット（新潟スーパーハイスクール）：県内Ｓ

ＳＨ校５校・ＳＧＨネットワーク指定校１校〕 

・新潟南高等学校    ・新発田高等学校 

・長岡高等学校     ・柏崎高等学校 

・高田高等学校     ・国際情報高等学校 

〔ＮＧＰネット（新潟グローバルパートナーズ）：海外

連携校〕 

・チャンフー高等学校（ベトナム社会主義共和国） 

・黒竜江省実験中学（中華人民共和国） 

・ハバロフスク地方立教育機関「地方教育センター」

（ロシア連邦） 

※上記３校とは協定調印済み  

・オーストラリアの高等学校（検討中） 
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注意事項　  
世界史ＡはＳＤＧｓ世界史で、情報の科学はＷＷＬ情報科学で、総合的な探究の時間はグローカル探究で、それぞれ代替
１年次
　・芸術（必修）は、音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰから１科目を選択する。

　３年次  
〔文系Ａ・Ｂコース〕
　・地理歴史（必修）の日本史Ｂ・地理Ｂは、２年次で履修した科目を選択する。
　・芸術（選択）は、1年次に履修した科目のⅡを選択する。
〔理系コース〕
　・理科（必修）の物理・生物は、２年次で履修した科目を選択する。
※ 単位数に[　 ]の付く科目を選択した場合の合計単位数は[ 　]内の数になり、選択単位数は0である。

*は学校設定教科・科目

* Ｗ Ｗ Ｌ 情 報 科 学 2

2

特活

* Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 世 界 史

35総　　　　 　　　　 　　　計 35 35 35 35 35

ホ ー ム ル ー ム 活 動 3 1 1 1 1 1 1

2[0] 32[34] 2[0]

総 合 的 な 探 究 の 時 間 3

1

教　　　科　　　合　　　計 34 34 34 32[34]

＊

WWL
2

11

2[0] 32[34]

1

2 2

* グ ロ ー カ ル 探 究 1 1

2英語 英 語 理 解

情報 情 報 の 科 学 2

2 2家庭 家 庭 基 礎 2

3 23英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2

英 語 表 現 Ⅰ 2 2

4 44ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 4

4 4ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4

2

外

国

語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 4

2音 楽 Ⅱ 美 術 Ⅱ 書 道 Ⅱ 2

芸

術

音 楽 Ⅰ 美 術 Ⅰ 書 道 Ⅰ 2 2

保 健 2 1 1 1

2 23 2保健
体育

体 育 7～8 3 3

2*生物・地学基礎探究β

*生物・地学基礎探究α 4

* 理 科 基 礎 探 究 β 4

2* 理 科 基 礎 探 究 α

地 学 基 礎 2 2

[6] [4] 6生 物 4 1

5

生 物 基 礎 2 2

化 学 4 2

6

化 学 基 礎 2 2

物 理 4 1

2

6

物 理 基 礎 2 2

* 数 学 探 究 β

5 5* 数 学 探 究 α

6* 数 学 総 合 β

5 5* 数 学 総 合 α

2数 学 Ｂ 2 2

数 学 Ａ 2 2

[8]数 学 Ⅲ 5

4数 学 Ⅱ 4 1 4

2 2

数

学

数 学 Ⅰ 3 3

* 政 治 ・ 経 済 探 究 β

3

2

* 政 治 ・ 経 済 探 究 α

2* 倫 理 探 究 β

3* 倫 理 探 究 α

政 治 ・ 経 済 2 2

公

民

倫 理 2 2

3 3 2地 理 Ｂ 4 4 3

3 3日 本 史 Ｂ 4 4

5世 界 史 Ｂ 4

2

地

理

歴

史

世 界 史 Ａ 2

43 3 4

2

古 典 Ｂ 4

古 典 Ａ 2

3 22 3現 代 文 Ｂ 4 2

国

語

国 語 総 合 4 5

２年理系
３年文系Ａ ３年文系Ｂ ３年理系

必　修 選択 必　修 選択 必　修 選択

理

科

令和３年度　教育課程表  （令和３年度入学生・WWL）
42  県立三条高等学校

教科 科 目
標　 準
単位数

１年 ２年文系

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目
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注意事項　  
１年次
　・芸術（必修）は、音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰから１科目を選択する。

　３年次  
〔文系Ａ・Ｂコース〕
　・地理歴史（必修）の日本史Ｂ・地理Ｂは、２年次で履修した科目を選択する。
　・芸術（選択）は、1年次に履修した科目のⅡを選択する。
〔理系コース〕
　・理科（必修）の物理・生物は、２年次で履修した科目を選択する。
※ 単位数に[　 ]の付く科目を選択した場合の合計単位数は[ 　]内の数になり、選択単位数は0である。

*は学校設定科目

令和３年度　教育課程表（令和元年度、令和２年度 入学生）
42  県立三条高等学校

教科 科 目
標　 準
単位数

１年 ２年文系 ２年理系
３年文系Ａ ３年文系Ｂ ３年理系

必　修 選択 必　修 選択 必　修 選択
国

語

国 語 総 合 4 5

現 代 文 Ｂ 4 2 2 3 3 2

古 典 Ａ 2 2

古 典 Ｂ 4 3 3 4 4 2

地

理

歴

史

世 界 史 Ａ 2 2 2

世 界 史 Ｂ 4 5

日 本 史 Ｂ 4 4 3 3

地 理 Ｂ 4 4 3 3 3 2

公

民

倫 理 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2

* 倫 理 探 究 α 3

* 倫 理 探 究 β 2 2

* 政 治 ・ 経 済 探 究 α 3

* 政 治 ・ 経 済 探 究 β 2 2

数

学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 4 4

数 学 Ⅲ 5 [8]

数 学 Ａ 2 2

数 学 Ｂ 2 2 2

* 数 学 総 合 α 5 5

* 数 学 総 合 β 6

* 数 学 探 究 α 5 5

* 数 学 探 究 β 6

理

科

物 理 基 礎 2 2 2

物 理 4 1 6

化 学 基 礎 2 2

化 学 4 2 5

生 物 基 礎 2 2

生 物 4 1 [6] [4] 6

地 学 基 礎 2 2

* 理 科 基 礎 探 究 α 2

* 理 科 基 礎 探 究 β 4

*生物・地学基礎探究α 4

*生物・地学基礎探究β 2

保健
体育

体 育 7～8 3 3 3 2 2 2

保 健 2 1 1 1

芸

術

音 楽 Ⅰ 美 術 Ⅰ 書 道 Ⅰ 2 2

音 楽 Ⅱ 美 術 Ⅱ 書 道 Ⅱ 2 2 2

外

国

語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 4 4 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 3 3 2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2

情報 情 報 の 科 学 2 2

英語 英 語 理 解 2 2 2

教　　　科　　　合　　　計 33 33 33 31[33] 2[0] 31[33] 2[0] 31[33] 2[0]

総 合 的 な 探 究 の 時 間 3 1 1 1 1 1 1

特活 ホ ー ム ル ー ム 活 動 3 1 1 1 1 1 1

総　　　　 　　　　 　　　計 35 35 35 35 35 35

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目

１
科
目
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２ 拠点校の取組 

(1) カリキュラム開発 

① 学校設定科目「グローカル探究」 

ア ＷＷＬ特講 

令和３年度のＷＷＬ特講では、合計９回の特別講義を実施した。大学教授や有識者など

を講師として講義を行っていただき、生徒の興味、関心及び知見の拡大をねらうプログラ

ムとした。講義前の意識調査や講義後の記述（感想）から、このプログラム実施は効果的

であったと捉えている。特にグローバルな見地を広げる内容の講義に強い印象を持った生

徒が多かった。また、今年度後半、実施した生徒による振り返りから、関心が特定の分野

にとどまらず、様々な事象間のつながりの重要性に及んでいる生徒の増加がみられた。 

 

ⅰ) 実施一覧 

No 実施日 講義内容 講師 

１ ５/18 
誰も排除しない世界と 

グローバルコミュニケーション力 

羽賀友信 様  

長岡市国際交流センター 

「地球広場」センター長 

２ ６/16 地域の産業・経済における現状と課題
細谷祐二 様 

新潟県立大学国際経済学部教授 

３ ７/９ ※社会人講義(13分野から選択) 三条高校ＯＢを含む13人 

４ ９/28 
懸命に生きる人々 

～日本人こそ学んで欲しい～  

池間哲郎 様 

一般社団法人アジア支援機構代表理事

５ 12/１ 
2030年までに達成すべきＳＤＧｓとは

～長岡技大のＳＤＧｓ活動 

勝身麻美 様 

長岡技術科学大学国際産学連携 

センターＵＥＡ 

６ 
12/８ 

12/10 

探究活動の進め方 

－テーマ設定と実証方法－ 

８日：１年３・４組 

10日：１年１・２・５・６組 

田中一裕 様 

新潟大学創生学部教授 

７ 12/24 
西アジアの地誌を学ぶ 

※７/30集録した録画を視聴 

井口萌子 様 

株式会社ＩＮＰＥＸ 

８ ２/24 外務省高校講座 
伊藤 光 様 

外務省中南米局中米カリブ課 

 

ii) 各講義の概要 

No.１ ５月18日（火） 12:55 ～ 14:50 

  内容 「誰も排除しない世界とグローバルコミュニケーション力」 

講師 羽賀友信 様（長岡市国際交流センター「地球広場」センター長） 

この講義は世界における人権問題について考えさせるものとして位置付けた。 

 

【生徒の感想より】 

  人権問題、差別問題は以前から講演会か

ら学んでいたが、今回のように深く考えさ

せられることはなかったと思う。情報の時

間でＳＤＧｓについての話もあり、貧困や

人権についての課題もあった。また世界の

現状について以前から興味があったのでお

話を聞くことができてとてもよかった。 

  最初に「日本語と英語の両方を話すこと

ができても、世界に行けば『英語しか話せ
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ない』となる」というお話がありました。私は今まで英語を話すことができれば大丈夫だと

思って勉強していたのですごく驚いたし、世界で通用する人間になるのは根本的な考えから

変えていかなければならないと感じました。そして「『かわいそう』と言ったって何の意味

もない→行動を起こす」「世界を身近に感じるには自分に置き換える」「世界を難しく考え

ずに小さな一歩を踏んでいく→達成すれば大きなものになる」という言葉もありました。小

さなことが大きなことに変わる、という言葉がすごく心に残ったし、実践することもできる

と思います。今、ＳＤＧｓという活動があります。情報の授業のテーマだったりして身近な

ものだと感じます。私はＳＤＧｓを通して差別問題解決に繋がることを実行したいと思いま

す。 

  夢や目標を持つことの大切さを学んだ。まずゴールを決めないとやる気が出なくなった

り、具体的な未来が見えなくなることがわかった。とりあえずの夢でそれが変わったとして

も、いろいろな分野に手を伸ばして学んでいくことが大切だと思った。また興味や関心を持

つことも大切だと感じた。様々なものに精通していると、固定概念にしばられず、他人目線

でも考えることができると思った。 

   

No.２ ６月16日（水） 14:00～15:30 

  内容 「地域の産業・経済における現状と課題」 

講師 細谷祐二 様（新潟県立大学国際経済学部教授） 

燕三条地域における金属加工産業の現状について、国

内の同産業の変化や東大阪市との比較などをもとに講

義をしていただき、今後の課題についての問題提起をし

ていただいた。 

 

【事後レポートの項目】 

１ あなたが興味を持つ中小企業の類型は何ですか、その理由を含め簡潔に書きなさい。 

２ 講義を受けて、燕三条地域の特徴をどのように理解したか、書きなさい。 

３ 講義を受けて、地域経済、地域企業の活性化のために、あなたはどのようなことを提案した

いと考えますか。 

４ ＷＷＬ特講を受講して 

① 講義によるあなたの一番の気付きは何ですか。 

② 受講前後の変化について、自己評価しましょう。（※５が高く、１が低い） 

受講前の燕三条地域の状況について関心度を評価すると、（５・４・３・２・１ ） 

受講後の燕三条地域についての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１） 

 

【事後レポートにおける生徒の記述から】 

［３について］ 

  地域の人材養成の重要性がわかった。地域経済、地域企業に関心を持つ人材を増やす必要が

あると思う。そのためにも現状の発信や人材の必要性を全国に発信し、燕三条の産業の内容に

ついても詳しく発信していけたらよいと思う。また人材育成のための指導者も必要だ。日本人

だけでなく海外の人達もインターネットなどを利用し発信していくことが必要だと思う。 

  現に存在する金物、金属の製造・加工技術を活かし、若者受けする商品や環境に優しい長持

ちする生活用品を生産するべきだと思う。直近のアイスクリーム専用スプーンや鉄アイス等は

未成年、子供でも魅力や良さに気づけるよい取組である。このようにして作った商品を、まず

は地域全体で広め意見を仰いで、開発を重ねて国内外関わらず需要を増やしていくべきだ。 

  １つ目は他の地域と差別化した新しい視点でものづくりをし、多くの人に知ってもらうこと

である。２つ目は日本や地域などのために中高生が自分たちの地域に関心をもち、学ぶ機会を

増やすこと。そして地域を引っ張るリーダーを育成すること。 

［４-①について］ 

  最近は廃業していく企業が多いとわかった。その背景として、日本のものづくりのピークが

すぎてしまうピークアウトがあることがわかった。それは日本の企業がどんどんと海外へ進出

ない』となる」というお話がありました。私は今まで英語を話すことができれば大丈夫だと

思って勉強していたのですごく驚いたし、世界で通用する人間になるのは根本的な考えから

変えていかなければならないと感じました。そして「『かわいそう』と言ったって何の意味

もない→行動を起こす」「世界を身近に感じるには自分に置き換える」「世界を難しく考え

ずに小さな一歩を踏んでいく→達成すれば大きなものになる」という言葉もありました。小

さなことが大きなことに変わる、という言葉がすごく心に残ったし、実践することもできる

と思います。今、ＳＤＧｓという活動があります。情報の授業のテーマだったりして身近な

ものだと感じます。私はＳＤＧｓを通して差別問題解決に繋がることを実行したいと思いま

す。 

  夢や目標を持つことの大切さを学んだ。まずゴールを決めないとやる気が出なくなった

り、具体的な未来が見えなくなることがわかった。とりあえずの夢でそれが変わったとして

も、いろいろな分野に手を伸ばして学んでいくことが大切だと思った。また興味や関心を持

つことも大切だと感じた。様々なものに精通していると、固定概念にしばられず、他人目線

でも考えることができると思った。 

   

No.２ ６月16日（水） 14:00～15:30 

  内容 「地域の産業・経済における現状と課題」 

講師 細谷祐二 様（新潟県立大学国際経済学部教授） 

燕三条地域における金属加工産業の現状について、国

内の同産業の変化や東大阪市との比較などをもとに講

義をしていただき、今後の課題についての問題提起をし

ていただいた。 

 

【事後レポートの項目】 

１ あなたが興味を持つ中小企業の類型は何ですか、その理由を含め簡潔に書きなさい。 

２ 講義を受けて、燕三条地域の特徴をどのように理解したか、書きなさい。 

３ 講義を受けて、地域経済、地域企業の活性化のために、あなたはどのようなことを提案した

いと考えますか。 

４ ＷＷＬ特講を受講して 

① 講義によるあなたの一番の気付きは何ですか。 

② 受講前後の変化について、自己評価しましょう。（※５が高く、１が低い） 

受講前の燕三条地域の状況について関心度を評価すると、（５・４・３・２・１ ） 

受講後の燕三条地域についての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１） 

 

【事後レポートにおける生徒の記述から】 

［３について］ 

  地域の人材養成の重要性がわかった。地域経済、地域企業に関心を持つ人材を増やす必要が

あると思う。そのためにも現状の発信や人材の必要性を全国に発信し、燕三条の産業の内容に

ついても詳しく発信していけたらよいと思う。また人材育成のための指導者も必要だ。日本人

だけでなく海外の人達もインターネットなどを利用し発信していくことが必要だと思う。 

  現に存在する金物、金属の製造・加工技術を活かし、若者受けする商品や環境に優しい長持

ちする生活用品を生産するべきだと思う。直近のアイスクリーム専用スプーンや鉄アイス等は

未成年、子供でも魅力や良さに気づけるよい取組である。このようにして作った商品を、まず

は地域全体で広め意見を仰いで、開発を重ねて国内外関わらず需要を増やしていくべきだ。 

  １つ目は他の地域と差別化した新しい視点でものづくりをし、多くの人に知ってもらうこと

である。２つ目は日本や地域などのために中高生が自分たちの地域に関心をもち、学ぶ機会を

増やすこと。そして地域を引っ張るリーダーを育成すること。 

［４-①について］ 

  最近は廃業していく企業が多いとわかった。その背景として、日本のものづくりのピークが

すぎてしまうピークアウトがあることがわかった。それは日本の企業がどんどんと海外へ進出
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してしまい、地域の産業が廃れてしまったからだとわかった。 

  グローバルな視点だけでなくローカルな視点を持つことが大切だと気づきました。なぜなら、

グローバルばかり意識しすぎるとローカルの経済（地域経済、地域企業）が衰退し、やがてグ

ローバルの経済も連鎖して衰退していくと思う。グローバルとローカルのどちらの視点も持て

るようになりたい。 

  勉強をしてメリットがあるのは自分だけではないということです。今までは自分だけのため

だと思って勉強していたけれど、地域にもメリットがあるということを知りました。勉強が地

域経済や企業のためになると考えたら、以前よりも頑張ろうという気持ちが強まりとてもよか

ったです。 

［４-②について］ 

講義前の平均値が2.8、講義後が4.1であった。講義により生徒達の地域に対する関心の高まり

がみられた。 

 

No.３ ７月９日（金） 13:50～14:50 社会人講義 

１・２年生を対象に例年実施している三条高校ＯＢを講師とした分野別の講義を開催した。

本校ＯＢ講師に加えて県内大学からの講師を含め13分野の講義を行った。２年生は班の探究テ

ーマについて、設定理由や探究方法などを発表し、講師から助言をいただいた。その後、講師

による講義を行い、生徒は感想レポートを記入した。 

 

講師一覧 ※三条高校ＯＢ 

No グループ 区分 講師氏名 勤務先など 

1 理学 理学 ※土屋 良海  様 新潟大学理学部 

2 工学 機械設計 ※渡辺 真奈美 様 (株)コンプケア 

3 保健・医療 医師 ※坂内 優子  様 小児科医院開業 

4 生物・農学 園芸 ※加藤 はと子 様 道の駅 庭園の郷 保内 

5 人文科学 語学 ※髙波 洋介  様 パール金属株式会社 

6 社会科学 経済 ※野水 重明  様 ツインバード工業株式会社 

7 社会科学 経営 ※佐藤 俊之  様 (株)オークス 

8 教育 義務教育 ※川沼 正憲  様 県立月ヶ岡特別支援学校 

9 教育 高校 ※齋藤  均  様 新潟県健康づくりスポーツ医科学センター

10 芸術 音楽 ※本間 美恵子 様 マリンバ奏者 

11 社会科学 法学 ※石川 佳代  様 ひめさゆり法律事務所 

12 生物・農学 農学 ※小瀬 知洋  様 新潟薬科大学 

13 工学 建築 ※富永 禎秀  様 新潟工科大学 

 

No.４ ９月28日（火） 13:25～15:05 

 内容 「懸命に生きる人々～日本人こそ学んで欲しい～」 

 講師 池間哲郎 様（一般社団法人アジア支援機構代表理事） 

カメラマンである講師が発展途上国の現状を見て、ゼロから始めた国際支援事業の内容を

もとに、日本人がいかに国際貢献活動に関わってきたかについて講義をしていただいた。１

年生の探究活動に関係する内容でもあったため生徒には大きな刺激となった。 

【生徒の感想より】 

  日本は敗戦後、多くの国から支援を受けて今の先進国と呼ばれるところまで回復・発展をし

てきた。日本人は自分達が豊かになったら終わりではなく支援を受けた恩を返していかなけれ

ばならないと思った。そこでは、かわいそうな人達として見るのではなく誰に対しても尊敬す

る気持ちを持つのが大切である。池間さんが紹介してくれた国はいずれも貧しく、子どもや女

性が労働を強制されたり、罪のない人が殺されたり亡くなったりしている。自分が住む平和な
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社会とのギャップが強くて全然想像できなかったが、現実で起きていることとして受け止めな

ければいけないと思った。生きることに必死で教育が受けられないためにさまざまな問題が起

きていることから教育の大切さをとても感じた。自分がいらないものを差し出すのではなく自

分の大切なものを分けるという考え方がとてもよいと思った。私は今まで適当になんとなく生

きてきたら16年過ぎていたという感じなので自分の身近なことだけでなく広い視野でものご

とを見ていかなければいけないと思った。 

  同じアジアの国々でも、環境が全く違うことを知ることができた。児童労働があたりまえに

なっていて、子どもだから教育があたりまえではないのが一番の驚きだった。そういった国々

に対しての支援を、最初にやろうと思い、そして行動に移したことに尊敬した。教育が行き届

いていない所で、新たに、一からということもすごい。知らないからしないではなく自ら知っ

て、行動できるようになりたいと思った。多くの人がこの活動を知り、支援できれば、そして

自分も行動できるようになっていければと、思った。 

  まず、この講演をしてくださった池間さんに感謝の気持ちでいっぱいです。私も物事を最後

までやり切らずに、のうのうと今まで歩んできた自覚があるのですが、今の自分が、池間さん

の若いころと重なって、集中して最後まで話を聞いていました。特に、池間さんが講演の最後

に、「一生懸命生きるんだよ」といった話をされていたのが深く心にささりました。まるで自

分のことを見すかされているようでどきりとしましたが、本当に自然と涙が出てきました。こ

の講演を聴いて、心から良かった!!と思えました。本当にありがとうございました。私が印象

に残っているのは、カメラマンでもある池間さんが撮った写真の中でも特に子供たちが笑顔の

写真です。仕事をしているときだったり、学ぶ喜びを知ったとき、また少し悲しそうな笑顔、

すべてが池間さんにしか撮ることのできない、アジアについての情報がぎっしりとつまった写

真だと思いました。１番印象深い写真は学校で子供たちが笑顔でいた写真で、私は今まで「学

ぶ」ことに対して喜びを持ったことがないまま生きていたんだな、と実感させられました。私

もその子供たちを見習って、真剣に学習に取り組みたいと思いました。聞いていて楽しい講演

会でした。 

 

No.５ 12月１日（水） 15:00～16:40 

内容 「2030年までに達成すべきＳＤＧｓとは～長岡技大のＳＤＧｓ活動～」 

講師 勝身麻美 様（長岡技術科学大学国際産学連携センターUEA）  

   長岡技術科学大学はＳＤＧｓについて積極的な取組を

行っていることから講義を行っていただいた。 

オンラインでの実施となり、前半はＳＤＧｓの説明を

中心とした講義、後半はグループによるディベートを交

えた講義の２部構成で行った。終了後は講義レポートの

記入を行った。 

 

 

【事後レポートの項目】 

１ 講義を聞いてＳＤＧｓについて新たに知ったことがありますか。あれば、簡潔に記入してく

ださい。 

２ 長岡技術科学大学のＳＤＧｓ活動を参考に、学生（高校生・大学生）がＳＤＧｓ達成に、ど

のように関わる、どのように取り組むことが効果的であり、貢献できると考えますか。 

３ ディベートに取り組みましたが、今日の立場は、自分の意見と同じ場合、異なる場合のどち

らかでした。あえて各々の意見に合わせたグループ分けをしなかった意図・目的・効果につい

てどのように考えますか、記入してください。 

４ 「地域活性化」は、日本の地方が共通に抱える課題です。このテーマについて取り組みまし

たが、あなたの意見・感想を簡潔に記入してください。 

５ ＳＤＧｓ達成に向けて、 

① あなたがＳＤＧｓ取組の現状を、推進されていると考えますか、それとも達成が困難な状況

にあると考えますか。どちらかを○で囲みなさい。 
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推進されている／困難な状況にある 

② 今回の講義を受けて、ＳＤＧｓ達成のために何が必要と考えますか。達成に向けてさらに推

進するために必要なこと、達成を難しくしていることから克服・取り除く必要があること、

上記のあなたの立場をふまえて記入してください。 

６ ＷＷＬ特講を受講して 

① 講義によるあなたの一番の気付きや学びは何ですか、記入してください。 

② 受講前後の変化について、自己評価しましょう。（※５が高く、１が低い） 

受講前のＳＤＧｓについての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１ ） 

受講後のＳＤＧｓについての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１） 

 

【事後レポートにおける生徒の記述から】 

［５-②について］ 

  推進：一人一人、一国一国の当事者意識が必要だと思います。今はＳＤＧｓを調べているの

でぜひとも達成に貢献したいな、という気持ちでいますが、中には「今自分は豊かな暮らしを

しているから関係ないや」「どうせ遠い国の話しでしょ」と考えている人は一部いると思いま

す。そういった人達の心を変えていくことも必要だと思います。 

  困難：住民に対して具体的な目標を示す必要があると思います。国単位での目標があっても

国民一人一人が何をしてよいかわからないということが問題としてあります。そのため一人あ

たりの具体的な目標を設定する必要があり、そうすることによって興味関心も高まると思いま

す。 

［６-①について］ 

  １つのゴールが他の様々なゴールにも繋がっているということ。小さなことでもＳＤＧｓの

達成に近づくことができるということがわかり、まずは自分のまわりでＳＤＧｓ達成のために

できることはないか探して取り組んでいきたいと思った。 

  物事には良い面と悪い面が必ずあり、それを解決するのがとても難しいことがわかりました。

ＳＤＧｓは世界で考えなければならない問題で、もっといろいろな立場で物事を考えなければ

いけない難しいものだということもわかりました。だからこそ、身近な解決できる問題から片

付けていきたいと思いました。 

  ディベートをしてみて、自分では思いつかないような意見がたくさん出てきたので、色々な

人と話し合いをすることも自分の視野を広げられるよい機会だったと思います。自分とは違う

意見について考えることもよい結果を生み出すために必要だと思いました。 

［６-②について］ 

講義前の平均値が3.5、講義後が4.4であった。講義により生徒達のＳＤＧｓに対する関心の高

まりがみられた。 

 

No.６ 12月８日（水）、10日（金） 

  内容 「探究学習の進め方－テーマ設定と実証方法－」 

講師 田中一裕 様（新潟大学創生学部教授）※オンライン講義 

ＷＷＬ情報科学の授業の中で講義を行ってい

ただいた。探究活動の発表を終えた直後の段階

で、改めて探究学習の方法について研修を行う

ことで今年度の活動を検証するとともに、12月

以降の発表機会に向けたブラッシュアップと、

２年次の活動への改善点の確認を行った。今年

度、特に苦慮していたテーマ設定と、分析や結

論を導く過程について重点をおく内容で行って

いただいた。 
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No.７ 12月24日（金） 10:55～11:55 

  講師 井口萌子 様（株式会社ＩＮＰＥＸ） 

クウェートに留学した経験のある講師をお招きして、７月30日に行った３年生地理選択者

向けの講義の録画をもとに、日本人にはなじみのない西アジアの状況を学ぶ目的で実施し

た。 

【事後レポートの項目】 

１ 西アジアの国と聞かれて、思いつく国を１つ答えなさい。思いつかない場合は「なし」を記入

する。 

２ 西アジアと称される地域に含まれない国を選びなさい。 

イエメン／サウジアラビア／エジプト／イラク／オマーン／イスラエル／レバノン／ 

アフガニスタン／イラン／ギリシア／シリア／ヨルダン／アラブ首長国連邦／トルコ／ 

クウェート 

３ 西アジア地域の概要について簡単に整理してみよう。 

自然／環境／主な宗教／主な民族／主な言語 

４ 西アジア地域で一番魅力的に感じたことを書きなさい。 

５ 日本と西アジア地域との関わりについて、あなたが考えることを書きなさい。 

※ 現状に対する評価や将来的な展望など 

７ ＷＷＬ特講を受講して 

①  講義によるあなたの一番の気付きは何ですか。 

②  受講前後の変化について、自己評価しましょう。（※５が高く、１が低い） 

受講前の西アジアについての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１） 

受講後の西アジアについての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１） 

 

【事後レポートにおける生徒の記述から】 

［７-①について］ 

  井口さんの話を聞いて、まだまだ世界には私の知らないことがたくさんあることにワクワク

してきた。西アジアについての貴重な話しを聞けて、以前よりも視野が広がった。地域が違う

と服装、食べ物、文化など様々な異なる点が存在してくる。それらを自分と違うからといって

差別するのではなく、魅力的なものだと感じる寛容な心を持つことが大切だと思った。 

  日本との文化の違いがとても大きいことを知った。実際にその国に行って文化に触れた人の

生の感想を聞けて自分も驚いたことが多かった。ＳＤＧｓのような国際的な問題を解決するに

は他の国の文化や宗教について理解することが大切だと思った。 

  井口さんは本当に西アジアについて楽しそうに語っていらっしゃいました。行ってみなけれ

ばわからない現地の魅力などを今回リアルに知ることができて聞いているだけでとても楽し

かったです。私は海外で仕事がしたいと思っていませんでしたが、海外に対する関心が高くな

りました。 

［７-②について］ 

講義前の平均値が2.8、講義後が4.2であった。講義により生徒達の西アジア地域に対する関心

の高まりがみられた。 

 

No.８ ２月24日（木） 13:00～14:30  

内容 外務省高校講座（１・２年生） 

講師 伊藤光 様（外務省中南米局中米カリブ課） 

外務省が行っている高校講座をオンラインで１・２年

生を対象に実施した。 

 

【事後レポートの項目】 

１ 外務省の仕事についてまとめてみましょう。 

２ 外務省や国際機関について初めて知った事項があれば列記しましょう。 

３ 講義によるあなたの一番の気付きや学びは何ですか、記入してください。 
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４ 講義の前後で、あなたの国際関係に関する関心度を評価してみましょう。 

（※５が高く、１が低い） 

受講前の国際関係についての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１） 

受講後の国際関係についての関心度を評価すると、（５・４・３・２・１） 

【事後レポートにおける生徒の記述から】 

［３について］ 

  私は将来、海外の人々や問題に関わりながら仕事をしていきたいと思って進路について考え

ていました。ですが、職業で考えたときにどんな職業につけば私のやりたいことができるのか

わかりませんでした。具体的に考えられていない点にも不安などを抱えていました。しかし、

今回の講義を通して外務省や外交官の仕事がもしかしたら自分のやりたいことや目指すもの

に合っているかもしれないと気づくことができ、自分の世界を少し広げることにつながったと

思いました。講義のお話の中にもありましたが、みんなそれぞれ違う価値観を持った中で、

色々な人と生活をして、自分が知っていること、考えたことがすべてではないし、かといって

間違っているわけでもない。大切なのは自分から他者へ歩み寄ること、知ろうとすること、学

ぼうとすることだと思いました。 

   講義による一番の学びは外交官として働くことは様々な価値観に触れることができるとい

うことです。また外国の歴史の転換点など重要な場面に関われることもすごいことだと思いま

した。日々の外交が国際政治に関わっていることを知って、外交官の仕事はとても責任重大な

仕事だけれど、とてもやりがいを感じることができる仕事だと思いました。 

  外務省での仕事は国の友好関係を築くことは知っていたが、そのために日本文化を紹介する

イベントの企画・運営や政策の決定までしていることを初めて知った。英語の間違いを気にし

て話さないよりも、どんどんチャレンジして英語を話していくべきだということを知った。私

たちが平和のためにできることは、自分の役割は何かを考えることで、それが平和につながっ

ていくことを知った。日本の治安の良さが当たり前ではないということに気づいた。 

［４について］ 

講義前の平均値が3.0、講義後が4.3であった。講義により生徒達の国際理解や外交官の職務に

対する関心の高まりがみられた。 

 

      イ グローカルフィールドワーク 

日 時 12月７日（火） 13:00～14:00  

訪問先 株式会社スノーピーク 

生徒の探究活動の一環として企業や事業

所を訪問して現地を調査するフィールドワー

クを10月に予定していたが、生徒の探究活動

の進捗状況の遅れやコロナ禍により企業・事

業所での受け入れが困難であることから思う

ように進めることができなかった。結果的に

全体での実施を見送ることになったが、全国

高校生フォーラム参加するグループについて

は、12月７日（火）に実施することができた。 

設計本部長の林良治様からスノーピーク

社製品「レインボーボトル」の開発について

説明を受けた。その後、参加生徒は自らの発

想で試作したマイボトル「ＲｅＢＯ」の説明

を行い、林様から意見助言をいただいた。実際の商品開発に携わった開発者と、製作の可

否やコスト、価格、商品開発に欠かせない視点や姿勢等について意見交換ができ、そのこ

とが探究学習において重要な要素になることを確信することができた。次年度は確実に全

生徒参加で実施したい。 
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ウ 課題研究 

ＷＷＬ拠点校の指定を受けて学校設定科目「グローカル探究」及び「ＷＷＬ情報科学」

の一部の授業時間を活用して探究活動を行った。授業はクラス担任６人とＷＷＬ事業部

３人、情報担当教員が担当した。 

○ ５月６日（木）～５月12日（水） 生徒へのＷＷＬガイダンス 

三条高校が指定されたＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築

事業とはどのようなもので、拠点校とはどのようなことを行うのか、について概略を説

明した。そのうえで１年次の活動の核になる科目「グローカル探究」において、どのよ

うなことをするのかについて説明した。 

○ ６月１日（火）～３日（木） 個人の探究テーマの選定 

ワークシートを活用した個人テーマ設定についての指導と作業を行った。 

○ ６月23日（水） 探究グループ発表 

各自の個人テーマに基づいて、探究活動の班をク

ラス毎に編成して発表した。１グループ３人～５人

で、学年全体で全64グループとした。 

○ ６月29日（火）12:40～15:45 探究テーマの設定 

ワークシートを使い、探究テーマを設定した。 

○ ７月６日（火）～８日（木） 探究テーマの設定 

グループの探究テーマ選定を行った。 

○ ７月29日（木）・30日（金） 調査活動 

夏期特別編成時間割にグローカル探究３時間（29日１時間、30日２時間）を組み込み

グループの探究テーマ選定と調査活動を行った。 

○ ９月１日（水）７限 探究テーマのポスター作成 

学校の教育活動公開の一環として九月祭（三条高

校の文化祭）の来校者に見ていただくために例年、

探究活動のポスターを掲示している。作成したポス

ターは、９月10日（金）に体育館前廊下壁面に掲示

した。 

○ ９月第２週～11月第３週  

「ＷＷＬ情報科学」週１時間ペースで探究活動の

計８時間を用いて各グループの進捗状況の発表、調

査結果の集計や分析、発表資料のとりまとめなどを

行った。 

○ 11月30日（火） １学年分野別発表会 14:15～15:45   

全64グループが９会場に分かれて、１学年分野別発表会を行った。１分野１会場と

はせず、内容が類似する班をまとめた会場を編成した。１グループ発表７分とし、質

疑応答を行った。生徒は各会場で、各グループ発表後に、Google Formsにより作成し

た評価シートに発表に対して評価ルーブリックに基づいて評価を入力した。 
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【会場と分野】 

会場 班数 分野 ※（ ）内は班数 

1-1教室 ７ 医療（3） 水（4）  

1-2教室 ７ 飢餓（7）   

1-3教室 ７ エネルギー（2） 気象（2） 森林（3） 

1-4教室 ７ 飢餓（2） 教育（4） 難民（1） 

1-5教室 ７ 教育（5） ジェンダー（2）  

1-6教室 ７ ジェンダー（3） 飢餓（4）  

4F演習室１ ７ 貧困（3） 都市（3） 飢餓（1） 

3F演習室1 ８ 水（7）   

3F演習室2 ７ 海（4） プラスチック（2） リサイクル（2） 

 

【発表テーマ一覧】 

No 組 班 発表テーマ 

1 1 1 新潟の米を使って中国の飢餓を救う 

2 1 2 
日本人の節水に対する意識、身近な水への意識はポスターやパンフレットで向上

するのか 

3 1 3 雨水をためることができる木 

4 1 4 効率よく水をきれいにする方法 

5 1 5 地球に負担をかけないエネルギー使用 

6 1 6 南スーダンの児童労働を解決するには 

7 1 7 よりよい環境を作るには 

8 1 8 水の汚さから子供を守ろう 

9 1 9 森林とどう関わるか 

10 1 10 ニジェールの洪水被害を少なくするには 

11 2 1 世界から飢餓をなくすために食品ロスを減らす方法を考える 

12 2 2 フードバンクの認知度を上げよう 

13 2 3 日本とアフリカのフェアトレード 

14 2 4 マリの子どもたちをマラリアから守る 

15 2 5 発展途上国における教育の現状 

16 2 6 水質改善inネパール 

17 2 7 綺麗な水を作るには 

18 2 8 森林破壊について 

19 2 9 南スーダンの貧困の原因の１つである農業の発展 

20 2 10 地球温暖化防止をめざし～身近にできる発電方法を発明する～ 

21 2 11 アメリカでのアジア人差別～アメリカにあるアジア人差別の根底にあるもの～ 

22 2 12 バイオマスプラスチックはどのくらい環境によいのか 

23 3 1 家庭の食品ロスを減らすために 

24 3 2 実は知られていない隠れ食品ロス～三条地域の規格外野菜を救うには～ 

25 3 3 元気が出る朝食とは 

26 3 4 アプリケーションを使った学習を～どのように活用すれば学力に繋がるか～ 

27 3 5 発展途上国の就学率を上げるためには 

28 3 6 水の大切さを知ろう～日本の未来のために～ 

29 3 7 災害に強いまちづくり 

30 3 8 プラゴミを減らすためには 

31 3 9 すべての子どもに教育を 

32 3 10 フェアトレードの知名度を上げるためには 

33 3 11 高齢者の安全を守れる街へ～ひとり歩きをする高齢者～ 

34 3 12 新潟県に向いている風力発電の種類について 
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35 4 1 昆虫食は未来を救う!?～飢餓をなくすために最も効果的なことは～ 

36 4 2 食品格差をなくすためには 

37 4 3 アフリカの命と医療～小さな命を守るためには 

38 4 4 質の高い教育とは何か 

39 4 5 水不足によるアフリカの危機～安全なトイレと水を世界中に～ 

40 4 6 日本の水産資源を守る 

41 4 7 CRY OF FISH～海の生態系の崩壊について 

42 4 8 難民～安心して暮らせる社会をつくるには～ 

43 4 9 廃棄物の有効活用 

44 4 10 
激しい猛暑による薬や食糧不足への有効な対策とは 

～子供の３人に１人は命の危機に瀕している～ 

45 5 1 南スーダンの飢餓 

46 5 2 日本の子供の飢餓を減らすための対策とは 

47 5 3 日本中に十分な食糧を届けるために 

48 5 4 家庭内で食品ロス対策 

49 5 5 南スーダンの衛生問題を改善するには 

50 5 6 日本の教育を発展させるためには 

51 5 7 日本の男女平等に向けて～男女格差指数の高い国と日本～ 

52 5 8 異常気象への適応 

53 5 9 海にやさしいマイボトルの提案 

54 5 10 日本の子どもの虐待について 

55 6 1 実は身近に起きている飢餓を減らすためには 

56 6 2 マダガスカルにおける安定した持続可能な食糧生産について 

57 6 3 日本でのインクルーシブ教育 

58 6 4 性に関する既成概念について 

59 6 5 日本がジェンダーレス社会を実現するには 

60 6 6 世界の水不足の解消 

61 6 7 中部アフリカにおける環境問題の具体的な対策は何か 

62 6 8 海洋プラスチックの減少のために 

63 6 9 生態系の維持～環境の変化を少しでも止めよう～ 

64 6 10 男女差別をなくすには 

 

発表テーマは大きく分類すると、飢餓に関するものが14班、水に関するものが11班、教育に関

するものが９班、ジェンダーに関するものが５班、海に関するものが４班、都市に関するものが

３班、貧困に関するものが３班、森林に関するものが３班、医療に関するものが３班、エネルギ

ーに関するものが２班、気象に関するものが２班、リサイクルに関するものが２班、プラスチッ

クに関するものが２班、難民に関するものが１班となった。 

昨年度まで、「総合的な探究の時間」で課題研究を行っていたが、今年度は、例年に較べ、食品

ロスを含めた飢餓に関するテーマや水に関するテーマを取り上げた班が大幅に増加していた。 
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【発表に対する評価ルーブリック】 

発

表

内

容 

評価項目 

４ ３ ２ １ 

たいへんよくで

きている 

よくできており

満足できる 

いくつかの改善

点があり、もう

ひと頑張りであ

る。 

出来栄えとして

は物足りない 

探究テー

マ 

テーマが絞り込

まれて具体的な

ので、何をした

いかが明解であ

る。 

テーマの絞り込

まれているの

で、何をしたい

かがわかる。 

テーマが大きく

絞り込みが不十

分なため、具体

的に何をしたい

かが漠然として

いる。 

ＳＤＧｓそのま

まのようで、抽

象的で何をした

いかわからな

い。 

設定理由 テーマや課題設

定が社会や世界

とどのように関

わるか、貢献す

るかが明解に表

現されている。 

テーマや課題設

定が社会や世界

とどのように関

わるか、貢献す

るかがわかる。 

テーマや課題設

定が社会や世界

とどのように関

わるか、貢献す

るかがよくわか

らない。 

一般論であり、

探究活動が社会

や世界とどのよ

うに関わるか、

貢献するか説明

がない。 

「明らか

にしたい

問い」(解

決状態)の

設定 

新規性、独創性

があり、実行・

実現の可能であ

る。 

新規性や独創性

に欠けるが、現

状の課題を意識

した設定となっ

ている。 

抽象的、曖昧な

表現で設定され

ていて、漠然と

した問いとなっ

ている。 

テーマとの関連

が不明瞭であっ

たり、大きすぎ

たりで、問いと

して適当とはい

えない。 

仮説（提

案）の立

案 

「明らかにした

い問い」の解答

として整合性が

あり、曖昧な表

現がなく定義が

明確な語句によ

り説明されてい

る。 

「明らかにした

い問い」の解答

として整合性が

あり、明確に表

現されていて検

証が期待され

る。 

「明らかにした

い問い」の解答

として整合性に

欠けたり、検証

に困難さがあ

る。 

仮説（提案）の

形態になってお

らず、探究活動

での検証は困難

と考えられる。 

分析 様々な情報が十

分に収集され、

多様な視点から

緻密に分析され

ている。 

様々な情報が収

集され、多様な

視点から分析さ

れている。 

情報量に不足感

が否めず、分析

の視点が少な

く、既知の枠を

でていない。 

収集した情報を

既知の枠内でま

とめたにすぎ

ず、分析とは言

えない。 

結論 複数の問いとそ

の解決が論理的

であり、明解に

結論が導かれて

いる。 

複数の問いとそ

の解決により結

論が導かれてい

る。 

結論を導く論証

に不充分さが認

められる。 

根拠が不明確

で、主観的な主

張とその理由に

より構成され、

論証とは言いが

たい。 

展望等 具体性や現実性

があり、すぐに

でも実行でき

る。今後の発展

が大いに期待で

きる。 

具体性があるの

で、改善される

ことで現実性が

増し実行できそ

うだ。 

具体性や現実性

に欠け、実行や

発展を見込みが

たい。 

既知の課題等の

強調にすぎず、

探究の成果がわ

からない。 
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【プレゼンテーションについてのルーブリック】 

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

評価項目 

４ ３ ２ １ 

たいへんよくで

きている 

よくできており

満足できる 

いくつかの改善

点があり、もう

ひと頑張りであ

る。 

出来栄えとして

は物足りない 

スライド １枚の情報量が

適切で、グラフ

や画像が効果的

に活用され、説

明のポイントが

的確にわかり大

変見やすい。 

１枚の情報量が

適切で、見やす

い。 

１枚の情報量が

多く（少な

く）、デザイン

等に凝りすぎて

見にくさがあっ

た。 

文字量が圧倒的

に多く（少な

く）、原稿その

ままのスライド

が中心で、工夫

が見えない。 

デザイン 全体に統一さ

れ、魅力的なデ

ザインとなって

いる。 

全体に統一され

ている。 

字体や配色にば

らつきが見られ

る。 

字体や配色等が

スライドごとに

ばらばらで統一

感がない 

構成 説明内容とスラ

イドがリンクし

ていてわかりや

すく、各説明の

時間配分も適当

である。 

説明内容とスラ

イドがリンクし

ていて、各説明

の時間配分も適

当である。 

説明内容とスラ

イドのズレや説

明の長さにばら

つきがあり、発

表時間も短く

（長く）わかり

にくさがある。 

発表時間が短く

（長く）、説明

やスライドの構

成と時間配分の

再考が不可欠で

ある。 

発表態度 原稿を見ること

なく、聴衆全体

を見渡し、聴衆

の反応を確かめ

ながら説明して

いる。 

原稿を見ること

なく、聴衆全体

を見渡して説明

している。 

原稿をたびたび

見て発表してい

て、聴衆全体を

見渡した説明に

なっていない。

発表時間もやや

短い。 

原稿の棒読み

で、聴衆を見渡

すことがない。

発表時間が短

い。 

発声 聞き取りやすい

声の大きさで抑

揚や身振り手振

りを交えてい

た。 

声の大きさも適

当で聞きやすい

が、抑揚や身振

り手振りが限定

的である。 

声の聞き取りに

くさはないが、

身振り手振りも

ほとんどない淡

泊な発表であっ

た。 

声が小さく、聞

き取りにくかっ

た。 
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分野別発表会での評価分布 

 

【生徒による評価概要】 

評価項目 

（％） 

探
究
テ
ー
マ 

設
定
理
由 

明
ら
か
に
し
た
い
問
い 

仮
説
（
提
案
） 

分
析 

結
論 

今
後
の
課
題
等 

ス
ラ
イ
ド 

デ
ザ
イ
ン 

構
成 

発
表
態
度 

発
声 

たいへんよくで

きている 
４ 58.9 54.8 48.2 50.6 57.2 50.0 37.6 52.2 49.6 53.6 19.4 23.2

よくできており

満足できる 
３ 36.9 40.9 46.8 42.5 36.0 41.7 49.1 40.2 45.5 36.8 40.3 50.9

いくつかの改善

点があり、もうひ

と頑張りである。 

２ 3.9 4.0 4.8 6.4 5.8 7.8 12.9 6.7 4.2 8.3 37.4 25.3

出来栄えとして

は物足りない 
１ 0.3 0.2 0.1 0.2 0.6 0.1 0.3 0.8 0.4 1.0 2.8 0.6

 

【教員による評価概要】 

評価項目 

（％） 

探
究
テ
ー
マ 

設
定
理
由 

明
ら
か
に
し
た
い
問
い

仮
説
（
提
案
） 

分
析 

結
論 

今
後
の
課
題
等 

ス
ラ
イ
ド 

デ
ザ
イ
ン 

構
成 

発
表
態
度 

発
声 

たいへんよくで

きている 
４ 7.8 3.1 0.0 0.0 9.4 0.0 1.6 10.9 7.8 9.4 12.5 12.5

よくできており

満足できる 
３ 81.3 92.2 82.8 78.1 64.1 73.4 68.8 60.9 76.6 82.8 28.1 42.2

いくつかの改善

点があり、もうひ

と頑張りである。 

２ 10.9 4.7 17.2 21.9 26.6 26.6 29.7 28.1 15.6 7.8 54.7 45.3

出来栄えとして

は物足りない 
１ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 0.0
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○ 12月10日（金）～12月17日（金） 分野別発表の振り返り 

ＷＷＬ情報科学の授業１時間を使って、分野別発表会の生徒評価結果を各班に渡

し、ワークシートに従って発表の振り返りを行った。プレゼンテーションについての

反省が多く、学年発表会やポスターセッションに向けての改善を指導した。  

○ 12月16日（木） １学年探究発表会で発表する班の決定を生徒に提示。 

○ 12月17日（金） 12:00～12:15  

１学年探究発表会で発表する班に対して当日の手順、スライド等の更新期限等の事前

指導の実施。 

○ 12月24日（金） 9:00～10:35 １学年探究発表会 小体育館 

分野別発表会での評価をもとに選出した８班が、７分間の発表を行った。司会進行は

生徒２人が行った。生徒は各班の「発表に対する助言シート」に、内容に関すること、

発表者の問題意識に共感したこと、良かった点、改善点、期待すること、疑問点、励ま

しのメッセージなどを記入した。 

発表終了後に管理機関の県高等学校教育課参事から講評をいただいた。また、運営指

導委員４人、検証委員１人、新潟県教育委員会から３人、新潟県立教育センターから１

人の参加をいただいた。またオンラインで運営指導委員３人に発表会を配信した。 

 

【発表順と発表テーマ】 

No 組 班 発表テーマ 

１ ３組 10班 フェアトレードの知名度を上げるためには 

２ ６組 ８班 海洋プラスチックの減少のために～プラスチックから燃料を！～ 

３ ４組 ９班 廃棄物に有効活用 

４ １組 ８班 水の汚さから子供を守ろう 

５ １組 ９班 森林とどう関わるか 

６ ３組 ９班 すべての子どもに教育を 

７ ２組 ３班 日本とアフリカのフェアトレード 

８ ５組 ９班 海にやさしいマイボトルの提案～海の豊かさを守ろう～ 
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○ １月31日（月）～２月８日（火） 

ＷＷＬに関する年間予定の中に、生徒が課題研究で県内大学の大学生・大学院生から

助言を受ける計画があったが、コロナ禍のため実施できなかった。その代替として複数

の代表班が運営指導委員である大学の先生方に発表を見ていただき、助言を受けること

とした。 

実施のねらいは、発表の機会を多くの班に与えること、外部指導者から受けた助言を

２年次の探究活動に反映させること、及び助言を受けた生徒を介した他の生徒への波及

を期待すること、の３点である。  

学年発表会で発表する機会がなかった分野を中心に、指導をお願いする大学の先生方

の分野に関係する科学技術、農業、社会科学をテーマとした班を選出した。 

三条高校会議室を会場に次の表のとおり３回に分けてオンラインで実施した。１班に

つき発表７分・助言等13分で行った。 

各回とも、指導担当の先生から的確な助言をいただくことができた。スライドの工夫

や発想について肯定的な評価があった一方で、全体的に経済面からの考察が足りないこ

と、結論に飛躍が見られること、他地域の事例や他の方法との比較などが欠けているこ

となど、調査・検証・分析の不充分さが厳しく指摘され、発表生徒だけでなく、教員に

とってもよい経験となった。 

 

１月31日（月）13:00～15:00 助言者：城所俊一 様（長岡技術科学大学教授） 

1組 3班 雨水をためることができる木 

1組 4班 効率よく水をきれいにする方法 

2組 6班 水質改善inネパール 

2組 10班 地球温暖化防止をめざし～身近にできる発電方法を発明する～ 

3組 12班 新潟県に向いている風力発電の種類について 

 

２月２日（水）10:00～11:30 助言者：大橋慎太郎 様（新潟大学農学部准教授） 

2組 1班 世界から飢餓をなくすために食品ロスを減らす方法を考える 

2組 9班 南スーダンの貧困の原因の1つである農業の発展 

4組 1班 昆虫食は未来を救う 

2組 2班 マダガスカルにおける安定した持続可能な食糧生産について 

 

２月３日（木）９:30～11:30 助言者：細谷祐二 様（新潟県立大学国際経済学部教授）

1組 1班 新潟の米を使って中国の飢餓を救う 

2組 11班 アメリカでのアジア人差別 

～アメリカにあるアジア人差別の根底にあるもの～ 

4組 6班 日本の水産資源を守る 

5組 6班 日本の教育を発展させるために 

6組 4班 性に関する既成概念について 
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○ １月14日（金）～２月９日（水） 

今年度の探究活動のまとめとして、探究活動の概略を文章で表現する概要版あるいは

図で表現する図解版の作成を、ＷＷＬ情報科学３時間を使って行った。当初は２月２日

（水）までに全クラスが終了する予定であったが、コロナ禍により、予定の変更を余儀

なくされた。 

次のように作成要領を作成し、生徒に示した。 

各グループで行った探究活動について、概要版と図解版を作成して提出してもらいます。

このワークの目的は、概要版は、探究活動の概要について文字（文章）により表現し伝え

る、図解版は図示・図解により探究の思考過程をわかりやすく表現・伝える、ことにありま

す。この目的をふまえて作成すること。 

▸ 作成ツールはMS -Wordとする。 

▸ 概要版、図解版ともに提出用の様式を使用すること。 

１ 探究活動報告【概要版】 

探究内容について、以下の構成に従ってＡ４用紙１枚・1800字程度(1600字以上、2000字を

超えないように)で簡潔にまとめる。 

①探究テーマ ②探究のキーワード ③探究テーマ設定の背景・理由 ④探究活動の目

的・意義 ⑤「明らかにしたい問い(リサーチクエスチョン)」の内容 ⑥探究の方法、結

果、考察 ⑦「明らかにしたい問い(リサーチクエスチョン)」に対する解答・探究の結論 

⑧今後の展望。課題 ⑨参考・引用した文献や資料一覧 

２ 探究活動報告【図解版】 

探究内容を以下の事項についてＡ３用紙１枚に図解・図式化する。 

説明文等を使用して良いが、簡潔・短文にすること。（キーワードは必ず使用し、目立つ

ようにすること） 

①探究テーマ ②探究テーマ設定の背景 背景の根拠や状況を示すデータ等 ③「明らか

にしたい問い(リサーチクエスチョン)」→探究の方法、結果、考察→結論(「明らかにした

い問い」に対する解答）の過程を図解する。※グラフ等の活用推奨。④今後の展望・課題 

⑤参考・引用した文献や資料一覧 

３ ＷＷＬ情報科学の授業３時間で作成〜完成・提出する 

 

○ ２月10日（木）  

12:25～14:10 ２学年分野別発表会に参加 

２年生の分野別発表会(９分野)に、事前の希望調査に従って参加した。 

※２年生は従来の燦光プランによる探究活動 

14:20～15:10 １・２年合同ポスターセッションのためのポスター作成 

   ○ ３月16日（水） 12:40～15:30 １・２年生合同ポスターセッション 

１・２年生の全グループ117班(１年64班、２年53班)を３つのピリオドに配分し、ポス

ターセッションを行った。生徒は自グループの発表を行うとともに、４つ以上の班の発

表を選んで聞き、ワークシートへの記入を行った。 

○ ３月22日（火）  8:50～11:55 ２学年発表会に参加 
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② 学校設定科目「ＷＷＬ情報科学」 

情報の収集・分析・発信する技術を習得させ、問題解決に向けた能力・資質の向上を図る

ために学校設定科目として１年次２単位として設置した。授業は、情報の担当職員１人(６ク

ラス担当)とＷＷＬ事業部の職員３人(３クラス担当１人、２クラス担当１人、１クラス担当)

が担当し、１クラスに２人の担当者がつくチームティーチングの形式を採用した。 

当科目の授業コマを使った探究活動を計画したため、情報科学の内容を前年度までとは異

なる配置・配分で行い、探究活動を念頭に、１学期は「情報の科学」の取り扱う事項につい

て、問題解決とモデル化やワード、エクセル、パワーポイントについての内容を取り扱った。 

９月第２週～11月第３週にかけては、週２時間のうち週１時間ペースで情報ツールの実 

践演習（探究活動）を行い、ＷＥＢ検索による情報収集、ワードとエクセルを使用した情

報整理、パワーポイントを使用した発表スライド作成を、集中的、継続的に行った。 

※「ＷＷＬ情報科学」で探究活動に関わる内容を取り扱った時数15時間 

 

【実施の成果】 

▸  「ＷＷＬ情報科学」の実践演習として、ＷＥＢ検索による情報の収集、収集した情報をワー

ドやエクセルを使って整理したり、グラフ化する、発表資料をパワーポイントによりスライド

を作成するなどを９月から11月にかけて週１コマを用いて行った。生徒は、一定期間継続して

探究活動にあたることになり、問題意識の醸成、継続、高まりの点で大きな効果があった。過

年度では、探究活動のための時間を連続して確保できなかったため、集めた情報や集める情報

の確認をその都度行わざるを得ないなど非効率な状況があった。 

▸  発表資料は、過年度までは手書きで作成していたが、今年度は当科目の履修内容の実践とし

てパワーポイントによりスライドを作成した。エクセルを使用してデータをグラフ化したり、

ワードで発表原稿を作成することを含め、実習の機会が設けられたことによるプレゼンテーシ

ョンのスキルアップが見られた。 

▸  情報収集のための検索、アンケートの集計、資料の分析やとりまとめにエクセル、ワード及

びパワーポイントを使用した。例年に比べこれらのソフトの使用頻度が多かったため、ソフト

使用スキルは例年以上の向上がみられた。生徒の自己評価でも資料作成について「ソフトを使

った資料作成技術ができる」とするものが多く見られた。 

▸  外部講師を活用した統計やデータ分析についての講義を情報科学の時間に行うことを計画

していたが、講師の選定や日程調整が進まず、実施できたのは探究方法についての講義のみ

（ＷＷＬ特講の項参照）であった。 

 

(2) ＷＷＬ拠点校との取組等  

 ① 全国高校生フォーラム 12月19日（日）13:00～17:30  

１年５組９班４人が「海に優しいマイボトルの提案」をテーマとして全国高校生フォーラ

ムに参加した。県内では他に連携校の高田高校と国際情報高校が参加した。 

本校は、当日の生徒交流会ではＢ２グループ（12校）に所属した。４時間にわたる英語で 

の説明、英語だけでのディスカッションは参加した１年生４人には初めての経験であった。

県外の高校生たちの課題研究や英語力に大いに刺激を受ける機会だった。 
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 ② 文部科学省視察調査   

   日 時 12月10日（金） 9:00～11:50  

   訪問者 橋田 育哉 様（文部科学省初等中等教育局参事官付参事官補佐） 

       永瀬 由紀 様（文部科学省初等中等教育局参事官付高等学校改革推進室） 

   参加者 三条高校 校長、教頭、ＷＷＬ担当教諭 ２人   

高等学校教育課 ２人 

内 容 ○ 管理機関の説明  

○ 三条高校の説明  

○ 授業視察（１年ＷＷＬ情報科学） 

・ 11月30日に行った分野別発表会の振り返り。 

        ・ 別紙ワークシートに基づいて、グループ毎にグループ内の仕事分担、テーマ

設定、仮説と結論の整合性、主張の客観性等について自己評価を行う。 

        ・ 教員は机間巡視しながら、各グループにアドバイスする。 

       ○ 意見交換、指導・助言 

        ・ これまでにＳＧＨの指定を受けてこなかった学校が、国からの経費がつかな

い中でＷＷＬに取り組む過程は、他校の参考になる。 

・ 連携校に農業や商業等の学校が入っていることは、他のＷＷＬ指定校と大き

く違うので、どのように連携していくか楽しみである。 

・ グループの探究活動は、特定の生徒に頼りすぎることが多々あるが、生徒１

人１人がグループワークに参加していた。 

・ ＳＤＧｓは最終的にビジネスにならないと実現しないので、ビジネスモデル

を作ってみてはどうか。 

 

(3) 県内連携校との取組 

① 県央ネット発表会 

・日 時  令和４年２月１日（火）13:30～16:15 

・会 場  三条市体育文化会館（三条市荒町２－１－３  TEL：0256-36-0700） 

      ※オンライン開催に変更 

・テーマ  地域・世界・未来について私たちが考えること 

～持続可能な社会の実現に向けて～ 

  ・講 演  内容「テクノロジーで社会を変える」 

        講師 アハメド シャハリアル 様（三条市立大学学長） 

 

「県央ネット」とは、新潟県が構想するＡＬネットワーク

の一つで、拠点校である本校が所在する県央地域において特

色ある探究を行う高等学校・中等教育学校５校（普通・医療・

農・工・商・国際）と地元企業、三条市立大学等で構成され

ている。２月１日に三条高等学校、三条東高等学校、新潟県

央工業高等学校、三条商業高等学校、加茂農林高等学校、燕

中等教育学校が参加し、各校の特色を活かした課題探究の発

表を行う場を設けた。ねらいは、県央地域における高校生が

持続可能な社会の実現に向けた探究の視点を広げるととも

に、各校の課題探究の深化・充実を図ることで具体的な行動や提言が行えるようにすることであ

る。    

各学校の代表班が、発表と質疑応答を含め10分間の持ち時間で発表を行った。三条高校１年生

全員がオンラインで視聴、質疑応答に参加した。司会進行は三条高校１年生４人が務めた。 

また、発表後は三条市立大学学長のアハメド シャハリアル様から基調講演をしていただいた。

生徒は講演を各教室で視聴するとともに、活発に質問をした。 
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【参加校と発表テーマ】 

学校名 発表テーマ 

三条高校 より良い環境を作るには  

～日本の焼却割合を30％減らし、リサイクル率を上げる～ 

三条東高校 農業に興味を持ってもらおう ～野菜の栽培とその調理～ 

新潟県央工業高校 災害時における衛生環境の維持 ～断水時のトイレの研究～ 

三条商業高校 商店街の未来予想図 ～イベントを通じ地域と連携～ 

加茂農林高校 活性液を用いた微生物資材の研究  

～竹チップの有効活用を目指して～ 

燕中等教育学校 私たちにできる国際交流 Connection ～地元から世界へ～ 

当日は、４人の運営指導委員、県教育委員会、県立教育センターからご出席いただいた。また、

県内連携校等から８人の関係者がオンラインで視聴した。 

県央地域の高校が取り組む探究活動の発表を一同に聞く初めての試みであった。生徒は、学校

の特徴を活かしたそれぞれの発表に刺激を受けた。今年度は、本校ではフィールドワークを十分

に行うことができず、「実際に触れる」機会に恵まれなかったが、他校の取組を知ることは、さ

まざまな分野の課題を知る機会となった。各校が取り組む探究内容と自校や同学校内だけのもの

とせずに共有することで探究の視野が広がった。 

  

【基調講演の事後レポートの項目】 

１講演内容を要約してみよう。 

２講演を聞いたあなたの気づきは何ですか。 

［生徒の記述より］ 

  ＷＷＬ活動をするにあたり、インターネットや本を見るだけではなく、可能な限り現地へ足

を運ぶことも必要なんだということに気づきました。私たちが現地でも通用すると思っていた

ことが全く通用しなかったときにどうするのか、現場に行ってみないとわからないことを学

び、行動する人間が今後は必要とされることがわかりました。 

  この講演を通じて私が最も学ぶことができたことは「テクノロジーとテクノロジーが融合し

て新しいテクノロジーが生まれる」ということです。そして知識と知識をつなぐことによって、

より自分の知識が深まり、また新たに新しい発見ができるのではないかと思いました。 

  私は何かを作り上げることがとても苦手でアイディアを練るということに距離を置いてき

ました。今日の講演を聞いて、色々なものを見て、人と話すことがアイディアを考えるにあた

って大切だとわかりました。計画というものは不測の事態にどう対応するかを考えることでも

あり、実践してみようと思いました。 
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【発表についての事後レポートの項目】 

県央ネット発表会のテーマは「地域・世界・未来について私たちが考えること～持続可能な社会

の実現に向けて～」です。今年のみなさんの探究の関心は世界の課題に向いていましたが、２年次

は地域の課題に目を向けます。グローバルな視野を持った探究を期待しています。このことをふま

えて、今日の発表会テーマについてあなたが考えたことを記述してみよう。 

［生徒の記述より］ 

  私は県央に住んでいるにも関わらず、県央の問題について知らない面も意外に多くて、普段自

分がいかに周りを見ることができていないかがわかりました。また、今はまだ日本という広いテ

ーマでＷＷＬの探究を行っているけど、２年次には新潟や三条のことを重点的に調べ、身近なと

ころで貢献していけたらと思います。また自分がここに住んでいることを活用して三条に住ん

でいる上で困ったこと、新潟県の中でも様々な市や町や村ではどんな教育の取組があり特徴が

あるかを調べて比較していけたらもっとＷＷＬの探究は発展していけるのではないかと思いま

した。 

  すべての高校が探究したことを地域に関連づけ発展させようとしたことが伝わった。環境によ

いリサイクル、農業、地域の人や国際規模でのコミュニケーションなどあらゆる面で発展させる

方法があると感じました。 

  私たち若者がＳＤＧｓ等について考え、意見を交換し合って、知識を深めて何が問題なのかを

具体的に考えていくことが大切だと思いました。アハメド先生がおっしゃっていたように、経験

しないとわからないことだらけなので、計画を立てていろいろなことを経験し、誰が困っている

のか、どのようなことが原因かなどを実際に見たり聞いたりすることが大切だと思いました。そ

のためには学校で言語力や最低限の知識を身につけなければと思いました。発想力を豊かにす

ることも大切だと思うので学ぶだけでなく自分で何かを作り出してみることもいいと思いまし

た。 

  発表会で私の知らなかったことやおもしろいアイディアをたくさん知れたのでとてもよい刺

激になりました。その中で私の一番の気づきは、自分の地域を知ることの大切さです。私たちは

この一年を通してＳＤＧｓを通じて世界の問題などに目を向

けて学習してきました。しかし、テーマは「地域・世界・未

来」です。世界のことは調べましたが、地域は身近すぎてあ

まり調べようとはしませんでした。自分の住む「地域」をよ

くわかっていない人がこれからの未来を担っていけるように

なるとは思いません。なので、これからはもっと自分の地域

に目を向けて見ようと思いました。世界のことを知ることは

もちろん、自分の地域こそ完璧に知り、それを世界にしっか

りと発信できることこそ、本当の国際交流とも思いました。 

 

② その他（第２回新潟県スーパーハイスクール連携委員会（ＮＳＨ）参加） 

新潟県内のＳＳＨ指定校、ＷＷＬ指定校、ＳＧＨネットワーク参加校、及び総合的な探究

の時間推進事業指定校が、自校の課題研究や探究学習等の成果を発表し、参加校と情報交換

することで、取組の一層の充実を図ることを目的に開催された。 

【参加校】  

・ＳＳＨ指定校：新潟南高等学校、新発田高等学校、長岡高等学校、柏崎高等学校、高田高

等学校 

・ＷＷＬ指定校：三条高等学校 

・ＳＧＨネットワーク参加校：国際情報高等学校 

・総合的な探究の時間推進事業指定校のうちの代表校：新潟東高等学校、三条東高等学校 

【内 容】 

令和４年３月15日(火) 午後１時30分から、オンラインで各校の課題研究や探究学習（教

科を含む）における学習評価の方法や観点について各校から発表し、それに対する質疑応答

を行った。 
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(4) 海外連携校との取組 

① 調印式 

 ア ハバロフスク地方立教育機関「地方教育センター」（ロシア） 

９月２日（木）11:50～12:20に地方教育センターと三条高校をオンラインでつないで、

連携調印式を行った。調印後に両校の代表生徒による自己紹介を相互に行った。その模様

は、Zoomを使って１・２年生が教室で視聴した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ チャンフー高校（ベトナム） 

９月30日（木）16:00から、オンラインにより、

連携調印式を行った。調印後に両校の代表生徒に

よる自己紹介を相互に行った。 

 

 ウ 黒竜江省実験中学（中国） 

     10月４日（月）16：00から、オンラインによ

り、連携調印式を行った。調印後に両校の代表生

徒による自己紹介を相互に行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② オンライン交流会 

11月11日（木）16:00～17:00に、英語部生徒が海外連携校であるベトナムのチャンフー

高校とオンラインでの交流会を行った。三条高校からは英語部の１，２年生が、チャンフ

ー高校からはコロナ禍のため生徒が自宅から参加した。会話は英語で行われ、参加生徒が

お互いに簡単な自己紹介を行った後、お互いに質問をし合いながら座談会的な雰囲気の交

流となった。オンライン形式に不慣れなた

め当初は会話が弾まないような状況であっ

たが時間と共に和み、打ち解けた中で終了

した。 

本校の生徒は、これまでＡＬＴ以外の外

国人と英語で会話をする機会はなかった

が、今後はこのような場を活用しながら、

物怖じせずに海外の人と交流する態度を育

んでいきたい。 
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(5) 教員研修・他校視察 

① 他校主催研修会あるいは公開授業等への参加 

○ ６月12日（土）長野県上田高等学校 新幹線サミット参観（オンライン開催） ５人 

○ 12月21日（火） 新潟県立新発田高等学校（ＳＳＨ校） 令和３年度 Science StudyⅡ・

Data Science StudyⅡ学年発表会（公開授業）・研究協議会 13:30～

16:50 １人 

② 職員研修会 

○ ２月18日（金）15:00～16:00  オンライン実施 

講師：田中一裕 様（新潟大学創生学部教授） 

内容：探究学習カリキュラムの設計－効果的な指導のために－ 

参加：33人 

  ③ ４月13日（火） 新潟県立国際情報高等学校視察 ３人 

新潟県内では唯一ＳＧＨ指定校の実績がありＳＧＨネットワーク参加校である国際情報

高校を訪問し、探究活動や海外進学向けた指導法等について情報収集を行った。 

④ ２月７日（月） 10:30～12:00 静岡県立三島北高等学校とのオンライン視察 ５人 

ＷＷＬ第１期採択校である三島北高校とオンラインで、新潟県教育委員会を交えて、実践

について質疑応答を行った。 

参加者 静岡県立三島北高等学校 校長、副校長、ＷＷＬ担当教諭２人 

三条高等学校      校長、教頭、ＷＷＬ担当教諭３人 

高等学校教育課     ２人 

内 容 三条高校が三島北高等学校に事前に尋ねた６つの質問に対する説明及び質疑応答 

    ○ 年度計画と実際の取組 

        ・ ＳＴＥＭ for ＳＤＧｓにより、継続的にＳＤＧｓについて専門家から学ぶ

機会を提供。 

      ・ ２学期にＷＷＬ実行委員会主催の複数のフォーラムに参加、３学期に静岡県

内の 課題研究発表会に参加 

・ ３年２学期に高校生国際会議を開催 

○ 校内組織 

 ・ ＷＷＬ推進委員（室長、課員２名）を設置し、総合的な探究の時間や学校設

定科目「海外研修」「ＳＴＥＭ for ＳＤＧｓ」のシラバスや指導案の作成、課

題研究発表会や教員研修の企画、ＷＷＬ特設ウェブサイトの管理を行った。 

・ 国際会議生徒実行委員を１年９月から募集。 

・ 実行委員はリーダー研修に参加したり、中学校や海外校などの外部へのプロ

モーションを行ったり、開会式やウェルカムパーティーの企画を担当する。 

○ 国際会議に向けた準備や取組 

１年目 グランドテーマ決定（Crisisに負けない持続可能な社会づくりをめざし

て）、海外校ネットワークづくり、国内連携校と海外校に研究のテーマ（災害

発生時の課題）を割当。 

２年目 国際会議特設サイト設計、国際会議の外部支援者絞り込み 

３年目 国際会議特設サイトの運用開始、Zoomでの接続体制を業務委託 

            Googleドライブを使用しての提出・資料提供体制の整備 

         国際会議１日目 開会式 基調講演 

２日目 テーマごとにプレゼン、専門家からのフィードバック、全体

でのディスカッション 

             ３日目 テーマごとに動画（成果）作成 

○ 課題研究の進め方や大学等との連携 

 ・ ＳＤＧｓアイディアブックを300冊購入し、いつでもＳＤＧｓについて調べら

れる環境を整えた。 

・ １年時にＳＤＧｓ導入、フィールドワーク、チームビルディングをすること

で土台を築き、２年時のポスターセッション（英語）でアウトプットする。 

・ 海外交流や英語活用力を高める取組 
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・ 学校設定科目「海外研修」でのベトナム研修 

・ 学校設定科目「ＳＴＥＭ for ＳＤＧｓ」でのアメリカ研修 

・ 外部の専門家のプレゼン指導や外部の専門家によるＴＯＥＩＣやＴＯＥＦＬ

の研修を導入。 

・ 立命館アジア太平洋大学の留学生によるプレゼンテーション指導。 

・ 静岡県で採用しているネイティブ教員によるアカデミックライティングやク

リティカルシンキングの授業。 

・ 外部講師による異文化理解講座。 

・ オンライン英会話の導入を検討中。 

・ 教職員の意識と指導力を高める取組 

・ ４月に１年生の探究授業担当者（担任・副担任）に対してガイダンス。 

・ ＷＷＬ推進室が指導用デモ動画を作成。 

・ 外部の専門家による教員の指導力向上研修を実施 

・ 教員の負担を減らすため、複数の教員がゆるく指導。 

⑤ ２月８日（火） 15:00～16:00 神戸市立葺合高等学校とのオンライン視察 ５人 

ＷＷＬ第１期採択校である葺合高校とオンラインで、新潟県教育委員会を交えて、実践に

ついて質疑応答を行った。 

参加者 神戸市立葺合高校 校長、ＷＷＬ担当教諭２人 

神戸市教育委員会指導主事１人 

三条高校 校長、教頭、ＷＷＬ担当教諭３人 

高等学校教育課 １人 

内 容 三条高校が葺合高校に事前に尋ねた６つの質問に対する説明及び質疑応答 

       ○ 年度計画と実際の取組 

７月 高校生会議  

12月 国内連携校との課題研究発表会  

１月 国際課の生徒と国内外の連携校との発表会 

       ○ 校内組織 

        ・ ＷＷＬ推進委員会を13名の教諭で組織。 

・ 授業外でも課題研究に取り組む研究会（部活動のようなもの）があり、１・

２年合わせて約20人が所属。 

○ 国際会議に向けた準備や取組 

          2016年（ＳＧＨ時代）から、インド、イラン、フィリピン、スウェーデン、

オーストラリア等姉妹校から教員１名と生徒２名を招へい。海外連携校はＳＧ

Ｈ時代からつながっている。当時、勤務していたフィリピン人教諭の個人的な

つながりから連携に至った。 

○ 課題研究の進め方や大学等との連携 

・ 神戸市外国大学の教員から英語でのプレゼンテーションの仕方等について講

義をしてもらっている。 

・ 兵庫教育大学の教員から課題研究の進捗状況やプラン作成についてアドバイ

スをもらっている。 

       ○ 海外交流や英語活用力を高める取組 

         夏季短期海外研修（オーストラリアまたはスウェーデン） 

       ○ 教職員の意識と指導力を高める取組 

         ＳＧＨ時代から英語科と担任が中心となっている。学際科目では家庭科と情報

が中心となっている。 
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(6) 生徒・職員対象アンケートの分析 

ＷＷＬ事業に対する意識や効果の測定のために、以下の項目について学校独自に６月と12月

にアンケート調査を行った。 

 

アンケート項目  

（「４」そう思う、「３」ややそう思う、「２」あまり思わない、「１」まったく思わない、で

回答） 

①～⑱は生徒と教員共通、⑲～㉗は教員のみ対象 

 

〔課題発見〕 

①（生徒は、）県央地域の課題を理解している。 

②（生徒は、）日本や世界が直面している問題を理解している。 

③（生徒は、）ＳＤＧｓの概要を理解している。 

〔課題解決の手法〕 

④（生徒は、）文章や情報を正確に読み解き、それについて他者と議論することができる。 

⑤（生徒は、）課題について、科学的に思考・分析することができる。 

⑥（生徒は、）実験結果やアンケート結果をわかりやすくまとめることができる。 

⑦（生徒は、）学校外の人の意見を活かしながら、課題解決に取り組もうとしている。 

〔リテラシースキル〕 

⑧（生徒は、）相手に伝えるときに、わかりやすく説明しようとしている。 

⑨（生徒は、）ＩＣＴを活用し、情報を収集、分析、発信することができる。 

⑩（生徒は、）英語を使って、目的、場面、状況に応じてコミュニケーションがとれる。 

〔マインドセット〕 

⑪（生徒は、）海外交流について意欲がある。 

⑫（生徒は、）県央地域の産業や特産物に興味がある。 

⑬（生徒は、）海外の文化や国際問題に興味がある。 

⑭（生徒は、）将来、地域の問題解決に貢献したいと考えている。 

⑮（生徒は、）将来、国際的に活躍したいと考えている。 

⑯（生徒は、）ＳＤＧｓの達成に貢献したいと考えている。 

⑰（生徒は、）自分にはない、多様な価値を持つ他者の考えを取り入れていきたいと考えている。 

⑱（生徒は、）希望に満ちた未来を作るために、提言や挑戦ができるリーダーになりたいと考

えている。 

〔教員の指導〕 

⑲私は、生徒が科学的・論理的に思考・分析できるよう、指導を心掛けている。 

⑳私は、生徒がわかりやすい説明や発表ができるよう、指導を心掛けている。 

㉑私は、教科を超えて連携し、指導にあたっている。 

〔ＷＷＬ事業〕 

㉒高等学校段階において、文理横断的な学びは重要である。 

㉓高等学校段階において、国内外の高等学校等と連携した学びは重要である。 

㉔高等学校段階において、大学や外部機関と連携した高度な学びは重要である。 

㉕高等学校段階において、海外の連携校等への海外研修（もしくは、オンラインを活用した同

程度の成果が期待できるもの）は重要である。 

㉖ＷＷＬの取組は、地域の人々に学校の教育方針や取組を理解してもらう上でよい影響を与え

る。 

㉗ＷＷＬの取組は、提言や挑戦ができるリーダー育成に役立つ。 
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アンケート結果（１学年） 

項
目 

6月集計（％） 12月集計(％) 比較（12月－6月） 

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 

① 5.9 27.2 51.5 15.5 11.8 60.5 24.8 2.9 5.9 33.3 -26.7 -12.5

② 21.8 67.4 10.9 0 29.8 60.1 10.1 0 8.1 -7.3 -0.8 0 

③ 29.3 61.5 8.4 0.8 33.6 60.5 5.9 0 4.3 -1.0 -2.5 -0.8 

④ 18.8 62.3 17.6 0.8 23.9 68.9 7.1 0 5.1 6.6 -10.4 -0.8 

⑤ 15.9 50.2 31.4 1.7 18.9 58.0 22.7 0.4 3.0 7.8 -8.7 -1.3 

⑥ 27.2 47.7 24.3 0.4 31.1 61.3 7.1 0.4 3.9 13.6 -17.1 0 

⑦ 22.2 51.0 25.5 0.8 23.5 48.7 24.8 2.9 1.4 -2.3 -0.7 2.1 

⑧ 52.3 43.1 4.6 0 50 46.2 3.4 0.4 -2.3 3.1 -1.2 0.4 

⑨ 14.2 44.4 37.7 3.8 24.8 56.7 18.1 0.4 10.6 12.4 -19.6 -3.3 

⑩ 2.9 28.0 51.0 17.6 11.8 30.3 45.4 12.6 8.8 2.2 -5.7 -5.0 

⑪ 30.1 31.8 25.5 12.1 26.5 41.6 26.5 5.5 -3.7 9.8 0.9 -6.7 

⑫ 20.1 39.3 32.2 8.4 23.9 51.7 20.2 4.2 3.9 12.4 -12.0 -4.2 

⑬ 35.1 37.2 24.7 2.9 32.8 48.3 16.4 2.5 -2.4 11.1 -8.3 -0.4 

⑭ 17.6 49.0 28.5 5.0 20.6 56.7 19.3 3.4 3.0 7.8 -9.1 -1.7 

⑮ 18.8 39.3 33.5 8.4 18.9 37.8 36.1 7.1 0.1 -1.5 2.7 -1.2 

⑯ 41.4 47.7 7.9 2.1 40.3 46.6 10.9 2.1 -1.1 -1.1 3.0 0 

⑰ 56.5 38.9 4.2 0.4 49.6 44.5 5.0 0.8 -6.9 5.6 0.9 0.4 

⑱ 20.5 44.8 31.0 3.3 22.3 50.4 23.5 3.8 1.8 5.7 -7.4 0.4 

 
アンケート結果（２学年） 

項
目 

6月集計（％） 12月集計(％) 比較（12月－6月） 

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 

① 7.8 30.4 52.6 9.1 12.0 37.3 47.6 3.0 4.2 6.9 -5.0 -6.1

② 20.9 66.1 13.0 0 22.9 63.3 13.9 0 2.0 -2.8 0.8 0

③ 23.5 55.7 19.6 1.3 30.7 56.6 12.0 0.6 7.2 1.0 -7.5 -0.7

④ 19.1 61.3 19.6 0 20.5 62.0 17.5 0 1.4 0.7 -2.1 0

⑤ 18.7 48.3 32.6 0.4 16.3 55.4 27.7 0.6 -2.4 7.2 -4.9 0.2

⑥ 30.4 50.4 18.7 0.4 27.1 53.6 18.7 0.6 -3.3 3.2 0 0.2

⑦ 22.6 46.5 29.6 1.3 24.7 45.8 27.7 1.8 2.1 -0.7 -1.9 0.5

⑧ 48.7 46.5 4.3 0.4 54.2 42.2 3.6 0 5.5 -4.4 -0.7 -0.4

⑨ 21.3 44.3 30.9 3.5 22.9 49.4 25.9 1.8 1.6 5.0 -5.0 -1.7

⑩ 9.1 23.9 56.1 10.9 11.4 27.1 51.2 10.2 2.3 3.2 -4.9 -0.6

⑪ 28.3 33.5 31.7 6.5 25.9 40.4 25.9 7.8 -2.4 6.9 -5.8 1.3

⑫ 14.8 45.7 33.9 5.7 20.5 41.0 34.3 4.2 5.7 -4.7 0.4 -1.4

⑬ 31.7 48.3 17.0 3.0 35.5 41.6 18.7 4.2 3.8 -6.7 1.7 1.2

⑭ 22.2 48.7 25.2 3.9 31.9 41.0 24.7 2.4 9.8 -7.7 -0.5 -1.5

⑮ 19.6 35.7 37.0 7.4 17.5 38.0 34.3 10.2 -2.1 2.3 -2.6 2.8

⑯ 34.3 49.1 14.8 1.3 33.1 53.0 12.7 1.2 -1.2 3.9 -2.1 -0.1

⑰ 52.6 42.2 4.8 0.4 53.6 42.2 3.6 0.6 1.0 0 -1.2 0.2

⑱ 18.3 47.0 31.7 3.0 15.1 47.0 31.9 6.0 -3.2 0 0.2 3.0
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アンケート結果（３学年） 
項
目 

6月集計（％） 12月集計(％) 比較（12月－6月） 

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 
① 8.3 37.0 46.5 8.3 9.6 45.2 39.4 5.8 1.4 8.2 -7.1 -2.5
② 23.0 57.0 18.7 1.7 28.8 63.5 6.7 1.0 5.8 6.5 -12.0 -0.8
③ 21.3 50.9 22.6 5.7 33.7 52.9 9.6 3.8 12.3 2.0 -13.0 -1.8
④ 22.6 54.8 21.7 1.3 32.7 59.6 7.7 0 10.1 4.8 -14.0 -1.3
⑤ 20 47.4 30.4 2.6 20.2 56.7 20.2 2.9 0.2 9.3 -10.2 0.3
⑥ 22.2 57.8 18.3 1.7 30.8 51.9 16.3 1.0 8.6 -5.9 -1.9 -0.8
⑦ 20 42.6 31.7 6.1 20.2 53.8 18.3 7.7 0.2 11.2 -13.5 1.6
⑧ 51.3 45.7 2.6 0.9 56.7 39.4 3.8 0 5.4 -6.2 1.2 -0.9
⑨ 17.0 45.7 33.9 3.9 26.0 50 21.2 2.9 9.0 4.3 -12.8 -1.0
⑩ 6.5 33.5 48.3 12.2 10.6 30.8 51.0 7.7 4.1 -2.7 2.7 -4.5
⑪ 28.3 34.3 26.5 11.3 38.5 33.7 22.1 5.8 10.2 -0.7 -4.4 -5.5
⑫ 15.7 42.2 33.5 9.1 21.2 44.2 28.8 5.8 5.5 2.1 -4.6 -3.4
⑬ 33.9 40 22.2 4.3 47.1 38.5 11.5 2.9 13.2 -1.5 -10.6 -1.5
⑭ 20.9 45.7 28.3 5.7 28.8 42.3 21.2 7.7 8.0 -3.3 -7.1 2.0
⑮ 18.7 38.3 32.6 10.9 21.2 33.7 33.7 11.5 2.5 -4.6 1.0 0.7
⑯ 31.7 51.3 14.3 2.6 48.1 43.3 7.7 1.0 16.3 -8.0 -6.7 -1.6
⑰ 57.0 38.3 5.2 0 72.1 27.9 0 0 15.2 -10.4 -5.2 0
⑱ 20.4 41.3 32.6 6.1 25.0 44.2 27.9 2.9 4.6 2.9 -4.7 -3.2

 
アンケート結果（教員） 
項
目 

6月集計（％） 12月集計(％) 比較（12月－6月） 

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 
① 0 38.1 61.9 0 6.9 44.8 48.3 0 6.9 6.7 -13.6 0
② 2.4 66.7 31.0 0 17.2 62.1 17.2 3.4 14.8 -4.6 -13.8 3.4
③ 7.1 69.0 23.8 0 24.1 62.1 13.8 0 17.0 -6.9 -10.0 0
④ 4.8 76.2 16.7 2.4 10.3 75.9 13.8 0 5.5 -0.3 -2.9 -2.4
⑤ 2.4 51.2 43.9 2.4 3.4 58.6 37.9 0 1.0 7.4 -6.0 -2.4
⑥ 4.8 61.9 31.0 2.4 6.9 69.0 24.1 0 2.1 7.1 -6.9 -2.4
⑦ 7.3 46.3 43.9 2.4 13.8 48.3 37.9 0 6.5 2.0 -6.0 -2.4
⑧ 9.5 64.3 26.2 0 17.2 65.5 17.2 0 7.7 1.2 -9.0 0
⑨ 12.2 56.1 31.7 0 13.8 75.9 10.3 0 1.6 19.8 -21.4 0
⑩ 2.4 40.5 52.4 4.8 0 44.8 51.7 3.4 -2.4 4.3 -0.7 -1.4
⑪ 2.4 33.3 64.3 0 10.3 51.7 37.9 0 7.9 18.4 -26.4 0
⑫ 4.8 40.5 52.4 2.4 6.9 51.7 41.4 0 2.1 11.2 -11.0 -2.4
⑬ 2.4 66.7 31.0 0 10.3 62.1 27.6 0 7.9 -4.6 -3.4 0
⑭ 4.8 61.9 33.3 0 10.3 44.8 44.8 0 5.5 -17.1 11.5 0
⑮ 2.4 40.5 54.8 2.4 0 34.5 65.5 0 -2.4 -6.0 10.7 -2.4
⑯ 4.8 57.1 38.1 0 20.7 55.2 24.1 0 15.9 -1.9 -14.0 0
⑰ 7.1 69.0 23.8 0 17.2 72.4 10.3 0 10.1 3.4 13.5 0
⑱ 2.4 47.6 45.2 4.8 6.9 51.7 41.4 0 4.5 4.1 -3.8 -4.8
⑲ 14.3 73.8 11.9 0 17.2 69.0 13.8 0 2.9 -4.8 1.9 0
⑳ 16.7 69.0 14.3 0 13.8 79.3 6.9 0 -2.9 10.3 -7.4 0
㉑ 7.1 38.1 54.8 0 6.9 55.2 34.5 3.4 -0.2 17.1 -20.3 3.4
㉒ 47.6 50 2.4 0 48.3 48.3 3.4 0 0.7 -1.7 1.0 0
㉓ 26.2 64.3 9.5 0 27.6 65.5 6.9 0 1.4 1.2 -2.6 0
㉔ 31.0 59.5 9.5 0 31.0 65.5 3.4 0 0 6.0 -6.1 0
㉕ 21.4 64.3 14.3 0 20.7 75.9 3.4 0 -0.7 11.6 -10.9 0
㉖ 26.2 61.9 11.9 0 24.1 75.9 0 0 -2.1 14.0 -11.9 0
㉗ 31.0 61.9 7.1 0 41.4 58.6 0 0 10.4 -3.3 -7.1 0
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【比較結果をふまえての分析】 

ア １学年（対象学年）の変容 

・ １学年の⑥「実験結果やアンケート結果をわかりやすくまとめることができる。」⑨「ＩＣ

Ｔを活用し、情報を収集、分析、発信することができる。」の「４」、「３」の数値上昇から、

資料作成力やＩＣＴ活用力について向上の手応えを感じていることがわかる。 

・ １学年の①「県央地域の課題を理解している。」、⑫「県央地域の産業や特産物に興味があ

る。」、⑬「海外の文化や国際問題に興味がある。」の「４」、「３」の数値向上から、生徒

の県央地域、海外への関心の高まりが推察される。さらに⑭「将来、地域の問題解決に貢献し

たいと考えている。」、⑱「希望に満ちた未来を作るために、提言や挑戦ができるリーダーに

なりたいと考えている。」の「４」、「３」の数値向上から、地域の課題の解決あるいは社会

の課題の解決について積極的に関わる意識が高まったことがわかる。 

イ １学年（対象学年）と２・３学年の比較 

・ ２学年の⑩「英語を使って、目的、場面、状況に応じてコミュニケーションがとれる。」、

⑪「海外交流について意欲がある。」の「４」、「３」の数値向上には、２学年に受け入れた

留学生の影響が少なからずあるのではと推察される。 

・ ３学年の⑪「海外交流について意欲がある。」、⑬「海外の文化や国際問題に興味がある。」、

⑯「ＳＤＧｓの達成に貢献したいと考えている。」「４」、「３」の数値向上は、ＷＷＬ事業

ではなく、大学進学等の進路を考えることを通じて社会的課題に対する関心や理解が高まった

ことの反映と捉えている。一方で⑫「県央地域の産業や特産物に興味がある。」、⑭「将来、

地域の問題解決に貢献したいと考えている。」の数値の変化が乏しいのは、高校生の地域に対

する関心・意識が、グローバルな視点を求める風潮のもとで決して高くない現状を表している

のではないかと考える。このような捉え方のうえで事業の対象である１学年の結果と比較する

と、地域課題に対する生徒の啓発においてＷＷＬ事業の効果を認めることができると考える。 

ウ 教員アンケートの分析 

・ 教員の①「生徒は、県央地域の課題を理解している。」、②「生徒は、日本や世界が直面し

ている問題を理解している。」、③「生徒は、ＳＤＧｓの概要を理解している。」の「４」「３」

の数値上昇から、生徒が課題発見する力がついていると考える教員が増加したことがわかる。 

・ 教員の⑨「生徒は、ＩＣＴを活用し、情報を収集、分析、発信することができる。」の「４」

「３」の数値上昇から、生徒が「グローカル探究」の課題研究や「ＷＷＬ情報科学」により、

生徒がリテラシースキルを身に付けていると考える教員が増加したことがわかる。 

・ 教員の⑪「生徒は、海外交流について意欲がある。」、⑫「生徒は、県央地域の産業や特産

物に興味がある。」、⑯「生徒は、ＳＤＧｓの達成に貢献したいと考えている。」、⑰「生徒

は、自分にはない、多様な価値を持つ他者の考えを取り入れていきたいと考えている。」の「４」

「３」の数値上昇から、生徒がグローバルでイノベーティブなマインドセットが身についてき

ていると考える教員が増加したことがわかる。 

・ 教員の㉑「私は、教科を超えて連携し、指導にあたっている。」の「４」「３」の数値上昇

から、教科横断型の指導を心がけるようになった教員が増加したと考えられる。 

・ 教員の㉒「高等学校段階において、文理横断的な学びは重要である。」、㉓「高等学校段階

において、国内外の高等学校等と連携した学びは重要である。」、㉔「高等学校段階において、

大学や外部機関と連携した高度な学びは重要である。」、㉕「高等学校段階において、海外の

連携校等への海外研修（もしくは、オンラインを活用した同程度の成果が期待できるもの）は

重要である。」、㉖「ＷＷＬの取組は、地域の人々に学校の教育方針や取組を理解してもらう

上でよい影響を与える。」、㉗「ＷＷＬの取組は、提言や挑戦ができるリーダー育成に役立つ。」

の「４」「３」の数値が非常に高いことから、教員がＷＷＬコンソーシアム構築事業の意義を

実感していると考えられる。 

 

(7) その他(アジア高校生架け橋プロジェクト) 

アジア高校生架け橋プロジェクトにより、マレーシアからの留学生を１人受け入れた。10月19

日から２月28日まで２年２組の１人として高校生活を送った。 

留学生が日本語をよく理解できないということで、クラスの何人かの生徒は積極的に英語を駆

使してコミュニケーションをとったことで、その輪がクラス全体に広がった。留学生からの積極

的な関わりもあり、クラスの枠にとどまらず２学年にも交流の輪が広がった。そのことによって

２学年全体が英語で積極的に話そうとする傾向が強くなった。 

32



３ 管理機関の取組 

(1) 第１回運営指導委員会・検証委員会 

① 日時 令和３年７月 20 日 10:00～12:00 

② 場所 新潟県立三条高等学校会議室 

③ 参加者 

氏名（敬称略） 所属 備考 

城所 俊一 
長岡技術科学大学大学院 

生物機能工学専攻長 教授 

運営指導委員 

（オンライン） 

細谷 祐二 新潟県立大学 国際経済学部 教授 
運営指導委員 

（オンライン） 

大橋 慎太郎 新潟大学 農学部 准教授 
運営指導委員 

（欠席） 

アハメド・シャハリアル 三条市立大学 学長 運営指導委員 

中川 恵一郎 三条商工会議所 産業振興課長 運営指導委員 

瀬戸 明 燕商工会議所 事務局長 運営指導委員 

高橋 康生 ＪＡ全農にいがた 担い手・営農支援課長 運営指導委員 

捧 靖彦 三条信用金庫 人事教育部 副調査役 検証委員 

関根 龍一 関根龍一税理士事務所  検証委員 

𣘺𣘺𣘺𣘺 𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺 𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺

髙松 利治 新潟県教育庁高等学校教育課 副参事指導主事 

金子 賢太郎 新潟県教育庁高等学校教育課 主任 

近藤 崇 新潟県立教育センター 指導主事 

内田 卓利 三条高等学校 校長 

横尾 則幸 三条高等学校 教頭 

中川 浩宣 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 １学年 日本史 

風間 綾子 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 ２学年 世界史  

関澤 佳織 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 １学年 英語  

 

④ 内容 

ア グローバル人材を育成するための具体的取組の説明 

・ ＳＤＧｓ達成を目指した探究活動 

・ 海外連携校や海外大学との交流 

・ 大学教育の先取り履修 

・ 運営指導委員と検証委員の役割の説明 

イ 学校紹介 

・ 三条高校は地域のリーダーを育成する学校 

・ 探究活動は３～５人１グループ、64 グループで活動 

・ 国際貢献、県央地域の産業や特産物への関心が低い 

ウ 質疑応答・指導・助言 

・ オンライン会議の大前提として、誰が話しているのかを明確にするために、話す前に

必ず所属と名前を言うべきである。 

・ 生徒の個別探究テーマを見ると、テーマが環境に偏っていてＳＤＧｓを理解していな

い。ＳＤＧｓのＳは環境だが、Ｄは経済。環境問題の解決にいくらでもコストをかけら

れるなら良いが、コストをかければ、私たちの日々の生活に影響が出る。プラスチック
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をなくせば、プラスチックの利便性まで失ってしまう。そういうことを最初に教えない

と極端な探究テーマになってしまう。 

・ ＳＤＧｓを生徒が深く理解できるよう専門の先生を呼んで講義した方が良い。 

・ 生徒をどのように評価していくのか。 

⇒ アンケートの変容、海外大学進学実績、留学生の受入人数 

・ アンケートを見ると、動機づけが足りないと思うが、動機づけをしたのか。 

 ⇒ アンケートは、初期値を計るために行ったので、特にしていない。 

・ これから世界の人口は増えるが、日本の人口は減っていく。そういうグローバルな時

代を彼らが生きていくことを念頭に置いて、全体をデザインすべき。 

・ 様々なバッググラウンドや観点を持つ海外連携校の生徒と交流して、自分とは異なる

アイディアにふれることは非常に大事なこと。 

・ フィールドワーク、大学の授業、海外交流など、今まででは交流できなかった人たち

とオンラインなら交流できる。オンラインをうまく活用すべき。 

・ アンケートを見て、海外への興味が低いことがショックだった。この数値を上げるこ

とが１つの目標になるのではないか。 

・ 60 グループが 60 社の企業訪問をするのは現実的でない。 

・ フィールドワークの依頼方法について、事前の打ち合わせが必要。 

・ 米の消費減、有機農業と収益のバランスなどが現在の課題。 

・ 農業のテーマは幅広いため、生徒のテーマに応じて担当が協力していきたい。 

・ 検証委員は具体的に何をするのか。 

⇒ 検証に必要なデータの収集と事業の検証 

・ 先生たちがどういう生徒を育てたいのか、意思統一が必要。 

・ 検証するには、初期値が必要。アンケート以外に、学生の現在のレベルを知れるデー

タが欲しい。 

・ 地域からグローバル人材を育成できることは非常にうれしいこと。 

 

(2) 第２回運営指導委員会 

① 日時 令和３年 12 月 24 日 10:50～12:20（9:00～10:35「グローカル探究」学年発表会） 

② 場所 新潟県立三条高等学校小体育館・会議室 

③ 参加者 

氏名（敬称略） 所属 備考 

城所 俊一 
長岡技術科学大学大学院 

生物機能工学専攻長 教授 

運営指導委員 

（オンライン） 

細谷 祐二 新潟県立大学 国際経済学部 教授 
運営指導委員 

（オンライン） 

大橋 慎太郎 新潟大学 農学部 准教授 
運営指導委員 

（オンライン） 

アハメド・シャハリアル 三条市立大学 学長 運営指導委員 

中川 恵一郎 三条商工会議所 産業振興課長 運営指導委員 

瀬戸 明 燕商工会議所 事務局長 運営指導委員 

高橋 康生 ＪＡ全農にいがた 担い手・営農支援課長 運営指導委員 

𣘺𣘺𣘺𣘺 𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺 𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺𣘺

髙松 利治 新潟県教育庁高等学校教育課 副参事指導主事 

金子 賢太郎 新潟県教育庁高等学校教育課 主任 

近藤 崇 新潟県立教育センター 指導主事 
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内田 卓利 三条高等学校 校長 

横尾 則幸 三条高等学校 教頭 

中川 浩宣 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 １学年 日本史 

風間 綾子 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 ２学年 世界史

関澤 佳織 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 １学年 英語  

④内容 

ア 令和３年度の取組を説明 

・ ＷＷＬ特講の内容 

・ 課題研究の進捗状況 

・ オンライン調印式とオンライン交流会の様子 

・ ６月と 12 月のアンケート結果の比較（評価１・２が減り、評価３・４が増えているこ

とから、ＷＷＬ事業の効果を感じている（４が最高評価） 

イ アについての質疑応答 

・ 先生方の負担が多くなるので、学校全体への協力を仰ぎづらいと思うが、課題は何か。 

⇒事業の意義を全職員に浸透し切れていない。 

ウ 管理機関説明 

・ 来年度の１年生はＷＷＬ論理表現を３単位で学び、海外交流する機会を増やす。 

・ 今年度は当初予定していた地域課題を探究した生徒は少なかったので、来年度生徒

が地域の課題を理解し探究していくよう計画していく。 

・ 同窓組織の設立やクラウドファンディングの活用等自走のための準備をしていく。 

エ ウについての質疑応答 

・ 英語の発表は、日本語の発表を単に英語にするのではなく、内容が大切である。先

生方へ指導する機会があれば、させてほしい。 

・ ２年になると英語の発表会もあり、早く準備することが求められるが、２年課題テ

ーマはいつまでに決定するのか。課題設定が最も重要である。 

      ⇒６月までにテーマ設定、夏休み中にフィールドワークを予定。 

・ 同窓組織の設立について具体的な案があれば、教えて欲しい。大学では、大学のメ

ールアドレスを卒業後も使用できるようにしている。 

⇒具体的な案はこれから考えていく。 

オ 意見交換 

・ いわゆる調べ学習が終わってしまっているグループが多い。 

・ ４グループごとに質疑応答だったが、１グループごとに行って欲しい。議論をする

ことで研究が深まる。 

・ ろ過した水を飲んだというグループがあったが、生徒の安全面に配慮して欲しい。 

・ 発表の仕方、スライドの構成は良い。先生方の指導の賜である。 

・ スライドが立派でびっくりした。数値的なデータだけでなく、自分自身で振り返れ

る仕組みがあると良い。 

・ 探究活動は科学的でなければいけない。情報収集の仕方やエビデンスの必要性な

ど、探究の仕方をもっと教えるべき。 

・ フェアトレードとパキスタンの水や貧困の問題はつながっている問題。グループ同

士が意見交換する中で、気づきがあるともっと良くなる。 

・ 発表会に呼んでもらうことで、分かることが多かった。企業にもっと声をかけ公開

していった方が良い。 

・ 利益をとることは悪いことではないことを指導すべきである。 

・ 客観的な評価だけでなく、生徒が自身の変化を振り返れる仕組みがあると良い。 
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・ コロナ禍で海外研修をキャンセルしなければならない可能性がある。オンライン研

修の準備もしていった方が良い。 

・ 大人でも難しいトピックだったので、事前に資料を送ってもらって、目を通したか

った。ＳＤＧｓの観点からもペーパーレスが望ましいと思う。 

・ フェアトレードにおける適正価格などは、農業の現場にリンクしている。現場に出

向いて、実情を理解してほしい。 

 

(3) 第２回検証委員会 

  ① 日時 令和４年１月 13 日 14:00～16:00 

② 場所 新潟県立三条高等学校小体育館・会議室 

③ 参加者 

氏名（敬称略） 所属 備考 

捧  靖彦 三条信用金庫 人事教育部 副調査役 検証委員 

関根 龍一 関根龍一税理士事務所  検証委員 

小川 正樹 新潟県教育庁高等学校教育課 課長 

髙松 利治 新潟県教育庁高等学校教育課 副参事指導主事 

金子 賢太郎 新潟県教育庁高等学校教育課 主任 

近藤 崇 新潟県立教育センター 指導主事 

内田 卓利 三条高等学校 校長 

横尾 則幸 三条高等学校 教頭 

中川 浩宣 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 １学年 日本史 

風間 綾子 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 ２学年 世界史  

関澤 佳織 三条高等学校 ＷＷＬ運営委員 １学年 英語  

④ 内容 

 ア 採択時の文部科学省による評価及び事業概要について 

・ 採択時に特に指摘されたことは、海外連携校との連携、連携校や企業との連携に具体

性がないこと。 

・ 海外連携校については、３校とオンライン調印式を実施し、ベトナムのチャンフー高

校とは、英語部の生徒が交流した。 

  ・ 連携大学・企業については、12 月 24 日の１学年発表会で運営指導委員の先生方から

指導助言を頂いた。また、２月１日に県央ネットの高校による発表会を実施し、運営指

導委員の先生方に指導助言をいただく予定。 

  ・ 次年度は、海外連携校と探究活動発表会、ベトナム訪問を検討中。 

 イ 質疑応答 

  ・ 予算措置なしとのことだったが、当初の予定から何を削ったか教えてほしい。   

⇒ 事務員・海外交流アドバイザー・海外研修費等。 

  ・ コロナの影響はあったか。 

   ⇒ 探究活動で、大学院生の指導を予定していたが、訪問できなくなった。また、海外

交流も連携校がある地域で感染が拡大したことによりできなくなった。 

・ 生徒の英語力はどれくらいか 

   ⇒ 事前に準備すれば話せるが、即興のやりとりは難しい。 

 ウ 三条高校の取組について 

・ 生徒は自分たちの研究が不十分だと認識していると思う。 

  ・ フィールドワークや大学の指導を今後もっと取り入れていきたい。 
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 エ 質疑応答 

  ・ ＷＷＬ情報科学２単位、グローカル探究１単位あるので、探究活動の時間に割く時間

はあると考えられるが、時間は足りないのか。 

   ⇒ 通常の情報の内容をやらなければいけないので、実際は時間が不足している。 

  ・ 構想を読んでも、具体的なことがわからず、霧の中にいるような状態だが、現場の感

覚はどうなのか。 

   ⇒ 試行錯誤しながらできることをやっている。やりながら軌道修正している。生徒も

とりあえずやってみることで、色々な気づきを得ていると感じる。 

  ・ 学年毎のゴールと３年間のゴールを教えて欲しい。 

   ⇒ ３年間のゴールは高校生国際会議。１・２年のゴールは探究活動の発表会や報告書。 

 オ 動画視聴 

  ・ 高校生フォーラムでの三条高校代表グループの発表 

  ・ ベトナムとの調印式の様子 

 カ 検証資料について 

  ○ ６月と 12 月に行ったＷＷＬアンケートで１年生に大きな伸びが見られた項目は以下

のとおり。 

・ 県央地域の課題を理解している。 

・ 実験結果やアンケート結果をわかりやすくまとめることができる。 

・ ＩＣＴを活用し、情報を収集、分析、発信することができる。 

・ 県央地域の産業や特産物に興味がある。 

・ 海外の文化や国際問題に興味がある。 

○ 生徒評価と教員評価に乖離がある。（おおむね生徒は易しめ、教員は厳しめだが、発表

態度と発声に関しては生徒の方が厳しく評価） 

キ 質疑応答 

・ 県央地域の課題を理解しているという項目が大きく上がった要因は何か。 

⇒ ６月の細谷教授の講演、またはＳＤＧｓの探究活動の過程で身近なものに目が向

いたのではないか。 

・ １年生と２・３年生で差があるのは、ＷＷＬの効果として捉えて良いか。 

⇒ 捉えて良い。１年生はＳＤＧｓにある課題を解決するために探究しているため

（２・３年生の探究活動のテーマは自由）、ＳＤＧｓや地域の課題への意識が高まっ

ていると考えられる。 

ク 意見交換 

・ 検証委員が何を評価すべきか分かりにくかった。 

・ 構想全体の進捗状況を評価すれば、１年目の目標は達成されていると思う。 

・ 海外交流や県央ネットでの他校との連携もできていると感じる。 

・ ＷＷＬ事業に手を挙げた先生たちをまず評価したい。 

・ 新しいことをやってみることで、生徒も先生も気づきがある。  

・ 結果だけでなく、試行錯誤する中での失敗や気づきを記録に残して欲しい。 

・ 発表会では、もっとディスカッションの時間があった方が良い。人の意見を聴く、話

し合うことで、研究の内容が深まる。 

 

(4) 大学・企業との連携について 

① 日時 令和３年５月 10～26 日 

② 場所 新潟県立大学、新潟大学、長岡技術科学大学、ＪＡ全農にいがた 

③ 参加者 各機関担当者 高等学校教育課 ３人 
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④ 内容  

ア 高等学校教育課の説明：国予算なし採択、海外連携校確定 

イ 高等学校教育課から運営指導委員１名の依頼 

ウ 三条高校から大学への探究学習への指導の依頼 

エ オンライン授業、ＷＷＬ特講での講義の依頼 

オ 質疑応答 

・ 留学生との交流とあるが、いつ何ができるか、どういうイメージを想像しているか。 

   ⇒ 英語に慣れるために英語で授業や異文化交流をしてもらいたい。１年時は異文化

交流、２年時は課題研究への指導・助言というイメージ。 

・ この事業の対象は１年生のみか。 

   ⇒ 今年度は１年生のみ。ただＷＷＬ特講の講義で２年生も話を聞くことがあるかも

しれない 

・ 運営指導委員は、三条高校の生徒を継続的に指導する必要があるか。持ち帰りの仕事

はないか。 

   ⇒ 運営指導委員として６月と 12 月に生徒の発表を見ていただいて、講評をしてもら

う。運営指導委員会は２時間程度で終わり、持ち帰りの仕事はない。 

・ 運営指導委員は３年間継続か。 

   ⇒ 継続が望ましい。 

・ 制度上、単位認定には、90 分×15 回の授業時間が最低でも必要のため、現実的に高校

生が高校の授業もこなしながら、大学の単位取得を目指すことは難しい。 

・ ビジュアル資料に中期的目標や長期的目標とあるが、この事業は３年で終了ではない

のか。 

   ⇒ 文部科学省からの指定は３年だが、その後もＷＷＬ事業は継続する。 

 

(5) 海外連携校との調整について 

新潟県が交流を深めてきた海外地方政府所管の高等学校等で、ＳＤＧｓにつながる課題研

究等を行っており、また、英語で課題研究等について協議を行ったり学校生活等について情

報交換したりできる学校を、高等学校教育課が新潟県国際課から紹介してもらった。 

   その後の調整の結果、①チャンフー高校（ベトナム・ハイフォン市）、②黒龍江省実験中

学（中国・ハルビン市）、③地方立教育機関「地方教育センター」（ロシア・ハバロフスク市）

の３校と連携することとなり、それぞれの学校と三条高等学校がオンラインで調印式を実施

した。 

アメリカやオーストラリアの連携校について、それぞれの大使館を通じて調整を図って 

きたが、連携校の決定には至っていない。 

台湾城市科技大担当者から新潟県の高校生と文化交流がしたいとの連絡があり、今後の連

携に向けて調整している。 

 

(6) クラウドファンディングについて  

令和４年度からの試行を目指し、令和３年度中に以下のような情報を収集した。 

・ 最初は、新規支援者を期待できないため、教員、ＯＢ、同窓会、保護者等の学校のこ

とを知っている人たちから巻き込んでいくとよい。 

・ 多くの支援をもらうためには、プロジェクトのことを知ってもらう広報が特に大切で

ある。 

・ ＷＷＬの場合は、スポットタイプ（単発）ではなく、毎年支援を募るリピートタイプ

とするほうが望ましい。 

・ 指定４年目から始めるのではなく、来年度から低い目標金額で始めてみるとよい。 
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下記の⑦～⑫の生徒用アンケート項目は、「とてもあてはまる」「ほぼあてはまる」「ある程度あて

はまる」と答えた生徒が、特に少なかった項目である。⑦・⑧の結果から、生徒は特に、英語で会

話したり、ディスカッションしたりすることに対して、課題を抱えている。   

また、⑨～⑪では、「とてもあてはまる」「ほぼあてはまる」「ある程度あてはまる」と答えた生徒

が４割に満たず、将来国際的に活躍したい、国際的に社会に貢献したいという意識が低いことがわ

かる。 

⑫では、約４割の生徒が「ＷＷＬ事業の課題に取り組む時間が足りない」、「ＷＷＬ事業の課題が

難しすぎる」と回答した。さらに、約２割～３割の生徒が、英語や海外の人のコミュニケーション

に苦手意識を持っていること、海外の人と触れあう機会を求めていることがわかる。以上の問題を

解決するためには、以下３点の改善が必要である。 

ア グローバル人材を育成するために、海外連携校とのやりとりを増やし、目を世界に向けさせ

ると同時に、英語や外国人とのコミュニケーションに対する苦手意識をなくしていくこと。 

イ ＳＤＧｓを難しく感じさせないよう、理解を深めるための研修等を導入すること。 

ウ 課題研究を深化させるために、より多くの時間を課題研究に使えるようなカリキュラムを開

発すること。 

 

 ⑦外国の人と日本語以外の言語で会話ができる。 

  
 ⑧社会問題などについて英語でディスカッションできる。 

  
⑨海外で働くなど、仕事で国際的に活躍したい。 

  
 ⑩国際的な課題を解決する仕事をしたい。 

  
 ⑪グローバルリーダーとして活躍し、国際社会に貢献したい。 

  
 ⑫ＷＷＬ事業について、問題点や困っていることがあったらお答えください。（複数回答） 

 
 

とてもあてはまる 3 1.4%)(         

ほぼあてはまる 14 6.7%)(         
ある程度あてはまる 54 25.8%)(        

あまりあてはまらない 91 43.5%)(        

まったくあてはまらない 44 21.1%)(        
無回答 3 1.4%)(         

合計 209 100.0%)(      

とてもあてはまる 3 1.4%)(         

ほぼあてはまる 6 2.9%)(         
ある程度あてはまる 26 12.4%)(        

あまりあてはまらない 95 45.5%)(        

まったくあてはまらない 75 35.9%)(        
無回答 4 1.9%)(         

合計 209 100.0%)(      

とてもあてはまる 13 6.2%)(         

ほぼあてはまる 15 7.2%)(         
ある程度あてはまる 35 16.7%)(        

あまりあてはまらない 84 40.2%)(        

まったくあてはまらない 58 27.8%)(        
無回答 4 1.9%)(         

合計 209 100.0%)(      

とてもあてはまる 10 4.8%)(         

ほぼあてはまる 10 4.8%)(         
ある程度あてはまる 51 24.4%)(        

あまりあてはまらない 88 42.1%)(        

まったくあてはまらない 47 22.5%)(        
無回答 3 1.4%)(         

合計 209 100.0%)(      

とてもあてはまる 8 3.8%)(         

ほぼあてはまる 14 6.7%)(         
ある程度あてはまる 50 23.9%)(        

あまりあてはまらない 84 40.2%)(        

まったくあてはまらない 50 23.9%)(        
無回答 3 1.4%)(         

合計 209 100.0%)(      

特にない 27 12.9%)(        
WWL事業の授業時間が少なすぎる 40 19.1%)(        

WWL事業の授業時間が多すぎる 10 4.8%)(         

WWL事業の課題に取り組む時間が足りない 76 36.4%)(        

もっと海外の人と触れ合う機会が欲しい 49 23.4%)(        

WWL事業の課題が簡単すぎる 2 1.0%)(         

WWL事業の課題が難しすぎる 85 40.7%)(        

WWL事業のテーマに関心がもてない 44 21.1%)(        

英語に苦手意識がある 70 33.5%)(        

海外の人と触れ合うのに苦手意識がある 52 24.9%)(        

その他 2 1.0%)(         

無回答 1 0.5%)(         

回答件数 209 2.19)(         
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カ
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概
要

版
】

 

1
年

  
１

組
  

２
班

 

探
究

テ
ー

マ
；

ア
フ

リ
カ

の
途

上
国

の
⽔

問
題

の
解

決
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
に

は
？

 

キ
ー

ワ
ー

ド：
ア

フ
リ

カ
の

⽔
問

題
、節

⽔
、⽇

本
⼈

の
⽔

へ
の

意
識

、
 

ポ
ス

タ
ー

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 

こ
の

探
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、

⽇
本

⼈
の

⽔
へ

の
意

識
が

低
い

ま
ま

だ
と

ア
フ

リ
カ

の
⽔

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
は

難
し

い
と

考
え

た
か

ら
だ

。
私

た
ち

⽇
本

⼈
は

蛇
⼝

を
ひ

ね
る

と
飲

む
こ

と
が

で
き

る
⽔

が
出

て
く

る
な

ど
、

⽔
に

困
る

こ
と

の
な

い
環

境
の

中
で

⽣
活

し
て

い
る

た
め

、⽔
へ

の
意

識
は

低
い

。し
か

し
、私

た
ち

が
学

校
で

勉
強

し
て

い
る

８
時

間
を

茶
⾊

く
濁

り
、

動
物

の
フ

ン
尿

が
混

ざ
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

泥
⽔

を
汲

む
た

め
だ

け
に

費
や

し
て

い
る

⼈
が

世
界

中
に

た
く

さ
ん

い
る

と
い

う
こ

と
が

現
状

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

を
解

決
し

た
い

と
思

い
私

た
ち

は
こ

の
探

究
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。

 
 

探
究

活
動

の
⽬

的
は

⽇
本

⼈
の

節
⽔

に
対

す
る

意
識

を
⾼

め
る

 
こ

と
で

ア
フ

リ
カ

の
⽔

問
題

の
解

決
に

間
接

的
に

つ
な

げ
る

こ
と

だ
。 

 
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は「
⽇

本
⼈

の
節

⽔
に

対
す

る
意

識
、⾝

近
な

⽔
へ

の
意

識
は

ポ
ス

タ
ー

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

よ
っ

て
向

上
す

る
の

か
。

そ
し

て
ア

フ
リ

カ
の

途
上

国
の

⽔
問

題
の

解
決

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

る
き

っ
か

け
と

な
る

の
か

？
」で

あ
る

。⾝
近

な
⽔

と
は

私
た

ち
が

普
段

か
ら

使
っ

て
い

る
シ

ャ
ワ

ー
や

ト
イ

レ
、

⾷
器

洗
い

で
使

う
⽔

の
こ

と
だ

。
 

 
こ

れ
ら

の
問

い
を

証
明

す
る

た
め

に
以

下
の

４
つ

の
事

を
⾏

っ
た

。
①

三
条

⾼
校

の
１

年
⽣

が
普

段「
節

⽔
」に

つ
い

て
ど

の
く

ら
い

の
関

⼼
を

持
っ

て
い

る
の

か
。節

⽔
を

し
た

こ
と

が
あ

る
の

か
。今

ま
で

ど
の

よ
う

な
節

⽔
を

⾏
っ

た
こ

と
が

あ
る

の
か

。
こ

の
3

項
⽬

を
事

前
調

査
す

る
。②

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
を

集
め

た
上

で
、ポ

ス
タ

ー
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
６

種
類

作
り

、各
ク

ラ
ス

に
掲

⽰
、配

布
を

す
る

。③
ポ

ス
タ

ー
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
⾒

た
後

に
実

際
に

数
⽇

間
の

節
⽔

を
全

員
に

取
り

組
ん

で
も

ら
う

。④
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

り
、事

前
調

査
か

ら
関

⼼
度

が
上

が
っ

た
の

か
。

ア
フ

リ
カ

の
⽔

問
題

へ
の

意
識

が
向

上
し

た
の

か
を

調
べ

る
。

以
上

の
4つ

で
あ

る
。

 
 

事
前

調
査

の
結

果
は

こ
の

よ
う

に
な

っ
た

。
節

⽔
を

し
て

い
る

状
況

を
10

0％
、節

⽔
を

し
て

い
な

い
、興

味・
関

⼼
が

な
い

状
況

を
0％

と
と

し
て

「
節

⽔
に

つ
い

て
ど

の
く

ら
い

関
⼼

を
持

っ
て

い
ま

す
か

？
」と

い
う

質
問

に
対

し
て

、各
ク

ラ
ス

の
平

均
は

１
組

、5
8.8

％
 

２
組

、
62

.3％
 ３

組
、

65
.9％

 ４
組

、
66

.4％
 ５

組
、

56
.8％

 ６
組

、5
4.4

％
と

い
う

結
果

に
な

っ
た

。次
に「

今
ま

で
に

節
⽔

を
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

」
と

い
う

質
問

に
対

し
て

は
8

割
以

上
の

⼈
が

節
⽔

を
し

た
こ

と
が

あ
る

と
答

え
た

。節
⽔

⽅
法

は「
シ

ャ
ワ

ー
や

蛇
⼝

を
こ

ま
め

に
⽌

め
る

」「
⾷

器
を

洗
う

と
き

に
⽔

に
つ

け
て

、
油

を
拭

き
取

っ
て

か
ら

洗
う

」「
ト

イ
レ

の
⼤

⼩
を

使
い

分
け

る
」

な
ど

と
い

っ
た

⽅
法

が
多

く
挙

げ
ら

れ
た

。
 

事
前

調
査

の
結

果
を

ふ
ま

え
て

、
ポ

ス
タ

ー
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

た
。ポ

ス
タ

ー
は「

世
界

の
現

状
に

つ
い

て
」や

事
前

調
査

で
分

か
っ

た「
１

年
⽣

が
⾏

っ
て

い
る

節
⽔

⽅
法

」を
記

載
し

、形
状

や
⾊

を
変

え
て

5種
類

作
り

2組
か

ら
5組

の
各

ク
ラ

ス
に

1枚
ず

つ
掲

⽰
し

た
。

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
は

節
⽔

を
啓

発
す

る
内

容
を

書
き

、
1

組
の

み
に

１
⼈

に
１

冊
配

る
形

に
し

た
。

 
 

数
⽇

間
の

節
⽔

の
取

り
組

み
と

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
ポ

ス
タ

ー
の

掲
⽰

、
配

布
の

結
果

、
１

組
9.6

％
 

２
組

は
16

.8％
 

３
組

は
4.0

％
 

４
組

は
13

.4％
 

５
組

は
21

.2％
 

６
組

は
21

．
5％

と
、

全
て

の
ク

ラ
ス

で
節

⽔
に

対
す

る
意

識
の

向
上

が
⾒

ら
れ

た
。

 
以

上
の

調
査

よ
り

①
ポ

ス
タ

ー
は

⽔
意

識
向

上
に

繋
が

る
。

②
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
は

⽔
意

識
向

上
に

繋
が

る
。

③
節

⽔
で

ア
フ

リ
カ

の
⽔

問
題

へ
意

識
が

向
く

。こ
の

３
つ

の
事

が
分

か
っ

た
。し

か
し

、ア
フ

リ
カ

へ
の

⽔
問

題
に

ど
う

つ
な

げ
て

い
く

か
は

、
調

査
結

果
を

ふ
ま

え
、

今
後

さ
ら

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
結

果
を

ふ
ま

え
た

考
察

は
①

ポ
ス

タ
ー

は
⾊

や
形

な
ど

５
種

類
作

っ
た

が「
縦

形
状

の
カ

ラ
フ

ル
」形

状
の

ク
ラ

ス
が

特
に

意
識

の
向

上
が

⾒
ら

れ
た

た
め

ポ
ス

タ
ー

の
形

状
は「

縦
形

状
の

カ
ラ

フ
ル

」が
よ

い
。

②
た

だ
掲

⽰
す

る
の

で
は

な
く

１
⼈

１
⼈

呼
び

か
け

た
⽅

が
意

識
は

向
上

す
る

。
③

誰
も

が
⾒

つ
け

や
す

い
場

所
に

ポ
ス

タ
ー

を
貼

れ
ば

⽔
意

識
は

も
っ

と
向

上
す

る
。④

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

利
⽤

す
れ

ば
早

く
、

多
く

の
⼈

に
伝

わ
る

た
め

意
識

向
上

に
繋

が
る

。こ
の

4つ
で

あ
る

。
 

ア
フ

リ
カ

の
⽔

問
題

の
解

決
に

間
接

的
に

繋
げ

る
た

め
に

は
⽔

へ
の

意
識

が
向

上
し

た
状

況
を

保
た

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。そ
の

た
め

、
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

2
か

⽉
ほ

ど
た

っ
た

現
在

、
ど

の
く

ら
い

の
意

識
が

あ
る

の
か

を
調

査
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

し
て

ま
だ

漠
然

と
し

て
い

る
ア

フ
リ

カ
の

⽔
問

題
に

ど
う

繋
げ

て
い

く
の

か
な

ど
を

引
き

続
き

調
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

参
考
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1
年

  
1

組
  

1
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

三
条

市
の

在
庫

⽶
を

使
っ

て
中

国
の

⾷
糧

不
⾜

の
改

善
に

繋
げ

る
。

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

飢
餓

・
中

国
・

新
潟

・
三

条
市

・
お

⽶
・

 
在

庫
⽶

・
輸

出
 

探
究

テ
ー

マ
設

定
の

理
由

は
、

3つ
あ

る
。

1つ
⽬

は
、

⽇
本

と
中

国
で

⾷
べ

ら
れ

て
い

る
お

⽶
の

種
類

が
似

て
い

る
こ

と
で

あ
る

。
世

界
に

は
、ジ

ャ
ポ

ニ
カ

⽶
と

イ
ン

デ
ィ

カ
⽶

が
あ

り
、中

国
と

⽇
本

は
ジ

ャ
ポ

ニ
カ

⽶
を

普
段

⾷
べ

て
い

て
、円

形
で

弾
⼒

が
あ

り
、⽢

み
が

る
と

い
う

特
徴

が
似

て
い

た
た

め
、中

国
を

対
象

に
し

た
。2

つ
⽬

は
、

新
潟

の
令

和
2年

の
在

庫
⽶

が
14

.7
万

ｔ
で

前
年

よ
り

3.4
万

ト
ン

の
増

加
が

み
ら

れ
た

こ
と

だ
。。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
で

デ
リ

バ
リ

ー
の

仕
様

が
増

え
、お

⽶
の

消
費

量
が

減
っ

た
こ

と
も

分
か

っ
た

。3
つ

⽬
の

理
由

は
、中

国
で

飢
餓

が
深

刻
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。主
に

近
年

、
害

⾍
や

洪
⽔

で
国

内
の

⾷
糧

の
価

格
が

⾼
騰

し
た

こ
と

が
分

か
っ

た
。

特
に

市
街

地
か

ら
離

れ
た

農
村

部
で

の
飢

餓
が

著
し

い
。

 
 

私
た

ち
が

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、
三

条
市

の
在

庫
⽶

は
活

⽤
で

き
る

の
か

に
つ

い
て

で
あ

る
。

三
条

市
に

在
庫

⽶
が

あ
る

こ
と

は
分

か
っ

た
が

、
そ

の
お

⽶
を

中
国

に
送

る
な

ど
し

て
活

⽤
で

き
る

の
か

調
べ

た
。

こ
の

問
い

を
解

決
す

る
た

め
、

私
た

ち
は

三
条

市
の

JA
の

⽅
に

お
願

い
し

、
現

在
の

お
⽶

が
廃

棄
さ

れ
て

い
る

お
⽶

の
量

に
つ

い
て

ご
回

答
を

い
た

だ
い

た
。解

答
内

容
か

ら
は

、廃
棄

し
て

い
る

お
⽶

は
な

く
、全

て
活

⽤
し

て
い

る
と

の
こ

と
だ

っ
た

。令
和

3年
9

⽉
の

JA
新

潟
南

原
で

の
在

庫
量

は
、2

1.4
11

ｔ
で

そ
の

う
ち

主
⾷

⽤
の

お
⽶

は
14

.37
7ｔ

で
あ

る
。

そ
れ

以
外

の
お

⽶
は

、
備

蓄
⽶

や
、

加
⼯

⽶
、飼

料
⽤

⽶
、輸

出
⽶

と
し

て
使

わ
れ

て
い

る
と

の
こ

と
だ

っ
た

。2
つ

め
の

問
い

は
、送

り
先

で
あ

る
中

国
の

詳
し

い
⾷

糧
不

⾜
の

地
域

に
つ

い
て

の
調

査
で

あ
る

。ま
ず

、三
条

市
と

の
関

わ
り

の
深

い
都

市
に

つ
い

て
調

べ
た

。結
果

、い
く

つ
か

あ
っ

た
三

条
市

と
の

の
友

好
都

市
の

う
ち

の
ひ

と
つ

で
、

主
⾷

が
お

⽶
で

あ
る

顎
州

市
を

⾒
つ

け
た

。
そ

し
て

中
国

の
飢

餓
の

割
合

を
調

べ
た

と
こ

ろ
、

中
国

で
は

20
02

年
に

9.2
%

だ
っ

た
成

⼈
の

栄
養

不
⾜

の
割

合
は

、6
%

に
減

少
し

、
発

育
不

全
の

割
合

は
、

6.3
%

か
ら

、
3.2

%
に

減
少

し
て

い
る

。
現

在
発

育
不

全
で

あ
る

割
合

は
少

な
く

感
じ

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
⼈

⼝
が

約
14

億
⼈

の
中

国
で

は
、4

28
0万

⼈
も

い
る

。そ
の

た
め

、
中

国
に

は
現

在
で

も
最

低
限

の
⾷

べ
物

を
必

要
と

し
て

い
る

⼈
が

少
な

く
な

い
と

分
か

っ
た

。
顎

州
市

の
詳

し
い

飢
餓

の
⼈

⼝
な

ど
の

状
況

に
つ

い
て

は
情

報
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
。ま

た
、外

国
に

お
⽶

を
運

ん
だ

り
、

お
⽶

を
届

け
て

か
ら

保
存

が
可

能
期

間
に

つ
い

て
も

調
査

し
た

。お
⽶

に
は

消
費

期
限

は
な

い
が

、お
⽶

が
精

⽶
後

、精
⽶

前
、

籾
の

3
つ

の
状

態
の

時
の

美
味

し
く

⾷
べ

れ
る

⽇
数

に
つ

い
て

調
べ

た
。ま

ず
、精

⽶
後

の
お

⽶
は

、中
⾝

の
⽩

⽶
部

分
が

直
接

空
気

に
触

れ
、

酸
化

が
進

ん
で

し
ま

う
た

め
⼀

番
早

く
劣

化
す

る
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
精

⽶
前

の
⽞

⽶
の

状
態

は
精

⽶
後

と
同

じ
よ

う
に

⾼
温

で
多

湿
の

場
所

で
の

保
管

は
劣

化
す

る
が

、⽩
⽶

部
分

が
少

な
い

た
め

、冬
の

1０
℃

以
下

の
空

気
で

は
、

約
１

年
⻑

く
も

つ
。

籾
の

状
態

で
は

、
常

温
で

も
鮮

度
を

⻑
く

保
つ

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
新

⽶
の

時
期

を
過

ぎ
て

も
、⻑

持
ち

し
、美

味
し

く
⾷

べ
れ

る
。調

査
か

ら
は

、籾
の

状
態

が
⼀

番
⻑

持
ち

す
る

が
、⼀

般
の

農
場

で
は

、精
⽶

前
の

⽞
⽶

で
の

冷
蔵

保
管

が
さ

れ
て

い
る

た
め

、籾
よ

り
短

い
が

、⽞
⽶

の
状

態
で

届
け

る
こ

と
で

農
家

の
⽅

の
協

⼒
を

よ
り

得
や

す
い

と
考

え
た

。
 

 
結

果
と

し
て

は
、私

た
ち

が
対

象
と

し
た

い
お

⽶
が

主
⾷

か
つ

、三
条

市
と

友
好

都
市

で
あ

る
中

国
の

都
市

は
絞

れ
た

が
、

そ
の

都
市

の
飢

餓
の

状
況

に
つ

い
て

は
詳

し
い

数
値

を
得

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

。
ま

た
、

JA
の

⽅
か

ら
の

協
⼒

を
得

て
廃

棄
さ

れ
て

い
る

お
⽶

は
な

く
、在

庫
⽶

は
有

効
活

⽤
さ

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
良

い
結

果
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

の
は

、
お

⽶
の

保
存

は
輸

出
す

る
の

に
⼗

分
な

期
間

に
つ

い
て

だ
っ

た
。。

ま
た

、財
政

⾯
を

考
え

る
と

、
⽇

本
か

ら
中

国
に

も
の

を
輸

出
す

る
際

に
莫

⼤
な

費
⽤

が
か

か
っ

て
し

ま
う

た
め

、⾃
分

た
ち

が
費

⽤
を

負
担

し
た

り
、農

家
の

⽅
に

協
⼒

を
得

て
輸

出
を

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
実

感
し

た
。

そ
し

て
探

究
テ

ー
マ

に
繋

げ
る

こ
と

は
難

し
い

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

 
 

調
査

を
踏

ま
え

て
こ

れ
か

ら
私

た
ち

が
出

来
る

事
と

し
て

考
え

た
 

事
は

、
農

林
⽔

産
省

が
⾏

っ
て

い
る

⾷
物

を
外

国
に

送
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

加
し

た
り

、
⾃

分
た

ち
で

集
め

た
お

⽶
を

フ
ー

ド
バ

ン
ク

に
寄

付
し

、
⾷

糧
を

必
要

と
し

て
い

る
国

に
⾷

糧
を

余
ら

せ
て

い
る

⽇
本

か
ら

届
け

る
こ

と
な

ど
、

⾃
分

た
ち

で
で

き
る

範
囲

の
こ

と
だ

と
考

え
た

。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

 
1

組
  

4
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

効
率

良
く

⽔
を

き
れ

い
に

す
る

⽅
法

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

安
全

、
ス

ピ
ー

ド
、

効
率

、
実

⽤
 

今
回

私
達

は
、

⻑
い

間
世

界
で

問
題

視
さ

れ
続

け
て

い
る

⽔
質

汚
染

に
よ

る
健

康
被

害
に

視
点

を
置

き
、探

究
す

る
こ

と
に

し
た

。⽔
質

汚
染

で
ま

ず
挙

げ
ら

れ
る

の
は

ア
フ

リ
カ

で
起

き
て

い
る

健
康

被
害

だ
。ア

フ
リ

カ
の

地
域

で
流

れ
て

い
る

⽔
に

は
コ

レ
ラ

菌
、エ

ボ
ラ

ウ
イ

ル
ス

な
ど

の
病

原
菌

や
ウ

イ
ル

ス
が

混
ざ

っ
て

お
り

、
そ

れ
ら

が
現

地
の

⼈
々

の
健

康
に

多
く

の
害

を
も

た
ら

し
て

い
る

。
そ

こ
で

私
達

は
⽔

の
中

の
菌

や
汚

れ
を

ろ
過

と
煮

沸
の

⼆
つ

を
使

っ
て

効
率

的
に

取
り

除
き

、
ア

フ
リ

カ
の

⽔
に

よ
る

健
康

被
害

を
減

ら
そ

う
と

考
え

た
。

 
し

か
し

、
⼀

般
の

ろ
過

と
煮

沸
に

は
１

ℓ
の

⽔
を

き
れ

い
に

す
る

た
め

に
必

要
と

す
る

時
間

が
と

て
も

⻑
い

と
い

う
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。そ

こ
で

私
達

が
考

え
た「

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
」は

『
ス

ピ
ー

ド
重

視
の

ろ
過

+煮
沸

で
ど

の
く

ら
い

速
く

⽔
を

き
れ

い
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

。』
だ

。そ
れ

に
対

し
て

私
達

は
、「

平
た

い
鍋

で
蓋

を
し

な
が

ら
⽔

を
煮

沸
し

、炭
，⽯

，⼩
⽯

，砂
，布

を
⽤

い
て

ろ
過

を
⾏

う
と

⽔
を

速
く

き
れ

い
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。」
と

い
う

仮
説

を
⽴

て
た

。※
こ

こ
で

使
⽤

す
る

平
た

い
鍋

と
は

、１
ℓ

の
⽔

を
⼊

れ
た

と
き

に
⽔

⾯
が

鍋
の

底
か

ら
３

㎝
以

下
に

な
る

も
の

と
す

る
。，

調
査

の
⽅

法
は

、煮
沸

を
、①

蓋
を

す
る

，し
な

い
。②

ま
ぜ

る
，ま

ぜ
な

い
。③

厚
い

鍋
，平

た
い

鍋
。の

三
種

類
の

条
件

で
⾏

い
、ろ

過
を

、
材

料
を

下
か

ら
①

⼩
⽯

，カ
ッ

ト
綿

，炭
，カ

ッ
ト

綿
，⼩

⽯
の

順
で

並
べ

る
。②

布
，砂

，布
，炭

，布
，⼩

⽯
，布

，⽯
の

順
で

並
べ

る
。

の
⼆

つ
の

条
件

で
⾏

う
。と

し
て

、そ
れ

ぞ
れ

で
条

件
を

分
け

て
⾏

っ
た

。
結

果
は

煮
沸

：
➀

蓋
を

す
る

，
➁

ま
ぜ

な
い

,➂
平

た
い

鍋
の

組
み

合
わ

せ
で

1分
16

秒
。

※
⽔

の
中

に
い

る
病

原
菌

は
75

℃
以

上
で

1
分

間
煮

沸
す

れ
ば

死
滅

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

こ
の

条
件

は
ク

リ
ア

し
て

い
る

と
⾔

え
る

。，
ろ

過
：

②
で

3分
32

秒
。

の
組

み
合

わ
せ

で
⾏

う
こ

と
で

、合
計

4分
48

秒
と

、短
時

間
で

両
⽅

と
も

終
わ

ら
せ

ら
れ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
次

に
私

達
は

こ
れ

ら
の

実
験

結
果

を
実

際
に

実
⽤

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

を
、⽣

活
⽅

法
に

つ
い

て
の

情
報

が
多

く
揃

っ
て

い
る

、ケ
ニ

ア
と

い
う

ア
フ

リ
カ

の
東

側
に

位
置

す
る

国
で

調
査

す
る

こ
と

に
し

た
。

ケ
ニ

ア
の

気
候

は
乾

燥
帯

だ
。

平
均

気
温

は
18

〜
20

℃
で

⼀
年

を
通

し
て

気
温

の
変

化
が

少
な

い
と

い
う

特
徴

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
環

境
で

実
際

に
⽣

活
し

て
い

る
と

す
る

⼀
つ

の
家

庭
を

仮
定

し
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
し

て
い

こ
う

と
考

え
た

。⽴
て

た
仮

説
は「

ケ
ニ

ア
の

家
庭

で
実

際
に

実
⽤

す
る

こ
と

が
で

き
る

」だ
。ケ

ニ
ア

の
⼀

家
庭

の
平

均
⼈

数
は

8〜
10

⼈
だ

。
よ

っ
て

仮
定

す
る

家
庭

の
⼈

数

は
10

⼈
。

⽔
の

使
⽤

量
は

⼀
⼈

当
た

り
1⽇

平
均

約
14

ℓ
で

あ
る

た
め

、
10

⼈
で

1⽇
約

14
0ℓ

使
⽤

す
る

と
す

る
。

ま
た

、
煮

沸
に

使
⽤

す
る

⽕
は

薪
⽕

を
使

⽤
す

る
も

の
と

す
る

。
ケ

ニ
ア

で
の

⽔
の

主
な

使
い

道
は

①
飲

み
⽔

，②
お

⾵
呂

、洗
顔

，③
⻭

磨
き

の
三

つ
で

、
ト

イ
レ

に
は

⽔
は

使
⽤

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
同

じ
よ

う
な

使
い

道
で

⽔
を

使
⽤

す
る

と
設

定
す

る
。

以
上

の
よ

う
に

仮
定

さ
れ

た
家

庭
で

調
査

し
て

い
く

。ま
ず

、ろ
過

に
使

⽤
す

る
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

本
数

の
限

度
を

1ℓ
の

ろ
過

に
か

か
る

時
間

を
も

と
に

計
算

で
求

め
た

。⼀
本

で
14

0ℓ
の

⽔
を

ろ
過

す
る

と
約

16
時

間
20

分
か

か
る

。
こ

れ
を

五
本

に
す

る
と

約
3時

間
16

分
に

な
る

。今
回

は
時

間
と

本
数

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

て
五

本
が

実
⽤

的
だ

と
考

え
た

。
煮

沸
は

⼀
つ

⽬
の

調
査

の
と

き
と

同
じ

⽅
法

で
⾏

い
、約

6時
間

37
分

。こ
れ

ら
の

よ
う

に
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

た
結

果
、

ろ
過

と
煮

沸
に

か
か

る
時

間
の

合
計

は
約

9時
間

53
分

に
な

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。実
際

の
⽣

活
で

は
ろ

過
や

煮
沸

の
ほ

か
に

も
家

事
が

あ
る

た
め

、
そ

れ
ら

の
空

き
時

間
に

こ
の

作
業

を
組

み
込

む
こ

と
考

え
る

と
こ

の
時

間
は

実
⽤

的
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
⽐

較
す

る
た

め
、

調
査

1
の

結
果

と
逆

の
⽅

法
で

計
算

し
た

合
計

の
時

間
と

⽐
べ

る
と

、
約

18
9

時
間

か
ら

約
9

時
間

53
分

へ
の

時
間

短
縮

が
で

き
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。よ

っ
て

私
達

が
出

し
た

結
論

は
「

仮
説

１
の

結
果

は
ケ

ニ
ア

の
家

庭
で

実
際

に
使

⽤
す

る
こ

と
が

で
き

る
。」

だ
。

 
以

上
の

⼆
つ

の
結

果
か

ら
、『

ス
ピ

ー
ド

重
視

の
ろ

過
+煮

沸
で

ど
の

く
ら

い
速

く
⽔

を
き

れ
い

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
』

の
問

い
に

対
し

私
達

は
「

ス
ピ

ー
ド

重
視

の
ろ

過
+煮

沸
で

約
17

9
時

間
の

時
間

短
縮

が
可

能
に

な
る

。」
と

い
う

答
え

を
出

し
た

。
 

今
後

の
課

題
と

し
て

は
、

実
験

に
使

⽤
し

た
材

料
が

現
地

で
ど

の
よ

う
に

⼿
に

⼊
れ

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
。

と
い

う
問

題
に

対
し

て
さ

ら
に

調
査

し
て

い
こ

う
と

考
え

る
。

 
 参

考
資

料
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追
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⽔
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1
年

  
1

組
  

3
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⾬
⽔

を
た

め
る

こ
と

が
で

き
る

⽊
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

シ
デ

、
気

候
、

⾬
⽔

 

世
界

で
は

飲
み

⽔
ど

こ
ろ

か
⽣

活
⽤

⽔
に

も
困

っ
て

い
る

⼈
が

45
億

⼈
も

い
る

。
そ

ん
な

中
私

た
ち

⽇
本

⼈
は

⽔
に

つ
い

て
困

っ
た

こ
と

が
あ

る
と

い
う

⼈
の

⽅
が

少
な

い
。

ど
う

や
っ

た
ら

⽔
を

確
保

で
き

る
の

か
、ま

た
、ど

う
や

っ
た

ら
⽔

で
苦

し
む

⼈
が

減
る

の
か

、考
え

た
。

そ
こ

で
私

た
ち

が
着

⽬
し

た
の

は
⾬

⽔
を

⽊
を

使
っ

て
た

め
る

と
い

う
⽅

法
の

シ
デ

だ
。こ

の
⽅

法
は

、植
物

の
幹

、ま
た

は
茎

を
下

る
遮

断
さ

れ
た

⽔
の

流
れ

を
、

せ
き

⽌
め

て
⾬

⽔
を

た
め

る
伝

統
的

な
集

⽔
⽅

法
で

あ
る

。
シ

デ
を

使
う

と
地

⾯
に

バ
ケ

ツ
を

置
い

て
⾬

⽔
を

た
め

る
⽅

法
よ

り
も

約
10

倍
の

速
度

で
⾬

⽔
を

貯
め

る
こ

と
が

出
来

る
。こ

の
⽅

法
な

ら
、効

率
よ

く
⾬

⽔
を

確
保

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
 

私
た

ち
の

探
究

活
動

の
最

⼤
の

⽬
的

は
シ

デ
が

世
界

中
で

使
う

こ
と

が
で

き
、そ

れ
に

よ
っ

て
、⽔

不
⾜

の
解

消
に

つ
な

げ
る

こ
と

で
あ

る
。こ

の
シ

デ
⾃

体
を

つ
く

る
こ

と
は

難
し

く
な

い
。だ

が
、シ

デ
が

ど
の

よ
う

な
場

⾯
で

使
え

る
の

か
な

ど
に

つ
い

て
は

、
こ

の
探

究
活

動
を

通
し

て
調

べ
、

私
た

ち
独

⾃
の

シ
デ

が
で

き
る

条
件

を
決

め
て

い
き

た
い

。
 

私
た

ち
の

リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

は
、「

そ
の

⼟
地

の
植

物
を

使
っ

て
、⾬

⽔
を

貯
め

る
⽅

法
は

世
界

で
も

使
え

る
の

か
」で

あ
る

。な
る

べ
く

そ
の

⼟
地

の
既

存
の

植
物

を
使

い
、

⽣
態

系
を

壊
さ

な
い

で
⽔

を
た

め
る

⽊
を

探
し

て
い

く
。

 
調

査
事

項
は

①
⽊

の
種

類
と

そ
の

地
域

②
シ

デ
を

使
っ

て
い

た
地

域
の

特
徴

、
の

2つ
で

あ
る

。
 

 
ま

ず
、①

⽊
の

種
類

と
そ

の
地

域
、に

つ
い

て
調

べ
た

。実
際

に
シ

デ
に

使
わ

れ
て

い
た

⽊
は

フ
ク

ギ
、イ

ソ
ノ

キ
、桑

、ブ
ナ

な
ど

で
あ

っ
た

。い
ず

れ
も

、暖
か

い
地

域
に

多
く

分
布

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。ま
た

、シ
デ

に
使

わ
れ

る
葉

の
部

分
に

つ
い

て
は

、藁
や

ク
バ

の
葉

な
ど

が
使

わ
れ

て
い

た
。

葉
に

つ
い

て
も

暖
か

い
地

域
に

多
く

⾒
ら

れ
る

も
の

で
あ

っ
た

。シ
デ

が
使

わ
れ

て
い

た
地

域
は

、
暖

か
い

地
域

で
あ

る
、あ

る
程

度
⾬

が
降

る
、地

下
⽔

に
乏

し
い

、と
い

っ
た

特
徴

が
あ

っ
た

。
 

 
次

に
、②

シ
デ

を
使

っ
て

い
た

地
域

の
特

徴
、に

つ
い

て
調

べ
た

。
こ

こ
で

は
、

①
で

調
べ

て
出

て
き

た
特

徴
を

元
に

さ
ら

に
詳

し
く

調
べ

て
み

た
。⽇

本
で

は
、東

京
都

で
は

⼋
丈

島
、三

宅
島

、沖
縄

県
で

は
宮

古
島

、⽵
富

島
、⿅

児
島

県
で

は
与

論
町

、南
種

⼦
島

な
ど

が
シ

デ
を

使
っ

て
い

た
。ま

た
、⽇

本
以

外
の

国
で

も
シ

デ
が

使
わ

れ
て

い
た

記
録

が
あ

っ
た

。
例

え
ば

、
韓

国
の

済
州

(チ
ェ

ジ
ュ

)島
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
シ

デ
が

使
わ

れ
て

い
た

各
地

域
の

降
⽔

量
と

気
温

の
平

均

を
算

出
し

た
。平

均
降

⽔
量

は
約

21
62

.5m
、平

均
気

温
が

約
21

.1℃
と

い
う

結
果

が
得

ら
れ

た
。

私
た

ち
は

こ
れ

ら
が

シ
デ

を
使

う
こ

と
が

で
き

る
条

件
と

し
た

。
 

調
査

し
て

き
た

こ
と

を
ま

と
め

る
と

、①
フ

ク
ギ

桑
、藁

や
ク

バ
の

葉
な

ど
暖

か
い

地
域

に
⽣

育
し

て
い

る
植

物
が

あ
る

こ
と

。
②

平
均

降
⽔

量
が

20
00

mL
前

後
で

あ
る

こ
と

。③
平

均
気

温
が

20
℃

前
後

で
あ

る
こ

と
、

で
あ

っ
た

。
 

 
探

究
し

て
き

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

の
解

答
は

、「
世

界
で

は
使

う
こ

と
が

難
し

く
、使

え
る

地
域

は
限

ら
れ

る
」

で
あ

る
。調

査
し

て
き

た
と

こ
に

も
あ

る
よ

う
に

、シ
デ

に
適

し
て

る
⽊

は
暖

か
い

気
候

の
地

域
に

し
か

⽣
育

し
て

い
な

い
。さ

ら
に

、乾
燥

帯
や

冷
帯

、
寒

帯
で

は
降

⽔
量

に
乏

し
い

た
め

⼗
分

に
⾬

⽔
を

貯
め

る
こ

と
が

出
来

な
い

。こ
れ

ら
の

地
域

で
は

、気
温

も
シ

デ
が

使
わ

れ
て

い
た

地
域

の
平

均
気

温
と

⽐
べ

、乾
燥

帯
で

は
⾼

く
、冷

帯
、寒

帯
で

は
低

い
た

め
、条

件
に

当
て

は
ま

ら
な

い
。以

上
の

こ
と

か
ら「

シ
デ

が
使

え
る

地
域

は
、温

帯
、熱

帯
、亜

熱
帯

と
い

っ
た

暖
か

い
地

域
に

限
る

」
と

い
う

結
論

が
出

た
。

 
 

し
か

し
、今

回
調

査
、⽐

較
で

き
な

か
っ

た
事

項
が

多
々

あ
っ

た
。

例
え

ば
、シ

デ
の

集
⽔

能
⼒

を
⽐

べ
た

対
象

が
、少

な
か

っ
た

こ
と

で
あ

る
。バ

ケ
ツ

を
地

⾯
に

置
く

と
い

う
⽅

法
の

み
に

な
っ

て
し

ま
い

、
そ

れ
以

外
の

⽅
法

の
調

査
、検

証
が

で
き

な
か

っ
た

。ま
た

、シ
デ

を
使

う
こ

と
が

で
き

る
条

件
を

導
き

出
し

た
が

、
実

⽤
化

さ
せ

る
⼿

法
な

ど
に

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
今

後
は

こ
れ

ら
の

こ
と

を
調

べ
て

い
く

こ
と

を
第

⼀
に

⾏
い

、
シ

デ
を

使
っ

て
い

る
地

域
の

⽅
々

に
、ど

の
よ

う
に

使
っ

て
い

た
の

か
、⽇

常
⽣

活
で

も
役

に
⽴

た
っ

た
の

か
な

ど
実

際
に

聞
き

取
り

調
査

を
⾏

い
、

探
究

を
深

め
て

い
き

た
い

。
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1
年

 １
組

  
６

班
 

探
究

テ
ー

マ
：

南
ス

ー
ダ

ン
の

児
童

労
働

を
解

決
す

る
に

は
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
、

募
⾦

、
児

童
労

働
、

⽀
援

、
 

発
展

途
上

国
、

権
利

、
⼦

供
た

ち
 

私
た

ち
が

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、

世
界

で
は

多
く

の
同

世
代

や
年

下
の

⼦
供

た
ち

の
児

童
労

働
が

未
だ

改
善

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
情

報
を

知
り

、私
た

ち
が

何
か

出
来

る
こ

と
は

な
い

か
。⼦

供
た

ち
の

権
利

を
守

る
こ

と
が

出
来

な
い

か
。

と
思

い
⽴

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

 
次

に
、こ

の
活

動
の

⽬
的・

意
義

に
つ

い
て

。私
た

ち
が

こ
の

活
動

を
⾏

う
⽬

的
は

テ
ー

マ
に

あ
る

よ
う

に
児

童
労

働
を

無
く

す
と

い
う

こ
と

・
多

く
の

⼈
た

ち
が

児
童

労
働

の
解

決
に

つ
い

て
知

識
を

持
つ

こ
と

で
あ

る
。

発
展

途
上

国
を

発
展

さ
せ

先
進

国
と

発
展

途
上

国
間

で
の

経
済

的
な

格
差

を
⼩

さ
く

で
き

る
こ

と
、

⼦
供

た
ち

の
様

々
な

基
本

的
な

権
利

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

こ
と

が
意

義
で

あ
ろ

う
。

 
私

た
ち

の
リ

サ
ー

チ
ク

エ
ス

チ
ョ

ン
は「

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド・
募

⾦
を

普
及

さ
せ

る
に

は
」で

あ
る

。⽇
本

か
ら

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
や

募
⾦

で
経

済
的

な
⽀

援
が

出
来

れ
ば

南
ス

ー
ダ

ン
の

⼦
供

た
ち

が
働

く
必

要
が

な
く

な
り

、
学

校
に

通
う

な
ど

の
⼦

供
た

ち
の

⾃
由

を
守

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
か

ら
だ

。
 

 
し

か
し

、⽇
本

の
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド・

募
⾦

に
お

い
て

は
様

々
な

問
題

点
が

あ
る

。⽇
本

の
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド・

募
⾦

に
つ

い
て

の
現

状
に

つ
い

て
は

、
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

商
品

の
購

⼊
⾦

額
は

先
進

国
の

中
で

も
最

下
位

で
あ

る
と

い
う

悲
惨

な
現

状
が

問
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

こ
の

問
題

を
解

決
す

る
に

は
⽇

本
全

体
の

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
や

募
⾦

に
対

す
る

意
識

の
改

善
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

、そ
し

て
、そ

の
た

め
に

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

で
き

る
か

を
考

え
た

。
 

 
根

本
的

な
問

題
と

し
て

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
商

品
は

値
段

が
通

常
の

商
品

よ
り

も
⾼

い
。そ

の
た

め
、安

い
も

の
を

買
お

う
と

思
っ

て
い

る
限

り
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

商
品

の
購

⼊
に

は
⾏

き
つ

か
な

い
。

 
こ

れ
に

対
し

て
私

た
ち

は
、南

ス
ー

ダ
ン

の
現

状
を

知
ら

せ
、取

り
組

み
に

協
⼒

し
よ

う
と

い
う

意
識

を
促

す
こ

と
で

値
段

に
対

す
る

意
識・

購
⼊

額
の

低
さ・

知
名

度
を

向
上

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
例

え
ば

、南
ス

ー
ダ

ン
の

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
の

仕
組

み
。⼦

供
た

ち
が

従
事

し
て

い
る

労
働

の
内

容
や

過
酷

さ
な

ど
、

知
る

べ
き

問
題

が
多

々
あ

る
。

 
様

々
な

⽇
本

企
業

の
取

り
組

み
も

⾜
り

て
い

な
い

現
状

で
あ

る
。

企
業

は
、

様
々

な
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

商
品

の
製

造
や

発
売

な
ど

で
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

。し
か

し
、企

業
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
使

⽤

の
た

め
、企

画
の

実
施

が
短

期
間

で
終

わ
り

、持
続

性
が

無
い

と
い

う
問

題
点

も
⽣

ま
れ

て
し

ま
う

。
 

次
に

、募
⾦

に
つ

い
て

で
あ

る
。募

⾦
に

つ
い

て
は

詳
し

く
知

ら
れ

て
い

な
い

。
そ

れ
が

顕
著

に
表

れ
て

い
る

の
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

の
予

測
変

換
で

あ
る

。「
募

⾦
」

と
打

つ
だ

け
で

も
次

に
「

怪
し

い
」

と
い

う
⾔

葉
が

出
て

き
て

し
ま

う
。こ

れ
は

、募
⾦

を
⾏

っ
て

い
る

も
の

の
、全

⾯
的

に
説

明
が

さ
れ

て
い

な
い

か
ら

で
あ

る
と

考
え

る
。こ

れ
は

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
で

も
同

じ
こ

と
が

⾔
え

る
。

正
し

い
情

報
が

社
会

に
出

て
い

な
い

こ
の

状
況

を
改

善
す

る
こ

と
が

最
も

普
及

さ
せ

る
こ

と
に

有
効

で
あ

る
、

そ
う

考
え

た
。

 
「

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド・
募

⾦
を

普
及

さ
せ

る
に

は
」と

い
う

問
い

に
対

し
て

の
私

た
ち

の
答

え
は

「
発

展
途

上
国

に
つ

い
て

の
正

し
い

情
報

を
知

り
、

意
欲

的
に

⾏
動

す
る

」
で

あ
る

。
 

南
ス

ー
ダ

ン
の

現
状

に
つ

い
て

は
知

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

の
⽅

が
多

い
。だ

か
ら

こ
そ

、⽀
援

し
よ

う
と

思
え

な
い

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。た

だ
、知

る
と

い
う

だ
け

で
な

く
、⾏

動
に

移
す

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。南
ス

ー
ダ

ン
の

⼦
供

た
ち

が
児

童
労

働
を

し
な

け
れ

ば
、⽣

活
が

で
き

な
い

た
め

毎
⽇

働
か

な
く

て
は

い
け

な
い

と
い

う
深

刻
な

事
態

は
そ

の
ま

ま
に

し
て

い
て

は
い

け
な

い
こ

と
で

あ
る

。
⼀

⼈
ひ

と
り

の
⼩

さ
な

⾏
動

が
変

わ
る

原
動

⼒
に

な
り

え
る

と
私

た
ち

は
考

え
た

。
 

私
た

ち
が

出
来

る
こ

と
は

何
だ

ろ
う

か
。

私
た

ち
の

今
後

の
課

題
は

、「
事

態
を

知
ら

な
い

⼈
た

ち
に

児
童

労
働

の
事

実
を

ど
の

よ
う

に
知

ら
せ

る
べ

き
か

。」
「

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
や

募
⾦

を
意

欲
的

に
取

り
組

む
よ

う
な

意
識

を
促

す
に

は
ど

う
す

べ
き

か
。」

で
あ

る
。

発
展

途
上

国
の

⼦
供

た
ち

が
明

る
い

未
来

を
歩

め
る

よ
う

に
し

て
⾏

く
た

め
に

も
、先

進
国

を
⽣

き
る

⽇
本

⼈
、特

に
⾼

校
⽣

で
あ

る
私

た
ち

は
⾏

動
を

起
こ

す
べ

き
で

な
い

だ
ろ

う
か

。
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⽇

本
の

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

「
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

コ
ー

ヒ
ー

」
が

売
れ

る
わ

け
が

な
い

！
っ

て
話
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グ
ロ
ー
カ

ル
探

究
活
動

報
告

2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
１

組
  

５
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

地
球

に
負

担
を

か
け

な
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
⽤

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

化
⽯

燃
料

、
⼆

酸
化

炭
素

、
 

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

節
電

、
エ

ア
コ

ン
、

 
冷

暖
房

機
器

、
地

球
温

暖
化

、
温

室
効

果
ガ

ス
 

私
た

ち
が

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

と
し

て
は

、今
世

界
で

は
化

⽯
燃

料
の

使
⽤

を
減

ら
し

、地
球

温
暖

化
を

進
⾏

さ
せ

る
温

室
効

果
ガ

ス
で

あ
る

⼆
酸

化
炭

素
の

排
出

量
を

減
ら

す
た

め
、

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
発

電
⽅

式
の

移
⾏

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
そ

の
中

で
も

特
に

⽇
本

、
ア

メ
リ

カ
、

中
国

の
国

家
全

体
の

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

発
電

割
合

は
、ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
移

⾏
が

進
ん

で
い

る
国

々
⽐

べ
る

と
約

⼆
分

の
⼀

程
度

と
な

っ
て

い
る

(２
０

１
７

年
時

点
)。

⽇
本

は
ま

だ
ま

だ
化

⽯
燃

料
に

頼
ら

ね
ば

い
け

な
い

側
⾯

も
あ

り
、す

ぐ
に

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

発
電

⽅
法

を
移

⾏
は

難
し

い
。

そ
こ

で
、

私
た

ち
電

気
使

⽤
者

は
⽇

常
⽣

活
の

中
で

何
が

で
き

る
か

を
考

え
る

こ
と

と
し

た
。

 
 

こ
の

探
究

活
動

を
⾏

う
こ

と
で

、
家

庭
内

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

⽤
の

⽅
法

を
⾒

直
す

き
っ

か
け

を
作

り
、

家
庭

内
で

節
電

す
る

意
識

を
⾼

め
る

こ
と

や
世

界
や

国
内

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

事
情

に
つ

い
て

電
気

使
⽤

者
が

興
味

関
⼼

を
持

つ
よ

う
に

な
る

こ
と

を
⽬

的
と

し
た

。
 

 
そ

こ
で

、
⼀

軒
あ

た
り

の
消

費
電

⼒
と

そ
の

中
で

占
め

る
冷

暖
房

機
器

の
消

費
電

⼒
を

夏
と

冬
で

⽐
較

し
、

そ
の

時
の

⼆
酸

化
炭

素
排

出
量

も
同

様
に

⽐
較

し
た

。
 

 
今

回
、こ

の
⽐

較
を

⾏
う

た
め

環
境

省
が

提
出

し
て

い
る「

平
成

 2
5 

年
度

家
庭

に
お

け
る

電
⼒

消
費

量
実

測
調

査
 報

告
書

」
に

、掲
載

さ
れ

て
い

る
⾸

都
圏

に
お

け
る

、⼾
建

て
の

8⽉
と

1
⽉

の
器

具
別

電
⼒

消
費

量
の

内
訳

を
表

し
た

グ
ラ

フ
を

⽤
い

た
。

こ
の

グ
ラ

フ
に

よ
る

と
、⼀

⽇
の

家
庭

で
の

電
⼒

消
費

量
は

8⽉
に

14
.6ｋ

ｗ
ｈ

、
1⽉

に
17

.7ｋ
ｗ

ｈ
と

、
家

庭
で

の
電

⼒
消

費
量

は
、冬

の
⽅

が
⼤

き
い

こ
と

が
確

認
で

き
た

。そ
し

て
⽐

較
の

た
め

に
デ

ー
タ

か
ら

⼆
酸

化
炭

素
排

出
量

を
算

出
し

た
結

果
、

8⽉
に

約
7.6

1ｋ
ｇ

、1
⽉

に
約

9.2
2ｋ

ｇ
と

な
っ

た
。⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
の

算
出

⽅
法

は
、

消
費

電
⼒

量
（

ｋ
Ｗ

ｈ
/⽇

）
×

⼆
酸

化
炭

素
排

出
係

数（
kg

-C
O2

/k
W

h）
で

あ
る

。こ
こ

に
お

け
る

⼆
酸

化
炭

素
排

出
係

数
は

ｋ
W

h
当

た
り

の
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
を

表
す

。今
回

、環
境

省
の

資
料

で
は

平
成

25
年

度
の

調
査

内
容

だ
っ

た
た

め
、平

成
25

年
度

の
東

京
電

⼒
が

公
表

し
て

い
る

⼆
酸

化
炭

素
排

出
係

数
使

⽤
し

て
計

算
を

⾏
っ

た
。

 
続

い
て

、
冷

暖
房

機
器

の
割

合
の

み
で

計
算

を
同

様
に

⾏
っ

た
。

そ
の

結
果

、
ま

ず
、

割
合

が
8⽉

に
29

％
、

1⽉
に

31
％

と
な

っ
た

。順
に

、電
⼒

消
費

量
が

、1
4.4

ｋ
W

hと
17

.7ｋ
ｗ

ｈ
、

⼆
酸

化
炭

素
排

出
が

約
2.2

1㎏
と

約
2.8

6㎏
と

な
っ

た
。 

こ
こ

で
、各

⽉
の

冷
暖

房
機

器
の

割
合

か
ら

、夏
と

冬
に

お
い

て
は

冷
暖

房
機

器
が

家
庭

の
電

⼒
消

費
楼

の
多

く
を

占
め

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。そ
こ

で
、冷

暖
房

機
器

の
節

電
に

よ
り

ど
の

程
度

電
⼒

消
費

量
を

減
ら

せ
る

か
を

調
べ

た
。そ

こ
で

、エ
ア

コ
ン

は
１

℃
夏

な
ら

上
げ

、
冬

な
ら

下
げ

る
こ

と
で

約
13

％
〜

15
％

の
節

電
に

な
る

こ
と

が
わ

っ
か

た
。

エ
ア

コ
ン

の
使

⽤
温

度
を

、夏
に

27
℃

、冬
に

21
℃

と
仮

定
し

て
計

算
し

、環
境

省
の

推
奨

し
て

い
る

、冷
房

28
℃

、暖
房

20
℃

と
の

温
度

差
を

⽤
い

て
計

算
す

る
。

消
費

電
⼒

量
×

0.8
7

で
節

電
後

の
電

⼒
消

費
量

を
求

め
た

。
8

⽉
は

約
6.6

2ｋ
Ｗ

ｈ
、

1⽉
は

約
8.0

2ｋ
Ｗ

ｈ
，

家
庭

の
全

体
の

電
⼒

消
費

量
の

割
合

に
し

た
場

合
は

ど
ち

ら
も

約
6.7

％
の

節
電

に
な

っ
た

。
 

こ
れ

ら
の

結
果

か
ら

、
夏

と
冬

で
は

冬
の

⽅
が

家
庭

で
の

電
⼒

消
費

量
が

多
く

、
そ

の
中

で
も

冷
暖

房
機

器
の

割
合

が
⾼

い
た

め
、エ

ア
コ

ン
の

温
度

設
定

に
よ

る
、節

電
が

有
効

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。そ

の
た

め
、冷

暖
房

の
温

度
を

環
境

省
推

奨
の

使
⽤

温
度

か
そ

れ
以

上
に

外
気

温
に

設
定

温
度

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
よ

り
節

電
が

で
き

⼆
酸

化
炭

素
排

出
量

を
減

少
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。ま
た

、温
度

を
１

℃
外

気
温

に
近

づ
け

る
だ

け
で

も
家

庭
の

節
電

に
有

効
で

あ
る

。
 

今
後

の
課

題
は

、
地

球
温

暖
化

が
進

む
に

つ
れ

て
エ

ア
コ

ン
の

使
⽤

時
間

が
増

え
る

こ
と

で
電

⼒
消

費
量

が
増

加
し

、
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
も

増
加

す
る

、
と

い
う

悪
循

環
に

陥
る

可
能

性
が

あ
り

、よ
り

⼀
層

の
節

電
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
だ

。冬
の

場
合

、
服

装
な

ど
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

使
⽤

し
な

い
防

寒
対

策
が

可
能

で
あ

る
。そ

の
た

め
、夏

よ
り

も
空

調
器

具
に

よ
り

電
⼒

消
費

量
が

多
い

冬
こ

そ
、節

電
が

可
能

な
時

期
と

プ
ラ

ス
に

捉
え

、ひ
と

り
⼀

⼈
が

節
電

を
⼼

掛
け

る
こ

と
が

必
要

に
な

る
。ま

た
、⽇

本
は

地
域

に
よ

っ
て

気
候

が
違

う
た

め
、

各
気

候
に

合
っ

た
時

期
や

や
⽅

法
で

気
温

が
原

因
で

起
こ

る
電

⼒
消

費
量

を
減

ら
す

べ
き

で
あ

る
。

 
参

考
資

料
 

『
平

成
25

年
度

家
庭

に
お

け
る

電
⼒

消
費

量
実

測
調

査
 報

告
書

』
環

境
省

 
経

済
産

業
省

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
庁

⽇
本

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

20
18

 
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

今
を

知
る

10
の

質
問

」
7再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

⼊
は

進
ん

で
い

ま
す

か
? 
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探
究

テ
ー

マ
：

⽔
の

汚
さ

か
ら

⼦
供

を
守

ろ
う

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

ろ
過

、
⼦

供
の

命
、

死
亡

率
 

私
た

ち
が

こ
の

テ
ー

マ
に

し
た

主
な

理
由

は
き

れ
い

な
⽔

を
飲

む
こ

と
が

出
来

ず
、

⾝
体

に
害

の
あ

る
⽔

の
せ

い
で

世
界

中
の

⼦
供

た
ち

が
命

を
落

と
し

て
い

る
と

い
う

現
状

を
知

っ
た

か
ら

だ
。

そ
こ

で
私

た
ち

が
焦

点
を

当
て

た
地

域
は

パ
キ

ス
タ

ン
で

あ
る

。
パ

キ
ス

タ
ン

の
⼦

供
の

死
亡

率
は

世
界

1
位

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
こ

と
か

ら
私

た
ち

は
、

で
き

る
だ

け
簡

単
な

⽅
法

で
現

地
で

も
清

潔
な

⽔
を

作
り

、
⼦

供
の

命
を

救
い

た
い

と
考

え
た

。
 

こ
の

探
究

活
動

の
⽬

的
は

、
⽔

の
衛

⽣
状

況
に

よ
っ

て
亡

く
な

っ
て

い
る

⼦
供

の
死

亡
率

を
下

げ
る

と
い

う
こ

と
だ

。ま
た

、私
た

ち
が

パ
キ

ス
タ

ン
の

状
況

に
つ

い
て

よ
り

深
く

学
ぶ

こ
と

に
よ

っ
て

多
く

に
⼈

に
パ

キ
ス

タ
ン

の
こ

と
を

知
っ

て
も

ら
え

る
と

い
う

利
点

が
あ

る
。そ

う
な

れ
ば

、今
よ

り
も

っ
と

⼤
き

な
規

模
で

パ
キ

ス
タ

ン
の

⼦
供

の
命

を
助

け
る

こ
と

が
で

き
る

は
ず

だ
。

 
私

た
ち

の
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、

パ
キ

ス
タ

ン
の

汚
染

さ
れ

た
⽔

を
飲

ん
で

亡
く

な
る

⼦
供

の
死

亡
率

を
さ

げ
る

こ
と

だ
。

 
こ

の
問

い
を

解
決

す
る

た
め

に
私

た
ち

は
６

つ
の

提
案

を
す

る
。

 
1つ

⽬
は

パ
キ

ス
タ

ン
の

地
形

、気
候

に
つ

い
て

だ
。パ

キ
ス

タ
ン

は
北

⻄
部

か
ら

南
東

部
に

向
か

っ
て

次
第

に
標

⾼
の

下
が

っ
て

い
く

地
形

と
な

っ
て

い
る

。
そ

し
て

国
⼟

が
乾

い
て

い
る

た
め

地
表

⽔
が

少
な

く
地

下
⽔

が
多

く
汲

み
上

げ
ら

れ
て

い
る

。ま
た

、国
の

中
央

に
イ

ン
ダ

ス
川

が
流

れ
て

お
り

、主
な

⽔
源

と
な

っ
て

い
る

。そ
の

た
め

、
⽔

を
得

る
の

に
困

難
な

状
況

で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

2つ
⽬

は
⼦

供
の

死
亡

率
、死

亡
原

因
に

つ
い

て
だ

。パ
キ

ス
タ

ン
の

⼦
供

の
死

亡
率

は
W

HO
に

よ
る

と
、1

00
0⼈

出
産

当
た

り
45

.6
⼈

死
亡

し
て

い
て

、
世

界
で

最
も

新
⽣

児
死

亡
率

の
⾼

い
国

で
あ

る
こ

と
が

わ
っ

か
た

。
そ

し
て

5
歳

未
満

の
死

亡
率

を
⽇

本
と

⽐
べ

て
み

る
と

パ
キ

ス
タ

ン
は

10
00

⼈
当

た
り

67
.2

⼈
、⽇

本
は

10
00

⼈
当

た
り

38
⼈

と
な

っ
て

い
て

⽇
本

の
約

1.7
倍

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

多
く

の
⼦

供
の

命
が

失
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
る

。
主

な
原

因
は

3
つ

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

ず
、

パ
キ

ス
タ

ン
で

は
医

療
知

識
を

持
っ

て
い

る
⼈

が
少

な
い

と
い

う
こ

と
だ

。次
に

、ご
み

へ
の

知
識

が
不

⾜
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

だ
。

パ
キ

ス
タ

ン
の

⼈
々

の
中

に
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

が
⼟

に
か

え
ら

な
い

と
い

う
知

識
が

な
い

⼈
も

多
い

た
め

ご
み

が
川

の
中

に
捨

て
ら

れ
た

ま
ま

放
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

。そ
し

て
、最

も
⼤

き
な

原
因

は
⽔

を
確

保
す

る
こ

と
は

で
き

る
も

の
の

、衛
⽣

状
態

が
⾮

常
に

悪
い

こ
と

だ
。こ

の
３

つ
の

原
因

に
よ

っ
て

⼦
供

た
ち

が
命

を
落

と
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
3つ

⽬
は

⽔
道

施
設

の
現

状
に

つ
い

て
だ

。都
市

部
か

ら
離

れ
た

農

村
地

域
に

は
安

全
な

⽔
を

⼿
に

⼊
れ

る
た

め
の

井
⼾

が
な

い
。

⽔
道

施
設

に
は

多
額

の
費

⽤
が

掛
か

る
た

め
井

⼾
を

設
置

す
る

こ
と

が
出

来
な

い
。ま

た
、井

⼾
が

あ
る

と
し

て
も

井
⼾

の
⽔

に
泥

や
細

菌
な

ど
が

混
ざ

っ
て

い
る

た
め

直
接

飲
む

こ
と

が
出

来
な

い
の

だ
。し

か
し

、
し

か
た

な
く

そ
の

⽔
を

飲
ん

だ
免

疫
の

な
い

⼦
供

た
ち

が
栄

養
不

⾜
、

コ
レ

ラ
や

腸
キ

フ
ス

な
ど

の
感

染
症

に
な

り
毎

年
25

万
⼈

の
⼦

供
が

命
を

落
と

し
ま

っ
て

い
る

の
だ

。
 

4つ
⽬

は
パ

キ
ス

タ
ン

へ
の

⽀
援

に
つ

い
て

だ
。私

た
ち

が
調

べ
た

と
こ

ろ
主

に
３

つ
の

⽀
援

が
⾏

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。1
つ

は
令

和
2

年
度

に
パ

キ
ス

タ
ン

、
フ

ァ
イ

ザ
ラ

バ
ー

ド
市

へ
総

額
約

41
億

円
の

⽀
援

を
し

て
い

た
。

具
体

的
な

活
動

と
し

て
浄

⽔
場

の
更

新
、拡

張
な

ど
が

⾏
わ

れ
て

い
た

。も
う

ひ
と

つ
は「

⽔
AT

M
」と

い
う

取
り

組
み

で
あ

る
。

⽔
AT

M
と

は
太

陽
光

を
電

⼒
源

と
し

、
カ

ー
ド

を
使

っ
て

⽔
を

引
き

出
す

こ
と

が
出

来
る

も
の

だ
。

こ
れ

は
現

在
準

備
中

だ
が

安
全

な
⽔

が
な

か
な

か
⼿

に
⼊

ら
な

い
パ

キ
ス

タ
ン

に
と

っ
て

⽣
活

に
必

要
と

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
最

後
は

「
AA

R 
JA

PA
N」

と
い

う
取

り
組

み
で

、
難

⺠
キ

ャ
ン

プ
に

清
潔

な
⽔

を
⼿

に
⼊

れ
る

こ
と

が
出

来
る

井
⼾

を
設

置
し

て
い

る
。

 
５

つ
⽬

は
ろ

過
装

置
で

飲
め

る
⽔

を
作

れ
る

か
に

つ
い

て
だ

。
こ

れ
を

調
べ

る
た

め
に

実
際

に
私

た
ち

で
ろ

過
装

置
を

作
り

、
汚

い
⽔

を
き

れ
い

に
で

き
る

か
実

験
を

し
た

。
結

果
と

し
て

私
た

ち
が

⼿
順

に
従

っ
て

実
験

し
た

と
こ

ろ
、

所
要

時
間

２
時

間
３

０
分

で
飲

料
す

る
こ

と
が

で
き

、
⾝

体
に

異
常

は
⾒

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

６
つ

⽬
は

パ
キ

ス
タ

ン
で

ろ
過

装
置

が
作

れ
る

の
か

に
つ

い
て

だ
。

布
、砂

利
、⼩

⽯
は

パ
キ

ス
タ

ン
に

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、そ
の

ほ
か

に
必

要
な

綿
に

つ
い

て
調

べ
た

。
パ

キ
ス

タ
ン

で
の

綿
の

⽣
産

量
は

、
17

85
ト

ン
で

世
界

５
位

と
な

っ
て

い
る

。
よ

っ
て

、
パ

キ
ス

タ
ン

は
ろ

過
に

必
要

な
綿

を
⼿

に
⼊

れ
ら

れ
る

環
境

だ
と

い
え

る
。

し
か

し
、

パ
キ

ス
タ

ン
に

は
ろ

過
に

必
要

な
活

性
炭

が
豊

富
で

は
な

い
。し

た
が

っ
て

、パ
キ

ス
タ

ン
で

活
性

炭
を

⼿
に

⼊
れ

ら
れ

る
状

況
を

作
る

た
め

に
も

活
性

炭
を

現
地

に
送

る
⽀

援
が

必
要

で
あ

る
。

 
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
ろ

過
で

⾃
⼰

防
衛

し
、

ろ
過

装
置

を
普

及
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

⼦
供

の
死

亡
率

が
下

が
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

今
後

の
課

題
と

し
て

、
パ

キ
ス

タ
ン

で
は

活
性

炭
が

⼊
⼿

困
難

な
た

め
ど

の
よ

う
に

し
て

現
地

に
も

っ
て

い
く

か
考

え
る

必
要

が
あ

る
。 

参
考

資
料
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探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

の
焼

却
割

合
を

減
ら

し
、

リ
サ

イ
ク

ル
率

を
上

げ
る

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

焼
却

割
合

、
リ

サ
イ

ク
ル

率
、

⼆
酸

化
炭

素
、

 
地

球
温

暖
化

、
世

界
、

三
条

市
、

燃
え

る
ゴ

ミ
、

 
リ

サ
イ

ク
ル

、
ご

み
削

減
 

 
探

究
テ

ー
マ

設
定

の
理

由
は

、
世

界
各

国
と

⽐
べ

⽇
本

の
焼

却
割

合
が

⾼
い

た
め

、⼆
酸

化
炭

素
の

排
出

量
も

⾼
く

な
っ

て
し

ま
い

、地
球

温
暖

化
を

進
め

る
原

因
と

な
る

た
め

環
境

に
悪

い
と

思
い

、
⽇

本
も

可
能

な
限

り
地

球
温

暖
化

の
促

進
を

遅
ら

せ
る

取
り

組
み

が
必

要
だ

と
感

じ
た

か
ら

だ
。

 
 

探
究

テ
ー

マ
の

⽬
的

は
、

地
球

温
暖

化
の

促
進

を
遅

ら
せ

る
た

め
に

私
た

ち
⼀

⼈
⼀

⼈
は

具
体

的
に

ど
の

く
ら

い
の

量
の

⼆
酸

化
炭

素
を

削
減

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
を

知
る

た
め

だ
。

 
 

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、
焼

却
割

合
を

下
げ

る
こ

と
で

地
球

温
暖

化
を

促
進

さ
せ

る
⼆

酸
化

炭
素

の
削

減
に

つ
な

が
る

の
か

だ
。

 
 

私
た

ち
の

仮
説

と
し

て
は

、世
界

各
国

と
⽐

べ
、⽇

本
の

焼
却

割
合

が
⾼

い
こ

と
か

ら
、他

の
国

と
の

焼
却

割
合

の
差

を
⼩

さ
く

し
、ご

み
の

焼
却

に
よ

る
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
を

減
少

さ
せ

、
地

球
温

暖
化

の
進

み
を

遅
ら

せ
る

こ
と

が
出

来
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

 
仮

説
を

実
証

さ
せ

る
た

め
に

、
地

球
温

暖
化

に
⼆

酸
化

炭
素

は
関

係
し

て
い

る
の

か
を

調
べ

た
。結

果
は

、地
球

温
暖

化
を

進
め

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

中
で

⼆
酸

化
炭

素
の

割
合

が
⼀

番
多

く
、6

5.2
%

だ
と

分
か

っ
た

。こ
の

こ
と

か
ら

、⼆
酸

化
炭

素
は

地
球

温
暖

化
を

進
め

る
こ

と
に

関
係

し
て

い
る

と
分

か
っ

た
。

 
 

次
に

、
焼

却
割

合
を

減
少

さ
せ

る
こ

と
で

⼆
酸

化
炭

素
の

排
出

量
は

本
当

に
減

少
す

る
の

か
に

つ
い

て
調

べ
た

。
⽇

本
の

廃
棄

物
処

理
に

お
け

る
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
は

総
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
に

対
し

て
約

2％
だ

っ
た

。
 

 
次

に
、

リ
サ

イ
ク

ル
す

る
際

に
⼆

酸
化

炭
素

は
発

⽣
し

な
い

の
か

に
つ

い
て

調
べ

る
た

め
に

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
燃

や
し

た
場

合
と

、リ
サ

イ
ク

ル
し

た
際

の
⼆

酸
化

炭
素

量
を

調
べ

、⽐
較

し
た

。
そ

の
ま

ま
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
燃

や
し

た
場

合
で

の
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
は

1.9
2ｔ

だ
っ

た
。

ま
た

、
リ

サ
イ

ク
ル

し
た

場
合

は
0.4

6ｔ
と

な
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

燃
や

さ
ず

に
リ

サ
イ

ク
ル

に
ま

わ
す

こ
と

で
約

46
ｔ

も
の

⼆
酸

化
炭

素
排

出
量

の
削

減
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
こ

れ
ら

の
こ

と
を

証
明

す
る

た
め

に
ま

ず
、三

条
市

の
焼

却
割

合
、

リ
サ

イ
ク

ル
量

全
体

の
ご

み
の

量
を

調
べ

、⽐
較

す
る

。三
条

市
の

ご
み

に
含

ま
れ

る
も

の
は

、⽣
ご

み
・

リ
サ

イ
ク

ル
で

き
な

い
紙

く
ず

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品・
⾷

品
の

容
器・

⾐
服

で
、リ

サ
イ

ク
ル

で
き

る
ご

み
は

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

・
ガ

ラ
ス

瓶
・

空
き

⽸
・

古
紙

類
で

あ
る

。
 

 
現

状
は

、
三

条
市

の
焼

却
割

合
18

56
6ｔ

、
総

ご
み

排
出

量
は

24
26

2ｔ
、

総
資

源
化

量
は

48
42

ｔ
で

あ
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
⼀

⼈
当

た
り

の
1年

間
の

ご
み

量
は

約
24

4㎏
、総

資
源

化
量

は
約

47
㎏

と
な

る
。

 
 

こ
れ

ら
の

計
算

⽅
法

と
し

て
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

燃
や

し
た

場
合

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
パ

ッ
ケ

ー
ジ

1ｔ
あ

た
り

約
1.9

2ｔ
の

⼆
酸

化
炭

素
が

排
出

さ
れ

て
お

り
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

リ
サ

イ
ク

ル
し

た
場

合
で

は
、プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
パ

ッ
ケ

ー
ジ

1ｔ
あ

た
り

約
0.4

6ｔ
の

⼆
酸

化
炭

素
が

排
出

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
量

×
1.9

2ｔ
で

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

燃
や

し
た

時
の

⼆
酸

化
炭

素
排

出
量

が
求

ま
り

、
ご

み
の

量
×

0.4
6ｔ

で
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
リ

サ
イ

ク
ル

し
た

と
き

の
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
が

求
ま

る
。

 
 

計
算

し
た

結
果

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
燃

や
し

た
場

合
の

⼆
酸

化
炭

素
排

出
量

は
90

㎏
、リ

サ
イ

ク
ル

し
た

場
合

の
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
は

21
㎏

で
あ

っ
た

。燃
や

す
の

で
は

な
く

リ
サ

イ
ク

ル
す

る
こ

と
で

⼀
⼈

当
た

り
69

㎏
も

の
⼆

酸
化

炭
素

を
削

減
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

 
結

論
と

し
て

、
三

条
市

⺠
全

員
が

リ
サ

イ
ク

ル
可

能
な

資
源

を
リ

サ
イ

ク
ル

し
た

場
合

、
リ

サ
イ

ク
ル

し
な

か
っ

た
場

合
に

⽐
べ

、
約

70
89

ｔ
も

の
⼆

酸
化

炭
素

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

ご
み

を
分

別
し

て
焼

却
割

合
を

減
ら

す
こ

と
で

温
室

効
果

ガ
ス

に
多

く
含

ま
れ

る
⼆

酸
化

炭
素

の
排

出
量

が
減

り
、

地
球

温
暖

化
の

抑
制

に
つ

な
が

る
。よ

っ
て

、三
条

市
⺠

全
員

が
リ

サ
イ

ク
ル

す
る

こ
と

で
仮

説
を

⽴
証

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
今

後
の

課
題

は
、

三
条

市
⺠

全
員

だ
け

で
な

く
⽇

本
⼈

⼀
⼈

⼀
⼈

が
ご

み
の

rリ
サ

イ
ク

ル
に

意
識

を
向

け
、

適
切

な
⽅

法
で

ご
み

を
捨

て
る

こ
と

で
リ

サ
イ

ク
ウ

率
を

上
げ

、
地

球
温

暖
化

の
進

み
を

抑
制

し
、そ

し
て

、地
球

に
や

さ
し

い
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
こ

と
で

あ
る

。ま
た

、リ
サ

イ
ク

ル
可

能
な

商
品

を
増

や
す

こ
と

も
環

境
安

全
に

つ
な

が
る

と
思

う
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
1

組
  

10
 班

 

探
究

テ
ー

マ
：

ニ
ジ

ェ
ー

ル
の

洪
⽔

被
害

を
少

な
く

す
る

に
は

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

ニ
ジ

ェ
ー

ル
、

洪
⽔

 

私
達

は「
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
洪

⽔
被

害
を

少
な

く
す

る
に

は
」と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
探

究
し

た
。

 
 

テ
ー

マ
設

定
の

理
由

は
、

ニ
ジ

ェ
ー

ル
は

貧
困

に
陥

っ
て

い
る

国
で

あ
る

か
ら

で
あ

る
。

学
校

も
な

け
れ

ば
道

路
設

備
も

整
っ

て
い

な
い

、
は

た
ま

た
⼦

供
が

紛
争

被
害

に
巻

き
込

ま
れ

る
こ

と
が

ニ
ジ

ェ
ー

ル
と

い
う

国
が

未
発

展
で

あ
る

主
な

理
由

で
あ

る
。し

か
し

、も
う

⼀
つ

の
⼤

き
な

原
因

と
し

て「
災

害
」が

頻
繁

に
起

こ
る

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。な
か

で
も「

洪
⽔

」は
農

業
や

経
済

、⽇
常

⽣
活

に
被

害
を

も
た

ら
し

て
い

る
の

で
あ

る
。そ

の「
洪

⽔
」の

被
害

を
少

し
で

も
減

ら
す

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

だ
ろ

う
か

。
  

私
た

ち
の

探
究

活
動

の
⽬

的
は

、「
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
洪

⽔
に

対
す

る
私

た
ち

が
出

来
る

⽀
援

を
考

え
る

」こ
と

で
あ

る
。ニ

ジ
ェ

ー
ル

は
世

界
で

最
も

識
字

率（
国

、あ
る

い
は

ま
と

ま
っ

た
地

域
の

中
で

15
歳

以
上

の
う

ち
⽇

常
⽣

活
の

簡
単

な
内

容
に

つ
い

て
読

み
書

き
が

で
き

る
⼈

⼝
の

割
合

）が
低

い
国

で
あ

る
。そ

の
た

め
学

校
な

ど
の

教
育

施
設

を
設

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
洪

⽔
で

そ
れ

ら
の

施
設

が
壊

さ
れ

て
し

ま
っ

て
は

い
つ

ま
で

も
学

習
で

き
る

環
境

が
整

わ
ず

発
展

で
き

な
い

と
私

達
は

考
え

た
。

学
校

等
の

教
育

施
設

の
発

展
に

よ
る

ニ
ジ

ェ
ー

ル
の

⼈
々

の
識

字
率

の
増

加
の

た
め

に
私

た
ち

は
「

ニ
ジ

ェ
ー

ル
に

対
応

し
た

洪
⽔

対
策

」
を

探
究

し
た

。
 

ま
ず

⽇
本

の
洪

⽔
対

策
を

参
考

に
し

て
考

え
る

べ
き

だ
と

い
う

意
⾒

に
⾄

っ
た

。⽇
本

で
の

洪
⽔

対
策

と
し

て
、江

⼾
時

代
か

ら
明

治
、

⼤
正

、
昭

和
に

か
け

て
⾏

わ
れ

た
分

⽔
路

の
⼯

事
で

あ
る

⼤
河

津
分

⽔
が

挙
げ

ら
れ

る
。

越
後

平
野

は
河

川
に

よ
り

運
ば

れ
た

⼟
砂

が
 

堆
積

し
て

で
き

た
沖

積
平

野
で

あ
る

た
め

、
川

の
⽔

⾯
よ

り
も

低
い

⼟
地

が
か

な
り

の
⾯

積
を

占
め

、
ひ

と
た

び
洪

⽔
が

発
⽣

す
る

と
⽔

が
す

ぐ
に

あ
ふ

れ
、

し
か

も
⾏

き
場

の
な

い
⽔

が
容

易
に

ひ
か

な
い

と
い

う
状

態
だ

っ
た

。そ
の

後
も

氾
濫

が
た

び
た

び
発

⽣
し

、被
害

が
続

い
て

い
た

。そ
の

た
め

、信
濃

川
の

⽔
を

⽇
本

海
に

流
し

、洪
⽔

か
ら

⼈
々

を
守

る
た

め
に

作
ら

れ
た

。具
体

的
に

は
洗

堰（
⽔

流
を

横
切

っ
て

、川
幅

い
っ

ぱ
い

に
⽯

を
詰

め
て

造
る

堰
。川

の
流

れ
を

変
え

、
ま

た
は

⽔
位

や
⽔

量
を

調
節

す
る

⽬
的

の
も

の
と

灌
漑

給
⽔

の
取

り
⼊

れ
⼝

に
構

築
す

る
も

の
が

あ
っ

た
。）

や
可

動
堰

（
華

道
装

置
を

備
え

た
堰

。必
要

に
応

じ
て

、河
川

、⽤
⽔

の
流

⽔
、貯

⽔
池

、陸
の

窪
地

に
貯

留
さ

れ
た

⽔
域

で
あ

る
湖

沼
の

⽔
量

を
調

節
す

る
。）

に
よ

り
信

濃
川

に
流

す
⽔

の
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

ま
た

、
⽇

本
が

ニ
ジ

ェ
ー

ル
に

対
し

て
⾏

っ
た

援
助

に
つ

い
て

記
述

す
る

。
20

20
年

９
⽉

１
８

⽇
に

ニ
ジ

ェ
ー

ル
に

お
け

る
洪

⽔
被

害
に

対
す

る
緊

急
援

助
で

、
物

資
供

与
を

し
た

。（
死

者
５

８
⼈

、
被

災
者

約
４

３
万

⼈
、

約
５

万
２

千
世

帯
、

被
災

家
屋

約
４

万
⼾

）
20

20
年

9
⽉

26
⽇

に
緊

急
⽀

援
援

助
物

資
を

引
き

渡
し

た
。（

独
⽴

⾏
政

法
⼈

JIC
A）

以
上

が
⽇

本
の

洪
⽔

対
策

と
ニ

ジ
ェ

ー
ル

に
対

す
る

援
助

で
あ

る
。

次
に

現
在

ニ
ジ

ェ
ー

ル
で

⾏
わ

れ
て

い
る

具
体

的
な

洪
⽔

対
策

に
つ

い
て

記
述

す
る

。
現

在
ニ

ジ
ェ

ー
ル

で
⾏

わ
れ

て
い

る
洪

⽔
対

策
は

残
念

な
が

ら
⼟

壌
の

み
で

あ
っ

た
。

⼟
壌

と
は

布
袋

の
中

に
⼟

砂
を

詰
め

て
⽤

い
る

⼟
⽊

資
材

の
こ

と
で

、
⽔

害
時

の
応

急
対

策
や

⼟
⽊

⼯
事

全
般

に
⽤

い
ら

れ
る

。し
か

し
、ニ

ジ
ェ

ー
ル

で
は

、
洪

⽔
が

起
こ

っ
て

し
ま

っ
た

後
、

こ
れ

以
上

被
害

を
拡

⼤
さ

せ
な

い
と

い
う

⽬
的

で
⼟

壌
を

⽤
い

て
い

る
。

 
 

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
が

２
つ

あ
る

。
1つ

⽬
は

「
⽇

本
の

災
害

対
策

は
ニ

ジ
ェ

ー
ル

で
も

通
⽤

す
る

の
か

」と
い

う
こ

と
で

あ
る

。な
ぜ

な
ら

⽇
本

の
災

害
対

策
を

ニ
ジ

ェ
ー

ル
で

も
実

践
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

⽇
本

か
ら

の
⽀

援
も

今
ま

で
よ

り
も

よ
り

⼀
層

や
り

や
す

く
な

る
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
問

い
1の

仮
設

と
し

て
、「

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
、⽔

嚢
な

ど
で

⽔
の

侵
⼊

を
防

ぐ
」と

い
う

こ
と

を
考

え
た

。ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
が

あ
れ

ば
す

ぐ
に

逃
げ

ら
れ

る
し

、
被

害
も

縮
⼩

で
き

る
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
ま

た
⽔

嚢
な

ど
で

洪
⽔

の
被

害
⾯

積
を

少
し

で
も

減
少

さ
せ

、
避

難
経

路
の

確
保

も
で

き
る

と
考

え
た

。
 

 
2つ

⽬
は

「
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
都

市
ご

み
問

題
を

洪
⽔

対
策

に
昇

華
で

き
な

い
か

」
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

問
2の

仮
説

と
し

て
、「

ニ
ジ

ェ
ー

ル
の

砂
漠

の
砂

に
都

市
ご

み
を

混
ぜ

て
、

洪
⽔

を
せ

き
⽌

め
ら

れ
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

」と
い

う
こ

と
を

考
え

た
。も

し
実

⾏
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば「

都
市

ご
み

問
題

」と
「

洪
⽔

」の
2つ

の
問

題
を

同
時

に
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
調

査
結

果
と

し
て

、
問

1
は

紛
争

な
ど

に
よ

っ
て

地
形

が
変

動
す

る
た

め
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
は

実
⾏

が
難

し
い

と
い

う
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。ま

た
、⼟

壌
や

⽔
嚢

は
実

際
に

使
わ

れ
て

い
た

が
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
洪

⽔
の

規
模

が
あ

ま
り

に
⼤

き
い

た
め

数
が

⾜
り

な
い

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
数

を
増

や
す

に
し

て
も

膨
⼤

な
予

算
が

か
か

る
と

い
う

問
題

も
発

⽣
し

て
し

ま
う

。
問

2
は

ゴ
ミ

に
せ

き
⽌

め
ら

れ
て

氾
濫

し
て

し
ま

い
、

今
ま

で
よ

り
も

さ
ら

に
洪

⽔
の

被
害

を
広

げ
て

し
ま

う
と

い
う

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
 

結
論

と
し

て
、

残
念

な
が

ら
今

回
は

ニ
ジ

ェ
ー

ル
の

中
で

効
果

的
な

改
善

策
が

⾒
つ

か
ら

な
か

っ
た

。
 

 
今

後
の

展
望

と
課

題
は

、
他

の
洪

⽔
対

策
の

思
案

と
ご

み
の

種
類

に
よ

っ
て

⽔
の

流
れ

を
せ

き
⽌

め
る

効
果

は
違

う
の

か
と

い
う

こ
と

を
実

験
し

て
調

べ
る

必
要

が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
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探
究

テ
ー

マ
：

森
林

と
ど

う
関

わ
る

か
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

林
業

、林
業

従
事

者
、森

林
蓄

積
、職

場
体

験
、⽊

育
 

探
究

の
テ

ー
マ

の
理

由
は

、
⽇

本
に

は
豊

か
な

⽊
材

資
源

が
あ

る
の

に
も

関
わ

ら
ず

、
そ

の
ほ

と
ん

ど
が

使
わ

れ
て

い
な

い
こ

と
に

疑
問

を
持

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

 
探

究
の

⽬
的

は
、

国
産

の
⽊

材
を

使
い

、
林

業
を

活
性

化
さ

せ
る

、
ま

た
地

球
温

暖
化

を
少

し
で

も
抑

制
す

る
こ

と
だ

。
 

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、「
林

業
従

事
者

を
増

や
す

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

か
」

だ
。

私
た

ち
の

仮
説

と
し

て
は

、
⼩

さ
な

こ
ろ

か
ら

林
業

に
対

す
る

知
識

、
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

ば
、

林
業

従
事

者
が

増
え

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

そ
こ

で
、

私
た

ち
は

、
新

潟
県

に
焦

点
を

当
て

て
考

え
た

。
 

現
在

、
新

潟
県

の
⾯

積
の

約
68

.0％
と

、
３

分
の

２
の

⾯
積

を
森

林
が

占
め

て
い

る
。

⽊
が

多
く

、
⼀

⾒
環

境
が

良
い

よ
う

に
思

え
る

。
し

か
し

、
現

在
新

潟
県

の
み

な
ら

ず
、

⽇
本

全
体

で
伐

採
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

⽊
が

年
々

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
調

査
を

通
し

て
分

か
っ

た
。

⽊
が

多
け

れ
ば

良
い

と
思

う
か

も
し

れ
な

い
が

、
た

だ
多

け
れ

ば
良

い
と

い
わ

け
で

は
な

く
、

適
切

な
状

態
を

保
た

な
け

れ
ば

逆
に

環
境

の
悪

化
に

繋
が

る
。

ご
存

知
の

通
り

、
⽊

は
光

合
成

を
⾏

い
⼆

酸
化

炭
素

を
吸

収
し

、
酸

素
を

放
出

す
る

働
き

を
持

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
酸

素
を

盛
ん

に
放

出
す

る
⽊

は
若

い
⽊

で
、

年
⽼

い
た

⽊
は

呼
吸

に
よ

る
⼆

酸
化

炭
素

の
放

出
量

が
、

光
合

成
で

吸
収

す
る

⼆
酸

化
炭

素
量

を
上

回
っ

て
し

ま
い

、
結

果
的

に
⼆

酸
化

炭
素

の
放

出
量

が
多

く
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
。

そ
の

た
め

、
⼗

分
に

成
⻑

し
た

⽊
は

伐
採

し
、

若
い

⽊
を

植
林

し
て

育
て

る
必

要
が

あ
る

。
森

林
蓄

積
量

と
い

う
⾔

葉
が

あ
る

。
こ

れ
は

⽊
材

と
し

て
使

え
る

状
態

に
な

っ
て

い
る

⽊
の

量
の

占
め

る
割

合
を

表
す

⾔
葉

で
あ

る
。

新
潟

県
は

も
ち

ろ
ん

、
⽇

本
全

体
で

森
林

蓄
積

量
が

増
え

て
い

る
。

こ
の

蓄
積

し
た

⽊
が

こ
の

ま
ま

放
置

さ
れ

、
さ

ら
に

増
え

て
い

く
こ

と
に

な
れ

ば
、

上
記

に
書

い
た

よ
う

に
⼆

酸
化

炭
素

の
放

出
量

を
増

や
し

、
温

暖
化

を
促

進
す

る
可

能
性

が
⼤

き
く

な
っ

て
し

ま
う

の
だ

。
 

他
に

も
、

適
切

な
量

の
伐

採
は

減
災

に
繋

が
る

。
⼿

⼊
れ

さ
れ

て
い

な
い

森
林

は
樹

⽊
の

葉
が

⽣
い

茂
り

、
地

表
が

暗
く

な
る

こ
と

で
草

が
⽣

え
ず

⼟
壌

が
む

き
出

し
と

な
る

。
そ

の
た

め
、

保
⽔

性
が

弱
く

な
り

⾬
を

吸
収

で
き

ず
、

⼟
砂

災
害

な
ど

の
リ

ス
ク

が
⾼

ま
る

。
現

に
、

新
潟

県
は

⼭
地

災
害

の
頻

発
地

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。
以

上
か

ら
、

⼭
地

災
害

防
⽌

機
能

等
の

公
益

的
機

能
や

地
球

温
暖

化
防

⽌
の

た
め

の
「

伐
っ

て
」「

使
っ

て
」「

植
え

る
」

と
い

う
森

林
資

源
の

循
環

利
⽤

が
重

要
と

な
る

。
 

こ
う

い
っ

た
理

由
か

ら
整

備
が

必
要

な
森

林
だ

が
、

な
ぜ

整
備

さ

れ
な

の
だ

ろ
う

か
。

主
な

理
由

は
⼆

つ
あ

り
、

⼀
つ

は
輸

⼊
⽊

材
が

多
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
輸

⼊
⽊

材
は

国
産

の
⽊

材
と

は
違

い
、

⼿
間

が
少

な
く

流
通

が
簡

単
な

た
め

、
現

在
⽇

本
で

は
輸

⼊
⽊

材
が

多
く

出
回

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
国

産
の

⽊
材

の
需

要
量

が
低

く
、

あ
ま

り
市

場
に

出
回

ら
な

い
。

 
次

に
、

そ
の

森
林

整
備

の
中

核
的

担
い

⼿
で

あ
る

林
業

従
事

者
が

、
就

業
環

境
が

整
っ

て
い

な
い

事
業

体
が

多
い

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

⻑
期

的
に

減
少

傾
向

が
続

い
て

い
る

。
ま

た
、

従
事

者
の

⾼
齢

化
も

問
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

で
は

そ
の

林
業

従
事

者
を

増
や

す
に

は
ど

う
し

た
ら

良
い

の
か

を
私

た
ち

は
考

え
た

。
最

初
に

述
べ

た
よ

う
に

、
林

業
従

事
者

を
増

や
す

た
め

に
、

⼩
さ

な
こ

ろ
か

ら
林

業
に

対
す

る
知

識
と

、
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

き
っ

か
け

を
作

る
こ

と
が

⼤
切

だ
と

考
え

た
。「

⽊
育

」
と

い
う

教
育

が
あ

る
。

⽊
育

と
は

幅
広

い
年

代
を

対
象

と
す

る
、

⽊
に

つ
い

て
学

習
す

る
活

動
の

こ
と

を
指

す
。

特
に

⼩
さ

な
⼦

供
に

こ
の

⽊
育

を
す

る
こ

と
で

、
林

業
に

関
⼼

を
も

つ
⼈

が
増

え
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
⽊

育
を

受
け

る
メ

リ
ッ

ト
は

、
⽊

の
ぬ

く
も

り
は

⼩
さ

な
⼦

供
の

五
感

を
刺

激
し

、
集

中
⼒

な
ど

を
育

む
こ

と
が

で
き

る
点

だ
。

⽊
の

お
も

ち
ゃ

は
触

っ
た

と
き

の
柔

ら
か

さ
や

ぬ
く

も
り

だ
け

で
な

く
、

⽊
独

特
の

に
お

い
や

⽊
⽬

の
美

し
さ

、
あ

る
い

は
お

も
ち

ゃ
同

⼠
を

ぶ
つ

け
合

っ
た

時
な

ど
の

ま
ろ

や
か

な
⾳

な
ど

五
感

を
刺

激
す

る
要

素
が

た
く

さ
ん

あ
り

、
⼩

さ
な

こ
ろ

か
ら

気
に

触
れ

る
こ

と
で

、
⽊

の
魅

⼒
を

感
じ

、
⽊

に
親

し
み

を
持

つ
⼦

供
が

増
え

る
だ

ろ
う

。
 

ま
た

、
多

く
の

⼈
が

中
学

校
時

代
に

職
場

体
験

を
し

た
と

思
う

。
し

か
し

、
ほ

と
ん

ど
が

第
三

次
産

業
の

体
験

で
、

第
⼀

次
、

第
⼆

次
産

業
の

体
験

場
所

は
な

か
っ

た
だ

ろ
う

。
中

学
⽣

や
⼩

学
⽣

に
林

業
の

知
識

を
伝

え
、

実
際

に
機

械
を

操
作

し
た

り
、

植
林

を
す

る
な

ど
、

直
接

林
業

と
触

れ
合

う
機

会
を

増
や

す
こ

と
で

、
林

業
に

興
味

を
持

た
せ

る
こ

と
が

可
能

だ
と

考
え

た
。

 
今

後
の

課
題

は
、

実
際

に
ど

れ
く

ら
い

⽊
を

伐
採

す
れ

ば
よ

い
の

か
、

国
産

の
⽊

材
を

普
及

さ
せ

る
に

は
ど

う
し

た
ら

良
い

か
、

職
場

体
験

の
受

け
⼊

れ
先

は
ど

こ
か

な
ど

が
挙

が
っ

た
。

こ
れ

ら
の

問
題

が
解

決
す

れ
ば

、
仮

説
が

⽴
証

さ
れ

る
と

考
え

る
。
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探
究

テ
ー

マ
：

フ
ー

ド
バ

ン
ク

の
認

知
度

を
上

げ
よ

う
！

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

飢
餓

、
フ

ー
ド

バ
ン

ク
 

私
た

ち
が

こ
の

探
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、

⾃
分

た
ち

が
住

ん
で

い
る

新
潟

県
に

も
飢

餓
が

存
在

し
て

お
り

、
そ

の
飢

餓
へ

の
⾷

糧
⽀

援
の

⼿
段

と
し

て
フ

ー
ド

バ
ン

ク
が

あ
る

こ
と

を
知

っ
た

か
ら

で
あ

る
。ま

た
、現

在
、新

潟
県

で
飢

餓
に

苦
し

ん
で

い
る

⼈
々

に
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

必
要

か
考

え
た

際
に

、
今

以
上

に
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

知
名

度
を

上
昇

さ
せ

、
多

く
の

⼈
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

へ
の

協
⼒

を
し

て
も

ら
い

、
飢

餓
に

苦
し

む
⼈

々
へ

の
⽀

援
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
や

、
フ

ー
ド

バ
ン

ク
を

存
続

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
須

な
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

た
か

ら
で

あ
る

。し
た

が
っ

て
、現

在
、新

潟
県

に
あ

る
飢

餓
を

少
し

ず
つ

で
も

減
少

さ
せ

、
こ

れ
以

上
増

加
さ

せ
な

い
こ

と
が

私
た

ち
の

探
究

活
動

の
⽬

的
で

あ
る

。そ
の

た
め

に
、今

回
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

知
名

度
を

上
昇

さ
せ

る
こ

と
を

探
究

テ
ー

マ
に

設
定

し
た

。
 

私
た

ち
は

探
究

テ
ー

マ
に

対
す

る
提

案
と

し
て

、ま
ず

は
、今

の
飢

餓
の

現
状

を
具

体
的

数
値

や
情

報
を

⽤
い

て
多

く
の

⼈
に

認
知

し
て

も
ら

う
こ

と
が

⼤
切

だ
と

考
え

た
。

こ
れ

ら
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
、普

段
の

⾷
事

の
豊

か
さ

や
、⾷

べ
物

に
対

す
る

考
え

⽅
を

⾒
直

す
き

っ
か

け
と

な
り

、
飢

餓
問

題
や

フ
ー

ド
バ

ン
ク

活
動

へ
の

興
味

や
関

⼼
が

⾼
ま

る
だ

ろ
う

と
思

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

 
こ

の
探

究
テ

ー
マ

に
対

す
る

提
案

を
実

現
す

る
た

め
に

、
私

た
ち

は
２

つ
の

仮
説

を
た

て
た

。
ま

ず
1

つ
⽬

は
、

⼩
さ

な
⼦

供
が

多
く

利
⽤

す
る

場
所

に
飢

餓
問

題
や

フ
ー

ド
バ

ン
ク

に
関

す
る

ポ
ス

タ
ー

を
掲

⽰
し

、学
校

な
ど

の
施

設
で

は
、同

様
の

お
便

り
を

配
布

す
る

こ
と

だ
。

⼩
さ

な
⼦

供
に

は
保

護
者

が
付

き
添

っ
て

い
る

こ
と

が
多

い
た

め
、ポ

ス
タ

ー
が

掲
⽰

さ
れ

て
い

れ
ば

⼦
供

だ
け

で
な

く
、保

護
者

の
⽬

に
⼊

る
こ

と
も

多
く

な
る

だ
ろ

う
と

思
っ

た
か

ら
で

あ
る

。
ま

た
、学

校
か

ら
の

配
布

物
に

保
護

者
は

⼀
度

、⽬
を

通
す

は
ず

だ
と

考
え

、
お

便
り

か
ら

も
情

報
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
可

能
だ

と
思

っ
た

か
ら

で
あ

る
。し

た
が

っ
て

、こ
の

仮
説

は
保

護
者（

⼤
⼈

）を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

て
い

る
。こ

の
仮

説
を

仮
説

1と
す

る
。2

つ
め

は
、公

⺠
館

な
ど

の
公

共
施

設
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

の
案

内
や

、
飢

餓
に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
を

掲
⽰

す
る

こ
と

だ
。町

の
公

共
施

設
、特

に
公

⺠
館

は
幅

広
い

年
齢

層
の

⼈
々

が
利

⽤
す

る
場

所
で

あ
る

。し
た

が
っ

て
、1

つ
⽬

の
仮

説
は

主
に

保
護

者（
⼤

⼈
）を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

い
る

が
、

２
つ

⽬
の

仮
説

は
幅

広
い

年
齢

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

い
る

。
こ

の
仮

説
を

仮
説

2と
す

る
。私

た
ち

は
、こ

の
仮

説
1,2

に
つ

い
て

、
県

内
の

⼦
供

の
数

や
公

⺠
館

の
数

な
ど

の
情

報
を

利
⽤

し
て

計
算

す
る

こ
と

で
、

ど
れ

だ
け

の
⼈

に
フ

ー
ド

バ
ン

ク
や

飢
餓

に
関

す
る

情
報

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

る
か

割
り

出
し

、
そ

れ
ら

を
調

査
結

果
と

す
る

こ
と

に
し

た
。

ま
ず

、
仮

説
1

の
調

査
に

利
⽤

し
た

情

報
は

県
内

の
学

校
数

、
19

歳
未

満
の

⼦
供

の
数

の
2つ

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

情
報

か
ら

⼀
世

帯
当

た
り

２
⼈

の
⼦

供
が

い
る

と
仮

定
し

、
仮

説
1を

実
現

し
た

場
合

、1
08

,32
4世

帯
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

や
飢

餓
に

関
す

る
情

報
を

届
け

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
と

分
か

っ
た

。次
に

、
仮

説
２

に
利

⽤
し

た
情

報
は

県
内

の
総

⼈
⼝

、
公

⺠
館

数
の

２
つ

で
あ

る
。こ

れ
ら

の
情

報
か

ら
仮

説
２

を
実

現
し

た
場

合
、6

31
,33

2⼈
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

や
飢

餓
の

情
報

を
届

け
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

と
分

か
っ

た
。

こ
れ

は
県

内
の

総
⼈

⼝
の

約
29

％
に

あ
た

る
。

 
仮

説
1,2

を
通

し
て

県
内

の
多

く
の

⼈
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

や
飢

餓
に

関
す

る
情

報
を

届
け

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
と

分
か

る
。ま

た
、仮

設
1,2

の
両

⽅
で

、お
便

り
や

ポ
ス

タ
ー

の
内

容
に

よ
っ

て
仮

設
を

実
現

し
た

と
き

の
効

果
に

差
が

出
て

く
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

以
上

の
調

査・
考

察
よ

り
、フ

ー
ド

バ
ン

ク
や

飢
餓

に
関

す
る

お
便

り
の

配
布

や
ポ

ス
タ

ー
の

掲
⽰

は
確

実
に

効
果

が
あ

り
、

普
段

の
⾷

⽣
活

や
⾷

べ
物

に
対

す
る

考
え

⽅
を

⾒
直

す
き

っ
か

け
作

り
も

で
き

る
。そ

の
結

果
、フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

認
知

度
の

上
昇

を
さ

せ
る

こ
と

で
き

る
と

分
か

っ
た

。今
後

の
課

題
と

し
て

は
、ま

ず
、先

ほ
ど

述
べ

た
よ

う
に

お
便

り
や

掲
⽰

物
の

内
容

を
よ

く
考

え
る

必
要

が
あ

る
と

い
う

点
だ

。
フ

ー
ド

バ
ン

ク
や

飢
餓

に
つ

い
て

し
っ

か
り

と
記

述
さ

れ
て

お
り

、
分

か
り

や
す

い
も

の
を

作
ら

な
け

れ
ば

効
果

は
薄

い
と

考
え

ら
れ

る
か

ら
で

あ
る

。
他

に
も

フ
ー

ド
バ

ン
ク

に
残

さ
れ

て
い

る
他

の
課

題
(⾦

銭
⾯

や
⼈

⼿
不

⾜
)の

解
決

や
フ

ー
ド

バ
ン

ク
や

飢
餓

の
現

状
を

知
っ

た
⼈

々
の

意
思

を
ど

の
よ

う
に

し
て

⾏
動

に
移

し
て

い
く

か
な

ど
の

課
題

が
あ

る
。し

か
し

、最
終

的
に

は
新

潟
県

で
の

成
功

例
を

も
と

に
、

こ
れ

ら
を

世
界

規
模

に
拡

⼤
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、時

間
は

か
か

る
か

も
し

れ
な

い
が

、世
界

か
ら

完
全

に
飢

餓
を

な
く

す
こ

と
が

で
き

る
と

私
た

ち
は

考
え

る
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

 ２
組

 １
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

世
界

か
ら

飢
餓

を
な

く
す

為
に

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

⽅
法

を
考

え
る

。
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

飢
餓

、
事

業
系

⾷
品

ロ
ス

、
リ

サ
イ

ク
ル

 

私
た

ち
が

こ
の

探
究

テ
ー

マ
に

し
た

理
由

と
し

て
、

世
界

の
飢

餓
の

拡
⼤

が
あ

げ
ら

れ
る

。
20

21
年

の
時

点
で

、
世

界
で

は
約

8
億

11
00

万
⼈

(世
界

の
⼈

⼝
の

１
０

分
の

１
)に

当
た

る
⼈

々
が

飢
餓

、
貧

困
に

苦
し

ん
で

い
る

中
で

、
先

進
国

の
⽇

本
に

い
る

私
た

ち
が

⼈
々

を
救

う
た

め
に

今
で

き
る

こ
と

は
何

か
と

考
え

た
と

き
、

⾷
品

ロ
ス

に
着

⽬
す

る
こ

と
に

し
た

。そ
し

て
私

た
ち

の
⾝

近
に

あ
り

、す
ぐ

に
誰

で
も

実
践

で
き

る
も

の
だ

と
考

え
取

り
組

む
こ

と
に

し
た

。
 

 
こ

の
探

究
活

動
を

取
り

組
む

こ
と

で
、

私
た

ち
の

⽬
に

⾒
え

な
い

と
こ

ろ
で

⽇
々

厳
し

い
⽣

活
に

耐
え

、
今

も
な

お
苦

し
ん

で
い

る
⼈

々
を

救
え

る
⼀

つ
の

き
っ

か
け

に
な

る
事

を
⽬

的
に

⾏
っ

た
。

 
 

こ
の

こ
と

を
解

決
さ

せ
る

た
め

に
私

た
ち

が
設

定
し

た
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、「

事
業

系
⾷

品
ロ

ス
を

改
善

す
る

た
め

の
⼯

夫
」

で
あ

る
。⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
こ

と
を

前
提

と
し

て
、そ

の
中

で
も

特
に

事
業

系
に

焦
点

を
絞

っ
て

考
え

た
。

⾷
品

ロ
ス

に
は

主
に

家
庭

系
⾷

品
ロ

ス
と

事
業

系
⾷

品
ロ

ス
に

分
け

ら
れ

、
⽇

本
の

現
在

の
内

訳
と

し
て

事
業

系
⾷

品
ロ

ス
が

全
体

の
約

６
割

の
３

２
４

万
ト

ン
、

家
庭

系
⾷

品
ロ

ス
が

残
り

の
約

４
割

の
２

７
６

万
ト

ン
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

現
状

を
⾒

て
、

私
た

ち
は

事
業

系
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

れ
ば

、全
体

の
⾷

品
ロ

ス
も

減
少

す
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

事
業

系
に

絞
る

こ
と

に
し

た
。

 
 

こ
の

問
い

の
仮

説
と

し
て

「
⾷

品
製

造
の

過
程

で
⾷

品
廃

棄
物

を
リ

サ
イ

ク
ル

で
活

⽤
す

れ
ば

⾷
品

ロ
ス

は
削

減
で

き
る

」と
考

え
た

。
私

た
ち

は
こ

の
仮

説
を

確
か

め
る

た
め

、
新

た
に

疑
問

に
感

じ
た

３
つ

の
こ

と
を

調
べ

た
。

 
 

⼀
つ

⽬
は

現
在

の
企

業
ご

と
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

に
つ

い
て

で
あ

る
。

⽇
本

が
SD

Gs
を

達
成

す
る

た
め

に
「

２
０

３
０

年
ま

で
に

事
業

系
⾷

品
ロ

ス
を

２
７

３
万

ト
ン

以
下

に
す

る
」

と
い

う
⽬

標
を

⽴
て

た
が

、
そ

の
た

め
に

は
あ

と
９

年
で

５
１

万
ト

ン
減

ら
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
現

状
で

あ
る

。そ
こ

で
私

た
ち

は
現

在
、⽇

本
を

代
表

す
る

⼤
⼿

⾷
品

メ
ー

カ
ー

の
リ

サ
イ

ク
ル

率
を

調
べ

た
。そ

の
結

果
、

⼭
崎

製
パ

ン
は

５
８

．６
％

、グ
リ

コ
は

９
５

％
、ニ

チ
レ

イ
は

９
９

．
５

％
で

あ
っ

た
。

こ
こ

か
ら

各
企

業
で

は
私

た
ち

が
考

え
て

い
る

よ
り

も
リ

サ
イ

ク
ル

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

 
⼆

つ
⽬

は
⾷

品
製

造
か

ら
⾷

品
ロ

ス
が

発
⽣

す
る

原
因

に
つ

い
て

で
あ

る
。

事
業

系
⾷

品
ロ

ス
の

中
で

も
⾷

品
ロ

ス
が

発
⽣

し
や

す
い

場
合

が
⾷

品
製

造
だ

と
分

か
り

、こ
れ

ら
を

調
べ

た
結

果
と

し
て

、過
剰

⽣
産

、過
剰

な
除

去
、規

格
外

品
が

あ
げ

ら
れ

た
。こ

の
結

果
を

⾒
て

私
た

ち
は

、過
剰

⽣
産

や
、過

剰
な

除
去

は
⽣

産
を

機
会

に
多

く
頼

っ
て

い
る

現
在

で
は

最
も

解
決

が
難

し
い

も
の

だ
と

感
じ

た
。だ

が
、

そ
れ

ら
は

こ
れ

か
ら

の
科

学
技

術
の

向
上

で
改

善
さ

れ
、

減
少

に
繋

が
っ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

た
。

 
 

三
つ

⽬
は

効
果

的
な

リ
サ

イ
ク

ル
⽅

法
に

つ
い

て
で

あ
る

。
そ

の
⽅

法
と

し
て

３
つ

挙
げ

、そ
れ

ら
の

メ
リ

ッ
ト

、デ
メ

リ
ッ

ト
を

考
え

た
。ま

ず
は

飼
料

化
に

つ
い

て
で

あ
る

。こ
れ

は
⾷

品
ロ

ス
の

リ
サ

イ
ク

ル
だ

け
で

な
く

、
飼

料
⾃

給
率

の
向

上
に

と
っ

て
も

重
要

な
取

り
組

み
だ

。だ
が

、デ
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

、⾷
品

廃
棄

物
の

品
質

維
持

な
ど

の
レ

ベ
ル

の
⾼

い
管

理
が

必
要

な
点

が
あ

げ
ら

れ
る

。
次

に
肥

料
化

に
つ

い
て

で
あ

る
。こ

れ
は

技
術

的
な

ハ
ー

ド
ル

が
低

く
、新

規
参

⼊
が

簡
単

な
⼀

⽅
、最

終
的

に
製

品
と

な
る

価
格

は
安

く
、需

要
も

低
い

た
め

、利
益

が
上

げ
に

く
い

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
る

。最
後

は
メ

タ
ン

化
に

つ
い

て
で

あ
る

。
メ

タ
ン

化
は

ほ
か

の
リ

サ
イ

ク
ル

⼿
法

に
⽐

べ
、⽐

較
的

分
別

が
粗

く
て

も
可

能
だ

。だ
が

、設
備

導
⼊

や
、廃

棄
物

の
処

理
に

か
か

る
コ

ス
ト

が
他

の
⼿

法
よ

り
も

か
か

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

デ
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

あ
る

。
 

 
こ

れ
ら

の
調

査
や

、
結

果
を

踏
ま

え
て

私
た

ち
は

結
論

と
し

て
各

分
業

に
適

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
リ

サ
イ

ク
ル

⽅
法

を
考

え
た

。
野

菜・
果

実
業

、パ
ン・

菓
⼦

業
の

企
業

に
は

飼
料

化
、精

穀・
製

粉
業

、
畜

産
業

の
企

業
に

は
肥

料
化

、
⽔

産
業

の
企

業
に

は
メ

タ
ン

化
が

適
し

て
い

る
と

い
う

結
論

と
な

っ
た

。。
 

 
最

後
に

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
私

た
ち

は
こ

れ
か

ら
こ

の
調

査
で

分
か

っ
た

課
題

を
⾒

て
、環

境
に

影
響

の
少

な
く

、初
期

費
⽤

が
あ

ま
り

か
か

ら
な

い
、

誰
で

も
始

め
ら

れ
る

よ
う

な
簡

単
な

リ
サ

イ
ク

ル
⽅

法
を

考
え

て
い

く
。ま

た
、結

論
で

述
べ

た
こ

と
を

ま
ず

は
県

内
の

企
業

か
ら

取
り

組
ん

で
い

た
だ

け
る

よ
う

に
し

、
⾝

近
な

と
こ

ろ
か

ら
広

げ
て

い
き

た
い

と
思

う
。そ

し
て

、⾷
品

製
造

業
以

外
の

⼩
売

業
や

、
卸

売
業

の
⾷

品
ロ

ス
を

ど
う

減
ら

す
か

に
つ

い
て

も
視

野
を

広
げ

て
調

べ
て

い
き

た
い

と
も

思
う

。
こ

こ
ま

で
の

私
た

ち
が

調
べ

て
き

た
探

究
結

果
ふ

ま
え

、
世

界
の

約
８

億
⼈

が
苦

し
ん

で
い

る
飢

餓
へ

の
つ

な
げ

⽅
を

考
え

て
い

く
。
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探
究

テ
ー

マ
：

マ
リ

の
⼦

供
た

ち
を

マ
ラ

リ
ア

か
ら

守
る

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

蚊
帳

、
マ

ラ
リ

ア
 

こ
の

テ
ー

マ
に

設
定

し
た

理
由

は
、

マ
リ

と
い

う
国

の
医

療
事

情
は

ほ
か

の
サ

ハ
ラ

以
南

の
ア

フ
リ

カ
諸

国
と

同
等

に
問

題
が

あ
り

、
薬

や
医

療
物

資
は

ほ
と

ん
ど

が
輸

⼊
品

で
⾼

価
か

つ
、

５
歳

未
満

児
の

死
亡

率
が

⾼
い

こ
と

、
ま

た
、

そ
の

主
な

死
因

が
マ

ラ
リ

ア
と

い
う

感
染

症
で

あ
る

こ
と

を
知

り
、

⼦
供

た
ち

が
健

康
に

暮
ら

す
た

め
に

マ
ラ

リ
ア

の
感

染
か

ら
守

り
た

い
か

ら
だ

。
 

マ
リ

共
和

国
に

つ
い

て
だ

が
、

マ
リ

は
⻄

ア
フ

リ
カ

の
内

陸
国

で
国

⼟
は

⽇
本

の
3.3

倍
あ

る
。

そ
の

国
⼟

の
う

ち
約

3分
の

２
を

サ
ハ

ラ
砂

漠
が

占
め

て
お

り
、

⼈
⼝

は
20

25
万

⼈
。

世
界

の
最

貧
国

の
⼀

つ
で

あ
り

、
テ

ー
マ

設
定

の
理

由
で

も
⽰

し
た

通
り

医
療

に
関

し
て

多
く

の
問

題
を

抱
え

て
い

る
。

 
マ

リ
の

出
⽣

10
00

⼈
当

た
り

の
男

⼥
を

合
わ

せ
た

5歳
未

満
児

の
死

亡
率

は
20

20
年

度
で

97
.99

⼈
で

あ
っ

た
。

私
た

ち
は

こ
の

テ
ー

マ
に

関
し

て
解

決
さ

れ
た

状
態

と
し

て
、

こ
の

死
亡

率
を

10
00

⼈
当

た
り

40
⼈

に
設

定
し

、
ど

う
す

れ
ば

⼦
供

た
ち

を
マ

ラ
リ

ア
の

感
染

か
ら

守
れ

る
の

か
と

い
う

問
い

の
も

と
、

探
究

活
動

を
⾏

っ
た

。
 

探
究

の
⽅

法
は

、
マ

ラ
リ

ア
の

感
染

を
防

ぐ
た

め
に

、
マ

リ
の

⼈
た

ち
に

「
蚊

帳
」

と
い

う
も

の
を

使
っ

て
も

ら
う

、
だ

。
 

ま
ず

マ
ラ

リ
ア

に
つ

い
て

だ
が

マ
ラ

リ
ア

は
、

マ
ラ

リ
ア

原
⾍

と
い

う
寄

⽣
⾍

を
保

有
し

た
雌

の
ハ

マ
ダ

ラ
カ

に
刺

さ
れ

る
こ

と
で

⼈
に

感
染

す
る

。
２

０
１

７
年

の
推

定
マ

ラ
リ

ア
死

亡
者

数
は

４
３

５
，

０
０

０
に

達
し

た
。

探
究

テ
ー

マ
を

マ
リ

の
⼦

供
た

ち
に

絞
っ

た
理

由
と

し
て

は
、

⻑
年

マ
ラ

リ
ア

に
曝

さ
れ

て
い

る
と

、
完

全
で

は
な

い
が

免
疫

が
で

き
重

症
化

す
る

リ
ス

ク
を

下
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
⼦

供
は

マ
ラ

リ
ア

に
対

す
る

免
疫

を
持

っ
て

い
な

い
た

め
、

結
果

と
し

て
マ

ラ
リ

ア
の

感
染

に
よ

る
死

亡
者

数
の

ほ
と

ん
ど

が
⼦

供
た

ち
と

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

だ
。

こ
の

こ
と

か
ら

マ
リ

の
⼦

供
た

ち
に

テ
ー

マ
を

絞
っ

た
。

 
「

蚊
帳

」
は

、
⽇

本
で

主
に

夏
に

使
わ

れ
る

、
蚊

な
ど

の
害

⾍
の

侵
⼊

を
防

ぐ
た

め
の

網
の

こ
と

だ
。

⿇
な

ど
の

⽬
の

粗
い

布
を

寝
室

の
天

井
な

ど
か

ら
紐

を
使

っ
て

垂
ら

し
て

使
⽤

す
る

。
蚊

が
媒

介
す

る
感

染
症

に
対

す
る

予
防

・
防

護
策

と
し

て
期

待
で

き
る

も
の

だ
。

マ
ラ

リ
ア

を
引

き
起

こ
す

ハ
マ

ダ
ラ

カ
は

夜
⾏

性
の

た
め

、
特

に
就

寝
時

に
蚊

帳
を

使
⽤

す
る

こ
と

で
、

蚊
に

刺
さ

れ
る

リ
ス

ク
を

下
げ

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

た
。ま

た
、蚊

帳
に

殺
⾍

剤
を

染
み

込
ま

せ
て

お
く

こ
と

で
、

さ
ら

に
ハ

マ
ダ

ラ
カ

に
刺

さ
れ

る
リ

ス
ク

を
下

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
各

家
庭

で
蚊

帳
を

使
⽤

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

れ
ば

マ
ラ

リ
ア

の
感

染
経

路
を

断
つ

こ
と

が
で

き
、

効
果

が
出

て
く

る
と

考
え

る
。

 
以

上
の

こ
と

か
ら

、
私

た
ち

の
班

が
出

し
た

結
論

は
、

マ
リ

の
⼦

供
た

ち
や

そ
の

家
庭

に
「

蚊
帳

」
を

使
⽤

し
て

も
ら

う
こ

と
が

最
適

だ
と

い
う

こ
と

だ
。

最
終

的
に

は
マ

ラ
リ

ア
の

撲
滅

を
⽬

指
し

て
い

る
が

、
そ

の
た

め
に

は
⻑

い
時

間
や

費
⽤

・
労

⼒
を

費
や

す
こ

と
に

な
る

。
蚊

帳
を

通
じ

た
⽀

援
は

、
マ

ラ
リ

ア
の

感
染

を
防

ぎ
、

命
を

救
う

と
い

う
直

接
的

な
効

果
を

も
た

ら
す

。
ま

た
、

マ
リ

の
⼦

供
た

ち
が

⼀
番

無
防

備
に

な
り

、
感

染
確

率
が

上
が

る
就

寝
時

も
そ

の
危

険
か

ら
守

っ
て

く
れ

る
。

そ
ん

な
「

蚊
帳

」
を

認
知

し
て

い
る

⼈
は

ま
だ

ま
だ

少
な

い
と

思
う

が
、

こ
れ

か
ら

認
知

度
が

上
が

っ
て

い
け

ば
将

来
的

に
蚊

帳
が

普
及

し
、少

し
で

も
多

く
の

⼦
供

た
ち

が
救

わ
れ

る
と

私
た

ち
は

考
え

る
。 

今
後

の
展

望
・

課
題

に
つ

い
て

、
今

回
の

探
究

テ
ー

マ
に

関
し

て
解

決
さ

れ
た

状
態

は
死

亡
率

を
10

00
⼈

当
た

り
40

⼈
に

下
げ

る
こ

と
を

⽬
標

に
し

た
が

、
今

後
の

課
題

と
し

て
は

死
亡

率
を

0に
す

る
に

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
必

要
が

あ
る

か
、と

い
う

検
討

を
す

る
こ

と
だ

。
死

亡
率

を
0に

す
る

に
は

、
マ

ラ
リ

ア
だ

け
で

は
な

い
他

の
死

因
に

も
⽬

を
向

け
て

探
究

を
⾏

わ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
今

ま
で

以
上

に
困

難
な

こ
と

で
は

あ
る

が
、

対
策

を
考

え
地

道
に

取
り

組
み

続
け

れ
ば

こ
の

課
題

も
解

決
に

近
づ

く
と

思
う

。
 

ま
た

、
今

回
の

探
究

で
も

「
蚊

帳
」

に
つ

い
て

の
認

知
度

が
低

い
こ

と
や

現
地

で
蚊

帳
を

実
際

に
使

っ
て

も
ら

う
に

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
す

る
必

要
が

あ
る

の
か

と
い

う
課

題
が

残
っ

て
い

る
。

マ
ラ

リ
ア

だ
け

で
は

な
い

死
因

に
も

⽬
を

向
け

つ
つ

、
今

ま
で

の
探

究
で

得
た

知
識

を
活

⽤
し

⾃
分

た
ち

に
も

で
き

る
こ

と
を

考
え

な
が

ら
今

後
も

探
究

を
続

け
て

い
き

た
い

。
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探
究
テ
ー
マ
：
⽇
本
と
ア
フ
リ
カ
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

、
⾃

由
貿

易
、

コ
ー

ヒ
ー

⾖
、

 
⽣

産
者

、
消

費
者

、
貧

困
、

利
益

、
還

元
 

ア
フ

リ
カ

の
地

域
は

、先
進

国
に

⽐
べ

る
と

、発
展

途
上

で
あ

り
地

域
全

体
が

貧
し

い
状

態
で

あ
る

と
⾔

え
る

。私
た

ち
の

グ
ル

ー
プ

で
は

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

17
の

達
成

す
べ

き
⽬

標
の

う
ち

の
1つ

で
あ

る
、

⽬
標

１
『

貧
困

』
に

着
⽬

し
、

解
決

で
き

る
⽅

法
を

考
え

る
こ

と
に

し
た

。
こ

れ
が

、私
た

ち
の

グ
ル

ー
プ

の
探

究
テ

ー
マ

設
定

の
背

景・
理

由
だ

。
貧

困
に

苦
し

む
⼈

々
の

中
で

も
、ア

フ
リ

カ
で

コ
ー

ヒ
ー

⾖
を

栽
培

す
る

貧
し

い
⽣

産
者

に
焦

点
を

当
て

て
、私

た
ち

は
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

を
発

展
さ

せ
る

こ
と

か
ら

、貧
困

問
題

の
解

決
を

提
案

し
た

。W
W

Lの
活

動
で

、世
界

で
貧

困
に

苦
し

む
⼈

々
の

⽴
場

に
な

っ
て

解
決

⽅
法

を
考

え
る

こ
と

を
努

⼒
し

た
。

 
私

た
ち

の
探

究
の

⽬
的

は
、ア

フ
リ

カ
の

コ
ー

ヒ
ー

⾖
農

家
の

貧
困

解
決

の
た

め
に

栽
培

し
た

コ
ー

ヒ
ー

⾖
の

貿
易

ル
ー

ト
を

調
べ

、そ
の

ル
ー

ト
の

中
に

⽣
産

者
の

利
益

を
さ

ら
に

増
や

せ
る

⼿
が

か
り

を
⾒

つ
け

よ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る

。こ
こ

で
、私

た
ち

⽇
本

⼈
の

⼀
般

的
な

⽣
活

と
⽐

較
を

し
た

。
私

た
ち

⽇
本

⼈
の

多
く

は
世

界
的

に
⾒

て
、

と
て

も
豊

か
な

環
境

で
⽣

活
し

て
い

る
と

思
う

。⾷
べ

物
に

困
ら

な
い

、
着

た
い

服
を

着
る

こ
と

が
出

来
る

、⼦
供

達
は

学
校

に
⾏

く
こ

と
が

出
来

る
、

等
が

例
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

し
か

し
、

そ
れ

は
ア

フ
リ

カ
の

現
地

で
は

貧
困

が
元

と
な

っ
て

い
る

た
め

当
た

り
前

の
こ

と
で

は
な

い
の

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

に
注

⽬
し

て
私

た
ち

は
探

究
を

⾏
っ

た
。

 
「

ア
フ

リ
カ

の
コ

ー
ヒ

ー
⾖

が
流

通
ル

ー
ト

の
中

で
価

格
が

上
 

 
 

 
昇

す
る

の
は

な
ぜ

か
？

こ
の

リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

は
、『

貧
困

解
決

の
た

め
に

栽
培

し
た

コ
ー

ヒ
ー

⾖
の

貿
易

ル
ー

ト
を

調
べ

、そ
の

ル
ー

ト
の

中
に

⽣
産

者
の

利
益

を
さ

ら
に

増
や

せ
る

⼿
が

か
り

を
⾒

つ
け

よ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る

。』
と

い
う

も
の

に
基

づ
い

て
設

定
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

 
⽅

法
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

⽤
い

る
。フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

の
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

コ
ー

ヒ
ー

⾖
の

焙
煎

過
程

、
⾃

由
貿

易
の

流
通

過
程

、
国

際
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

基
準

、主
に

こ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
基

に
調

査
を

し
た

。ま
た

、各
企

業
の

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

関
す

る
取

り
組

み
に

つ
い

て
も

調
査

し
た

。調
査

の
過

程
は

こ
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。ま
ず

、ア
フ

リ
カ

の
コ

ー
ヒ

ー
⾖

の
⽣

産
者

の
貧

困
や

⽣
活

の
現

状
を

調
べ

る
。次

に
、貧

困
や

⽣
活

状
況

の
解

決
⽅

法
と

し
て

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
が

あ
る

こ
と

を
知

る
。こ

の
こ

と
か

ら
コ

ー
ヒ

ー
⾖

の
貿

易
⽅

法
と

し
て

あ
る

『
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

』
と

『
⾃

由
貿

易
』

の
ル

ー
ト

の
違

い
を

調
べ

て
⽐

較
す

る
。

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

、
⼆

つ
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

が
分

か
る

た
め

、コ
ー

ヒ
ー

⾖
の

貿
易

に
お

い
て

⽣
産

者
に

メ
リ

ッ
ト

を
増

や
し

て
い

く
⽅

法
が

⾒
つ

け
ら

れ
る

。ま
た

、こ
れ

ら
2つ

の
違

い
を

⽐
較

し
、

⾃
由

貿
易

を
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

の
メ

リ
ッ

ト
に

寄
せ

て
い

く
た

め
に

、改
善

す
る

べ
き

場
所

を
⾒

つ
け

、改
善

⽅
法

を
提

案
す

る
。

こ
の

提
案

し
た

も
の

を
⽣

産
者

に
と

っ
て

利
益

あ
る

貿
易

に
し

て
い

く
た

め
の

⽅
法

と
す

る
。

 
 

上
記

の
結

果
と

し
て

は
⼆

つ
の

貿
易

⽅
法

を
⽐

較
し

た
う

え
で

、⾃
由

貿
易

に
は

流
通

過
程

上
の

理
由

で
改

善
で

き
な

い
理

由
が

あ
っ

た
為

現
時

点
で

は
私

た
ち

は
提

案
す

る
事

が
で

き
な

か
っ

た
。

 
そ

こ
で

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
が

よ
り

発
展

し
て

い
く

た
め

の
⽅

法
を

提
案

す
る

。フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

加
盟

す
る

た
め

に
は

、⽣
産

者
が

国
際

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
基

準
と

い
う

も
の

が
あ

り
こ

れ
を

満
た

し
た

⽣
産

者
を

増
や

し
て

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
を

発
展

さ
せ

れ
ば

よ
い

の
で

は
な

い
か

、
と

い
う

提
案

に
⾄

っ
た

。
 

考
察

と
し

て
は

、フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
を

発
展

さ
せ

れ
ば

、⽣
産

者
に

よ
り

、利
益

を
還

元
す

る
こ

と
が

出
来

る
、国

際
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

基
準

を
達

成
し

た
⽣

産
者

を
増

や
し

て
、フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

に
加

盟
す

れ
ば

⽣
産

者
に

よ
り

多
く

の
利

益
を

還
元

出
来

る
、と

い
う

も
の

に
ま

と
ま

っ
た

。
 

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
に

対
す

る
解

答
は

、⾃
由

貿
易

が
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

よ
り

も
コ

ー
ヒ

ー
⾖

の
価

格
が

上
昇

す
る

の
は

、焙
煎

業
者

の
適

切
で

な
い

業
務

内
容

か
ら

く
る

も
の

で
は

な
く

、よ
り

コ
ー

ヒ
ー

⾖
を

安
く

売
る

に
は

、フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
を

さ
ら

に
拡

⼤
す

る
必

要
が

あ
る

と
い

う
も

の
で

、
国

際
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

基
準

（
社

会
・

経
済

・
環

境
と

⼤
き

く
3

つ
に

分
け

た
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

に
参

加
す

る
た

め
の

⽣
産

者
に

関
わ

る
条

件
）を

満
た

し
た

⽣
産

者
を

増
や

し
て

、フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
を

拡
⼤

し
て

い
き

、そ
し

て
、フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

に
よ

っ
て

⽣
産

者
の

得
る

利
益

が
増

え
て

貧
困

は
改

善
さ

れ
て

い
く

、と
い

う
解

答
に

⾄
っ

た
。

 
ゆ

え
に

、今
後

の
展

望
・

課
題

は
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

に
加

盟
す

る
⽣

産
者

を
増

や
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
 

参
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ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
2

組
  

6
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⽔
質

改
善

in
ネ

パ
ー

ル
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

ろ
過

、
化

学
物

質
、

細
菌

、
地

形
、

⽔
質

 

２
組

６
班

の
探

究
テ

ー
マ

は
、⽔

質
改

善
in

ネ
パ

ー
ル

で
し

た
。

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、

ネ
パ

ー
ル

は
１

⼈
当

た
り

の
利

⽤
可

能
⽔

量
は

世
界

で
も

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

で
全

世
界

の
総

炭
⽔

量
の

約
2.7

%
を

持
ち

な
が

ら
⽔

不
⾜

の
国

で
す

。
⽔

は
命

に
直

結
す

る
た

め
、早

急
な

課
題

解
決

が
必

要
だ

と
思

っ
た

か
ら

で
す

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

探
究

活
動

の
⽬

的
は

、
⽇

本
と

外
国

を
⽐

べ
て

、
世

界
の

⽔
不

⾜
の

現
状

を
知

り
、⽔

問
題

に
つ

い
て

の
関

⼼
を

深
め

る
こ

と
で

す
。

こ
の

探
究

活
動

を
⾏

う
こ

と
で

豊
か

な
⽣

活
を

送
っ

て
い

る
⽇

本
で

は
感

じ
る

こ
と

の
出

来
な

い
思

い
を

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

 
次

に
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

の
内

容
に

つ
い

て
で

す
。

６
班

の
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
お

も
に

3つ
で

す
。

1つ
⽬

は
「

ネ
パ

ー
ル

の
⽔

は
な

ぜ
飲

む
こ

と
が

困
難

な
の

か
？

」
で

す
。

ネ
パ

ー
ル

は
⽔

が
飲

め
な

い
⼈

が
多

く
い

ま
す

。
⽔

が
飲

め
な

い
原

因
を

調
査

し
ま

し
た

。
２

つ
⽬

の
と

い
は

「
ネ

パ
ー

ル
の

⽔
の

中
に

ど
の

よ
う

な
成

分
が

含
ま

れ
て

い
る

か
？

」
で

す
。

ネ
パ

ー
ル

の
⽔

の
中

に
⼊

っ
て

い
る

成
分

が
⽇

本
の

⽔
と

同
じ

で
あ

れ
ば

飲
む

こ
と

は
可

能
で

す
。

ネ
パ

ー
ル

の
⽔

の
中

に
⼈

間
に

と
っ

て
悪

い
物

質
が

⼊
っ

て
い

る
と

考
え

、
こ

の
問

い
に

し
ま

し
た

。
３

つ
⽬

の
問

い
は

「
ネ

パ
ー

ル
の

⽔
は

ろ
過

と
熱

処
理

で
飲

め
る

よ
う

に
な

る
の

か
？

」
で

す
。

汚
れ

て
い

る
⽔

は
ろ

過
す

れ
ば

き
れ

い
に

な
り

ま
す

。
こ

の
⽅

法
で

ネ
パ

ー
ル

の
⽔

も
き

れ
い

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

こ
の

問
い

に
し

ま
し

た
。

 
次

に
問

い
の

調
査

⽅
法

で
す

。
１

つ
⽬

の
問

い
の

調
査

⽅
法

は
ま

ず
化

学
物

質
の

含
有

量
を

調
べ

ま
し

た
。

す
る

と
、

ネ
パ

ー
ル

の
⽔

は
⽇

本
の

⽔
と

⽐
べ

て
約

8〜
14

倍
の

化
学

物
質

が
⼊

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

次
に

、
ネ

パ
ー

ル
の

川
の

⽔
の

量
を

調
べ

ま
し

た
。

ネ
パ

ー
ル

の
バ

グ
マ

テ
ィ

川
と

、
⻑

さ
は

違
い

ま
す

が
バ

グ
マ

テ
ィ

川
よ

り
も

距
離

が
短

い
⽇

本
の

信
濃

川
の

平
均

流
量（

㎥
/ｓ

）を
⽐

べ
ま

し
た

。そ
の

結
果

は
、距

離
が

短
い

⽇
本

の
信

濃
川

の
⽅

が
多

い
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
ネ

パ
ー

ル
の

川
の

⽔
は

農
業

⽤
に

多
く

使
⽤

さ
れ

る
た

め
飲

む
た

め
の

⽔
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

と
思

い
ま

し
た

。
⾒

⽅
を

変
え

、
地

形
の

⾯
か

ら
⾒

て
み

ま
し

た
。4

つ
の

川
を

⽐
較

す
る

と
、2

つ
の

川
は

中
流

か
ら

⽔
が

汚
く

な
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

２
つ

⽬
の

問
い

の
調

査
⽅

法
は

ネ
パ

ー
ル

の
川

の
⽔

に
含

ま
れ

て
い

る
化

学
物

質
を

調
べ

ま
し

た
。

調
べ

て
み

る
と

、
⽇

本
の

川
に

は
⼊

っ
て

い
な

い
化

学
物

質
が

⼊
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
そ

の
物

質
と

は
ヒ

素
、ク

ロ
ム

、マ
ン

ガ
ン

、モ
リ

フ
デ

ン
、鉛

、
カ

ド
ミ

ウ
ム

な
ど

で
す

。
今

挙
げ

た
物

質
は

⼈
間

の
体

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
で

す
。

物
質

が
分

か
っ

た
と

こ
ろ

で
、

排
除

⽅
法

に
つ

い
て

調
査

し
ま

し
た

。
例

え
ば

、
ク

ロ
ム

の
排

除
⽅

法
は

共
沈

法
と

い
う

も
の

で
排

除
さ

れ
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

共
沈

法
と

は
還

元
剤

と
ア

ル
カ

リ
剤

を
加

え
て

物
質

と
し

て
排

除
す

る
⽅

法
で

す
。共

沈
法

は
ク

ロ
ム

の
他

に
も

マ
ン

ガ
ン

、カ
ド

ミ
ウ

ム
、

鉛
に

も
使

⽤
で

き
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

3
つ

⽬
の

問
い

の
調

査
⽅

法
は

ろ
過

の
⽅

法
と

細
菌

の
死

滅
温

度
を

調
べ

ま
し

た
。

ろ
過

の
⽅

法
は

ま
ず

、
活

性
炭

、
布

、
⼩

⽯
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
⽤

意
し

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

蓋
に

⽳
を

あ
け

ま
す

。
次

に
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
そ

こ
を

切
り

、
布

、
⼩

⽯
、

布
、

活
性

炭
の

順
に

⼊
れ

て
い

け
ば

簡
易

ろ
過

装
置

の
完

成
で

す
。

細
菌

の
死

滅
温

度
に

つ
い

て
は

カ
ビ

や
⼤

腸
菌

な
ど

の
微

⽣
物

は
す

べ
て

70
℃

以
上

、
３

０
分

以
上

で
あ

れ
ば

完
全

に
死

滅
す

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。 
1

つ
め

の
問

い
に

対
す

る
答

え
は

⽇
本

に
は

少
量

し
か

⼊
っ

て
い

な
い

化
学

物
質

が
⼊

っ
て

お
り

、
川

の
⽔

な
ど

も
農

業
に

多
く

使
⽤

さ
れ

る
た

め
飲

む
こ

と
が

困
難

で
あ

る
。

さ
ら

に
地

形
的

に
も

汲
め

な
い

箇
所

が
あ

る
た

め
飲

む
こ

と
が

困
難

で
あ

る
と

い
う

答
え

に
な

り
ま

し
た

。
２

つ
⽬

の
問

い
に

対
す

る
答

え
は

ヒ
素

、
ク

ロ
ム

、
マ

ン
ガ

ン
、

モ
リ

フ
デ

ン
、

鉛
、

カ
ド

ミ
ウ

ム
な

ど
の

⼈
体

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

物
質

が
⼊

っ
て

い
る

と
い

う
答

え
に

な
り

ま
し

た
。

３
つ

⽬
の

問
い

に
対

す
る

答
え

は
７

０
℃

か
つ

３
０

分
以

上
加

熱
す

れ
ば

細
菌

は
死

滅
し

、
ろ

過
で

き
る

と
い

う
答

え
に

な
り

ま
し

た
。

探
究

活
動

の
結

論
と

し
て

は
ネ

パ
ー

ル
の

川
の

⽔
は

⼈
間

に
と

っ
て

有
害

な
物

質
が

⼊
っ

て
お

り
、

地
形

的
に

も
汲

め
な

い
箇

所
が

あ
る

た
め

⽔
不

⾜
に

陥
っ

て
い

る
と

い
う

解
答

に
な

り
ま

し
た

。
 

今
後

の
課

題
と

し
て

は
ネ

パ
ー

ル
の

⼈
の

暮
ら

し
を

知
る

こ
と

や
、現

地
の

⽔
質

状
況

を
調

査
す

る
こ

と
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。 
 参

考
資

料
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告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
２

組
  

５
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

発
展

途
上

国
の

教
育

の
現

状
〜

教
育

を
受

け
ら

れ
な

い
理

由
と

そ
の

改
善

点
は

〜
 

 
 

 
 

 
 教

育
を

受
け

て
い

る
者

の
⽴

場
か

ら
世

界
の

教
育

に
⽬

を
向

け
る

 
キ

ー
ワ

ー
ド

：
教

育
、

格
差

、
地

域
、

識
字

率
、

宗
教

、
先

⽣
、

 
教

室
の

不
⾜

、
男

⼥
差

別
、

紛
争

 

私
た

ち
は

SD
Gs

の
１

７
個

の
⽬

標
の

４
つ

⽬
で

あ
る

【
質

の
⾼

い
教

育
を

み
ん

な
に

】
と

い
う

⽬
標

の
中

、『
発

展
途

上
国

に
お

け
る

教
育

の
現

状
、教

育
を

受
け

ら
れ

な
い

理
由

と
は

』と
い

う
テ

ー
マ

に
取

り
組

ん
だ

。
普

段
学

校
や

地
域

を
通

し
て

教
育

を
受

け
て

い
る

私
た

ち
の

視
点

か
ら

世
界

の
教

育
に

つ
い

て
考

え
て

み
た

い
と

思
い

、
こ

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。私

た
ち

が
よ

く
知

る
通

り
、教

育
は

現
代

社
会

を
⽣

き
て

い
く

中
で

⽋
か

せ
な

い
も

の
で

あ
る

。そ
ん

な
中

で
、

発
展

途
上

国
ト

先
進

国
の

間
に

教
育

格
差

が
存

在
す

る
こ

と
、

発
展

途
上

国
で

教
育

が
⼗

分
に

受
け

ら
れ

な
い

⼦
供

た
ち

が
い

る
こ

と
が

今
の

世
界

の
現

状
で

あ
る

。で
は

、こ
の

現
状

を
学

び
、解

決
の

た
め

に
何

が
必

要
な

の
だ

ろ
う

か
。

 
 

ま
ず

私
た

ち
は

、
こ

の
テ

ー
マ

を
⻄

ア
フ

リ
カ

に
あ

る
マ

リ
と

い
う

国
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

調
べ

た
。マ

リ
は

、国
⼟

の
う

ち
６

割
が

砂
漠

で
あ

り
、降

⽔
量

が
多

い
南

部
に

⼈
⼝

が
集

中
し

て
い

る
。マ

リ
は

特
に

⼦
供

の
⼈

⼝
が

多
く

、⽣
産

⼈
⼝

(満
１

５
歳

〜
満

６
４

歳
)よ

り
も

年
少

⼈
⼝

(0
歳

〜
14

歳
)の

⽅
が

多
い

、
多

⼦
若

齢
化

社
会

で
あ

る
。

 
そ

ん
な

⼈
⼝

の
多

い
マ

リ
だ

が
、

識
字

率
(⽂

字
の

理
解

や
読

み
書

き
が

で
き

る
⼈

の
割

合
)は

男
⼥

平
均

し
て

３
５

%
で

あ
り

、
発

展
途

上
国

の
平

均
識

字
率

の
６

３
％

と
⽐

べ
て

と
て

も
低

い
こ

と
が

分
か

る
。 

（
ち

な
み

に
世

界
で

は
⽂

字
の

読
み

書
き

が
で

き
な

い
⼈

が
多

く
、

20
17

年
時

点
で

約
7億

50
00

万
⼈

（
世

界
の

15
歳

以
上

の
6⼈

に
1⼈

）
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

。）
し

た
が

っ
て

私
た

ち
は

こ
の

識
字

率
の

低
い

マ
リ

と
い

う
国

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

た
。

 
そ

も
そ

も
識

字
率

が
低

く
な

る
原

因
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
の

だ
ろ

う
か

。
私

た
ち

が
調

べ
て

い
く

中
で

そ
こ

に
は

宗
教

や
紛

争
、経

済
格

差
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。マ
リ

の
教

育
の

現
状

を
ま

と
め

る
と

、
 

①
 

教
科

書
の

⽋
如

 
②

⼥
⼦

教
育

の
重

要
性

の
認

識
不

⾜
 

②
 

教
室

の
過

密
化

 
④

無
免

許
教

師
に

よ
る

学
校

運
営

 
➄

校
舎

の
建

設
問

題
 

⑥
障

が
い

者
を

受
け

⼊
れ

る
環

境
が

整
っ

て
い

な
い

 
⑦

安
全

な
⽔

の
⽋

如
 

の
、７

項
⽬

に
な

る
。ど

の
項

⽬
も

す
べ

て
の

発
展

途
上

国
に

共
通

す
る

重
⼤

な
問

題
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
問

題
か

ら
、

マ
リ

の
識

字
率

が
低

い
こ

と
に

つ
い

て
考

え
ら

れ
る

原
因

と
し

て
、教

育
を

受
け

る
場

所・
教

員
の

⼈
材

不
⾜

に
注

⽬
し

、
「

場
所

と
⼈

材
確

保
の

た
め

に
は

、
海

外
か

ら
の

教
員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
よ

り
多

く
必

要
」

と
い

う
仮

説
を

⽴
て

た
。

 
発

展
途

上
国

の
共

通
の

特
徴

と
し

て
、

年
少

⼈
⼝

(0
歳

〜
14

歳
)

多
い

と
い

う
も

の
が

あ
る

。
マ

リ
も

年
々

⼦
供

の
⼈

⼝
が

増
え

つ
づ

け
て

い
る

。そ
れ

は
、発

展
途

上
国

に
は

貧
し

い
国

が
多

く
、労

働
⼒

と
し

て
⼦

供
を

産
む

こ
と

が
理

由
に

挙
げ

ら
れ

る
。

そ
の

よ
う

な
⼦

供
た

ち
の

た
め

に
も

、
ま

ず
教

員
数

を
増

や
し

学
問

を
学

べ
る

環
境

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

ま
ず

調
査

と
し

て
、

マ
リ

の
教

師
⼀

⼈
当

た
り

の
⽣

徒
数

を
調

べ
た

。
教

師
1

⼈
当

た
り

の
就

学
前

教
育

学
校

の
⽣

徒
数

の
世

界
平

均
値

は
、

19
.08

⼈
で

す
。（

※
こ

の
平

均
値

は
、

20
17

年
の

wo
rld

ba
nk

.or
g

調
査

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

る
10

5
カ

国
の

合
計

値
「

20
03

.19
70

1⼈
」を

国
数

で
除

算
し

て
算

出
し

て
い

る
。）

す
る

と
マ

リ
の

先
⽣

⼀
⼈

当
た

り
の

⽣
徒

数
は

１
９

９
７

年
に

⼀
度

上
昇

し
、

２
０

０
１

年
に

急
降

下
、２

０
０

６
年

に
ま

た
上

昇
し

、２
０

１
３

年
に

急
降

下
し

て
い

る
な

ど
、常

に
不

安
定

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
つ

ま
り

ま
ず

は
、教

師
の

⼈
数

の
数

を
安

定
さ

せ
、⼦

供
た

ち
が

教
育

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

。そ
れ

だ
け

で
は

な
く

、マ
リ

で
は

治
安

の
わ

る
さ

で
学

校
が

閉
鎖

さ
れ

る
場

合
も

あ
る

た
め

、
そ

ん
な

時
で

も
対

応
で

き
る

程
度

の
⼈

数
が

必
要

で
あ

る
。

 
こ

れ
ら

の
調

査
と

数
値

か
ら

わ
か

る
こ

と
は

、
発

展
途

上
国

の
識

字
率

を
世

界
平

均
の

６
３

％
ま

で
上

げ
る

た
め

に
は

教
員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
増

や
し

て
教

育
の

質
を

上
げ

る
必

要
が

あ
る

と
い

う
こ

と
だ

。
そ

し
て

識
字

率
を

上
げ

る
こ

と
は

マ
リ

や
そ

の
他

の
発

展
途

上
国

の
経

済
⼒

を
上

げ
る

こ
と

に
つ

な
が

る
。

学
校

へ
通

え
な

い
⼦

供
た

ち
を

含
め

、
す

べ
て

の
⼦

供
た

ち
が

等
し

く
教

育
を

受
け

る
た

め
に

⽇
本

に
住

ん
で

い
る

私
た

ち
が

出
来

る
事

は
、

現
地

で
⽀

援
活

動
を

⾏
う

⼈
々

や
団

体
を

サ
ポ

ー
ト

し
、

間
接

的
に

⼦
供

た
ち

の
教

育
へ

貢
献

す
る

こ
と

が
必

要
だ

。ま
ず

は
⾒

る
視

点
を

変
え

て
、各

国
の

違
い

を
知

ろ
う

と
す

る
こ

と
が

⼤
切

な
の

で
あ

る
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
２

組
  

８
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

森
林

破
壊

に
つ

い
て

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

森
林

⽕
災

、
消

⽕
⽅

法
、

⾵
 

私
た

ち
の

探
究

テ
ー

マ
は

森
林

破
壊

に
つ

い
て

で
あ

る
。

テ
ー

マ
設

定
の

理
由

は
、

今
現

在
世

界
で

は
森

林
破

壊
が

深
刻

な
問

題
に

な
っ

て
お

り
森

林
破

壊
は

年
々

進
ん

で
い

ま
す

。ま
た

、森
林

破
壊

は
地

球
温

暖
化

や
動

物
の

絶
滅

な
ど

他
の

環
境

問
題

に
も

深
く

関
わ

っ
て

い
る

た
め

、
陸

の
豊

か
さ

を
守

る
た

め
に

は
解

決
が

必
要

だ
と

考
え

た
。

そ
し

て
こ

の
活

動
で

森
林

破
壊

解
決

を
⽬

的
に

こ
の

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
 

 
次

に
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

に
つ

い
て

、
私

た
ち

が
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
森

林
⽕

災
の

被
害

を
防

ぐ
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
で

あ
る

。
 

 
私

た
ち

は
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

を
モ

デ
ル

に
し

て
探

究
活

動
を

⾏
っ

た
。

そ
の

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は

森
林

⽕
災

が
起

こ
り

や
す

い
環

境
で

時
に

⻑
期

に
わ

た
る

森
林

⽕
災

が
お

き
て

い
る

。そ
の

た
め

、起
こ

っ
て

し
ま

っ
た

あ
と

に
⻑

期
化

さ
せ

な
い

対
策

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

た
。

 
 

そ
こ

で
、

私
た

ち
が

考
え

た
仮

説
は

素
早

い
消

⽕
と

天
気

か
ら

予
測

し
対

策
す

る
で

あ
る

。
⽕

事
が

起
き

て
か

ら
⽕

が
燃

え
広

が
る

こ
と

で
⽕

災
が

⻑
期

化
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

初
期

の
段

階
で

消
⽕

活
動

を
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
た

。ま
た

、天
気

予
報

か
ら

⼀
⽇

の
気

候
を

予
測

し
⽕

災
が

起
き

や
す

い
地

域
を

割
り

出
せ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
 

で
は

、
上

記
の

仮
説

の
下

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
に

つ
い

て
考

え
て

い
き

た
い

。
 

 
ま

ず
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

環
境

に
つ

い
て

考
え

て
い

こ
う

と
思

う
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は

乾
燥

し
や

す
い

気
候

で
か

な
り

の
頻

度
で

⽕
災

が
起

き
て

い
る

。ま
た

、森
林

環
境

で
あ

る
が

、オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

森
林

⾯
積

は
13

40
05

0㎢
で

あ
る

。
⽇

本
の

森
林

⾯
積

の
5倍

で
あ

る
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
に

は
多

種
多

様
な

多
く

の
動

植
物

が
⽣

息
し

て
い

る
。植

物
で

は
ア

カ
シ

ア
や

ユ
ー

カ
リ

な
ど

が
あ

る
が

、特
に

ユ
ー

カ
リ

の
⽊

が
多

く
、約

28
00

種
あ

り
、さ

ら
に

油
分

を
多

く
含

む
た

め
た

い
へ

ん
燃

え
や

す
い

植
物

で
あ

る
。

 
し

か
し

、2
01

9年
の

⼤
規

模
森

林
⽕

災
で

は
10

万
70

00
㎢

が
燃

え
、建

物
被

害
が

5.9
00

棟
以

上
、死

者
が

30
名

、動
物

の
約

30
億

匹
が

被
害

を
受

け
た

。
こ

う
い

っ
た

森
林

⽕
災

の
被

害
は

⽣
態

系
へ

の
影

響
が

強
い

と
い

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

 
 

で
は

⽣
態

系
へ

の
影

響
が

強
い

森
林

⽕
災

は
ど

の
よ

う
に

起
き

る
の

か
、考

え
る

。森
林

⽕
災

の
種

類
は

⼤
き

く
分

け
る

と
⼆

つ
に

分
け

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

そ
れ

は
⼈

為
的

要
因

と
⾃

然
発

⽕
で

あ
る

。⼈
為

的
要

因
で

は
、た

き
⽕

、⽕
⼊

れ
、放

⽕
、タ

バ
コ

が
主

な
原

因
と

な
る

。⾃
然

発
⽕

で
は

主
に

⾼
い

気
温

と
乾

燥
、

落
雷

な
ど

が
あ

る
。⾼

い
気

温
と

乾
燥

で
枯

れ
葉

の
⽔

分
が

抜
け

、⾵
が

吹
く

こ
と

で
そ

れ
ら

が
摩

擦
し

種
⽕

が
⽣

ま
れ

る
の

で
あ

る
。

私
た

ち
は

⾃
然

発
⽕

の
場

合
を

重
点

に
考

え
る

⽅
が

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
に

近
づ

く
と

考
え

た
た

め
⾃

然
発

⽕
を

重
点

に
考

え
て

い
く

。
 

 
ま

ず
、素

早
い

消
⽕

の
⽅

法
を

考
え

て
い

く
。森

林
⽕

災
の

主
な

消
⽕

⽅
法

は
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
、消

防
⾞

、消
化

器
、⽕

災
専

⽤
の

⼤
型

⾶
⾏

機
に

よ
る

放
⽔

や
消

⽕
剤

の
投

下
で

あ
る

。
森

林
の

よ
う

な
⼊

り
組

ん
だ

地
形

で
は

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

や
消

⽕
器

を
使

う
の

が
効

率
的

だ
と

考
え

る
。

こ
れ

ら
の

消
⽕

⽅
法

は
す

で
に

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
に

導
⼊

さ
れ

て
い

る
。だ

が
、ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
や

消
⽕

器
の

数
の

⾒
直

し
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

た
。

 
 

次
に

天
気

か
ら

森
林

⽕
災

の
対

策
に

つ
い

て
考

え
て

い
き

た
い

と
思

う
。現

在
、オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

で
は

⽕
災

気
象

警
報

と
い

う
こ

と
が

さ
れ

て
い

る
。オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
気

象
庁

か
ら

、予
報

の
気

象
条

件
が

危
険

で
あ

る
場

合
に

出
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。つ

ま
り

、気
温

や
湿

度
な

ど
の

気
象

条
件

に
お

い
て

危
険

度
を

予
測

し
て

い
る

。
こ

こ
で

私
た

ち
は

⾵
に

つ
い

て
注

⽬
し

た
。

⾵
は

⽕
災

の
延

焼
を

引
き

起
こ

し
、

⾵
向

き
を

変
え

て
⽕

災
が

燃
え

広
が

る
⽅

向
を

変
え

消
⽕

活
動

を
困

難
に

す
る

と
考

え
ら

れ
た

。
よ

っ
て

私
た

ち
は

⾵
を

正
確

に
予

想
す

る
ツ

ー
ル

を
作

る
と

い
う

提
案

を
す

る
。

私
た

ち
が

調
査

し
た

範
囲

で
は

確
⽴

さ
れ

て
い

な
い

。
こ

の
ツ

ー
ル

に
よ

っ
て

⾵
を

正
確

に
予

想
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

⽕
災

の
被

害
を

抑
え

る
こ

と
が

出
来

る
と

考
え

た
。

 
 

以
上

の
こ

と
よ

り
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

の
結

論
は

、
素

早
い

消
⽕

に
は

消
防

機
や

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

が
有

効
で

あ
り

⾵
向

き
が

予
想

で
き

れ
ば

⽕
災

の
被

害
を

抑
え

ら
れ

る
こ

と
と

い
う

こ
と

が
こ

の
探

求
活

動
の

結
論

で
あ

る
。

今
後

の
課

題
で

は
⾵

を
予

想
す

る
ツ

ー
ル

を
実

現
す

る
に

あ
た

っ
て

の
情

報
収

集
や

検
証

、
消

防
機

1
機

で
ど

の
く

ら
い

の
時

間
で

ど
の

く
ら

い
の

⾯
積

を
消

⽕
で

き
る

か
を

詳
し

く
調

査
す

る
こ

と
で

あ
る

。ま
た

、今
回

は
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
場

合
を

考
え

た
が

他
の

場
所

に
応

⽤
で

き
る

の
か

を
調

査
す

る
こ

と
で

あ
る

。 
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界
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⾒
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ア
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グ
ロ
ー
カ

ル
探

究
活
動

報
告

2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
2

組
  

7
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

綺
麗

な
⽔

を
作

る
に

は
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

綺
麗

な
⽔

、
エ

チ
オ

ピ
ア

、
⽔

問
題

、
簡

単
、

 
低

コ
ス

ト
 

 
世

界
に

は
約

20
億

⼈
も

の
⼈

(１
０

⼈
に

３
⼈

の
割

合
)が

安
全

に
管

理
さ

れ
た

⽔
を

飲
む

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
安

全
に

管
理

さ
れ

て
い

な
い

⽔
と

い
う

の
は

、⽔
の

中
に

泥
や

動
物

の
糞

尿
、寄

⽣
⾍

な
ど

が
含

ま
れ

て
い

る
⽔

で
す

。
こ

の
⽔

の
影

響
で

毎
⽇

９
０

０
⼈

以
上

に
の

ぼ
る

⼦
供

た
ち

が
亡

く
な

っ
て

お
り

(２
０

１
７

年
調

査
結

果
)、

 
こ

の
汚

染
さ

れ
た

⽔
は

⼦
供

や
⼥

性
が

⻑
時

間
か

け
て

何
往

復
も

し
て

運
ん

で
き

た
も

の
で

、
⽪

⾁
に

も
⼀

⽣
懸

命
に

運
ん

で
き

た
⽔

が
原

因
で

亡
く

な
る

⼈
が

多
く

い
る

と
い

う
こ

と
で

す
。

 
こ

の
よ

う
な

現
状

を
知

っ
て

私
た

ち
は

、
⽔

が
原

因
で

苦
し

む
⼈

た
ち

を
助

け
た

い
と

思
い

ま
い

し
た

。
私

た
ち

は
ま

ず
⼩

規
模

な
範

囲
か

ら
考

え
て

み
る

こ
と

に
し

、今
回

、⻑
年

⽔
問

題
に

悩
ま

さ
れ

て
お

り
、

死
者

数
も

多
く

い
る

エ
チ

オ
ピ

ア
を

中
⼼

に
考

え
て

み
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

 
 

「
エ

チ
オ

ピ
ア

の
⼈

た
ち

だ
け

で
綺

麗
な

⽔
を

低
コ

ス
ト

で
簡

単
に

⼿
に

⼊
れ

る
」こ

と
が

私
た

ち
の

考
え

た
⽬

標
で

す
。こ

の
⽬

標
で

重
要

な
点

は「
低

コ
ス

ト
で

簡
単

に
」と

い
う

点
と「

エ
チ

オ
ピ

ア
の

⼈
た

ち
だ

け
で

」と
い

う
点

で
す

。こ
の

よ
う

な
⽬

標
を

考
え

た
理

由
は

、
先

進
国

に
あ

る
よ

う
な

清
潔

な
上

⽔
道

の
建

設
に

は
莫

⼤
な

予
算

が
か

か
る

広
い

地
域

へ
の

普
及

は
難

し
く

、
建

設
で

き
た

と
し

て
も

清
潔

な
状

態
を

⻑
期

間
維

持
し

続
け

る
こ

と
は

難
し

い
と

考
え

た
か

ら
で

す
。そ

こ
で

、家
庭

内
で

も
簡

単
に

で
き

る
⽅

法
で

⽔
を

綺
麗

に
で

き
る

こ
と

が
理

想
な

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。ま
た

、エ
チ

オ
ピ

ア
が

援
助

に
頼

ら
ず

、
⾃

⽴
す

る
こ

と
も

⼤
切

だ
と

考
え

ま
し

た
。

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

「
簡

単
に

作
れ

る
⼿

作
り

浄
⽔

器
な

ら
低

コ
ス

ト
で

簡
単

に
綺

麗
な

⽔
を

⼿
に

⼊
れ

る
こ

と
が

で
き

る
」

と
い

う
仮

説
を

⽴
て

ま
し

た
。

 
⼿

作
り

浄
⽔

器
は

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

(キ
ャ

ッ
プ

付
き

)、
砂

、
⼩

⽯
、

⽊
炭

、綿
、布

の
６

つ
の

材
料

で
つ

く
れ

ま
す

。⼿
順

と
し

て
は

以
下

の
通

り
で

す
。

 
①

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
底

を
取

り
除

き
、キ

ャ
ッ

プ
に

2ｍ
ｍ

ほ
ど

の
⽳

を
3つ

あ
け

、
そ

こ
に

綿
を

敷
き

詰
め

る
。

 
②

キ
ャ

ッ
プ

を
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

つ
け

キ
ャ

ッ
プ

が
下

を
向

く
よ

う
に

し
て

倒
れ

な
い

よ
う

固
定

す
る

 
③

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
容

器
に

対
し

1/
4

ず
つ

砂
→

⽊
炭

→
⼩

⽯
の

順
番

で
材

料
を

い
れ

る
。

 
④

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
上

に
布

を
か

ぶ
せ

る
 

こ
の

よ
う

に
簡

単
に

つ
く

れ
ま

す
。

こ
の

浄
⽔

器
の

下
に

桶
の

よ
う

な
⽔

を
貯

め
る

こ
と

の
で

き
る

容
器

を
置

き
、

布
の

上
か

ら
汚

染
さ

れ
た

⽔
を

少
し

ず
つ

流
し

い
れ

る
こ

と
で

浄
⽔

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。材

料
の

調
達

⼿
段

と
し

て
は

、砂
や

⼩
⽯

は
エ

チ
オ

ピ
ア

に
た

く
さ

ん
あ

る
の

で
現

地
で

調
達

で
き

、
布

は
古

着
な

ど
の

使
わ

な
く

な
っ

た
布

を
再

利
⽤

で
き

ま
す

。
綿

は
布

で
も

代
⽤

可
能

な
の

で
綿

が
無

け
れ

ば
布

を
⼩

さ
く

丸
め

た
も

の
を

綿
の

代
わ

り
に

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
キ

ャ
ッ

プ
に

敷
き

詰
め

れ
ば

問
題

な
い

で
す

。
⽊

炭
は

い
ず

れ
エ

チ
オ

ピ
ア

で
も

⼤
量

⽣
産

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
お

り
、

⽣
産

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
ま

で
は

⽀
援

が
必

要
で

す
が

、
今

後
現

地
調

達
で

き
る

だ
ろ

う
と

い
う

考
え

で
ま

と
ま

り
ま

し
た

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
は

エ
チ

オ
ピ

ア
で

も
使

⽤
さ

れ
て

い
る

の
で

現
地

調
達

可
能

で
す

。
 

実
際

に
私

た
ち

で
作

り
、

浄
⽔

で
き

る
の

か
ど

う
か

を
調

べ
て

み
ま

し
た

。結
果

と
し

て
は

、⽔
に

多
少

濁
り

が
残

り
⻩

ば
み

が
あ

っ
た

も
の

の
、

⼤
き

な
汚

れ
は

な
く

綺
麗

に
な

り
ま

し
た

。
 

 
先

の
実

験
で

⾒
た

⽬
は

ほ
と

ん
ど

良
く

な
り

ま
し

た
が

、
ま

だ
飲

み
⽔

と
す

る
に

は
と

て
も

危
険

で
す

。
そ

れ
は

⽬
に

⾒
え

な
い

細
菌

や
微

⽣
物

が
⼤

量
に

⽔
中

に
潜

ん
で

い
る

か
ら

で
す

。
こ

れ
ら

を
消

す
た

め
に

は
煮

沸
が

効
果

的
で

あ
る

と
考

え
、

主
な

⽔
中

の
細

菌
な

ど
の

死
滅

温
度

を
調

べ
、

ま
と

め
て

み
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、

１
１

５
℃

以
上

で
２

０
分

間
以

上
煮

沸
す

れ
ば

細
菌

な
ど

を
死

滅
さ

せ
ら

れ
る

だ
ろ

う
と

な
り

ま
し

た
。

煮
沸

の
実

験
は

ま
だ

私
達

⾃
⾝

で
⾏

っ
て

い
な

い
の

で
本

当
に

安
全

な
の

か
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

今
回

は
こ

の
温

度
と

時
間

煮
沸

す
る

こ
と

で
安

全
な

飲
み

⽔
に

な
っ

た
と

仮
定

し
て

終
了

と
し

ま
す

。
 

今
後

私
た

ち
は

、現
地

で
の

⽣
活

状
況

を
よ

り
詳

し
く

調
べ

て
、よ

り
具

体
的

に
ど

の
よ

う
に

し
て

材
料

を
調

達
す

る
の

か
を

調
べ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

だ
現

地
に

つ
い

て
は

分
か

ら
な

い
こ

と
が

多
く

あ
り

、
で

き
る

だ
ろ

う
と

考
え

て
い

る
こ

と
が

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
少

し
で

も
エ

チ
オ

ピ
ア

の
⼈

た
ち

が
気

楽
に

⽣
活

で
き

る
よ

う
に

な
る

よ
う

、
こ

れ
か

ら
調

べ
て

い
き

ま
す

。
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探
究

テ
ー

マ
：

地
球

温
暖

化
防

⽌
を

⽬
指

し
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

圧
電

素
⼦

 

私
た

ち
の

探
究

テ
ー

マ
は「

地
球

温
暖

化
防

⽌
を

⽬
指

し
」で

あ
る

。
私

た
ち

は
圧

電
素

⼦
を

⽤
い

て
、

環
境

に
や

さ
し

く
⾝

近
な

発
電

⽅
法

を
新

た
に

発
明

し
よ

う
と

考
え

た
。

 
 

こ
の

探
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

⼤
き

な
理

由
と

し
て

、
世

界
規

模
で

地
球

温
暖

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。

地
球

温
暖

化
と

は
ど

う
い

う
も

の
な

の
か

簡
単

に
説

明
す

る
。地

球
温

暖
化

と
は

、
温

室
効

果
ガ

ス
が

増
加

し
、

本
来

宇
宙

に
放

出
さ

れ
る

は
ず

の
熱

が
地

表
に

た
ま

り
、

地
球

全
体

の
気

温
上

昇
や

そ
れ

に
伴

っ
て

気
候

変
動

や
⾃

然
災

害
を

引
き

起
こ

す
と

い
う

も
の

で
あ

る
。

温
室

効
果

ガ
ス

が
増

加
し

た
原

因
と

し
て

、
⼈

間
が

⽯
油

や
⽯

炭
な

ど
の

化
⽯

燃
料

を
燃

や
し

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

取
り

出
し

て
き

た
結

果
⼤

気
中

の
⼆

酸
化

炭
素

が
増

加
し

た
こ

と
が

主
な

要
因

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
地

球
温

暖
化

が
私

た
ち

に
も

た
ら

す
影

響
と

し
て

、異
常

気
象

、野
性

⽣
物

の
絶

滅
、病

気
や

飢
餓

の
拡

⼤
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。こ

の
よ

う
に

、地
球

温
暖

化
が

ま
す

ま
す

進
ん

で
い

け
ば

、私
た

ち
の

⽣
活

に
⼤

き
な

影
響

を
与

え
る

こ
と

に
な

る
の

だ
。

 
 

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
私

た
ち

は
環

境
保

全
を

広
め

る
た

め
に

地
球

温
暖

化
を

防
⽌

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

た
。

 
 

こ
の

探
究

活
動

を
⾏

う
に

あ
た

っ
て

私
た

ち
の

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は「

環
境

に
よ

く
、⾝

近
な

発
電

⽅
法

を
発

明
す

る
」で

あ
る

。
私

た
ち

は
、

こ
の

問
い

に
対

す
る

仮
説

を
⽴

て
る

た
め

に
い

く
つ

か
の

発
電

⽅
法

に
つ

い
て

調
べ

て
み

た
。そ

の
中

で「
圧

電
素

⼦
」を

⽤
い

た
振

動
発

電
と

い
う

も
の

に
た

ど
り

着
い

た
。振

動
発

電
と

は
、圧

電
素

⼦
が

振
動

に
よ

っ
て

加
え

ら
れ

た
⼒

を
電

⼒
に

変
換

し
て

発
電

す
る

と
い

う
も

の
で

あ
る

。
実

際
に

圧
電

素
⼦

を
⽤

い
た

発
電

の
事

例
と

し
て

、
靴

底
に

圧
電

素
⼦

を
⽤

い
た

「
靴

発
電

」、
Ｊ

Ｒ
東

⽇
本

が
⾏

っ
た

改
札

の
床

に
圧

電
素

⼦
を

⽤
い

た「
発

電
床

」の
実

証
実

験
な

ど
と

い
っ

た
も

の
が

挙
げ

ら
れ

る
。

し
か

し
、

こ
の

2
つ

の
実

験
で

は
ど

ち
ら

も
⼗

分
な

電
⼒

を
得

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

と
い

う
結

果
で

あ
っ

た
。

 
 

そ
こ

で
、

私
た

ち
は

こ
の

圧
電

素
⼦

を
ベ

ッ
ド

に
応

⽤
す

る
こ

と
で

、
寝

て
い

る
と

き
に

ベ
ッ

ド
に

加
わ

る
圧

⼒
を

利
⽤

し
て

発
電

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

仮
説

を
⽴

て
た

。
 

 
仮

説
を

⽴
証

す
る

た
め

に
、

⾃
分

た
ち

で
実

際
に

実
験

を
⾏

う
の

は
難

し
か

っ
た

の
で

、仮
説

の
⽴

証
に

必
要

な
調

査
事

項
を

考
え

、イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
情

報
を

集
め

、
そ

れ
ら

を
も

と
に

考
察

し
た

。
 

 
1つ

⽬
の

調
査

事
項

は
、発

電
に

よ
っ

て
得

た
電

気
を

何
に

使
⽤

す

る
か

で
あ

る
。

こ
の

圧
⼒

発
電

で
は

⼀
度

に
⼤

き
な

電
⼒

を
得

る
の

は
難

し
い

の
で

、
消

費
電

⼒
の

少
な

い
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
充

電
に

利
⽤

し
よ

う
と

考
え

た
。

 
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

1
回

充
電

す
る

の
に

必
要

な
電

⼒
量

は
、

約
７

Ｗ
ｈ

（
※

iP
ho

ne
8の

場
合

）
で

あ
る

。
 

 
２

つ
⽬

の
調

査
事

項
は

、
発

電
に

よ
っ

て
得

た
電

気
を

ど
の

よ
う

に
し

て
貯

め
る

の
か

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。こ
れ

は
、コ

ン
デ

ン
サ

と
い

う
電

気
を

貯
め

た
り

放
電

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
電

⼦
部

品
を

使
お

う
と

考
え

た
。

 
 

３
つ

⽬
の

調
査

事
項

は
、

発
電

に
⽤

い
る

回
路

が
直

列
の

場
合

と
並

列
の

場
合

で
ど

ち
ら

が
よ

り
効

率
よ

く
発

電
で

き
る

の
か

と
い

う
こ

と
で

す
。イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
た

と
こ

ろ
、確

か
な

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

の
で

、
圧

電
素

⼦
を

⽤
い

た
い

く
つ

か
の

実
験

例
か

ら
⾃

分
た

ち
で

考
察

し
た

。
 

 
実

験
例

を
⾒

て
み

る
と

、
ど

の
実

験
も

並
列

つ
な

ぎ
を

使
⽤

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。ま

た
、圧

電
素

⼦
の

構
造

に
つ

い
て

調
べ

て
み

る
と

、
圧

電
素

⼦
⾃

体
が

⼀
つ

の
回

路
の

よ
う

な
構

造
に

な
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。こ
の

⼆
つ

の
事

か
ら

、並
列

つ
な

ぎ
の

⽅
が

効
率

よ
く

発
電

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
た

。
 

 
４

つ
⽬

の
調

査
事

項
は

、
圧

電
素

⼦
に

⼒
を

加
え

続
け

た
ま

ま
で

発
電

で
き

る
の

か
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

圧
電

素
⼦

を
使

っ
て

持
続

的
に

電
⼒

を
供

給
す

る
に

は
、連

続
的

な
動

的
な

⼒
が

必
要

と
な

る
。

し
か

し
、

圧
電

素
⼦

に
連

続
的

に
動

的
な

⼒
を

加
え

る
こ

と
は

か
な

り
難

し
い

の
で

、
⼒

を
加

え
続

け
た

だ
け

で
は

発
電

す
る

こ
と

は
出

来
な

い
と

考
え

た
。

 
 

以
上

の
調

査・
分

析
か

ら
、仮

説（
圧

電
素

⼦
を

使
っ

た
発

電
⽅

法
が

ベ
ッ

ド
に

も
応

⽤
で

き
る

か
）は

、実
現

さ
せ

る
は

難
し

い
と

い
う

結
果

に
な

っ
た

。
 

 
私

た
ち

の
今

後
の

課
題

と
し

て
は

、
圧

電
素

⼦
を

使
っ

た
新

し
い

発
電

⽅
法

を
⾒

つ
け

る
た

め
に

、
圧

電
素

⼦
に

連
続

的
で

動
的

な
⼒

を
加

え
続

け
ら

れ
る

⽅
法

を
探

し
て

い
く

と
い

う
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。加

え
て

、環
境

に
や

さ
し

く
⾝

近
な

発
電

⽅
法

と
い

う
の

も
私

た
ち

の
探

究
に

お
い

て
⼤

切
な

ポ
イ

ン
ト

な
の

で
、

こ
の

２
つ

の
点

を
兼

ね
備

え
た

発
電

⽅
法

を
探

し
て

い
き

た
い

。
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探
究

テ
ー

マ
：

南
ス

ー
ダ

ン
の

貧
困

の
原

因
の

⼀
つ

で
あ

る
農

業
の

発
展

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

天
候

、
新

し
い

作
物

、
害

⾍
対

策
 

私
た

ち
は

「
南

ス
ー

ダ
ン

の
貧

困
の

原
因

の
⼀

つ
で

あ
る

農
業

の
発

展
」と

い
う

テ
ー

マ
で

探
求

活
動

を
⾏

っ
た

。上
記

の
キ

ー
ワ

ー
ド

に
沿

っ
て

南
ス

ー
ダ

ン
の

農
業

問
題

改
善

に
向

け
て

の
案

を
考

え
、

調
査

を
し

た
。

 
現

状
と

し
て

南
ス

ー
ダ

ン
は

世
界

の
中

で
も

深
刻

な
飢

餓
状

態
に

あ
り

、約
78

％
の

世
帯

が
農

業
に

従
事

し
て

い
る

の
に

も
関

わ
ら

ず
、

20
19

年
に

は
国

内
の

穀
物

⽣
産

⾼
は

必
要

と
さ

れ
る

量
の

52
％

し
か

供
給

で
き

な
い

と
予

測
さ

れ
た

。
こ

の
よ

う
な

現
状

を
背

景
と

し
て

、
私

た
ち

は
南

ス
ー

ダ
ン

の
貧

困
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

農
業

の
発

展
が

必
要

だ
と

考
え

、こ
の

よ
う

な
テ

ー
マ

設
定

に
し

た
。こ

の
探

求
活

動
の

⽬
的・

意
義

は
、南

ス
ー

ダ
ン

の
飢

餓・
貧

困
問

題
を

解
決

し
て

い
く

こ
と

で
あ

り
、

こ
の

⽬
的

を
達

成
す

る
た

め
に

は
農

業
の

発
展

を
通

す
必

要
が

あ
る

と
考

え
た

。
 

そ
し

て
、こ

の
⽬

的
を

達
成

す
る

た
め

の
仮

説
-必

要
な

こ
と

は「
農

業
が

で
き

る
環

境
を

つ
く

る
」と

「
南

ス
ー

ダ
ン

に
適

し
た

作
物

を
つ

く
る

」の
⼆

つ
で

あ
る

。や
は

り
農

業
に

お
い

て
、環

境
と

い
う

も
の

は
ど

う
し

て
も

無
視

で
き

な
い

重
要

な
要

素
で

あ
り

、
こ

れ
が

整
わ

な
け

れ
ば

決
し

て
豊

か
な

実
り

は
得

ら
れ

な
い

。そ
こ

で
、そ

の
環

境
さ

え
作

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

ほ
ぼ

確
実

に
現

地
の

農
業

は
発

展
し

て
い

く
は

ず
だ

と
思

い
、

こ
の

仮
説

を
⽴

て
た

。
 

次
に「

適
し

た
作

物
を

作
る

」と
い

う
仮

説
に

つ
い

て
だ

が
、北

海
道

で
サ

ト
ウ

キ
ビ

を
育

て
よ

う
と

し
て

も
意

味
が

な
い

よ
う

に
、

そ
の

地
の

環
境

に
な

る
べ

く
即

し
た

作
物

を
育

て
る

と
い

う
こ

と
も

ま
た

重
要

な
要

素
だ

と
考

え
る

。
ビ

ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス

な
ど

の
設

備
を

⽤
い

れ
ば

、
現

地
の

⾃
然

環
境

に
は

本
来

適
さ

な
い

は
ず

の
作

物
も

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
の

だ
ろ

う
が

、
そ

れ
に

は
多

く
の

資
⾦

を
投

⼊
す

る
必

要
が

あ
り

、た
だ

で
さ

え
経

済・
財

政
状

態
が

不
安

定
な

南
ス

ー
ダ

ン
で

そ
の

よ
う

な
こ

と
を

す
る

の
は

⾮
常

に
ハ

ー
ド

ル
が

⾼
く

、
コ

ス
パ

も
悪

い
と

思
わ

れ
る

。こ
れ

ら
を

踏
ま

え
、無

理
の

な
い

範
囲

で
従

来
よ

り
も

農
業

が
や

り
や

す
い

よ
う

な
環

境
を

つ
く

り
、

そ
れ

に
⾒

合
っ

た
作

物
を

提
案

し
て

い
く

こ
と

こ
そ

が
よ

り
実

現
に

近
い

仮
説

で
あ

る
と

考
え

た
。

 
こ

の
探

求
テ

ー
マ

で
の

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
の

⼀
つ

⽬
は

、「
南

ス
ー

ダ
ン

で
農

業
が

発
展

し
な

い
の

は
な

ぜ
か

」
と

い
う

も
の

だ
。

 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

を
使

い
、調

べ
て

み
た

と
こ

ろ
、主

に「
洪

⽔
」、「

⼲
ば

つ
」、「

害
⾍

」が
環

境
⾯

で
の

原
因

だ
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。

ま
ず

洪
⽔

に
つ

い
て

だ
が

、
20

21
年

に
も

南
ス

ー
ダ

ン
に

て
洪

⽔
被

害
が

発
⽣

し
て

お
り

、
そ

の
影

響
と

は
農

作
物

は
も

ち
ろ

ん
、

家
畜

も
失

わ
れ

る
な

ど
深

刻
な

も
の

で
あ

る
。「

⼲
ば

つ
」

は
乾

期
に

発
⽣

す
る

被
害

で
あ

る
。

⽔
が

減
る

こ
と

で
ダ

ム
の

⽔
位

が
下

が
る

な
ど

し
て

枯
渇

し
、作

物
収

穫
量

な
ど

の
減

少
に

つ
な

が
る

。そ
し

て
三

つ
⽬

の「
害

⾍
」に

つ
い

て
だ

が
、主

に
南

ス
ー

ダ
ン

は「
サ

バ
ク

ト
ビ

バ
ッ

タ
」

と
い

う
昆

⾍
が

作
物

を
荒

ら
す

と
い

う
被

害
が

多
い

。
 

私
た

ち
は

こ
の

三
つ

の
原

因
う

ち
、

最
も

改
善

へ
の

道
の

り
が

近
い

で
あ

ろ
う「

害
⾍

」に
着

⽬
し

、南
ス

ー
ダ

ン
の

農
業

環
境

を
よ

り
良

い
も

の
に

し
よ

う
と

考
え

た
。

こ
れ

に
つ

い
て

私
た

ち
は

「
殺

⾍
剤

・
⾃

然
農

薬
の

導
⼊

」
,「

防
⾍

ネ
ッ

ト
」

,「
捕

殺
」

が
有

効
で

あ
る

と
考

え
た

。「
捕

殺
」

と
は

、
害

⾍
を

捕
獲

し
た

と
き

に
敢

え
て

半
殺

し
の

状
態

に
す

る
こ

と
で

、
そ

の
⾝

体
か

ら
出

る
体

液
が

仲
間

に
対

す
る

危
険

信
号

の
役

割
を

果
た

し
、

害
⾍

が
⾶

来
し

て
く

る
数

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
も

の
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
⽅

法
を

⽤
い

れ
ば

、
農

業
の

発
展

に
必

要
な

環
境

を
少

し
で

も
改

善
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
た

。
 

⼆
つ

⽬
の

問
い

は
「

南
ス

ー
ダ

ン
の

農
業

の
現

状
は

ど
う

な
っ

て
い

る
の

か
」と

い
う

も
の

だ
。現

在
南

ス
ー

ダ
ン

は
、主

に
ソ

ル
ガ

ム
や

キ
ャ

ッ
サ

バ
、ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
、コ

メ
な

ど
の

作
物

を
栽

培
し

て
い

る
が

、
前

述
の

通
り

必
要

と
さ

れ
る

量
の

約
52

%
し

か
穀

物
を

⽣
産

で
き

て
い

な
い

状
態

で
あ

り
、

農
業

の
現

状
は

決
し

て
良

い
も

の
と

は
⾔

え
な

い
。

し
か

し
、「

よ
り

環
境

に
適

し
た

作
物

」
を

栽
培

す
れ

ば
、こ

の
よ

う
な

現
状

を
改

善
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、調

査
を

始
め

た
。調

査
の

結
果「

ネ
リ

カ
⽶

」と
い

う
品

種
が

適
し

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

結
論

づ
け

た
。

こ
の

ネ
リ

カ
⽶

は
南

ス
ー

ダ
ン

が
属

す
る

サ
バ

ナ
気

候
に

対
応

し
、

従
来

の
ア

フ
リ

カ
稲

よ
り

も
収

穫
量

が
多

く
、⽐

較
的

病
気

や
乾

燥
に

も
強

い
品

種
の

た
め

、飢
餓

の
改

善
が

⼗
分

に
⾒

込
め

る
と

判
断

し
た

。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、殺

⾍
剤

、⾃
然

農
薬

な
ど

に
よ

る
害

⾍
対

策
と

、
環

境
に

適
し

て
い

る
ネ

リ
カ

⽶
を

導
⼊

す
れ

ば
、

南
ス

ー
ダ

ン
の

農
業

の
発

展
に

つ
な

が
る

と
い

う
結

論
づ

け
た

。
 

今
後

は
害

⾍
対

策
だ

け
で

な
く

、
⼲

ば
つ

や
洪

⽔
の

対
策

に
つ

い
て

考
え

て
い

く
と

と
も

に
、

ど
の

よ
う

に
し

て
ネ

リ
カ

⽶
を

導
⼊

し
て

い
く

か
と

い
う

こ
と

も
課

題
と

し
て

探
求

し
て

い
き

た
い

。
 

参
考

資
料

 
『

サ
バ

ク
ト

ビ
バ

ッ
タ

の
襲

来
は

⼀
刻

を
争

う
問

題
』

 2
02

0
年

, 
W

FP
⽇

本
、

橋
⼝

創
也

 
『

害
⾍

に
振

り
回

さ
れ

な
い

!効
果

的
な

予
防

法
と

対
処

法
』

 2
01

8
年

,マ
イ

ナ
ビ

農
業

、
 

『
ネ

リ
カ

⽶
振

興
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
』

20
11

年
, JI

CA
、

 
『

南
ス

ー
ダ

ン
70

0万
⼈

が
深

刻
な

⾷
糧

不
⾜

の
リ

ス
ク

再
び

飢
饉

の
危

険
も

 迫
る

“極
限

状
態

”を
前

に
、

深
刻

な
資

⾦
不

⾜
を

訴
え

』
20

19
年

, ⽇
本

ユ
ニ

セ
フ

協
会
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探
究

テ
ー

マ
：

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

お
け

る
CO

2
の

削
減

量
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
、

CO
2、

 
バ

イ
オ

マ
ス

度
 

近
年

、環
境

問
題

の
深

刻
化

が
⾒

ら
れ

る
な

か
特

に
環

境
汚

染
、地

球
温

暖
化

が
あ

る
。こ

れ
ら

は
CO

2が
原

因
の

⼀
つ

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
て

い
る

。そ
こ

で
CO

2は
主

に
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

燃
焼

で
排

出
さ

れ
る

た
め

排
出

を
お

さ
え

ら
れ

る
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
注

⽬
し

探
究

活
動

を
⾏

っ
た

。
 

そ
も

そ
も

私
達

が
注

⽬
し

た
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

と
は

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

、藻
類

、⼩
⻨

な
ど

の
再

⽣
可

能
な

植
物

で
あ

る
バ

イ
オ

マ
ス

資
源

を
原

料
と

し
て

化
学

的
ま

た
は

⽣
物

学
的

に
合

成
す

る
こ

と
に

よ
り

得
ら

れ
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
こ

と
を

指
す

。
 

現
在

、
19

50
年

以
降

⽣
産

さ
れ

た
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
は

83
億

ト
ン

を
超

え
63

億
ト

ン
が

ゴ
ミ

と
し

て
廃

棄
さ

れ
て

い
る

。ま
た

、回
収

さ
れ

た
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ゴ

ミ
の

う
ち

79
％

が
埋

⽴
あ

る
い

は
海

洋
等

へ
投

棄
さ

れ
、

リ
サ

イ
ク

ル
さ

れ
て

い
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

は
こ

の
う

ち
の

9％
に

し
か

す
ぎ

な
い

。
現

状
の

ペ
ー

ス
で

進
め

ば
、

20
50

年
ま

で
に

12
0億

ト
ン

以
上

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
が

埋
⽴

、
⾃

然
投

棄
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

だ
か

ら
こ

そ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
か

ら
発

⽣
す

る
CO

2排
出

量
を

削
減

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

 
そ

こ
で

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

よ
る

⼆
酸

化
炭

素
の

排
出

と
削

減
量

に
つ

い
て

計
算

し
⽐

較
す

る
こ

と
に

し
た

。ま
ず

、⽯
油

由
来

10
0％

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
25

％
使

⽤
し

て
作

ら
れ

た
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

す
る

と
、

焼
却

処
理

に
よ

る
Co

2の
排

出
量

を
17

％
削

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
⽯

油
由

来
10

0％
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

10
0％

使
⽤

し
て

作
ら

れ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
す

る
と

、
焼

却
処

理
に

よ
る

Co
2の

排
出

量
を

68
％

削
減

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

次
に

、
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
よ

る
⼆

酸
化

炭
素

の
排

出
量

と
削

減
量

の
計

算
を

式
で

表
し

て
考

え
る

と
排

出
量

は
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
燃

料
処

分
量

（
t）

×
10

0分
の

68
=は

排
出

量
。

削
減

量
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
焼

却
処

理
量（

t）
×

10
0分

の
32

で
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
こ

れ
ら

の
式

よ
り

テ
ー

マ
の

仮
説

と
し

、
従

来
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
置

き
換

え
る

と
、

東
京

都
で

は
14

9.1
万

ｔ
、

⽇
本

全
体

で
は

89
0.8

万
ｔ

。
ま

た
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
排

出
量

の
多

い
中

国
で

は
19

38
万

ｔ
。そ

し
て

世
界

全
体

で
⾒

れ
ば

61
20

万
ｔ

の
co

2の
削

減
が

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。（
焼

却
時

）
 

 
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
使

⽤
さ

れ
た

製
品

に
は

⽇
本

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
協

会
や

⼀
般

社
団

法
⼈

⽇
本

有
機

資
源

協
会

が
制

定
す

る
指

定
の

マ
ー

ク
が

つ
い

て
い

る
。

こ
の

マ
ー

ク
は

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
度

を
ど

の
く

ら
い

使
⽤

し
て

い
る

商
品

な
の

か
を

わ
か

り
や

す
く

表
し

て
い

て
、

さ
が

し
て

⾒
る

と
⾝

の
周

り
の

多
く

の
商

品
に

付
い

て
い

る
。

 
 

そ
の

⼀
つ

の
例

と
し

て
あ

る
商

品
を

紹
介

す
る

。
そ

れ
は

⽇
清

⾷
品

の
カ

ッ
プ

ヌ
ー

ド
ル

と
い

う
商

品
で

あ
る

。
⽇

清
⾷

品
は

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

⼀
部

取
り

⼊
れ

て
CO

2
の

排
出

を
削

減
し

よ
う

と
い

う
取

り
組

み
を

し
て

い
る

。
具

体
的

に
,⽇

清
⾷

品
は

今
年

の
6⽉

11
⽇

に
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
使

⽤
量

と
焼

却
時

の
CO

2排
出

量
を

削
減

し
た

環
境

配
慮

型
容

器
「

バ
イ

オ
マ

ス
ec

o
カ

ッ
プ

」
を

採
⽤

す
る

と
発

表
し

、こ
の「

バ
イ

オ
マ

ス
ec

oカ
ッ

プ
」は

容
器

に
使

⽤
す

る
⽯

化
由

来
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
、

植
物

由
来

の
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
⼀

部
置

き
換

え
る

こ
と

で
、

バ
イ

オ
マ

ス
度

を
81

％
に

引
き

上
げ

る
こ

と
が

で
き

、
従

来
の

容
器

に
⽐

べ
1カ

ッ
プ

当
た

り
の

⽯
化

由
来

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
使

⽤
量

を
ほ

ぼ
半

減
で

き
る

。
ま

た
、

焼
却

時
に

排
出

さ
れ

る
co

2を
約

16
％

削
減

出
来

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。こ
の

と
き「

ec
oカ

ッ
プ

」は
従

来
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
⽐

べ
、

断
熱

性
や

耐
久

性
も

維
持

出
来

た
そ

う
だ

。
 

こ
の

よ
う

に
企

業
が

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

⽬
を

向
け

、
置

き
換

え
を

進
め

る
こ

と
で

、
も

っ
と

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

広
め

活
⽤

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

⼤
切

だ
。

 
 

最
後

に
現

在
、P

C
や

家
電

製
品

の
多

く
は

従
来

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
と

同
様

に
回

収
、処

分
で

き
て

い
る

が
、釣

り
⽷

や
漁

網
な

ど
は

回
収

で
き

て
い

な
い

。
釣

り
⽷

や
漁

網
は

⾃
然

環
境

へ
流

れ
出

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
た

め
、

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

置
き

換
え

環
境

に
優

し
い

す
る

べ
き

だ
が

な
か

な
か

普
及

せ
ず

、
置

き
換

え
が

進
ん

で
い

な
い

。こ
れ

は
今

後
の

課
題

と
な

る
点

だ
と

思
う

。こ
の

よ
う

に
も

っ
と

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
で

き
る

限
り

少
し

ず
つ

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

置
き

換
え

て
い

く
こ

と
で

環
境

は
改

善
さ

れ
て

い
く

と
考

え
る

。
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探
究

テ
ー

マ
：

ア
メ

リ
カ

に
あ

る
ア

ジ
ア

⼈
差

別
 

〜
ア

ジ
ア

⼈
差

別
の

根
底

に
あ

る
も

の
〜

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
⻩

禍
論

 
中

国
⼈

排
斥

法
 

排
⽇

移
⺠

法
 

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
流

⾏
に

よ
っ

て
ト

ラ
ン

プ
前

⼤
統

領
が

チ
ャ

イ
ナ

ウ
イ

ル
ス

と
発

⾔
し

て
差

別
的

な
態

度
を

取
り

、
中

国
⼈

を
は

じ
め

と
す

る
ア

ジ
ア

⼈
差

別
が

⽶
国

内
で

広
が

り
、

そ
の

結
果

ア
ジ

ア
⼈

に
対

す
る

差
別

が
浮

き
彫

り
に

な
っ

た
」

 
そ

の
原

因
を

知
り

た
い

と
思

っ
た

か
ら

 
こ

の
探

究
に

よ
っ

て
、

い
ま

の
ア

メ
リ

カ
国

内
の

ア
ジ

ア
⼈

に
対

す
る

意
識

や
差

別
的

な
考

え
が

ど
の

よ
う

に
し

て
⽣

ま
れ

た
か

、
根

底
に

は
何

が
あ

る
の

か
を

探
り

、
な

ぜ
ア

ジ
ア

⼈
が

理
不

尽
に

虐
げ

ら
れ

る
の

か
探

究
し

た
い

 
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
「

ア
メ

リ
カ

に
あ

る
ア

ジ
ア

⼈
差

別
の

根
底

に
あ

る
も

の
は

な
に

か
」

で
あ

る
。

 
仮

説
は「

過
去

か
ら

の
偏

⾒
」で

あ
る

と
考

え
た

。重
要

な
⾔

葉
は

、
排

斥
法

と
⻩

禍
論

だ
。

 
18

40
年

代
の

ア
メ

リ
カ

 
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

で
⾦

が
発

⾒
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
ゴ

ー
ル

ド
ラ

ッ
シ

ュ
に

伴
い

、
中

国
⼈

の
移

住
が

始
ま

る
。6

0年
代

に
移

住
者

が
急

増
し

た
が

、7
0年

代
に

は
中

国
⼈

に
対

す
る

激
し

い
排

斥
運

動
が

始
ま

っ
た

。原
因

は
中

国
⼈

が
髪

型
や

服
、

⾔
語

を
捨

て
ず

⽩
⼈

と
同

化
し

な
い

こ
と

に
ア

メ
リ

カ
⼈

が
苛

⽴
ち

を
感

じ
た

こ
と

。
18

82
年

、
中

国
⼈

排
斥

法
が

成
⽴

し
た

。
中

国
⼈

排
斥

法
と

は
、教

師
、学

⽣
、商

⼈
、旅

⾏
者

以
外

の
す

べ
て

の
中

国
⼈

、つ
ま

り
中

国
⼈

労
働

者
の

⼊
国

と
、す

で
に

在
住

し
て

い
る

中
国

⼈
の

ア
メ

リ
カ

市
⺠

権
取

得
を

禁
⽌

し
た

法
律

だ
。

労
働

者
は

出
国

前
に

前
⾦

を
渡

さ
れ

渡
⽶

、渡
⽶

後
は

⾃
由

に
仕

事
が

選
べ

な
い「

契
約

労
働

者
」と

し
て

過
酷

な
労

働
に

従
事

さ
せ

ら
れ

る
。し

か
し

、こ
れ

に
⽩

⼈
労

働
団

体
が

反
対

し
た

。⾃
由

の
擁

護
、と

し
て

反
対

し
て

い
た

が
、実

態
は「

中
国

⼈
は

エ
イ

リ
ア

ン
」と

い
う

偏
⾒

と
蔑

視
、

⾃
分

た
ち

の
仕

事
が

奪
わ

れ
る

こ
と

へ
の

不
満

か
ら

の
迫

害
だ

っ
た

。
そ

の
後

の
19

43
年

、法
律

は
廃

⽌
さ

れ
た

。中
国

⼈
労

働
者

の
数

は
減

っ
た

も
の

の
、

労
働

⼒
の

需
要

は
減

ら
な

い
た

め
、

18
80

年
以

降
は

中
国

⼈
の

代
わ

り
に

⽇
本

⼈
労

働
者

が
増

え
た

。
⽇

本
⼈

は
⾮

熟
練

労
働

者
と

し
て

低
賃

⾦
で

雇
⽤

さ
れ

た
た

め
、

ア
メ

リ
カ

⼈
の

雇
⽤

を
脅

か
す

こ
と

と
な

っ
た

。
 

ま
た

中
国

⼈
同

様
、⾃

⾝
の

信
仰

を
守

り
、融

合
し

な
い

こ
と

に
加

え
て

、選
挙

権
が

与
え

ら
れ

て
い

た
た

め
、ア

メ
リ

カ
⼈

は
⽇

本
⼈

に
対

し
て

強
い

危
機

感
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。そ
し

て
19

24
年

に
排

⽇
移

⺠
法

が
成

⽴
。

内
容

は
、「

ア
ジ

ア
系

⼈
種

は
帰

化
の

資
格

を
有

さ
な

い
⼈

種
」と

規
定

す
る

も
の

。移
⺠

と
し

て
⼊

国
で

き
な

く
な

っ
た

。
そ

の
後

の
19

65
年

に
こ

の
法

律
は

廃
⽌

さ
れ

た
。

 

⻩
禍

論
と

は
、欧

⽶
国

間
に

流
れ

た
⻩

⾊
⼈

種
差

別
論

で
あ

る
。⽇

清
戦

争
時

に
は

す
で

に
確

認
さ

れ
て

お
り

、
ド

イ
ツ

の
ヴ

ィ
ル

ヘ
イ

ム
２

世
が

ロ
シ

ア
と

関
係

を
持

つ
た

め
に

提
唱

し
た

と
さ

れ
て

い
る

。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

か
ら

は
当

初
受

け
⼊

れ
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
⽇

露
戦

争
の

勃
発

に
よ

り
、

欧
⽶

の
⽇

本
に

対
す

る
印

象
は

悪
化

し
た

。
18

50
年

半
ば

の
ア

メ
リ

カ
で

ゴ
ー

ル
ド

ラ
ッ

シ
ュ

が
起

こ
り

、
中

国
⼈

中
⼼

の
ア

ジ
ア

系
労

働
者

が
増

加
。

そ
れ

が
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

系
下

層
労

働
者

の
職

を
奪

う
こ

と
と

な
り

、
18

82
年

に
中

国
⼈

排
斥

法
、

19
24

年
に

排
⽇

移
⺠

法
が

成
⽴

し
た

。
こ

の
こ

ろ
か

ら
、

ア
メ

リ
カ

で
は

⻩
禍

＝
⽇

禍
と

い
う

特
に

⽇
本

⼈
を

蔑
視

す
る

捉
え

⽅
を

し
て

い
た

。
ま

た
、

19
80

年
代

の
⽇

⽶
貿

易
摩

擦
に

よ
っ

て
ジ

ャ
パ

ン
バ

ッ
シ

ン
グ

が
起

こ
っ

た
。

現
在

は
中

国
武

漢
か

ら
の

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
っ

て
、⽶

国
内

外
で

の
ア

ジ
ア

⼈
襲

撃
が

多
く

確
認

さ
れ

た
。

加
害

者
は

⽩
⼈

だ
け

で
な

く
、

⿊
⼈

も
確

認
さ

れ
て

い
る

。
 

結
論

は
、

ア
メ

リ
カ

国
内

で
の

ア
ジ

ア
⼈

差
別

は
過

去
か

ら
の

偏
⾒

で
あ

る
。

そ
の

差
別

の
き

っ
か

け
は

、
19

世
紀

頃
ア

メ
リ

カ
で

急
増

し
た

ア
ジ

ア
⼈

労
働

者
を

危
険

視
し

た
ア

メ
リ

カ
⼈

に
よ

る
排

斥
法

の
成

⽴
か

ら
広

ま
っ

て
い

た
偏

⾒
、

差
別

を
⻩

禍
論

に
よ

っ
て

正
当

化
し

た
。

 
こ

れ
ら

は
過

去
に

あ
っ

た
ア

ジ
ア

⼈
に

対
す

る
差

別
的

な
政

策
や

環
境

が
、

現
在

の
ア

メ
リ

カ
国

内
に

あ
る

ア
ジ

ア
⼈

に
対

し
て

の
差

別
的

な
偏

⾒
を

許
す

⼀
因

な
の

で
は

な
い

か
、

と
い

う
考

え
に

過
ぎ

ず
、直

接
的

な
差

別
意

識
と

は
乖

離
し

た
結

論
で

あ
る

。ア
ジ

ア
⼈

の
み

な
ら

ず
、

ア
メ

リ
カ

国
内

に
は

ア
フ

リ
カ

系
や

ア
ラ

ブ
系

の
⼈

々
に

対
し

て
も

根
強

い
差

別
意

識
が

残
っ

て
い

る
。

 
今

後
の

課
題

は
未

だ
残

る
ア

メ
リ

カ
国

内
だ

け
で

な
く

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

や
ア

フ
リ

カ
、そ

し
て

ア
ジ

ア
、⽇

本
に

あ
る

⼈
種

差
別

問
題

を
調

査
し

た
い

。
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告
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2
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【

概
要

版
】

 

1
年

  
3

組
  

2
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

実
は

知
ら

れ
て

い
な

い
⾷

品
ロ

ス
〜

三
条

地
域

の
規

格
外

野
菜

救
う

に
は

〜
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

規
格

外
野

菜
 

⾷
品

ロ
ス

 
三

条
市

 

私
た

ち
の

探
究

テ
ー

マ
は

、
実

は
知

ら
れ

て
い

な
い

⾷
品

ロ
ス

〜
三

条
地

域
の

規
格

外
野

菜
を

救
う

に
は

〜
で

あ
る

。
探

究
の

キ
ー

ワ
ー

ド
は

、規
格

外
野

菜
だ

。規
格

外
野

菜
と

は
、曲

っ
て

い
る

、キ
ズ

が
つ

い
て

い
る

、⾊
が

薄
い

、太
さ

が
⾜

り
な

い
と

い
う

理
由

で
、定

め
ら

れ
た

規
格

に
あ

て
は

ま
ら

な
い

野
菜

を
指

す
。

 
私

た
ち

は
、⾷

品
ロ

ス
削

減
と

い
う

観
点

か
ら

三
条

市
、全

国
の

野
菜

の
廃

棄
量

に
⽬

を
つ

け
た

。三
条

市
、全

国
の

野
菜

の
廃

棄
量

を
調

べ
た

。そ
し

て
、全

国
の

野
菜

の
廃

棄
量

と
⽐

較
を

⾏
っ

た
。野

菜
の

廃
棄

量
の

実
質

的
な

統
計

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

。よ
っ

て
、私

た
ち

は
収

穫
量

か
ら

出
荷

量
を

引
い

た
値

を
野

菜
が

廃
棄

さ
れ

た
量

で
あ

る
と

仮
定

し
た

。
ま

ず
、

初
め

に
令

和
2

年
度

の
三

条
市

の
デ

ー
タ

で
あ

る
。野

菜
の

収
穫

量
は

29
02

ｔ
 

出
荷

量
は

23
71

ｔ
だ

っ
た

。次
に

、令
和

2年
度

の
全

国
の

デ
ー

タ
で

あ
る

。野
菜

の
収

穫
量

は
83

8
万

90
00

ｔ
 

出
荷

量
が

72
9万

60
00

ｔ
だ

っ
た

。
こ

れ
ら

の
結

果
か

ら
、

三
条

市
、

全
国

と
も

に
、

全
体

の
20

％
弱

の
野

菜
が

廃
棄

さ
れ

て
い

る
と

仮
定

で
き

る
。廃

棄
さ

れ
て

い
る

野
菜

の
中

に
は

、規
格

外
野

菜
も

含
ま

れ
て

い
る

と
仮

定
で

き
る

。ま
た

、た
く

さ
ん

の
野

菜
を

廃
棄

す
る

た
め

に
環

境
負

荷
や

経
済

的
な

無
駄

な
ど

私
た

ち
の

知
ら

な
い

と
こ

ろ
で

た
く

さ
ん

の
問

題
が

発
⽣

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

問
題

を
、私

た
ち

⾼
校

⽣
が

少
し

で
も

解
決

し
た

い
と

考
え

、こ
の

探
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

。
探

究
活

動
の

⽬
的

は
SD

Gｓ
の

G2
・

飢
餓

を
ゼ

ロ
に

 
G1

2・
つ

く
る

責
任

つ
か

う
責

任
と

関
連

し
て

い
る

。
 

私
た

ち
は

、
さ

ら
に

三
条

市
の

廃
棄

さ
れ

て
い

る
野

菜
の

中
で

も
規

格
外

野
菜

に
観

点
を

絞
り

込
み

ん
だ

。
規

格
外

野
菜

が
た

く
さ

ん
廃

棄
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
よ

り
多

く
の

⼈
に

知
っ

て
も

ら
い

、
消

費
者

が
規

格
外

野
菜

を
⼿

に
取

る
こ

と
で

、
⾷

品
ロ

ス
が

減
る

と
考

え
た

。
 

 
私

た
ち

は
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

っ
た

り
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
査

を
す

る
こ

と
に

し
た

。
➀

三
条

市
に

規
格

外
野

菜
を

販
売

し
て

い
る

と
こ

ろ
は

あ
る

の
か

。
②

規
格

外
野

菜
に

関
す

る
認

知
度

は
ど

の
く

ら
い

か
。

と
い

う
内

容
だ

。
 

①
に

つ
い

て
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
三

条
市

の
直

売
所

の
種

類
や

位
置

な
ど

が
載

っ
て

い
る

サ
イ

ト
を

利
⽤

し
た

。結
果

は
、三

条
市

内
で

三
条

エ
リ

ア
：

１
２

店
舗

、下
⽥

エ
リ

ア
：

９
店

舗
、栄

エ
リ

ア
：

１
店

舗
と

い
う

結
果

に
な

っ
た

。
②

に
つ

い
て

は
1

学
年

の
⼈

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

っ
た

。
そ

の
質

問
内

容
は

、
Ｑ

1：
規

格
外

野
菜

と
は

ど
ん

な
野

菜
を

指
す

の
か

知
っ

て
い

ま
し

た
か

？
 

Ｑ
2：

直

売
所

な
ど

で
規

格
外

野
菜

が
販

売
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
ま

す
か

？
 

Ｑ
3：

実
際

に
直

売
所

で
規

格
外

野
菜

を
購

⼊
し

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
？

 
（

Ｑ
2

で
“は

い
”と

答
え

た
⼈

の
み

）
 

で
あ

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

は
、Ｑ

1で
、“

は
い

”と
答

え
た

の
が：

９
２

⼈
、

“い
い

え
”と

答
え

た
の

が
：

１
０

８
⼈

だ
っ

た
。こ

の
こ

と
か

ら
、規

格
外

野
菜

を
知

っ
て

い
る

⼈
が

1
学

年
全

体
の

５
０

％
に

も
満

た
し

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
Ｑ

2
で

は
、“

は
い

”と
答

え
た

の
が

：
１

０
２

⼈
、“

い
い

え
”と

答
え

た
の

が
：

９
８

⼈
だ

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

規
格

外
野

菜
が

直
売

所
な

ど
で

販
売

さ
れ

て
い

る
の

を
知

っ
て

い
る

⼈
が

ち
ょ

う
ど

５
０

％
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。

Ｑ
3

で
は

、“
は

い
”と

答
え

た
の

が
：

33
⼈

、“
い

い
え

”と
答

え
た

の
が

：
65

⼈
と

い
う

結
果

に
な

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

実
際

に
直

売
所

で
規

格
外

野
菜

を
購

⼊
し

た
こ

と
が

あ
る

の
が

、
全

体
の

三
分

の
⼀

に
し

か
満

た
ら

な
い

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

こ
の

結
果

か
ら

、想
像

以
上

に
直

売
所

が
あ

り
、こ

の
直

売
所

の
存

在
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

、ま
た

、規
格

外
野

菜
を

購
⼊

で
き

る
場

を
増

や
す

こ
と

が
規

格
外

野
菜

の
削

減
に

繋
が

る
と

考
え

た
。

そ
こ

で
私

達
は

、規
格

外
野

菜
の

削
減

の
⽅

法
と

し
て

、①
ポ

ス
タ

ー
で

の
呼

び
か

け
②

ス
ー

パ
ー

や
コ

ン
ビ

ニ
等

で
の

販
売

③
無

⼈
販

売
所

の
設

備
と

い
う

⽅
法

を
考

え
た

。
こ

の
⽅

法
を

と
る

こ
と

で
沢

⼭
の

⼈
に

規
格

外
野

菜
の

存
在

を
知

っ
て

も
ら

え
て

、
ま

た
お

い
し

い
野

菜
が

お
得

に
買

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
る

。
 

今
後

の
展

望
と

課
題

は
ス

ー
パ

ー
や

コ
ン

ビ
ニ

で
の

販
売

は
可

能
な

の
か

、ま
た

現
在

、⾷
品

ロ
ス

削
減

と
し

て
⼤

き
く

話
に

な
っ

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
な

ぜ
あ

ま
り

ス
ー

パ
ー

や
コ

ン
ビ

ニ
で

販
売

さ
れ

て
い

な
い

の
か

な
ど

、無
⼈

直
売

所
の

設
置

は
現

実
的

に
、可

能
か

ど
う

か
吟

味
し

て
い

く
こ

と
で

あ
る

。
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探
究

テ
ー

マ
：

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

た
め

に
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
；

⾷
品

ロ
ス

 
家

庭
 

⾷
べ

物
 

私
た

ち
の

探
求

テ
ー

マ
は

、“
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
た

め
に

”だ
。

探
求

の
キ

ー
ワ

ー
ド

は
、“

⾷
品

ロ
ス

”だ
。

探
求

テ
ー

マ
の

設
定

の
理

由
は

、
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
た

め
に

⾃
分

た
ち

に
何

が
出

来
る

か
考

え
る

機
会

に
な

る
と

思
っ

た
か

ら
だ

。そ
し

て
、探

究
活

動
の

⽬
的

は
、

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

こ
と

で
飢

餓
に

苦
し

ん
で

い
る

⼈
達

に
少

し
で

も
⾷

品
を

⾏
き

渡
ら

せ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
だ

。そ
こ

で
、私

達
が

⽴
て

た
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、“

家
庭

内
の

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

た
め

に
私

た
ち

が
で

き
る

こ
と

は
”だ

。
 

⾷
品

ロ
ス

の
現

状
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

１
年

間
の

⾷
品

ロ
ス

は
約

６
１

２
万

ト
ン

で
東

京
ド

ー
ム

約
５

杯
分

で
す

。
こ

れ
は

国
⺠

⼀
⼈

あ
た

り
に

換
算

す
る

と
、

毎
⽇

お
茶

碗
１

杯
分

の
⾷

料
を

捨
て

て
い

る
こ

と
に

な
る

。そ
し

て
⾷

品
ロ

ス
６

１
２

万
ト

ン
の

う
ち

、約
半

分
の

２
８

９
万

ト
ン

が
家

庭
か

ら
出

た
⾷

品
ロ

ス
だ

。世
界

に
は

9⼈
に

1
⼈

が
栄

養
不

⾜
な

の
に

⽇
本

で
は

た
く

さ
ん

輸
⼊

し
て

た
く

さ
ん

捨
て

て
い

る
な

ど
の

現
状

が
私

た
ち

が
住

ん
で

い
る

⽇
本

に
は

あ
る

。
 

ま
ず

、
学

年
全

体
に

⾷
品

ロ
ス

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。質

問
の

内
容

は
、①

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
し

た
い

と
い

う
意

識
が

あ
る

か
 

②
⾷

べ
物

を
残

す
こ

と
が

あ
る

か
、

ま
た

残
し

た
⾷

べ
物

を
ど

う
し

て
い

る
か

 
③

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

た
め

に
、

家
庭

で
ど

ん
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
か

 
④

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

た
め

に
、

⾃
分

で
は

ど
ん

な
取

り
組

み
を

し
て

い
る

か
の

４
つ

だ
。

 
ま

ず
、1

つ
⽬

の・
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

し
た

い
と

い
う

意
識

が
あ

る
か

と
い

う
質

問
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
も

し
く

は
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
あ

て
は

ま
る

と
回

答
し

た
⼈

が
95

％
と

と
て

も
多

か
っ

た
。

こ
の

発
表

を
機

に
⾷

品
ロ

ス
へ

の
意

識
を

⾼
め

て
く

れ
る

と
嬉

し
い

。
 

次
に

２
つ

⽬
の

⾷
べ

物
を

残
す

こ
と

が
あ

る
か

と
い

う
質

問
に

つ
い

て
、

あ
て

は
ま

る
も

し
く

は
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
あ

て
は

ま
る

と
答

え
た

⼈
が

半
分

近
く

い
た

。ま
た

、残
し

た
⾷

べ
物

を
ど

う
し

て
い

る
か（

複
数

回
答

可
）と

い
う

質
問

に
つ

い
て

捨
て

る
と

回
答

し
た

⼈
が

２
４

⼈
で

全
体

の
２

２
％

だ
っ

た
。

時
間

を
空

け
て

⾷
べ

る
と

回
答

し
た

⼈
が

３
９

⼈
で

３
５

％
、

誰
か

に
あ

げ
る

と
回

答
し

た
⼈

が
３

８
⼈

で
３

４
％

だ
っ

た
。

捨
て

る
と

答
え

た
⼈

が
思

っ
た

よ
り

多
か

っ
た

の
で

、
捨

て
ず

に
⾷

べ
物

を
無

駄
に

し
な

い
⼯

夫
を

し
て

も
ら

い
た

い
。

 
次

に
３

つ
⽬

の
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
た

め
に

、
家

庭
で

ど
ん

な
取

り
組

み
を

し
て

い
る

か
と

い
う

質
問

に
つ

い
て

の
回

答
が

１
週

間
分

の
献

⽴
を

⽴
て

て
１

週
間

分
の

料
理

に
必

要
な

分
だ

け
買

う
。

⾷
べ

き
れ

な
か

っ
た

分
は

冷
凍

し
て

保
存

す
る

。
野

菜
や

果
物

な
ど

の
捨

て
る

部
分

を
で

き
る

だ
け

少
な

く
す

る
。

前
⽇

の
夜

ご
飯

の
残

り
物

は
次

の
⽇

の
お

弁
当

に
⼊

れ
る

。
残

っ
た

も
の

を
次

の
⽇

に
ア

レ
ン

ジ
し

て
⾷

べ
る

。
⻑

持
ち

す
る

⾷
材

を
選

ぶ
だ

っ
た

。
 

次
に

4
つ

⽬
の

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

た
め

に
、

⾃
分

で
は

ど
ん

な
取

り
組

み
を

し
て

い
る

か
と

い
う

質
問

に
つ

い
て

の
回

答
が

、
⼿

前
に

陳
列

さ
れ

て
い

る
も

の
か

ら
と

る
。⾷

べ
残

し
を

し
な

い
。な

る
べ

く
お

勤
め

品
を

買
う

。
な

ど
が

あ
っ

た
。

 
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
内

容
を

踏
ま

え
て

、
家

族
に

協
⼒

し
て

も
ら

い
メ

ン
バ

ー
の

家
庭

で
次

の
内

容
を

実
践

し
た

。
①

１
週

間
分

の
献

⽴
を

⽴
て

て
１

週
間

分
の

料
理

に
必

要
な

分
だ

け
買

う
。

②
前

⽇
の

夜
ご

飯
の

残
り

も
の

は
次

の
⽇

の
お

弁
当

に
⼊

れ
る

。
③

野
菜

や
果

物
な

ど
の

捨
て

る
部

分
を

で
き

る
だ

け
少

な
く

す
る

。1
週

間
で

残
っ

た
野

菜
を

た
く

さ
ん

使
い

ハ
ン

バ
ー

グ
を

つ
く

っ
た

。レ
シ

ピ
は

、粗
び

き
⾁

７
５

０
グ

ラ
ム

、
⽟

ね
ぎ

1.5
個

、
パ

ン
粉

⼤
さ

じ
15

杯
、

⽜
乳

１
２

０
ml

、
卵

3個
、

塩
、

コ
シ

ョ
ウ

少
々

で
あ

る
。

粗
び

き
⾁

以
外

は
、家

に
あ

っ
た

も
の

を
使

⽤
し

、次
の

⽇
の

お
弁

当
に

⼊
れ

る
た

め
に

、
5⼈

家
族

だ
が

、
7⼈

分
作

っ
た

。
⼯

夫
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

、
前

⽇
の

夜
ご

飯
の

ハ
ン

バ
ー

グ
の

タ
ネ

の
残

り
を

丸
め

て
ト

マ
ト

⽸
で

煮
込

ん
で

次
の

⽇
の

夜
ご

飯
の

お
か

ず
に

し
た

。
さ

ら
に

ス
ー

パ
ー

の
お

勤
め

品
の

惣
菜

を
購

⼊
し

た
り

し
た

。
そ

し
て

お
弁

当
に

も
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
取

り
組

み
を

し
た

。
前

⽇
の

夜
ご

飯
の

残
り

物
は

次
の

⽇
の

お
弁

当
に

⼊
れ

た
り

、
野

菜
や

果
物

な
ど

の
捨

て
る

部
分

を
で

き
る

だ
け

少
な

く
し

た
り

し
た

。具
体

的
に

は
、前

⽇
の

夜
ご

飯
に

出
た

お
か

ず
の

残
り

の
ハ

ン
バ

ー
グ

や
春

巻
き

を
お

弁
当

に
⼊

れ
ま

し
た

。そ
し

て
、お

弁
当

の
デ

ザ
ー

ト
の

リ
ン

ゴ
を

⽪
が

つ
い

た
ま

ま
切

っ
た

。
 

こ
の

よ
う

に
家

庭
内

の
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
た

め
に

私
た

ち
が

で
き

る
こ

と
は

、
⾷

べ
き

れ
る

量
や

賞
味

期
限

を
考

え
て

買
い

物
を

す
る

。野
菜

や
果

物
な

ど
の

捨
て

る
部

分
を

で
き

る
だ

け
少

な
く

す
る

。
前

⽇
の

夜
ご

飯
の

残
り

物
は

、次
の

⽇
の

お
弁

当
に

⼊
れ

る
。⾷

べ
物

買
う

と
き

に
前

に
陳

列
さ

れ
て

い
る

も
の

か
ら

買
う

。
な

ど
⽇

頃
か

ら
意

識
す

れ
ば

た
く

さ
ん

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。
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探
究

テ
ー

マ
：

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
使

っ
た

学
習

を
〜

ど
の

よ
う

に
活

⽤
す

れ
ば

学
⼒

に
繋

が
る

か
？

〜
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

ア
プ

リ
、

学
⼒

向
上

、
SN

S、
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

ま
ず

探
求

テ
ー

マ
設

定
の

理
由

は
⼆

つ
あ

る
。⼀

つ
⽬

は
ア

プ
リ

を
有

効
に

活
⽤

し
た

ら
学

⼒
が

向
上

す
る

と
思

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

学
習

ア
プ

リ
は

思
っ

た
以

上
に

沢
⼭

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。そ

し
て

、そ
れ

ら
の

ア
プ

リ
を

有
効

活
⽤

す
れ

ば
き

っ
と

学
⼒

を
向

上
さ

せ
ら

れ
る

と
考

え
ま

し
た

。ま
た

、ア
プ

リ
な

ら
⾃

発
的

に
楽

し
ん

で
取

り
組

め
る

学
習

ア
プ

リ
も

あ
る

。
 

さ
ら

に
、

学
⼒

向
上

だ
け

で
な

く
志

望
校

決
定

の
た

め
の

情
報

を
得

る
こ

と
も

出
来

る
。

 
⼆

つ
⽬

は
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
ア

プ
リ

を
使

っ
て

学
習

す
る

こ
と

が
重

要
だ

と
思

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
で

学
校

教
育

の
縮

⼩
な

ど
、私

た
ち

の
学

習
状

況
は

⼤
き

く
変

化
し

た
。そ

う
い

う
先

⽣
と

話
せ

な
い

状
況

の
時

に
、

わ
か

ら
な

い
所

を
ア

プ
リ

で
調

べ
理

解
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

、と
て

も
効

率
が

良
い

と
思

っ
た

。ま
た

、
友

達
と

会
え

な
く

、
⼀

⼈
で

は
集

中
で

き
な

い
時

は
、

Yo
uT

ub
eで

Stu
dy

 wi
th 

me
等

を
⾒

る
こ

と
で

⻑
時

間
集

中
す

る
こ

と
が

出
来

る
と

考
え

ま
し

た
。

 
私

た
ち

は
こ

れ
ら

理
由

か
ら

「
ど

の
よ

う
に

活
⽤

し
た

ら
学

⼒
の

向
上

に
繋

が
る

の
か

？
」

と
い

う
問

い
を

⽴
て

ま
し

た
。

 
「

ど
の

よ
う

に
活

⽤
し

た
ら

学
⼒

の
向

上
に

繋
が

る
の

か
？

」
 

と
い

う
仮

説
を

検
証

す
る

こ
と

に
し

た
。

 
「

SN
S

な
ど

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
な

が
ら

、
学

習
ア

プ
リ

を
使

う
と

学
⼒

は
向

上
す

る
。」

 
検

証
の

た
め

に
三

条
⾼

校
１

年
⽣

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

使
⽤

状
況

に
つ

い
て

の
調

査
を

実
施

し
た

。
 

調
査

⼀
つ

⽬
は

ア
プ

リ
を

使
っ

た
学

習
を

し
て

い
る

か
と

い
う

も
の

で
あ

る
が

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
学

年
の

約
５

５
％

が
ア

プ
リ

を
活

⽤
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

調
査

⼆
つ

⽬
は

学
習

に
関

わ
る

ア
プ

リ
で

ど
の

よ
う

な
ア

プ
リ

が
あ

っ
た

ら
良

い
と

思
う

か
と

い
う

も
の

で
あ

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

問
題

の
写

真
を

と
っ

た
ら

そ
の

類
似

問
題

が
出

て
く

る
ア

プ
リ

、数
学

の
問

題
を

教
え

て
く

れ
る

ア
プ

リ
、学

校
で

受
け

た
授

業
を

⾒
返

す
こ

と
が

で
き

る
ア

プ
リ

、例
題

を
出

し
て

く
れ

る
ア

プ
リ

、使
い

や
す

い
ア

プ
リ

、
数

学
の

問
題

を
詳

し
く

解
説

し
て

く
れ

る
ア

プ
リ

、英
語

の
⽂

を
写

し
た

だ
け

で
⽇

本
語

訳
が

出
て

く
る

ア
プ

リ
、学

校
の

考
査

の
過

去
問

を
提

供
を

し
て

く
れ

る
ア

プ
リ

、
同

じ
学

校
の

み
ん

な
が

ど
れ

く
ら

い
勉

強
し

て
る

の
か

分
か

る
ア

プ
リ

、
暗

記
科

⽬
が

楽
し

く
覚

え
ら

れ
る

よ
う

な
ア

プ
リ

、
質

問
し

た
ら

す
ぐ

答
え

て
く

れ
る

ア
プ

リ
、な

ぜ
間

違
え

た
の

か
ら

か
る

ア
プ

リ
、学

校
の

教
材

に
沿

っ
た

ア
プ

リ
、

等
が

あ
っ

た
ら

良
い

と
思

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
調

査
三

つ
⽬

は
ど

の
よ

う
な

ア
プ

リ
を

使
っ

て
い

る
か

。
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
か

ら
ST

UD
Y 

PL
US

 、
ス

タ
デ

ィ
サ

プ
リ

、
い

い
ず

な
ボ

イ
ス

、イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
セ

ン
ト

ラ
ル

、マ
ナ

ビ
ジ

ョ
ン

、東
進

英
単

語
１

８
０

０
、進

研
ゼ

ミ
、オ

ー
デ

ィ
オ

ブ
ッ

ク
、学

び
エ

イ
ド

、タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

友
、T

ryi
t、m

ika
n、

集
中

、P
ho

tom
ath

、T
ED

、
等

を
使

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
次

に
具

体
的

に
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

活
⽤

し
た

学
習

が
ど

れ
だ

け
有

効
で

あ
る

か
を

班
員

内
で

調
査

し
た

。調
査

の
内

容
と

し
て

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
っ

て
挙

げ
ら

れ
た

ア
プ

リ
の

中
で

評
価

の
⾼

か
っ

た
も

の
を

使
い

、
テ

ス
ト

の
点

数
の

上
下

を
基

準
と

し
て

調
べ

る
と

い
う

も
の

で
あ

る
。調

査
期

間
は

⼀
週

間
で

、各
⾃

で
決

め
た

ア
プ

リ
を

活
⽤

し
て

学
習

す
る

。ま
た

、班
員

同
⼠

で
学

習
時

間
な

ど
を

報
告

し
合

う
。こ

の
調

査
に

つ
い

て
、ア

プ
リ

に
よ

っ
て

⾃
分

の
勉

強
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
上

げ
ら

れ
調

査
期

間
中

の
学

習
時

間
の

キ
ー

プ
、

よ
り

質
の

⾼
い

学
習

が
可

能
に

な
り

、
点

数
は

上
昇

す
る

と
予

想
し

た
。

 
 

調
査

結
果

の
結

果
で

す
。班

員
の

内
⼆

⼈
が

お
お

よ
そ

30
点

上
が

り
、⼀

⼈
も

お
お

よ
そ

10
点

上
が

る
と

い
う

も
の

で
あ

っ
た

。予
想

ど
お

り
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
維

持
、

よ
り

質
の

⾼
い

学
習

が
で

き
た

た
め

点
数

が
上

昇
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。こ

の
結

果
か

ら
、ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

活
⽤

し
た

学
習

は
有

効
的

だ
と

い
え

る
。

 
 

実
際

に
こ

の
調

査
を

終
え

て
、

ア
プ

リ
を

使
っ

た
学

習
で

の
利

点
と

⽋
点

を
挙

げ
ま

す
。利

点
は

、隙
間

時
間

に
も

学
習

が
し

や
す

く
に

な
る

、欲
し

い
情

報
が

早
く

⼿
に

⼊
る

、ゲ
ー

ム
感

覚
で

楽
し

く
学

習
で

き
る

な
ど

が
あ

り
ま

し
た

。⽋
点

は
、メ

デ
ィ

ア
時

間
が

増
え

る
、

学
習

以
外

の
⽤

途
で

使
い

が
ち

に
な

る
、

そ
も

そ
も

使
わ

な
い

こ
と

が
多

い
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
。

こ
の

反
省

か
ら

ア
プ

リ
を

使
う

こ
と

の
メ

リ
ッ

ト
は

、
よ

り
⻑

く
学

習
に

向
き

合
え

る
き

っ
か

け
が

作
れ

る
こ

と
だ

と
思

う
。

 
 

私
達

の
探

究
テ

ー
マ

で
あ

る
「

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
使

っ
た

学
習

」は
、新

た
な

切
り

⼝
で

学
習

に
向

き
合

え
る

よ
う

に
な

る
も

の
で

あ
る

。
普

段
の

学
習

に
プ

ラ
ス

α
で

気
楽

に
楽

し
く

で
き

る
と

こ
ろ

が
ア

プ
リ

の
魅

⼒
だ

。私
達

の
探

求
を

読
ん

で
く

れ
た

あ
な

た
へ

、ア
プ

リ
を

使
っ

て
新

た
な

学
習

の
き

っ
か

け
に

し
て

ほ
し

い
。
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グ
ロ
ー
カ

ル
探

究
活
動

報
告

2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
３

組
  

３
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

元
気

が
出

る
朝

ご
は

ん
と

は
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
・

朝
ご

は
ん

・
炭

⽔
化

物
・

タ
ン

パ
ク

質
・

集
中

⼒
 

私
た

ち
の

探
求

テ
ー

マ
は

「
元

気
が

出
る

朝
ご

は
ん

と
は

」
で

あ
る

。
私

た
ち

が
こ

の
探

求
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
理

由
は

、
私

た
ち

が
授

業
を

し
て

い
る

中
で

⾃
分

た
ち

も
含

め
授

業
に

集
中

で
き

て
い

な
い

学
⽣

が
多

く
い

る
と

思
う

の
で

、
朝

ご
は

ん
が

⼀
番

授
業

の
集

中
度

に
関

係
し

て
い

る
と

考
え

た
か

ら
だ

。
こ

の
探

究
活

動
に

よ
っ

て
⼀

番
頭

が
働

く
朝

ご
は

ん
を

み
ん

な
に

教
え

、
授

業
に

集
中

で
き

る
⼈

を
増

や
す

こ
と

を
⽬

的
と

し
て

い
る

。
 

そ
こ

で
私

た
ち

は
「

炭
⽔

化
物

だ
け

で
な

く
タ

ン
パ

ク
質

も
⼀

緒
に

と
る

と
よ

い
」と

い
う

問
い

を
明

ら
か

に
し

た
い

と
思

っ
た

。
私

た
ち

は
こ

の
問

い
を

解
決

す
る

た
め

に
実

験
を

⾏
っ

た
。

こ
れ

か
ら

実
験

の
内

容
を

説
明

す
る

。
実

験
は

班
の

メ
ン

バ
ー

4
⼈

で
4

⽇
間

か
け

て
⾏

っ
た

。
1

⽇
⽬

は
野

菜
や

フ
ル

ー
ツ

な
ど

の
ビ

タ
ミ

ン
を

含
む

⾷
材

の
み

の
朝

ご
は

ん
、

2
⽇

⽬
は

⽩
⽶

や
パ

ン
な

ど
の

炭
⽔

化
物

の
み

の
朝

ご
は

ん
、

3
⽇

⽬
は

炭
⽔

化
物

と
ビ

タ
ミ

ン
を

含
む

⾷
材

の
み

の
朝

ご
は

ん
、

4
⽇

⽬
は

炭
⽔

化
物

と
⾁

、
⿂

、
卵

な
ど

の
タ

ン
パ

ク
質

を
含

む
⾷

材
の

み
の

朝
ご

は
ん

を
と

っ
た

。
そ

れ
に

合
わ

せ
て

1⽇
⽬

に
は

20
16

年
度

の
⾼

校
⼊

試
数

学
の

⼤
問

１
、

2
⽇

⽬
に

は
20

17
年

度
の

⾼
校

⼊
試

数
学

の
⼤

問
１

、
3

⽇
⽬

に
は

20
18

年
度

の
⾼

校
⼊

試
数

学
の

⼤
問

１
、

4
⽇

⽬
に

は
20

19
年

度
の

⾼
校

⼊
試

数
学

の
⼤

問
１

を
朝

ご
は

ん
の

1時
間

後
に

解
い

た
。

そ
れ

ぞ
れ

問
題

を
解

く
の

に
要

し
た

時
間

と
正

答
数

を
記

録
し

、
4

⼈
の

記
録

の
平

均
を

求
め

た
。

こ
の

実
験

を
す

る
に

あ
た

っ
て

条
件

を
3つ

設
け

た
。

１
つ

⽬
の

条
件

は
睡

眠
時

間
を

7時
間

は
必

ず
と

る
。

2つ
⽬

の
条

件
は

就
寝

時
間

と
起

床
時

間
を

そ
ろ

え
る

。
3

つ
⽬

の
条

件
は

起
床

30
分

後
に

朝
ご

は
ん

を
と

る
。こ

の
よ

う
に

し
て

私
た

ち
は

実
験

を
⾏

っ
た

。
1

⽇
⽬

は
野

菜
や

フ
ル

ー
ツ

な
ど

の
ビ

タ
ミ

ン
を

含
む

⾷
材

の
み

の
朝

ご
は

ん
を

と
っ

た
。

要
し

た
時

間
の

平
均

は
6

分
26

秒
、

正
答

数
の

平
均

は
10

点
満

点
中

9.1
3点

だ
っ

た
。

2
⽇

⽬
は

⽩
⽶

や
パ

ン
な

ど
の

炭
⽔

化
物

の
み

の
朝

ご
は

ん
を

と
っ

た
。

要
し

た
時

間
の

平
均

は
6分

31
秒

、
正

答
数

の
平

均
は

10
点

満
点

中
9点

だ
っ

た
。

3⽇
⽬

は
炭

⽔
化

物
と

ビ
タ

ミ
ン

を
含

む
⾷

材
の

み
の

朝
ご

は
ん

を
と

っ
た

。
要

し
た

時
間

の
平

均
は

7
分

10
秒

、
正

答
数

の
平

均
は

10
点

満
点

中
8.6

1点
だ

っ
た

。
4

⽇
⽬

は
炭

⽔
化

物
と

⾁
、

⿂
、

卵
な

ど
の

タ
ン

パ
ク

質
を

含
む

⾷
材

の
み

の
朝

ご
は

ん
を

と
っ

た
。要

し
た

時
間

の
平

均
は

6分
18

秒
、

正
答

数
の

平
均

は
10

点
満

点
中

9.2
5点

だ
っ

た
。

 

こ
の

結
果

か
ら

私
た

ち
は

以
下

の
こ

と
を

考
察

し
た

。
2

⽇
⽬

の
炭

⽔
化

物
の

み
の

朝
ご

は
ん

を
と

っ
た

と
き

は
要

し
た

時
間

も
正

答
数

も
あ

ま
り

伸
び

て
い

な
か

っ
た

。
４

⽇
⽬

の
炭

⽔
化

物
と

タ
ン

パ
ク

質
を

含
む

⾷
材

の
み

の
朝

ご
は

ん
を

と
っ

た
と

き
は

４
⽇

間
の

中
で

要
し

た
時

間
と

正
答

数
が

最
も

伸
び

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
炭

⽔
化

物
は

朝
ご

は
ん

の
⼤

切
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
な

る
が

、
炭

⽔
化

物
の

み
だ

け
で

な
く

タ
ン

パ
ク

質
を

取
る

と
よ

り
良

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
私

た
ち

が
考

え
る

悪
い

朝
ご

は
ん

は
そ

も
そ

も
朝

ご
は

ん
⾃

体
を

取
ら

な
い

こ
と

、
⽩

⽶
や

パ
ン

な
ど

の
炭

⽔
化

物
の

み
の

朝
ご

は
ん

、
タ

ン
パ

ク
質

や
ビ

タ
ミ

ン
な

ど
の

そ
の

他
の

栄
養

素
の

み
の

朝
ご

は
ん

で
あ

る
。

そ
れ

に
対

し
て

、
良

い
朝

ご
は

ん
は

炭
⽔

化
物

プ
ラ

ス
タ

ン
パ

ク
質

な
ど

の
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

朝
ご

は
ん

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
今

後
の

探
求

活
動

で
の

課
題

は
実

験
の

改
善

で
あ

る
。

具
体

的
に

改
善

点
を

挙
げ

る
と

、
⼆

つ
あ

る
。

⼀
つ

⽬
は

、
実

験
の

⽇
数

を
伸

ば
す

こ
と

で
あ

る
。

今
ま

で
の

実
験

の
⽇

数
だ

と
そ

の
⽇

の
体

調
な

ど
に

左
右

さ
れ

て
し

ま
い

、
実

験
の

信
憑

性
が

損
な

わ
れ

る
と

考
え

た
。

⼆
つ

⽬
は

、
実

験
の

項
⽬

の
変

更
で

あ
る

。
今

ま
で

の
項

⽬
は

、
ビ

タ
ミ

ン
の

み
、

炭
⽔

化
物

の
み

、
炭

⽔
化

物
と

ビ
タ

ミ
ン

、
炭

⽔
化

物
と

タ
ン

パ
ク

質
で

あ
っ

た
。

私
た

ち
は

こ
の

項
⽬

を
振

り
返

っ
て

み
て

、ビ
タ

ミ
ン

の
み

、炭
⽔

化
物

の
み

、
と

い
う

項
⽬

が
あ

る
の

に
対

し
て

、
タ

ン
パ

ク
質

の
み

と
い

う
項

⽬
が

な
い

と
い

う
こ

と
に

気
付

い
た

。
そ

こ
で

、
今

ま
で

の
項

⽬
に

「
タ

ン
パ

ク
質

の
み

」
と

い
う

項
⽬

を
加

え
よ

う
と

考
え

た
。

以
上

の
⼆

つ
を

改
善

す
る

こ
と

で
、

よ
り

⾝
の

詰
ま

っ
た

探
究

活
動

を
⽬

指
し

て
い

き
た

い
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

 ３
組

  
６

班
 

探
究

テ
ー

マ
：

⽔
の

⼤
切

さ
を

知
ろ

う
。

 
〜

⽔
へ

の
意

識
向

上
〜

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
⽔

 
節

⽔
 

排
⽔

削
減

 

 
最

近
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
の

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

で
⽔

問
題

に
つ

い
て

よ
く

報
じ

ら
れ

て
い

る
。⽔

資
源

に
は

限
り

が
あ

る
中

で
、こ

う
し

た
問

題
を

改
善

し
な

け
れ

ば
今

後
⽇

常
⽣

活
も

苦
し

く
な

る
た

め
、

早
急

に
こ

う
し

た
現

状
を

改
善

し
、未

来
を

守
る

こ
と

が
必

要
だ

と
考

え
た

。 
ま

ず
私

た
ち

は
節

⽔
、

排
⽔

へ
の

⼈
々

の
意

識
な

ど
の

精
神

的
な

事
に

つ
い

て
調

べ
た

。
ま

ず
⽇

本
の

現
状

の
⽔

問
題

に
つ

い
て

調
べ

た
。

す
る

と
、

⽔
の

使
⽤

量
が

19
65

年
〜

20
00

年
ま

で
の

間
で

約
３

倍
増

加
し

て
い

る
こ

と
や

、
⽣

活
排

⽔
に

よ
る

⽔
質

汚
染

が
全

国
各

地
で

発
⽣

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

こ
う

し
た

こ
と

を
通

し
て

、⽔
問

題
は

家
庭

な
ど

の
⾝

近
な

と
こ

ろ
か

ら
発

⽣
し

て
い

て
、私

達
の

⽇
々

の
意

識
に

よ
っ

て
改

善
で

き
る

と
考

え
た

。
 

 「
ど

う
し

た
ら

節
⽔・

汚
染

排
⽔

削
減

を
多

く
の

⼈
が

⼼
が

け
、そ

し
て

⾏
動

を
し

て
く

れ
る

の
か

」
を

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
に

設
定

し
た

。
そ

れ
に

対
し

て
家

庭
で

で
き

る
節

⽔
⽅

法
や

排
⽔

削
減

の
⽅

法
を

提
⽰

す
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

と
仮

説
を

⽴
て

た
。

 
 

ま
ず

各
家

庭
の

⽔
問

題
へ

の
意

識
の

現
状

を
調

べ
る

た
め

に
１

学
年

の
⽣

徒
を

対
象

に
節

⽔
排

⽔
に

つ
い

て
の

家
庭

で
実

践
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
問

う
11

項
⽬

を
設

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
っ

た
。そ

こ
か

ら
分

か
っ

た
こ

と
は

、
節

⽔
排

⽔
に

つ
い

て
実

践
し

て
い

る
も

の
が

少
な

い
と

い
う

こ
と

だ
。そ

こ
で

、私
た

ち
は

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

知
識

を
⾝

に
付

け
⾏

動
へ

つ
な

げ
て

も
ら

え
る

か
を

検
討

し
た

。
そ

し
て

、私
た

ち
は

正
し

い
節

⽔
⽅

法
、排

⽔
削

減
⽅

法
そ

れ
に

よ
る

効
果

を
提

⽰
し

、
正

し
い

知
識

や
⾏

動
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
効

果
が

期
待

で
き

る
と

考
え

た
。そ

こ
で

私
た

ち
は

、イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

本
を

⽤
い

て
節

⽔
や

排
⽔

に
対

す
る

様
々

な
情

報
を

調
べ

た
。

そ
れ

に
よ

り
得

た
知

識
を

レ
ポ

ー
ト

に
し

た
。そ

の
レ

ポ
ー

ト
に

は
、具

体
的

な
節

⽔
⽅

法
を

提
⽰

し
そ

の
⽅

法
に

よ
る

効
果

を
数

値
な

ど
を

⽤
い

て
詳

し
く

表
し

た
。

そ
れ

を
1

年
⽣

全
員

に
配

布
し

、
家

庭
内

で
共

有
し

、
⾏

動
に

移
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

呼
び

か
け

た
。

 
 

後
⽇

レ
ポ

ー
ト

配
布

に
よ

る
効

果
を

調
査

す
る

た
め

に
も

う
⼀

度
最

初
に

配
っ

た
ア

ン
ケ

ー
ト

項
⽬

と
節

⽔
・

排
⽔

に
対

し
て

の
意

識
を

問
う

項
⽬

を
設

け
、1

年
⽣

全
員

に
配

布
し

た
。そ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、1

回
⽬

の
ア

ン
ケ

ー
ト

と
同

じ
節

⽔
・

排
⽔

に
対

す
る

⾏
動

を
問

う
項

⽬
に

関
し

て
1回

⽬
と

2回
⽬

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
⽐

較
す

る
と

、1
回

⽬
よ

り
２

回
⽬

で
よ

り
多

く
の

項
⽬

を
実

践
す

る
よ

う
に

な
っ

た
⼈

が
か

な
り

増
加

し
た

。
そ

の
⼀

⽅
で

実
践

項
⽬

数
が

変
化

し
な

い
⼈

が
多

少
な

が
ら

存
在

し
た

。
関

⼼
度

に
対

す
る

調
査

項
⽬

で
は

、
節

⽔
・

排
⽔

に
対

し
て

共
に

約
8

割
の

⼈
が「

か
な

り
関

⼼
が

あ
る

」ま
た

は
、「

関
⼼

が
あ

る
」と

答
え

た
。

残
り

の
約

2割
の

⼈
は

「
ど

ち
ら

 
と

も
い

え
な

い
」と

答
え

た
。こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
、レ

ポ
ー

ト
配

布
に

よ
る

効
果

が
⽰

さ
れ

、
多

く
の

⼈
が

関
⼼

を
持

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
も

分
か

っ
た

。
 

 
こ

の
結

果
を

受
け

、
レ

ポ
ー

ト
配

布
に

よ
る

効
果

が
あ

る
程

度
期

待
出

来
る

事
が

分
か

っ
た

と
と

も
に

、
⼀

部
の

⼈
た

ち
に

は
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
が

分
か

っ
た

。
ど

う
し

て
⼀

部
の

⼈
に

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

か
を

検
討

し
た

。
そ

の
理

由
と

し
て

私
た

ち
が

考
え

た
事

は
２

つ
あ

る
。1

つ
⽬

は
レ

ポ
ー

ト
を

家
庭

内
で

共
有

し
な

か
っ

た
⼈

が
い

る
と

い
う

こ
と

だ
。

実
際

節
⽔

機
会

が
多

く
あ

る
の

は
、

家
事

な
ど

多
く

す
る

私
た

ち
の

親
や

祖
⽗

⺟
で

あ
り

そ
の

⼈
た

ち
に

正
し

い
知

識
を

つ
け

て
も

ら
わ

な
い

と
家

庭
と

し
て

の
⾏

動
ま

で
移

す
こ

と
が

難
し

い
か

ら
だ

。2
つ

⽬
は

私
た

ち
が

レ
ポ

ー
ト

を
配

布
し

て
か

ら
、

実
践

し
て

い
る

こ
と

を
問

う
ア

ン
ケ

ー
ト

ま
で

の
間

が
約

⼀
週

間
で

短
か

っ
た

と
い

う
こ

と
だ

。
私

た
ち

が
提

⽰
し

た
節

⽔
⽅

法
や

排
⽔

削
減

⽅
法

に
は

実
践

す
る

た
め

に
道

具
を

揃
え

た
り

、
準

備
な

ど
に

時
間

が
か

か
る

た
め

⼀
週

間
で

実
践

ま
で

た
ど

り
着

か
な

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
か

ら
だ

。
 

 
 

 
こ

の
調

査
を

通
し

て
の

今
後

の
課

題
は

2つ
あ

る
。1

つ
⽬

は
、特

に
は

私
た

ち
の

親
や

祖
⽗

⺟
世

代
の

多
く

の
⼈

に
正

し
い

知
識

を
つ

け
て

も
ら

う
事

だ
。

多
く

の
⼈

に
レ

ポ
ー

ト
を

配
る

の
は

不
可

能
で

あ
り

、現
実

的
で

は
な

い
。そ

の
た

め
、私

た
ち

は
対

象
と

な
る

世
代

が
集

う
ス

ー
パ

ー
や

図
書

館
な

ど
に

ポ
ス

タ
ー

を
提

⽰
す

る
こ

と
を

提
案

す
る

。2
つ

⽬
は

、正
し

い
知

識
を

⾝
に

付
け

て
い

る
⼈

が
少

な
い

と
い

う
こ

と
だ

。
そ

れ
に

対
し

て
私

た
ち

は
⼩

学
校

や
中

学
校

の
道

徳
や

総
合

な
ど

の
時

間
を

使
っ

て
、

⽔
問

題
の

授
業

を
し

⼩
さ

い
こ

ろ
か

ら
知

識
を

⾝
に

付
け

る
場

を
今

よ
り

多
く

作
る

事
を

提
案

す
る

。世
界

の
⽔

問
題

が
改

善
で

き
る

よ
う

に
ま

ず
は

私
達

か
ら

、実
践

や
発

信
を

し
て

い
く

。
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【

概
要

版
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1
年

  
３

組
  

５
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

発
展

途
上

国
の

就
学

率
を

あ
げ

る
た

め
に

は
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

寄
付

 
教

育
格

差
 

就
学

率
 

⼈
々

の
⼼

を
動

か
す

 

私
た

ち
の

探
求

テ
ー

マ
は

発
展

途
上

国
の

就
学

率
を

上
げ

る
こ

と
で

あ
る

。探
求

の
キ

ー
ワ

ー
ド

で
あ

る「
寄

付
」に

よ
っ

て
世

界
の

⼦
ど

も
た

ち
の

教
育

格
差

を
減

ら
し

た
い

と
い

う
理

由
か

ら
こ

の
探

求
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。こ

の
テ

ー
マ

設
定

の
背

景
と

し
て

世
界

に
は

5
⼈

に
１

⼈
の

⼦
供

が
学

校
に

通
え

な
い

と
い

う
現

状
を

知
り

、
私

た
ち

の
⼒

で
こ

の
現

状
を

改
善

で
き

な
い

か
と

考
え

た
。

 
こ

れ
ら

の
理

由
か

ら
私

た
ち

の
探

究
活

動
の

⽬
的

は
⽇

本
か

ら
の

寄
付

で
学

校
に

通
え

な
い

⼦
供

た
ち

の
数

を
少

し
で

も
減

ら
す

こ
と

で
あ

る
。そ

こ
で

私
た

ち
が

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は「

⽇
本

の
寄

付
へ

の
関

⼼
を

⾼
め

、寄
付

を
増

や
す

た
め

に
何

が
で

き
る

か
」と

設
定

し
た

。
 

私
た

ち
は

世
界

の
教

育
格

差
の

現
状

や
教

育
に

関
す

る
情

報
を

調
べ

た
。

結
果

と
し

て
発

展
途

上
国

と
先

進
国

の
教

育
格

差
は

改
善

さ
れ

つ
つ

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

特
に

ア
フ

リ
カ

の
貧

し
い

地
域

で
も

学
校

が
徐

々
に

作
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
中

で
私

た
ち

は
学

校
に

通
い

た
い

が
通

う
た

め
の

お
⾦

や
⽂

房
具

や
教

材
を

買
う

お
⾦

が
な

い
⼦

供
た

ち
が

ア
ジ

ア
や

ア
フ

リ
カ

諸
国

に
⼤

勢
い

る
と

い
う

問
題

を
知

っ
た

。そ
こ

で
私

た
ち

は「
⽂

房
具

」に
焦

点
を

当
て

、仮
説

を
達

成
し

よ
う

と
考

え
た

。
 

探
求

の
⽅

法
と

し
て

、
ま

ず
⽣

徒
に

複
数

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

っ
た

。⼀
つ

⽬
の「

寄
付

に
関

⼼
は

あ
る

か
」と

い
う

質
問

に
対

し
て

８
割

以
上

の
⼈

が「
あ

る
」と

回
答

し
た

。次
に「

家
に

使
っ

て
い

な
い

、
も

し
く

は
ま

だ
使

え
る

⽂
房

具
は

あ
る

か
」

と
い

う
質

問
に

対
し

て
「

あ
る

」と
回

答
し

た
⼈

が
９

割
以

上
だ

っ
た

。こ
の

こ
と

か
ら

⽂
房

具
の

寄
付

は
集

ま
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

実
際

に
⽂

房
具

を
含

む
⾝

近
な

物
や

⾐
服

、
ス

ポ
ー

ツ
⽤

品
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

サ
イ

ト
が

い
く

つ
か

あ
る

こ
と

も
分

か
っ

た
。(

例：
ユ

ニ
セ

フ
、

Ａ
Ａ

R 
 Ja

pa
n、

SB
 H

ea
t s

tat
ion

)し
か

し
こ

れ
ら

の
サ

イ
ト

か
ら

⽂
房

具
を

寄
付

で
き

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
⽣

徒
は

ほ
と

ん
ど

い
な

か
っ

た
。

⽂
房

具
を

集
め

る
た

め
に

は
ま

ず
多

く
の

⼈
に

⽂
房

具
の

寄
付

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
う

必
要

が
あ

る
。

 
 

⽂
房

具
の

寄
付

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
う

⽅
法

と
し

て
私

た
ち

が
ポ

ス
タ

ー
な

ど
を

使
っ

て
広

め
る

と
い

う
案

が
出

た
。し

か
し

、そ
れ

に
は

限
界

が
あ

り
あ

ま
り

効
果

的
で

な
い

と
考

え
、

代
わ

り
に

よ
り

多
く

の
⼈

に
⾒

て
も

ら
え

る
サ

イ
ト

を
作

成
す

れ
ば

よ
い

と
考

え
た

。
ど

の
よ

う
な

サ
イ

ト
を

作
成

す
れ

ば
多

く
の

⼈
に

関
⼼

を
持

っ
て

も
ら

え
る

か
知

る
た

め
に

3
つ

⽬
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

⾏
っ

た
。

結
果

と
し

て「
安

⼼
で

し
て

寄
付

が
⾏

え
る

サ
イ

ト
」が

全
体

の
２

７
％

と
最

も
多

く
回

答
が

あ
つ

ま
っ

た
。

こ
の

結
果

は
私

た
ち

が
予

想
し

て
い

た
通

り
だ

っ
た

が
驚

い
た

こ
と

に
「

現
地

の
⼦

ど
も

た
ち

の
動

画
が

載
っ

て
い

る
サ

イ
ト

」
,「

現
地

の
⼦

ど
も

た
ち

の
写

真
が

載
っ

て
い

る
サ

イ
ト

」
,「

現
地

の
⼦

ど
も

た
ち

の
寄

付
に

対
す

る
感

想
が

書
か

れ
て

い
る

サ
イ

ト
」な

ど
の

回
答

が
多

か
っ

た
。現

地
の

悲
惨

な
現

状
や

寄
付

を
⾏

っ
て

い
る

こ
と

が
実

感
で

き
る

サ
イ

ト
は

⼈
々

の
⼼

を
動

か
し

興
味

を
引

く
う

え
で

⼤
切

な
要

素
に

な
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。 

し
か

し
探

求
を

進
め

て
い

く
中

で
⼤

き
な

問
題

に
直

⾯
し

た
。

そ
れ

は
⾦

銭
⾯

で
の

問
題

で
あ

る
。

⽂
房

具
を

集
め

て
い

る
団

体
は

海
外

へ
送

る
た

め
の

⽂
房

具
を

全
国

か
ら

集
め

て
い

る
。

私
た

ち
が

寄
付

を
⾏

お
う

と
す

る
と

き
そ

の
団

体
へ

⽂
房

具
を

送
る

輸
送

費
は

寄
付

す
る

本
⼈

が
払

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
れ

は
寄

付
が

集
ま

ら
な

い
⼀

つ
の

要
因

だ
と

考
え

る
。

そ
の

た
め

私
た

ち
は

輸
送

費
も

寄
付

⾦
で

賄
う

、
つ

ま
り

寄
付

に
か

か
る

お
⾦

を
ゼ

ロ
に

す
れ

ば
よ

り
多

く
の

寄
付

が
集

ま
る

と
考

え
た

。
 

多
く

の
寄

付
⾦

を
集

め
る

た
め

に
私

た
ち

は
現

⾦
の

募
⾦

は
有

効
的

で
な

い
と

考
え

た
。

そ
れ

は
現

代
の

決
済

が
電

⼦
マ

ネ
ー

で
⾏

わ
れ

、現
⾦

を
持

た
な

い
⼈

が
増

え
て

い
る

か
ら

だ
。⽣

徒
に

も
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

っ
た

が
、「

最
近

現
⾦

で
募

⾦
を

し
た

」４
５

％
,「

最
近

募
⾦

を
し

て
い

な
い

」５
５

％
と

い
う

結
果

だ
っ

た
。結

果
の

よ
う

に
現

⾦
を

持
ち

歩
く

機
会

の
多

い
学

⽣
で

さ
え

も
最

近
現

⾦
で

募
⾦

を
し

た
⼈

は
半

数
以

下
で

あ
り

、
や

は
り

オ
ン

ラ
イ

ン
で

寄
付

⾦
を

集
め

た
⽅

が
よ

り
多

く
集

ま
る

と
考

え
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

寄
付

の
利

点
と

し
て

広
告

や
サ

イ
ト

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

簡
単

に
載

せ
ら

れ
る

こ
と

や
国

内
だ

け
で

な
く

世
界

中
か

ら
電

⼦
マ

ネ
ー

を
通

し
て

寄
付

⾦
が

集
ま

る
こ

と
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。し

か
し

、現
代

で
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
の

詐
欺

被
害

が
多

く
、

そ
れ

を
恐

れ
て

安
易

に
寄

付
を

で
き

な
い

⼈
も

少
な

か
ら

ず
い

る
と

考
え

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

も
世

界
中

の
誰

も
が

気
持

ち
よ

く
、

気
軽

に
寄

付
で

き
る

サ
イ

ト
を

作
る

た
め

に
も

安
⼼

安
全

な
サ

イ
ト

は
必

要
不

可
⽋

で
あ

る
。 

探
究

の
結

論
と

し
て

、
安

全
で

あ
り

⼈
々

の
⼼

を
動

か
す

(現
地

の
写

真
・

動
画

・
⼦

供
た

ち
の

感
想

を
載

せ
た

)サ
イ

ト
を

作
成

し
て

⽂
房

具
の

寄
付

へ
の

関
⼼

を
⾼

め
る

こ
と

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
寄

付
⾦

を
集

め
て

無
償

で
の

寄
付

を
実

現
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

私
た

ち
の

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

達
成

さ
れ

る
と

考
え

た
。

 
今

後
の

課
題

は
寄

付
で

き
る

も
の

を
増

や
す

た
め

に
企

業
と

の
連

携
を

す
る

⽅
法

を
探

究
す

る
こ

と
で

す
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
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告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
3
組

  
8
班

 

探
究
テ
ー
マ
：
プ
ラ
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
は

 
 キ
ー
ワ
ー
ド
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
プ
ラ
ゴ
ミ
、
海
洋
汚
染
、
代
替

品
 

近
年

ニ
ュ

ー
ス

な
ど

で
様

々
な

プ
ラ

ゴ
ミ

に
よ

る
問

題
が

多
く

な
っ

て
き

て
い

る
と

感
じ

る
。

そ
こ

で
私

た
ち

が
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

つ
い

て
正

し
い

知
識

を
持

ち
、

社
会

で
⾏

わ
れ

て
い

る
プ

ラ
ゴ

ミ
の

削
減

⽅
法

を
知

る
こ

と
に

よ
り

私
た

ち
⾃

⾝
で

プ
ラ

ゴ
ミ

を
減

ら
す

⽅
法

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

プ
ラ

ゴ
ミ

の
問

題
は

い
ろ

い
ろ

あ
る

が
、

私
た

ち
は

海
洋

汚
染

問
題

に
焦

点
を

当
て

て
探

究
を

⾏
っ

た
。探

究
活

動
の

⽬
的

は
、海

洋
汚

染
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

で
、豊

か
な

海
を

つ
く

り
、守

っ
て

い
く

こ
と

で
あ

る
。

 
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、

⾝
近

な
商

品
か

ら
プ

ラ
ゴ

ミ
を

減
ら

す
⽅

法
は

何
か

と
い

う
こ

と
だ

。
私

た
ち

の
⾝

近
に

あ
る

プ
ラ

ゴ
ミ

は
ビ

ニ
ー

ル
袋

な
ど

の
包

装
系

が
多

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
具

体
的

に
⾝

近
に

あ
る

も
の

か
ら

調
べ

る
こ

と
に

よ
っ

て
削

減
の

⽅
法

が
⾒

つ
か

り
や

す
い

と
考

え
た

。
 

そ
こ

で
⾝

近
な

商
品

か
ら

プ
ラ

ゴ
ミ

を
減

ら
す

⽅
法

に
お

い
て

６
つ

の
調

査
を

⾏
っ

た
。

 
⼀

つ
⽬

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

代
替

品
と

な
る

素
材

に
つ

い
て

で
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

寒
天

、
⻨

わ
ら

、
⽯

灰
⽯

、
紙

が
候

補
に

挙
が

っ
た

。
こ

の
な

か
で

も
⽯

灰
⽯

と
紙

は
す

で
に

開
発

が
進

ん
で

お
り

代
替

品
と

し
て

活
躍

し
て

い
る

が
、

製
作

コ
ス

ト
や

処
分

に
お

い
て

発
⽣

す
る

CO
2

問
題

が
あ

る
。

こ
れ

か
ら

は
、

代
替

品
と

し
て

の
性

能
、

知
名

度
を

よ
り

上
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

⼆
つ

⽬
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
利

便
性

に
つ

い
て

で
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

性
質

の
幅

の
広

さ
、

強
度

、
重

さ
、

錆
び

な
い

腐
ら

な
い

、
透

明
性

に
よ

る
着

⾊
の

容
易

さ
、

⽣
産

量
、

絶
縁

性
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

た
。

こ
の

利
便

性
ゆ

え
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
あ

る
必

要
が

あ
る

製
品

が
多

い
こ

と
が

分
か

る
。

こ
の

利
便

性
を

代
替

品
で

実
現

で
き

れ
ば

削
減

に
繋

が
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

三
つ

め
は

製
品

の
形

を
変

え
れ

る
か

に
つ

い
て

で
あ

る
。

結
果

と
し

て「
カ

ル
ビ

ー
」「

⻲
⽥

製
菓

」な
ど

が
⾏

っ
て

い
た

。実
際

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
使

⽤
量

を
従

来
の

約
30

％
減

ら
せ

て
い

る
と

結
果

が
出

て
お

り
、

輸
送

コ
ス

ト
削

減
に

も
繋

が
っ

て
い

る
。

 
ま

だ
ま

だ
⾏

っ
て

い
な

い
会

社
が

多
い

の
で

、
そ

の
会

社
に

呼
び

か
け

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

四
つ

⽬
は

プ
ラ

ゴ
ミ

を
増

加
さ

せ
て

し
ま

う
原

因
に

つ
い

て
で

あ
る

。
主

な
原

因
と

し
て

は
、

⼈
間

に
よ

る
、

投
棄

・
ポ

イ
捨

て
、

漏
え

い
、

漁
業

だ
。

投
棄

ポ
イ

捨
て

は
現

在
社

会
問

題
に

も
な

っ
て

い
る

こ
と

で
、社

会
や

家
庭

的
な

問
題

、産
業

構
造

な
ど

の
要

因
で

そ
う

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

な
っ

て
い

る
。漏

え
い

は
、ゴ

ミ
の

集
積

地
点

か
ら

の
流

出
や

経
年

劣
化

し
た

も
の

が
廃

棄
さ

れ
ず

、
海

に
流

出
し

て
い

る
現

状
が

あ
る

。漁
業

は
、漁

を
す

る
の

に
つ

か
わ

れ
る

網
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

。こ
れ

ら
か

ら
、⾃

⼰
的

な
問

題
の

ほ
か

社
会

的
な

問
題

も
多

く
あ

る
こ

と
が

分
か

る
。

 
五

つ
⽬

は
企

業
に

よ
る

対
策

に
つ

い
て

で
あ

る
。全

体
的

に
エ

コ
バ

ッ
ク

の
取

り
組

み
が

多
く

、
イ

オ
ン

株
式

会
社

で
は

レ
ジ

袋
辞

退
率

が
80

％
を

超
え

て
い

る
。

私
た

ち
消

費
者

が
企

業
の

取
り

組
み

に
参

加
す

る
積

極
性

が
⼤

事
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

六
つ

⽬
は

私
た

ち
に

可
能

な
削

減
⽅

法
に

つ
い

て
で

あ
る

。
結

果
と

し
て

⽇
常

⽣
活

で
削

減
で

き
る

部
分

が
多

く
あ

る
こ

と
が

分
か

る
。

外
出

先
や

キ
ッ

チ
ン

、掃
除

道
具

、パ
ー

ソ
ナ

ル
ケ

ア
⽤

品
な

ど
⾝

近
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

は
沢

⼭
あ

る
。こ

れ
ら

の
代

替
品

と
な

る
製

品
は

作
ら

れ
て

は
い

る
が

、
知

名
度

や
コ

ス
ト

の
問

題
も

あ
り

、
⽇

常
的

に
使

う
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
を

変
え

る
と

な
る

と
難

し
い

現
実

が
実

際
に

は
あ

る
。

 
以

上
の

こ
と

か
ら

、
現

時
点

で
は

ま
だ

ま
だ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
ほ

う
が

利
便

性
は

⾼
い

が
⼈

々
の

努
⼒

次
第

で
プ

ラ
ゴ

ミ
の

量
を

減
ら

す
こ

と
は

出
来

る
こ

と
が

分
か

る
。

今
の

⽣
活

に
お

い
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

は
様

々
な

場
⾯

で
扱

わ
れ

、
私

た
ち

の
⽣

活
に

は
必

須
と

⾔
え

る
ほ

ど
便

利
な

も
の

だ
。プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

超
え

る
、ま

た
は

代
替

品
と

な
る

も
の

が
私

た
ち

の
⽣

活
に

な
じ

む
ま

で
は

時
間

は
か

か
る

が
、

消
費

者
の

⼩
さ

な
努

⼒
を

積
み

重
ね

る
こ

と
で

減
ら

す
こ

と
は

可
能

と
⾔

え
る

。
 

こ
れ

か
ら

の
課

題
は

、
代

替
品

と
な

る
も

の
の

利
便

性
を

⾼
め

て
い

く
た

め
の

⽅
法

を
探

り
、

⼈
々

に
代

替
品

と
な

る
も

の
の

情
報

発
信

を
ど

の
よ

う
に

し
て

い
く

か
を

考
え

る
こ

と
だ

。
代

替
品

の
利

便
性

向
上

は
企

業
の

課
題

な
の

で
難

し
い

が
、

情
報

発
信

は
私

た
ち

消
費

者
に

も
出

来
る

こ
と

で
あ

る
。ど

う
伝

え
れ

ば
多

く
の

⼈
に

届
き

、
⾏

動
を

促
せ

る
か

を
考

え
て

い
き

た
い

と
思

う
。

 
 参

考
資

料
 

「
カ

ル
ビ

ー
公

式
」

 
「

イ
オ

ン
株

式
会

社
|み

ん
な

で
減

ら
そ

う
レ

ジ
袋

チ
ャ

レ
ン

ジ
」

 

グ
ロ
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カ
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探

究
活
動

報
告

2
0
2
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概
要

版
】

 

1
年

  
3

組
  

7
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

災
害

が
起

こ
っ

た
時

に
全

員
が

安
全

に
避

難
す

る
⽅

法
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

災
害

 
 

避
難

 
 

お
年

寄
り

の
⽅

 

探
究

テ
ー

マ
は

「
災

害
が

起
こ

っ
た

時
に

全
員

が
安

全
に

避
難

す
る

⽅
法

」だ
。⽇

本
で

は
、毎

年
様

々
な

災
害

が
発

⽣
し

て
い

て
、そ

の
危

険
性

を
ほ

と
ん

ど
の

⼈
が

理
解

し
て

い
る

。
そ

れ
に

も
か

か
わ

ら
ず

被
災

者
が

減
ら

な
い

原
因

は
、

お
年

寄
り

の
⽅

に
情

報
が

伝
わ

ら
な

い
こ

と
、

お
年

寄
り

の
⽅

が
現

状
を

伝
え

ら
れ

な
い

こ
と

だ
と

考
え

た
。ま

た
、⽇

中
に

災
害

が
発

⽣
し

た
と

き
、家

に
⼀

⼈
で

残
さ

れ
る

こ
と

の
多

い
お

年
寄

り
の

⽅
が

う
ま

く
避

難
で

き
ず

に
逃

げ
遅

れ
て

し
ま

っ
た

ケ
ー

ス
も

、
被

災
者

が
減

ら
な

い
理

由
の

ひ
と

つ
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。そ

の
た

め
、ど

う
す

れ
ば

地
域

に
い

る
⼈

全
員

が
素

早
く

安
全

に
避

難
で

き
る

の
か

考
え

た
い

と
思

い
、こ

の
探

究
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。探

究
の

キ
ー

ワ
ー

ド
は

、災
害

、
避

難
、

お
年

寄
り

の
⽅

、
地

域
の

結
び

つ
き

な
ど

で
あ

る
。

 
災

害
が

発
⽣

し
た

時
、⼀

緒
に

い
な

い
家

族
や

、親
戚

の
安

否
な

ど
の

情
報

が
な

い
と

、
家

に
い

る
家

族
は

無
事

だ
ろ

う
か

と
⼼

配
し

た
り

、
帰

っ
て

⼀
緒

に
避

難
し

た
⽅

が
い

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

と
思

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

だ
ろ

う
。家

に
残

さ
れ

て
い

る
家

族
、特

に
お

年
寄

り
の

⽅
が

気
に

な
り

、
⾃

分
の

避
難

に
集

中
で

き
な

い
と

い
う

状
態

に
な

る
こ

と
も

あ
り

得
る

。
災

害
時

に
情

報
が

⼗
分

に
伝

わ
ら

な
い

と
、⼀

緒
に

い
な

い
家

族
の

安
否

が
気

に
な

る
。そ

し
て

、
家

族
の

情
報

を
知

り
た

い
と

思
っ

た
り

、
⾃

分
の

安
否

を
伝

え
た

い
と

思
っ

た
り

す
る

。し
か

し
、情

報
を

受
け

取
っ

た
り

発
信

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、

結
果

的
に

⾃
分

の
避

難
が

お
ろ

そ
か

に
な

っ
て

し
ま

う
。こ

の
よ

う
に

、家
に

残
さ

れ
た

家
族

の
安

否
が

気
に

な
る

こ
と

で
、

⾃
分

⾃
⾝

が
安

全
に

避
難

で
き

な
く

な
る

可
能

性
は

⾼
く

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。そ
こ

で
、そ

の
地

域
の

住
⺠

全
員

が
安

全
に

避
難

す
る

た
め

に
、

災
害

時
に

家
族

の
⼼

配
を

し
な

く
て

も
よ

く
な

る
⽅

法
を

⾒
つ

け
る

こ
と

を
探

究
活

動
の

⽬
的

と
し

た
。

 
探

究
活

動
で

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、「
災

害
時

の
避

難
で

、
互

い
の

安
否

を
⼼

配
し

な
く

て
す

む
⽅

法
と

は
」だ

。前
述

し
た

よ
う

に
、

災
害

時
に

家
族

の
⼼

配
を

し
な

く
て

も
よ

く
な

れ
ば

、
⾃

分
の

避
難

に
集

中
で

き
、無

事
に

避
難

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

、こ
の

問
い

を
設

定
し

た
。

 
こ

の
問

い
に

対
し

て
、「

地
域

で
家

単
位

の
ペ

ア
を

つ
く

る
」

と
い

う
仮

説
を

⽴
て

た
。地

域
で

家
単

位
の

ペ
ア

を
つ

く
る

こ
と

で
、ペ

ア
に

な
っ

て
い

る
家

族
同

⼠
で

協
⼒

し
て

避
難

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
た

か
ら

だ
。ペ

ア
に

な
っ

た
⼆

つ
の

家
の

う
ち

、⽚
⽅

の
家

で
お

年
寄

り
の

⽅
が

⼀
⼈

に
な

っ
て

し
ま

う
時

間
帯

、
主

に
⽇

中
に

災
害

が
発

⽣
し

て
も

、
も

う
⽚

⽅
の

家
の

住
⺠

が
そ

の
お

年
寄

り
の

⽅
の

避
難

を
助

け
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

地
域

の
⼈

全
員

が
避

難
で

き
る

こ
と

に
つ

な
が

る
。

結
果

と
し

て
⼀

緒
に

い
な

い
家

族
の

こ
と

を
⼼

配
し

な
く

て
済

む
。

近
所

の
住

⺠
が

互
い

に
助

け
合

っ
て

避
難

で
き

る
⽅

法
が

あ
る

こ
と

で
、

災
害

時
に

安
⼼

で
き

る
要

素
が

増
え

る
こ

と
に

な
る

。ま
た

、家
単

位
の

ペ
ア

を
つ

く
る

こ
と

で
、地

域
の

結
び

つ
き

が
強

く
な

る
と

い
う

メ
リ

ッ
ト

も
挙

げ
ら

れ
る

。
 

私
達

は
問

い
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

に
、

ま
ず

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

て
調

べ
た

。イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

わ
か

っ
た

こ
と

は
、時

間
帯

に
よ

る
在

宅
す

る
⼈

の
変

化
だ

。
休

⽇
の

在
宅

時
間

は
全

世
代

に
お

い
て

⻑
か

っ
た

が
、平

⽇
に

お
い

て
は

主
婦

、無
職

、退
職

し
た

⼈（
定

年
退

職
な

ど
）の

在
宅

時
間

が
突

出
し

て
い

た
。こ

の
こ

と
か

ら
⽇

中
に

家
で

⼀
⼈

過
ご

す
⾼

齢
者

は
多

い
と

考
え

ら
れ

る
。実

際
、１

年
⽣

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

る
と

約
40

％
の

世
帯

が
⽇

中
家

に
⼀

⼈
で

残
さ

れ
る

⼈
が

い
る

と
答

え
た

。⽇
本

全
体

で
は

、2
01

5年
時

点
で

約
60

0
万

⼈
の

⾼
齢

者
が

⼀
⼈

暮
ら

し
を

し
て

い
る

。
こ

れ
に

加
え

て
⽇

中
に

⼀
⼈

に
な

る
⾼

齢
者

も
い

る
。

こ
の

よ
う

な
⼈

は
今

後
増

え
て

い
く

と
予

想
さ

れ
る

。早
急

な
対

策
が

必
要

だ
。ま

た
、災

害
を

経
験

し
た

こ
と

の
あ

る
地

域
と

、
し

た
こ

と
の

な
い

地
域

で
避

難
に

対
す

る
意

識
の

差
が

⾒
ら

れ
た

。災
害

を
経

験
し

た
こ

と
が

な
い

地
域

は
、し

た
こ

と
が

あ
る

地
域

に
⽐

べ
て

⾃
⼰

判
断

で
避

難
す

る
⼈

が
少

な
い

。
⾃

治
体

や
周

り
の

⼈
に

頼
っ

て
避

難
の

判
断

を
し

て
い

る
。

そ
の

よ
う

な
⼈

に
と

っ
て

、
複

数
⼈

で
避

難
す

る
こ

と
は

判
断

材
料

を
増

や
す

こ
と

に
な

る
。団

体
で

⾏
動

す
る

こ
と

は
安

⼼
感

に
つ

な
が

る
。裏

付
け

る
よ

う
に

、
⼀

年
⽣

を
対

象
に

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
97

%
も

の
⼈

が
複

数
⼈

で
避

難
す

る
⽅

が
安

⼼
す

る
と

回
答

し
た

。
 

様
々

な
⾓

度
か

ら
調

査
し

た
結

果
、私

た
ち

の
仮

説
で

あ
る「

地
域

で
家

単
位

の
ペ

ア
を

作
る

」は
、災

害
時

に
安

全
に

避
難

す
る

⽅
法

と
し

て
有

効
で

あ
る

と
い

え
る

。⾼
齢

化
が

進
む

⽇
本

に
と

っ
て「

⼀
⼈

暮
ら

し
」は

切
っ

て
も

切
り

離
す

こ
と

の
で

き
な

い
問

題
だ

。誰
も

取
り

残
さ

な
い

こ
と

は
重

要
で

あ
る

。
 

し
か

し
、

こ
の

⽅
法

は
前

提
と

し
て

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

な
い

と
う

ま
く

い
か

な
い

。
ど

の
世

代
の

⼈
も

⽇
ご

ろ
か

ら
地

域
の

活
動

を
⾏

い
、

互
い

を
信

頼
し

あ
え

る
関

係
性

を
た

く
さ

ん
の

⼈
と

つ
く

る
こ

と
が

⼤
切

と
な

る
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
3

組
  

10
 班

 

探
究

テ
ー

マ
：

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
の

知
名

度
を

あ
げ

る
た

め
に

は
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
 

絵
本

 
知

名
度

 

私
た

ち
は

、『
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

の
知

名
度

を
あ

げ
る

た
め

に
は

』
と

い
う

テ
ー

マ
で

探
求

し
た

。探
求

テ
ー

マ
の

設
定

の
理

由
は

、⼆
つ

あ
る

。1
つ

⽬
は

、⽇
本

で
の

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
の

知
名

度
が

他
の

先
進

国
と

⽐
べ

て
圧

倒
的

に
低

い
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
か

ら
だ

。
10

代
の

知
名

度
は

さ
ほ

ど
低

く
は

な
い

も
の

の
、

消
費

者
の

多
く

の
10

代
以

外
の

⼈
た

ち
の

知
名

度
が

低
い

と
い

う
現

状
が

分
か

っ
た

。
2つ

⽬
は

、フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
の

商
品

を
購

⼊
し

て
い

る
⼈

も
少

な
い

と
い

う
こ

と
だ

。
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

を
知

っ
て

い
る

⼈
で

も
買

っ
た

こ
と

や
、売

っ
て

い
る

と
こ

ろ
を

⾒
た

こ
と

が
な

い
⼈

が
多

く
い

た
。

探
究

活
動

の
⽬

的
と

し
て

は
、

現
在

発
展

途
上

国
で

は
労

働
者

に
⽀

払
わ

れ
る

賃
⾦

が
少

な
い

の
で

、
労

働
者

に
⽀

払
わ

れ
る

賃
⾦

を
公

正
に

す
る

と
い

う
こ

と
だ

。ま
た

、フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
の

商
品

は
厳

正
な

審
査

を
通

っ
て

い
る

と
い

う
観

点
か

ら
消

費
者

に
安

⼼
安

全
な

も
の

を
届

け
る

と
い

う
こ

と
も

⽬
的

の
ひ

と
つ

で
あ

る
。

 
そ

こ
で

、私
た

ち
は『

⼩
さ

い
⼦

に
絵

本
を

通
じ

て
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
』と

い
う

仮
説

を
⽴

て
た

。
そ

し
て

、そ
の

仮
説

を
⽴

証
す

る
た

め
に

以
下

の
こ

と
を

調
査

し
た

。
1

つ
⽬

は
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

の
知

名
度

が
⾼

い
国

は
ど

こ
か

と
い

う
こ

と
だ

。イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

て
み

る
と

、ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

は
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

の
知

名
度

が
⾼

い
と

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

詳
し

い
数

値
と

し
て

は
、

20
19

年
の

デ
ー

タ
で

は
⽇

本
の

知
名

度
が

32
.8%

の
と

こ
ろ

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

は
知

名
度

が
、

70
％

〜
80

％
と

い
う

⾼
い

数
値

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。ま

た
、こ

の
よ

う
な

デ
ー

タ
か

ら
次

に
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

は
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

し
て

い
る

か
、

と
い

う
こ

と
を

調
べ

て
み

た
。調

べ
て

み
た

と
こ

ろ
、こ

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。そ

れ
は

、⽇
本

で
い

う
と

⼩
学

校
低

学
年

く
ら

い
の

⼦
ど

も
に

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

つ
い

て
の

教
育

が
⾏

わ
れ

て
い

る
と

い
う

こ
と

だ
。そ

こ
で

、私
た

ち
も

何
か

こ
の

取
り

組
み

を
参

考
に

し
て

で
き

る
こ

と
は

な
い

か
と

考
え

た
時

に
、

読
み

聞
か

せ
を

す
る

こ
と

で
、

⼩
学

校
低

学
年

く
ら

い
の

⼦
ど

も
に

⽇
本

で
も

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

つ
い

て
の

教
育

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

、
結

論
に

⾄
っ

た
。

 
そ

し
て

、
読

み
聞

か
せ

を
す

る
に

は
読

み
聞

か
せ

を
⾏

っ
て

い
る

場
所

を
調

べ
る

必
要

が
あ

っ
た

の
で

、燕
市

や
、三

条
市

に
読

み
聞

か
せ

が
で

き
る

と
こ

ろ
が

あ
る

か
ど

う
か

を
調

べ
た

。そ
の

結
果

、図
書

館
で

は
読

み
聞

か
せ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

た
め

、読
み

聞
か

せ
を

す
る

こ
と

は
、可

能
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。ま
た

、読
み

聞
か

せ
が

で
き

る
図

書
館

に
は

、フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

に
つ

い
て

の
絵

本
が

あ
る

か
ど

う
か

と
い

う
こ

と
も

調
べ

て
み

た
。実

際
に

、読
み

聞
か

せ
が

で
き

る
い

く
つ

か
の

図
書

館
に

い
っ

て
み

た
と

こ
ろ

、絵
本

は
お

い
て

お
ら

ず
、フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

に
つ

い
て

の
本

で
す

ら
1,2

冊
程

度
し

か
な

い
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。次

に
、図

書
館

に
は

、置
い

て
い

な
か

っ
た

が
、ど

の
よ

う
な

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

つ
い

て
の

絵
本

が
う

っ
て

い
る

の
か

と
い

う
こ

と
を

調
べ

た
。

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

つ
い

て
の

絵
本

は
現

在
３

冊
⾒

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
。し

か
し

、1
冊

は
販

売
中

⽌
と

な
っ

て
お

り
、

⼊
⼿

で
き

る
の

は
２

冊
の

み
と

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

た
。

 
そ

こ
で

、フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

つ
い

て
探

究
し

た
私

た
ち

な
ら

、⼩
さ

い
⼦

供
に

と
っ

て
分

か
り

や
す

い
絵

本
が

つ
く

れ
る

と
思

い
、

既
存

の
絵

本
を

参
考

に
絵

本
の

ス
ト

ー
リ

ー
を

考
え

た
。

私
達

が
考

え
た

絵
本

は
、2

⼈
の

少
年

、少
⼥

が
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
を

買
う

と
き

に
劣

悪
な

労
働

環
境

で
作

ら
れ

た
け

ど
安

い
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
、

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

よ
っ

て
労

働
環

境
が

改
善

さ
れ

た
け

ど
少

し
⾼

い
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
ど

ち
ら

を
買

う
か

と
い

う
選

択
で

起
こ

る
⼆

つ
の

未
来

に
つ

い
て

⼦
供

た
ち

に
考

え
さ

せ
る

内
容

で
あ

る
。他

に
も

、読
み

聞
か

せ
の

効
果

に
つ

い
て

調
べ

て
み

た
と

こ
ろ

、読
み

聞
か

せ
は

、読
み

聞
か

せ
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

ま
だ

字
を

習
っ

た
ば

か
り

の
⼦

ど
も

は
、

⾃
分

で
読

む
よ

り
、聞

く
こ

と
に

集
中

す
る

こ
と

が
で

き
、よ

り
話

の
内

容
が

理
解

で
き

る
と

い
う

効
果

が
あ

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
 

 
 

␣
結

論
は

、「
⼩

さ
い

⼦
に

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
効

果
的

で
あ

る
」

ま
た

、「
⼩

さ
い

⼦
に

読
み

聞
か

せ
を

す
る

こ
と

も
効

果
的

で
あ

る
。」

と
い

う
結

論
に

い
た

っ
た

。
今

後
の

課
題

と
し

て
、「

図
書

館
に

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

つ
い

て
の

絵
本

を
置

い
て

も
ら

う
。」

と
い

う
こ

と
や

、「
⼩

学
校

や
図

書
館

な
ど

、読
み

聞
か

せ
の

場
を

も
っ

と
増

や
す

。」
な

ど
が

⾒
つ

か
っ

た
。

こ
れ

ら
を

解
決

す
る

た
め

に
、近

所
の

図
書

館
へ

の
呼

び
か

け
や

、私
た

ち
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
読

み
聞

か
せ

を
す

る
こ

と
を

積
極

的
に

⾏
っ

て
い

き
た

い
。

ま
た

、フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
に

つ
い

て
の

課
題

が
、今

回
の

探
究

で
ま

だ
ま

だ
た

く
さ

ん
あ

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
の

で
少

し
ず

つ
解

決
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

指
標

の
達

成
に

貢
献

し
た

い
。
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1
年

 ３
組

  
９

班
 

探
究

テ
ー

マ
：

す
べ

て
の

⼦
供

に
教

育
を

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
教

育
 

勉
強

・
学

習
 

格
差

 

私
た

ち
の

探
究

テ
ー

マ
は

す
べ

て
の

⼦
供

に
教

育
を

、
で

あ
る

。
 

探
究

テ
ー

マ
設

定
の

背
景

や
理

由
と

し
て

、
私

た
ち

は
当

初
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

⽇
本

国
内

の
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
現

状
に

つ
い

て
調

べ
て

い
た

。
１

⼈
親

家
庭

を
理

由
と

し
た

貧
困

や
そ

の
貧

困
か

ら
く

る
家

庭
に

よ
る

格
差

が
主

な
も

の
だ

っ
た

。
そ

の
中

で
私

た
ち

は
“⼗

分
な

教
育

を
受

け
ら

れ
な

い
⼦

供
“や

”学
習

⾯
で

多
く

の
悩

み
を

抱
え

て
い

る
⼦

ど
も

“が
⽇

本
に

も
多

く
存

在
す

る
と

い
う

こ
と

に
気

が
付

い
た

。
そ

ん
な

⼦
供

た
ち

を
私

達
⾃

⾝
で

⼀
⼈

で
も

多
く

減
ら

し
た

い
、

と
思

っ
た

の
が

私
た

ち
の

テ
ー

マ
設

定
の

理
由

だ
。

 
探

究
活

動
の

⽬
的

・
意

義
は

、
テ

ー
マ

設
定

の
理

由
で

も
述

べ
た

よ
う

に
私

た
ち

は
⽇

本
に

も
学

習
⾯

の
悩

み
を

持
っ

て
い

る
⼦

ど
も

た
ち

が
多

く
い

る
こ

と
を

知
り

、
そ

ん
な

⼦
供

た
ち

を
⼀

⼈
で

も
多

く
減

ら
す

た
め

に
探

究
活

動
を

進
め

て
い

る
。

 
「

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
」

の
内

容
と

し
て

、
私

た
ち

の
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、“

⼗
分

な
教

育
を

受
け

ら
れ

な
い

⼦
供

・
学

習
⾯

で
悩

み
を

抱
え

て
い

る
⼦

供
を

⼀
⼈

で
も

多
く

減
ら

す
⽅

法
“だ

。
 

探
究

の
⽅

法
、

結
果

、
考

察
は

、
私

た
ち

は
研

究
を

進
め

て
い

く
中

で
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

⽇
本

財
団

の
調

査
を

⾒
つ

け
た

。
そ

れ
は

、
⽇

本
の

18
歳

の
意

識
調

査
に

つ
い

て
で

あ
る

。
そ

の
研

究
結

果
に

よ
る

と
、

⽇
本

の
18

歳
で

教
育

格
差

を
感

じ
て

い
る

⼈
は

約
半

数
に

も
の

ぼ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

こ
れ

は
、

も
し

⾃
分

⾃
⾝

が
教

育
格

差
を

実
感

し
て

い
な

く
て

も
、

⾃
分

の
隣

に
座

っ
て

い
る

⼈
は

教
育

格
差

を
感

じ
て

い
る

可
能

性
が

⾼
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
ま

た
、

教
育

格
差

を
感

じ
て

い
る

⼈
も

感
じ

て
い

な
い

⼈
も

家
庭

の
経

済
⼒

が
原

因
と

考
え

て
い

る
⼈

が
圧

倒
的

に
多

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
そ

の
中

で
も

、
デ

ジ
タ

ル
の

格
差

を
感

じ
て

い
る

⼈
は

1割
に

も
満

た
し

て
い

な
か

っ
た

。
 

そ
こ

で
、

私
た

ち
は

“誰
で

も
使

え
る

無
料

の
コ

ン
テ

ン
ツ

が
あ

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
そ

こ
で

私
た

ち
は

、“
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

勉
強

の
悩

み
を

共
有

・
解

決
し

あ
う

こ
と

が
で

き
る

場
所

を
作

る
こ

と
で

、
⼦

供
た

ち
の

不
安

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
る

“と
い

う
仮

説
を

⽴
て

た
。

 
ま

た
、

私
た

ち
は

、
⾝

の
回

り
の

近
く

の
⼈

に
も

調
査

を
す

る
べ

く
、

三
条

⾼
校

の
１

年
⽣

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

と
っ

た
。

質
問

項
⽬

と
し

て
は

、
１

：
⼀

⼈
で

勉
強

を
す

る
こ

と
に

不
安

を
感

じ
る

か
、

２
：

勉
強

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
相

⼿
が

い
る

か
、

３
：

ネ
ッ

ト
上

に
勉

強
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
が

欲
し

い
と

感

じ
る

か
、

で
あ

る
。

そ
の

結
果

、
三

条
⾼

校
の

⽣
徒

は
勉

強
が

上
⼿

く
い

っ
て

い
る

と
い

う
回

答
が

多
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

質
問

３
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
勉

強
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
が

欲
し

い
と

感
じ

る
か

と
い

う
質

問
で

、“
は

い
”と

答
え

た
５

０
⼈

に
注

⽬
を

す
る

こ
と

に
し

た
。

そ
の

結
果

、
５

０
⼈

の
う

ち
の

⼤
半

が
質

問
１

で
“は

い
”と

答
え

て
い

た
。質

問
１

で
“は

い
”と

答
え

て
い

た
⼈

の
理

由
と

し
て

は
、

間
違

い
に

気
が

付
き

に
く

い
、

気
が

滅
⼊

る
、

解
答

解
説

を
⾒

て
も

理
解

で
き

な
い

な
ど

の
回

答
が

挙
げ

ら
れ

た
。

こ
こ

か
ら

、
⼀

⼈
で

勉
強

す
る

こ
と

に
不

安
感

を
も

っ
て

い
る

⼈
や

、⾃
⼰

解
決

が
で

き
な

い
と

感
じ

て
い

る
⼈

に
は

、勉
強

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

が
欲

し
い

と
感

じ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
の

で
あ

る
。

 
以

上
の

結
果

か
ら

、
私

た
ち

は
“勉

強
に

対
し

て
不

安
感

を
持

つ
⼈

の
ほ

と
ん

ど
が

勉
強

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

が
欲

し
い

と
感

じ
る

、
と

い
う

結
論

を
⽴

て
た

。
今

後
の

展
望

、
課

題
と

し
て

、
今

回
世

界
だ

け
で

な
く

、⾝
近

に
も

問
題

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
、ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

り
、問

題
に

つ
い

て
研

究
を

し
た

。し
か

し
、

今
、⽇

本
に

と
ど

ま
ら

ず
世

界
で

は
⽇

本
よ

り
も

劣
悪

な
教

育
問

題
が

多
く

、
浮

き
彫

り
と

な
っ

て
お

り
、

満
⾜

な
教

育
を

受
け

ら
れ

な
い

⼦
供

た
ち

が
た

く
さ

ん
存

在
し

て
い

る
と

い
う

問
題

は
ま

さ
に

現
実

と
し

て
起

こ
っ

て
い

る
の

だ
。世

界
中

の
⼈

々
が

こ
の

教
育

と
い

う
分

野
だ

け
で

な
く

、
SD

Gｓ
の

様
々

な
分

野
に

興
味

を
持

ち
、

世
界

で
⼀

丸
と

な
っ

て
、１

７
の

ゴ
ー

ル
を

少
し

ず
つ

実
現

で
き

た
ら

い
い

な
と

考
え

る
。

ま
た

こ
の

他
に

も
、

私
た

ち
は

今
回

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
対

象
を

三
条

⾼
校

の
1年

⽣
だ

け
と

し
た

。し
か

し
、こ

れ
か

ら
の

研
究

で
は

、
三

条
⾼

校
に

と
ど

ま
ら

ず
、

⼩
学

校
や

中
学

校
、

そ
の

他
に

も
⼦

ど
も

⾷
堂

に
訪

問
し

、
教

育
に

つ
い

て
調

査
を

し
、

理
解

を
深

め
、

少
し

で
も

格
差

を
な

く
し

て
い

け
た

ら
良

い
と

考
え

る
。
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1
年

 ３
組

  
12

班
 

探
究

テ
ー

マ
：

ど
の

⾵
⾞

の
種

類
の

⾵
⼒

発
電

が
新

潟
に

適
し

て
い

る
か

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

 
電

⼒
 

環
境

 

テ
ー

マ
設

定
の

理
由

は
、

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

発
電

が
進

め
ら

れ
て

い
る

が
、

⽇
本

は
欧

⽶
と

⽐
べ

て
地

理
的

な
理

由
に

よ
り

そ
れ

が
あ

ま
り

進
ん

で
い

な
い

。そ
の

た
め

、⾼
効

率
な

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

発
電

が
あ

れ
ば

⽇
本

で
も

そ
れ

が
広

が
る

と
思

っ
た

た
め

で
あ

る
。

 
前

提
と

し
て

、
⽇

本
は

そ
も

そ
も

発
電

機
の

設
置

に
必

要
な

⼟
地

が
少

な
く

、⾵
⼒

発
電

に
関

し
て

、平
均

⾵
速

が
低

く
⾵

向
き

が
⼀

定
で

は
な

い
た

め
、

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

発
電

が
向

い
て

い
な

い
。ま

た
、先

進
国

の
よ

う
な

国
は

実
質

、⽕
⼒

か
原

⼦
⼒

発
電

の
2択

に
な

る
。

そ
の

た
め

リ
ス

ク
分

散
の

考
え

で
進

め
た

。（
⾵

⼒
発

電
機

は
5

㎞
離

れ
て

も
⼤

き
く

て
⽬

⽴
つ

、
い

つ
で

も
発

電
を

し
て

い
る

と
は

限
ら

な
い

）
 

探
究

で
プ

ロ
ペ

ラ
式

⾵
⾞

、ダ
リ

ウ
ス

式
⾵

⾞
、サ

ボ
ニ

ウ
ス

式
⾵

⾞
の

3
つ

の
⾵

⾞
に

つ
い

て
調

べ
た

。
プ

ロ
ペ

ラ
式

⾵
⾞

は
⽔

平
軸

⾵
⾞

で
最

も
3

枚
⽻

が
最

も
⼀

般
的

。
⼩

さ
い

も
の

か
ら

⼤
き

い
も

が
あ

る
が

低
周

波
の

騒
⾳

が
⼤

き
く

、
発

電
を

開
始

す
る

⾵
速

が
⼩

さ
い

。サ
ボ

ニ
ウ

ス
式

⾵
⾞

は
垂

直
軸

型
の

⾵
⾞

。建
設

コ
ス

ト
が

低
く

、⾵
向

き
を

選
ば

ず
静

か
だ

が
、発

電
効

率
は

、プ
ロ

ペ
ラ

式
⾵

⾞
よ

り
劣

る
。ダ

リ
ウ

ス
式

⾵
⾞

は
、垂

直
軸

型
の

⾵
⾞

。建
設

コ
ス

ト
が

低
く

、⾵
向

き
を

選
ば

ず
静

か
で

、弱
い

⾵
で

も
発

電
は

可
能

だ
が

、
発

電
効

率
は

プ
ロ

ペ
ラ

式
⾵

⾞
よ

り
劣

る
。

そ
こ

で
ダ

リ
ウ

ス
式

⾵
⾞

が
新

潟
に

最
も

適
し

て
い

る
と

考
え

た
。

 
 

探
究

の
⽅

法
は

潟
の

気
候

を
調

べ
、

実
際

の
運

⽤
⾯

の
こ

と
を

考
え

る
。

調
べ

た
結

果
、

夏
と

冬
の

直
近

3
年

間
の

平
均

気
温

の
寒

暖
差

は
30

℃
、

湿
度

は
平

均
で

75
％

、
⾵

速
は

2m
/s~

4m
/s

で
あ

っ
た

。
 

厚
紙

、パ
ッ

ト
ボ

ト
ル

で
作

っ
た

⾵
⾞

の
模

型（
プ

ロ
ペ

ラ
型

、ダ
リ

ウ
ス

型
、サ

ボ
ニ

ウ
ス

型
）に

⾵
を

当
て

て
⾵

⾞
の

形
に

注
⽬

し
て

⾵
速

ご
と

の
回

転
数

(rp
m)

を
調

べ
る

実
験

を
⾏

っ
た

。
⾵

速
は

、
1m

/s、
2m

/s、
3m

/s、
4m

/s
で

⾏
っ

た
。結

果
は

、1
m/

sの
と

き
、

プ
ロ

ペ
ラ

式
⾵

⾞
は

55
8回

、
サ

ボ
ニ

ウ
ス

式
⾵

⾞
は

24
0回

、
ダ

リ
ウ

ス
式

⾵
⾞

が
48

回
で

あ
っ

た
。

⾵
速

2m
/s

の
と

き
は

、
プ

ロ
ペ

ラ
式

⾵
⾞

は
51

6回
、

サ
ボ

ニ
ウ

ス
式

⾵
⾞

は
41

4回
、

ダ
リ

ウ
ス

式
⾵

⾞
11

4回
、

⾵
速

3m
/s

の
と

き
は

、
プ

ロ
ペ

ラ
式

⾵
⾞

は
88

8回
、サ

ボ
ニ

ウ
ス

式
⾵

⾞
は

64
8回

、リ
ウ

ス
式

⾵
⾞

は
、1

50
回

、
⾵

速
4m

/s
の

と
き

は
、

プ
ロ

ペ
ラ

式
⾵

⾞
は

21
12

回
、

サ
ボ

ニ
ウ

ス
式

⾵
⾞

は
72

6回
ダ

リ
ウ

ス
式

⾵
⾞

は
16

8回
で

あ
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
結

果
か

ら
、

新
潟

に
は

⾵
向

き
を

選
ば

ず
静

か
な

サ
ボ

ニ
ウ

ス
薄

式
⾵

⾞
が

新
潟

に
適

し
て

い
る

と
考

え
た

。ま
た

、重
さ

な
ど

の
条

件
も

加
わ

れ
ば

よ
り

実
際

の
運

⽤
に

近
い

状
況

の
結

果
も

得
ら

れ
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
し

か
し

、
⾵

⼒
発

電
含

む
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

発
電

に
も

難
点

が
あ

る
の

も
事

実
で

あ
る

。発
電

所
を

設
置

す
る

際
に

、森
林

が
伐

採
さ

れ
て

環
境

破
壊

に
つ

な
が

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。
ま

た
⽇

本
は

平
地

が
少

な
い

た
め

⼭
間

部
に

建
設

す
る

際
も

、
⼟

砂
災

害
の

危
険

性
が

⾼
い

場
所

に
挟

ま
れ

た
場

所
に

発
電

施
設

を
建

設
す

る
た

め
に

森
林

を
伐

採
し

よ
う

と
し

、
⼟

砂
災

害
の

危
険

性
が

⾼
ま

る
例

も
あ

る
よ

う
に

、
場

合
に

よ
っ

て
は

地
域

の
住

⺠
の

⽣
活

が
脅

か
さ

れ
た

り
、⼤

規
模

な
環

境
破

壊
が

⾏
わ

れ
る

可
能

性
も

⼤
き

い
。ま

た
⾵

⼒
発

電
機

の
⽻

の
よ

う
な

発
電

設
備

の
廃

棄
物

が
⼤

量
に

発
⽣

し
て

お
り

、ま
た

こ
れ

か
ら

も
多

く
出

続
け

る
と

思
わ

れ
る

た
め

、発
電

の
⽅

法
だ

け
で

は
な

く
、建

設
、メ

ン
テ

ナ
ン

ス
、運

⽤
中

の
周

囲
の

環
境

へ
の

影
響

、
廃

棄
ま

で
の

流
れ

を
考

え
た

運
⽤

が
必

要
だ

と
思

わ
れ

る
（

実
際

に
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

⼤
量

廃
棄

が
予

想
さ

れ
て

い
る

）。
 

 
 

 
 

 
ま

た
、

⾵
⼒

発
電

を
含

む
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
発

電
は

は
ど

の
よ

う
な

種
類

の
も

の
で

も
発

電
機

の
設

置
コ

ス
ト

が
⾼

く
、

発
電

規
模

が
⽕

⼒
や

原
⼦

⼒
と

⽐
べ

て
⼩

さ
く

、
地

理
的

な
条

件
で

不
利

な
場

所
が

あ
っ

た
り

す
る

の
で

、
実

際
は

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
だ

け
で

先
進

国
や

新
興

国
の

電
⼒

を
ま

か
な

う
の

は
か

な
り

難
し

い
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
こ

で
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
含

ん
だ

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

の
よ

う
な

運
⽤

が
こ

れ
か

ら
必

要
に

な
っ

て
い

く
と

思
わ

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

を
踏

ま
え

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
多

く
の

⼈
に

届
く

よ
う

に
し

、そ
し

て
環

境
の

こ
と

も
⼤

事
に

し
な

が
ら

、⾵
⼒

発
電

な
ど

の
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
あ

る
程

度
ま

で
今

よ
り

は
普

及
し

て
い

く
と

い
い

と
思

わ
れ

る
。
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気
象

デ
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地
⽅
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go

.jp
/n

iig
ata

/ 
「

⾃
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。
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グ
ロ
ー
カ

ル
探

究
活
動

報
告

2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
３

組
  

11
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⾼
齢

者
の

安
全

を
守

れ
る

街
へ

 
〜

ひ
と

り
歩

き
を

す
る

⾼
齢

者
〜

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
ひ

と
り

歩
き

 
⼣

暮
れ

症
候

群
 

 
⾼

齢
者

⾒
守

り
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
 

私
た

ち
の

探
究

テ
ー

マ
は

「
⾼

齢
者

の
安

全
を

守
れ

る
街

へ
 

〜
ひ

と
り

歩
き

を
す

る
⾼

齢
者

〜
」だ

。Ｇ
１

１
の

⽬
標

を
達

成
す

る
た

め
に

、ま
ず

は
⾼

齢
者

の
安

全
を

守
る

こ
と

を
考

え
た

。ま
ず

、私
た

ち
が

こ
の

探
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、

⽇
本

国
内

で
⾼

齢
者

の
ひ

と
り

歩
き

で
の

事
故

、⾏
⽅

不
明

が
増

え
て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

ひ
と

り
歩

き
と

は
、

当
て

も
な

く
う

ろ
う

ろ
と

歩
き

回
る

こ
と

を
⾔

い
、徘

徊
と

も
呼

ば
れ

る
。ひ

と
り

歩
き

を
す

る
⾼

齢
者

は
多

く
が

認
知

症
の

⼈
で

あ
る

。警
察

庁
は

20
12

年
か

ら
ひ

と
り

歩
き

に
よ

る
⾏

⽅
不

明
者

数
を

調
査

し
て

お
り

、2
01

9年
に

は
20

12
年

の
約

1.8
倍

の
1万

74
79

名
も

の
⽅

々
が

⾏
⽅

不
明

と
な

っ
て

い
る

。ま
た

、⾏
⽅

不
明

に
な

っ
た

後
、溺

死
や

⽔
死

、事
故

に
よ

っ
て

な
く

な
っ

て
し

ま
う

⼈
も

い
る

。こ
れ

ら
を

踏
ま

え
て

、学
⽣

が
こ

の
よ

う
な

⾼
齢

者
に

対
し

て
何

か
で

き
る

こ
と

は
な

い
か

と
考

え
、

こ
の

探
究

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

。こ
の

探
究

活
動

は
、超

⾼
齢

社
会

に
な

っ
て

い
る

⽇
本

だ
か

ら
こ

そ
、

⾼
齢

者
や

そ
の

家
族

が
安

⼼
安

全
に

暮
ら

せ
る

よ
う

に
な

る
地

域
社

会
の

実
現

を
⽬

的
と

し
て

い
る

。
 

私
た

ち
が

こ
の

探
究

活
動

で
明

ら
か

に
し

た
い

の
は

、「
⾼

齢
者

の
ひ

と
り

歩
き

に
よ

る
事

故
を

防
ぐ

た
め

に
、

学
⽣

に
何

が
出

来
る

か
？

」
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

 
ま

ず
学

⽣
が

⾼
齢

者
の

事
故

防
⽌

の
協

⼒
を

す
る

こ
と

の
利

点
を

考
え

た
。

現
代

の
学

⽣
は

お
よ

そ
16

時
か

ら
20

時
に

下
校

す
る

⽣
徒

が
多

い
。

そ
し

て
、

⾼
齢

者
の

ひ
と

り
歩

き
は

12
時

か
ら

20
時

に
集

中
し

て
い

る
と

い
う

調
査

結
果

が
あ

る
。

⾼
齢

者
の

ひ
と

り
歩

き
が

こ
の

時
間

帯
に

集
中

す
る

の
は

、
⼣

暮
れ

症
候

群
と

い
わ

れ
る

も
の

が
影

響
し

て
い

る
。こ

れ
は

、認
知

症
⾼

齢
者

に
⾒

ら
れ

る
症

状
で

午
後

か
ら

⽇
没

頃
に

な
る

と
ひ

と
り

歩
き

な
ど

の
不

穏
な

⾏
動

や
、奇

妙
な

⾏
動

が
⾒

ら
れ

る
状

態
で

あ
り

、落
ち

着
き

が
な

く
な

る
と

考
え

ら
れ

て
い

て
、

そ
の

⼼
理

が
徘

徊
の

原
因

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
あ

る
。ま

た
、過

去
に

あ
る

男
⼦

⽣
徒

3⼈
が

下
校

中
に

、下
⽔

道
に

は
ま

っ
た

⾼
齢

者
を

偶
然

⾒
つ

け
、助

け
た

事
例

が
あ

る
。こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

下
校

時
間

と
ひ

と
り

歩
き

を
す

る
時

間
が

重
な

る
の

は
、協

⼒
す

る
う

え
で

重
要

な
利

点
で

あ
る

。ま
た

、携
帯

を
利

⽤
し

て
情

報
を

素
早

く
収

集
、発

信
で

き
る

と
こ

ろ
も

利
点

と
い

え
る

。 
利

点
と

は
反

対
に

課
題

を
考

え
た

。
そ

れ
は

学
⽣

の
助

け
よ

う
と

い
う

意
思

が
⾜

り
な

い
こ

と
で

あ
る

。
私

た
ち

は
⼀

学
年

を
対

象
に「

⾼
齢

者
が

困
っ

て
い

た
ら

助
け

る
か

？
」と

い
う

質
問

を
⾏

い
、

選
択

肢
を

①
助

け
よ

う
と

思
っ

て
⾏

動
で

き
る

。
②

助
け

よ
う

と
思

う
が

⾏
動

で
き

な
い

。③
助

け
よ

う
と

思
わ

な
い

。と
い

う
こ

の
三

つ

の
選

択
肢

を
選

ん
で

も
ら

っ
た

。
結

果
、

①
が

50
％

、
②

が
48

％
、

③
が

2％
だ

っ
た

。⼀
⾒

す
る

と
、⾏

動
で

き
る

⼈
が

多
い

と
⾒

え
る

が
、裏

を
返

せ
ば

、半
数

が
困

っ
て

い
る

⾼
齢

者
を

⾒
過

ご
し

て
し

ま
う

と
い

う
こ

と
に

な
る

。こ
の

こ
と

か
ら

、助
け

よ
う

と
い

う
意

思
を

持
つ

学
⽣

を
多

く
す

る
こ

と
が

課
題

と
な

る
。

 
次

に
、こ

の
課

題
で

あ
る「

助
け

よ
う

と
す

る
意

志
を

持
つ

学
⽣

を
多

く
す

る
」を

解
決

す
る

に
は

ど
う

し
た

ら
い

い
か

考
え

、協
⼒

し
や

す
い

環
境

を
作

る
こ

と
が

い
い

と
考

え
た

。⽅
法

は
⼆

つ
だ

。⼀
つ

は
⾃

治
体

な
ど

が
配

布
し

て
い

る
⾼

齢
者

⾒
守

り
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
を

広
め

る
こ

と
だ

。
こ

れ
は

認
知

症
⾼

齢
者

の
家

族
が

申
請

す
れ

ば
も

ら
え

る
も

の
で

あ
り

、各
⾃

治
体

に
よ

っ
て

そ
の

形
態

は
異

な
る

。こ
の

キ
ー

ホ
ル

ダ
ー

を
⾒

た
こ

と
、

そ
し

て
意

味
を

知
っ

て
い

る
か

と
聞

い
た

と
こ

ろ
、9

0％
の

⼈
が

⾒
た

こ
と

も
な

く
、知

っ
て

も
い

な
い

と
い

う
結

果
が

出
た

。こ
の

こ
と

か
ら

、ま
ず

は
若

者
に

⾼
齢

者
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
の

存
在

を
知

っ
て

も
ら

い
、

⽇
々

の
⾏

動
の

中
で

気
に

か
け

て
も

ら
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

も
う

⼀
つ

は
⾼

齢
者

徘
徊

の
実

態
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
あ

る
。序

⽂
で

説
明

し
た

と
お

り
、⾏

⽅
不

明
者

は
増

え
続

け
て

い
る

。
ま

た
、

⾏
⽅

不
明

者
を

発
⾒

す
る

の
は

家
族

や
捜

査
関

係
者

以
外

が
多

い
。

こ
れ

ら
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
⾼

齢
者

徘
徊

に
関

⼼
を

持
っ

て
も

ら
え

る
と

考
え

た
。

 
最

後
に

ひ
と

り
歩

き
を

し
て

い
る

⾼
齢

者
に

出
会

っ
た

ら
ど

の
よ

う
な

⾏
動

を
と

れ
ば

い
い

の
か

。第
⼀

と
し

て
、優

し
く

声
を

か
け

て
あ

げ
る

こ
と

、そ
の

後
に

⾃
然

な
流

れ
で

名
前

や
年

齢
を

聞
い

て
、

警
察

か
市

役
所

に
連

絡
を

す
る

と
、

職
員

の
⽅

が
動

い
て

⾼
齢

者
を

助
け

る
こ

と
が

出
来

る
。も

し
連

絡
す

る
⼿

段
が

な
い

時
は

、周
辺

の
⼈

と
協

⼒
す

る
と

い
い

だ
ろ

う
。以

上
の

こ
と

か
ら

、学
⽣

が
⾏

⽅
不

明
の

⾼
齢

者
の

発
⾒

に
協

⼒
す

る
こ

と
が

必
要

だ
と

⾔
え

る
。

 
今

後
の

課
題

と
し

て
、

ど
の

よ
う

に
⾼

齢
者

⾒
守

り
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
を

広
め

る
か

、
協

⼒
し

や
す

い
環

境
に

す
る

に
は

ほ
か

に
ど

の
よ

う
な

⼿
段

が
あ

る
の

か
、

ど
ん

な
協

⼒
が

出
来

る
の

か
と

い
う

こ
と

を
調

べ
て

い
き

た
い

。
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告
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0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
組

  
4

組
 

２
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⾷
品

格
差

を
な

く
す

た
め

に
は

 

キ
ー

ワ
ー

ド：
捨

て
ら

れ
る

⾷
糧

を
減

ら
す

こ
と

、地
産

地
消

に
取

り
組

む
こ

と
、

予
約

制
を

増
や

す
こ

と
 

 
私

た
ち

の
班

の
探

求
テ

ー
マ

と
⽬

的
は

、
⾷

品
格

差
を

な
く

す
こ

と
だ

。
 

 
テ

ー
マ

設
定

の
理

由
と

し
て

は
、

様
々

な
⾷

糧
を

外
国

か
ら

⽇
本

へ
の

輸
⼊

に
頼

る
現

状
や

、世
界

の
⾷

品
格

差
に

つ
い

て
知

り
、⽇

本
の

輸
⼊

を
減

ら
せ

ば
、世

界
の

⾷
糧

⽣
産

を
守

れ
て

、飢
餓

に
苦

し
む

国
に

も
⾷

糧
が

い
き

わ
た

る
と

思
っ

た
か

ら
だ

。
 

 
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、「

三
条

か
ら

私
た

ち
が

出
来

る
取

り
組

み
は

何
だ

ろ
う

か
。」

だ
。

 
 

ま
ず

１
つ

⽬
の

、捨
て

ら
れ

る
⾷

糧
を

減
ら

す
こ

と
に

つ
い

て
だ

。 
 

現
在

捨
て

ら
れ

て
い

る
⾷

糧
は

、世
界

で
は

約
13

億
ト

ン
、⽇

本
で

は
６

１
２

ト
ン

に
も

及
ぶ

。
こ

の
⽇

本
の

捨
て

ら
れ

る
⾷

料
の

内
訳

と
し

て
、４

６
%

が
家

庭
系

⾷
品

ロ
ス

、５
４

%
が

事
業

系
⾷

品
ロ

ス
と

な
っ

て
い

る
。そ

こ
で

私
た

ち
は

、⾝
近

で
取

り
組

み
や

す
い

家
庭

系
⾷

品
ロ

ス
に

⽬
を

向
け

、こ
れ

ら
を

削
減

す
る

事
で

、捨
て

ら
れ

る
⾷

料
を

減
ら

そ
う

と
考

え
た

。
 

 
具

体
的

な
⽅

法
と

し
て

、
必

要
な

も
の

だ
け

を
購

⼊
し

出
来

る
だ

け
使

い
切

る
こ

と
。

使
い

切
れ

な
か

っ
た

⾷
材

を
適

切
に

保
存

す
る

こ
と

。ま
た

、⾷
材

を
購

⼊
す

る
時

に
は

、訳
あ

り
商

品
や

、前
に

並
ん

で
い

る
商

品
を

選
ぶ

こ
と

が
良

い
と

考
え

る
。

 
 

次
に

２
つ

⽬
の

地
産

地
消

に
取

り
組

む
こ

と
に

つ
い

て
だ

。
⽇

本
は

先
進

国
の

な
か

で
⾷

料
⾃

給
率

が
１

番
低

い
こ

と
か

ら
、

⽇
本

の
⾷

料
⾃

給
率

を
あ

げ
れ

ば
、輸

⼊
を

減
ら

せ
る

と
考

え
た

。そ
こ

で
私

た
ち

は
、

直
売

所
の

設
置

を
す

る
こ

と
が

そ
れ

ら
を

達
成

す
る

た
め

の
近

道
だ

と
考

え
た

。
 

直
売

所
に

は
３

つ
の

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

 
１

つ
⽬

は
、安

い
野

菜
を

購
⼊

出
来

る
こ

と
だ

。直
売

所
は

中
間

卸
売

業
者

を
介

さ
な

い
た

め
、

安
く

農
産

物
を

購
⼊

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
２

つ
⽬

は
、安

全
に

⾷
料

を
購

⼊
出

来
る

と
い

う
こ

と
だ

。⽣
産

者
の

顔
が

⾒
え

、話
を

す
る

こ
と

が
出

来
る

の
は

、輸
⼊

に
は

で
き

な
い

直
売

所
の

良
さ

の
１

つ
だ

。
 

 
３

つ
⽬

は
、環

境
に

優
し

い
と

い
う

こ
と

だ
。⽣

産
地

と
消

費
地

が
近

い
た

め
、

鮮
度

を
保

つ
た

め
の

燃
料

消
費

量
の

削
減

が
出

来
る

。
 

 
ま

た
、⼀

般
的

な
直

売
所

は
、保

健
所

に
事

前
相

談
、申

請
書

の
提

 
出

を
し

た
後

、施
設

の
設

備
の

確
認

点
検

を
し

、許
可

証
を

交
付

さ
れ

な
い

と
営

業
を

開
始

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
の

だ
。

 
 

そ
こ

で
、コ

イ
ン

ロ
ッ

カ
ー

型
直

売
所

、無
⼈

販
売

所
な

ら
、許

可
、

届
け

出
な

し
で

始
め

ら
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
⼿

間
の

か
か

ら
な

い
こ

と
か

ら
始

め
て

い
く

の
が

い
い

と
考

え
る

。
 

 
最

後
に

３
つ

⽬
の

、予
約

制
を

増
や

す
こ

と
に

つ
い

て
だ

。現
在

の
⽇

本
の

状
況

は
、

１
⽇

に
１

⼈
当

た
り

茶
碗

１
杯

分
の

ご
飯

が
捨

て
ら

れ
て

い
て

、直
売

所
が

少
な

い
状

態
に

あ
る

の
だ

。⾷
品

ロ
ス

は
私

た
ち

が
、

⾷
べ

き
れ

る
量

の
⾷

材
を

買
っ

て
い

な
い

か
ら

だ
と

考
え

る
た

め
、確

実
に

⾷
べ

き
れ

る
量

を
買

う
予

約
制

が
い

い
と

考
え

る
。

予
約

制
の

例
と

し
て

、
⼤

⼿
コ

ン
ビ

ニ
チ

ェ
ー

ン
の

フ
ァ

ミ
リ

ー
マ

ー
ト

で
の

取
り

組
み

を
紹

介
す

る
。フ

ァ
ミ

リ
ー

マ
ー

ト
で

は
、ス

マ
ホ

ア
プ

リ「
フ

ァ
ミ

ペ
イ

」を
活

⽤
し

季
節

限
定

商
品

の
、完

全
ウ

ェ
ブ

予
約

制
を

開
始

し
た

。そ
の

結
果

、ウ
ェ

ブ
予

約
制

実
施

前
と

⽐
べ

、
廃

棄
⾦

額
が

約
８

０
％

減
少

し
た

こ
と

に
加

え
、

廃
棄

量
が

減
少

し
た

こ
と

も
あ

り
、加

盟
店

利
益

が
、約

２
４

０
％

増
加

し
た

。こ
れ

ら
の

結
果

か
ら

、予
約

制
を

⾏
う

こ
と

は
、⾷

品
ロ

ス
削

減
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

。
 

 
さ

ら
に

恵
⽅

巻
に

つ
い

て
は

、
１

年
で

１
０

億
２

８
０

０
万

円
ほ

ど
廃

棄
さ

れ
て

い
る

。
 

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

、
恵

⽅
巻

の
⼤

量
廃

棄
や

予
約

制
に

つ
い

て
知

っ
て

い
て

も
何

も
で

き
な

い
⼈

が
多

い
と

考
え

た
。

 
 

前
年

で
は

恵
⽅

巻
の

数
量

限
定

発
売

や
、

サ
イ

ズ
を

⼩
さ

く
す

る
こ

と
で

、
８

７
%

の
廃

棄
率

が
、

減
少

し
た

。
 

 
こ

の
よ

う
な

⼯
夫

を
す

る
こ

と
で

、
廃

棄
量

削
減

が
出

来
た

こ
と

か
ら

、予
約

制
を

増
や

す
こ

と
は

有
効

で
あ

る
こ

と
、季

節
限

定
商

品
は

予
約

制
に

向
い

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

 
 

以
上

の
調

査
か

ら
、捨

て
ら

れ
る

⾷
糧

を
減

ら
す

こ
と

、地
産

地
消

に
取

り
組

む
こ

と
、

予
約

制
を

増
や

す
こ

と
は

世
界

の
⾷

品
格

差
わ

な
く

す
為

の
効

果
が

る
と

考
え

る
。
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概
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1
年
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組
  

1
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

昆
⾍

⾷
は

未
来

を
救

う
!?

 
〜

飢
餓

を
無

く
す

た
め

に
最

も
効

果
的

な
こ

と
と

は
〜

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

:飢
餓

を
無

く
そ

う
、

昆
⾍

⾷
、

特
産

品
 

私
た

ち
は

、S
DG

Sの
Ｇ

2の
「

飢
餓

を
無

く
そ

う
」を

⽬
標

と
し

て
探

究
活

動
を

始
め

た
。そ

こ
で

、ア
フ

リ
カ

で
の

飢
餓

の
状

況
が

深
刻

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
知

っ
て

、
飢

餓
を

無
く

す
た

め
に

最
も

効
果

が
あ

る
も

の
を

考
え

、そ
こ

で
、周

り
の

環
境

に
左

右
さ

れ
に

く
く

、
栄

養
が

⼗
分

で
あ

る「
昆

⾍
」が

飢
餓

を
救

う
こ

と
が

出
来

る
と

考
え

た
。

 
こ

の
探

求
活

動
の

⽬
的

は
、

昆
⾍

⾷
を

広
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

 
ア

フ
リ

カ
の

飢
餓

を
無

く
し

て
い

く
こ

と
で

あ
る

。ま
た

、明
ら

か
に

し
た

い
こ

と
は

、「
ア

フ
リ

カ
の

飢
餓

を
救

う
た

め
に

最
も

効
果

的
な

こ
と

と
は

何
か

？
」と

い
う

こ
と

だ
。そ

の
う

え
で

、昆
⾍

⾷
は

ア
フ

リ
カ

の
飢

餓
を

救
え

る
と

い
う

仮
説

を
⽴

て
、探

究
活

動
を

⾏
っ

た
。 

ま
ず

初
め

に
、昆

⾍
に

は
ど

の
よ

う
な

栄
養

が
あ

る
の

か
、ど

う
い

っ
た

メ
リ

ッ
ト

、デ
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

の
か

な
ど

を
、イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
た

。そ
の

結
果

、⼈
間

の
健

康
に

必
要

な
タ

ン
パ

ク
質

が
と

て
も

多
く

含
ま

れ
て

い
た

り
、

健
康

に
良

い
油

な
ど

が
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。し
か

し
、甲

殻
類

の
ア

レ
ル

ギ
ー

成
分

や
、寄

⽣
⾍

、細
菌

な
ど

も
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
も

分
か

っ
た

。ア
レ

ル
ギ

ー
に

は
注

意
が

必
要

だ
が

、寄
⽣

⾍
や

、細
菌

は
⾼

温
で

熱
す

れ
ば

、死
滅

す
る

と
い

う
こ

と
も

分
か

っ
た

。
 

次
に

、
ど

の
よ

う
な

環
境

で
昆

⾍
が

育
て

ら
れ

て
い

る
の

か
を

調
べ

た
。そ

こ
で

分
か

っ
た

こ
と

は
、ア

メ
リ

カ
⻄

部
の

モ
ン

タ
ナ

州
で

は
、⼤

型
の

機
械

を
使

っ
た

養
殖

場
が

作
ら

れ
て

お
り

、フ
ラ

ン
ス

で
は

、世
界

初
の

垂
直

型
昆

⾍
養

殖
施

設
が

あ
り

、昆
⾍

の
⼤

量
⽣

産
が

可
能

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。ま

た
、昆

⾍
は

⿃
や

⽜
な

ど
、他

の
家

畜
に

⽐
べ

簡
易

的
な

ケ
ー

ス
を

⽇
光

、餌
が

あ
れ

ば
、簡

単
に

増
や

す
こ

と
が

出
来

る
。ま

た
、昆

⾍
は

他
の

⽣
物

に
⽐

べ
て

、育
て

る
の

に
必

要
な

⼟
地

の
⼤

き
さ

や
、餌

、⽔
の

量
が

少
な

い
こ

と
や

、タ
ン

パ
ク

質
1k

g
を

⽣
産

す
る

際
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

も
少

な
い

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

以
上

の
探

求
結

果
よ

り
、栄

養
⾯

や
、環

境
⾯

か
ら「

昆
⾍

⾷
は

ア
フ

リ
カ

の
飢

餓
を

救
う

た
め

に
確

実
に

有
効

で
あ

る
と

い
う

」
と

い
う

結
論

に
⾄

っ
た

。
 

次
に

我
々

の
地

元
三

条
市

か
ら

ど
の

よ
う

に
昆

⾍
⾷

を
広

め
る

の
が

効
果

的
で

あ
る

か
考

え
た

。そ
こ

で
、三

条
市

の
特

産
品

と
昆

⾍
⾷

を
掛

け
合

わ
せ

る
こ

と
が

良
い

と
考

え
た

。そ
の

理
由

は
、現

在
の

⽇
本

で
は

、
昆

⾍
⾷

は
テ

レ
ビ

の
罰

ゲ
ー

ム
な

ど
に

使
わ

れ
る

こ
と

が
多

く
昆

⾍
そ

の
も

の
を

⾷
べ

る
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

が
強

い
。

そ
の

た
め

、
地

元
の

三
条

で
よ

く
売

ら
れ

て
い

る
も

の
を

使
っ

て
昆

⾍
の

イ

ン
パ

ク
ト

を
減

ら
し

馴
染

み
や

す
い

も
の

に
し

た
ら

よ
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

か
ら

だ
。さ

ら
に

、三
条

の
も

の
と

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
三

条
市

⺠
の

⽬
に

⼊
る

機
会

が
増

え
、三

条
市

か
ら

新
潟

県
、全

国
、

海
外

へ
と

三
条

の
魅

⼒
と

と
も

に
昆

⾍
⾷

を
広

め
ら

れ
る

と
考

え
た

か
ら

で
あ

る
。

 
私

た
ち

⽇
本

⼈
は

、
昆

⾍
を

そ
の

ま
ま

⾷
べ

る
こ

と
に

抵
抗

が
あ

る
⼈

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
る

と
考

え
た

め
、

主
⾷

と
し

て
昆

⾍
⾷

を
⾷

べ
る

よ
り

は
、お

や
つ

感
覚

で
⾷

べ
ら

れ
る

⽅
が

よ
い

と
考

え
る

。例
と

し
て

は
、せ

ん
べ

い
に

昆
⾍

を
混

ぜ
た

り
、三

条
市

発
祥

で
あ

る
カ

レ
ー

ラ
ー

メ
ン

と
掛

け
合

わ
せ

た
り

、
三

条
の

地
酒

の
お

つ
ま

み
と

し
て

昆
⾍

⾷
を

利
⽤

す
る

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
る

。
さ

ら
に

三
条

市
で

昆
⾍

⾷
を

広
め

る
活

動
を

し
て

い
る

と
噂

に
な

れ
ば

、
周

り
の

地
区

町
村

に
広

ま
っ

た
り

、
新

潟
の

地
⽅

テ
レ

ビ
な

ど
に

も
取

り
上

げ
ら

れ
た

り
し

て
、昆

⾍
⾷

と
い

う
も

の
の

知
名

度
が

上
が

る
と

考
え

る
。 

ま
た

せ
ん

べ
い

や
お

酒
に

つ
い

て
の

例
を

挙
げ

る
と

、
せ

ん
べ

い
で

は
、

ハ
チ

や
コ

オ
ロ

ギ
な

ど
の

カ
リ

カ
リ

ッ
と

し
た

せ
ん

べ
い

の
⾷

感
と

あ
い

そ
う

な
昆

⾍
と

和
え

た
り

、お
酒

で
は

、地
酒

の
⾵

味
に

合
う

よ
う

に
、昆

⾍
を

⽢
⾟

⾵
味

で
い

た
め

た
り

、昆
⾍

の
か

ら
揚

げ
に

し
た

り
す

る
の

も
お

い
し

い
と

思
わ

れ
る

。ま
た

、昆
⾍

を
パ

ウ
ダ

ー
に

し
て

、ク
ッ

キ
ー

を
つ

く
る

。昆
⾍

の
か

ら
揚

げ
に

す
る

。そ
う

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
⾒

た
⽬

が
気

持
ち

悪
く

て
避

け
ら

れ
て

し
ま

う
と

い
う

問
題

も
減

少
す

る
と

考
え

た
。

 
以

上
の

探
求

結
果

よ
り

、
ア

フ
リ

カ
の

飢
餓

を
救

う
た

め
に

で
き

る
こ

と
は

、昆
⾍

⾷
を

広
め

る
こ

と
で

あ
り

、昆
⾍

⾷
を

広
め

る
に

は
、

ま
ず

我
々

の
地

元
三

条
市

か
ら

、特
産

品
と

昆
⾍

⾷
を

掛
け

合
わ

せ
、

三
条

、新
潟

、⽇
本

全
国

、海
外

と
広

め
て

い
く

こ
と

が
効

果
的

だ
と

い
う

結
論

に
⾄

っ
た

。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
４

組
  

４
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

質
の

⾼
い

教
育

と
は

何
か

？
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：「

ア
フ

リ
カ

と
他

国
と

の
教

育
格

差
を

な
く

す
た

め
に

は
ど

の
よ

う
に

し
た

ら
よ

い
か

」、
「

ア
フ

リ
カ

の
社

会
を

発
展

さ
せ

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
に

し
た

ら
よ

い
か

」
 

私
た

ち
が

設
定

し
た

探
求

テ
ー

マ
「

質
の

⾼
い

教
育

と
は

何
か

？
」

は
、

SD
Gs

の
⽬

標
で

は
G4

 :「
質

の
⾼

い
教

育
を

み
ん

な
に

」に
関

連
す

る
。探

求
を

す
る

上
で

、⼆
つ

の
キ

ー
ワ

ー
ド

を
念

頭
に

置
い

た
。⼀

つ
は

、⽬
的

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
を

考
え

た
と

き
に

、「
ア

フ
リ

カ
と

他
国

と
の

教
育

格
差

を
な

く
す

た
め

に
は

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

よ
い

か
」と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
を

考
え

た
。

さ
ら

に
、

ア
フ

リ
カ

に
は

教
育

の
環

境
が

不
⼗

分
で

あ
っ

た
り

し
て

、
教

育
を

受
け

ら
れ

な
い

と
い

う
事

が
あ

っ
た

の
で

、も
う

⼀
つ

の
キ

ー
ワ

ー
ド

と
し

て「
ア

フ
リ

カ
の

社
会

を
発

展
さ

せ
る

た
め

に
は

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

よ
い

か
」

と
考

え
た

。
 

こ
の

探
求

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、上

の
⼆

つ
の

キ
ー

ワ
ー

ド「
ア

フ
リ

カ
と

他
国

と
の

教
育

格
差

を
な

く
す

た
め

に
は

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

よ
い

か
」、「

ア
フ

リ
カ

の
社

会
を

発
展

さ
せ

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
に

し
た

ら
よ

い
か

」か
ら

な
る

。こ
の

と
き

、将
来

の
ア

フ
リ

カ
を

担
う

今
の

ア
フ

リ
カ

に
い

る
⼦

供
た

ち
に

は
質

の
⾼

い
教

育
が

必
要

だ
と

分
か

っ
た

の
で

、理
由

と
し

て
「

ア
フ

リ
カ

に
質

の
⾼

い
教

育
を

取
り

⼊
れ

る
こ

と
で

、ア
フ

リ
カ

の
社

会
を

発
展

さ
せ

、さ
ら

に
教

育
を

発
展

さ
せ

る
こ

と
で

ア
フ

リ
カ

と
他

国
と

の
教

育
格

差
を

な
く

せ
る

と
思

っ
た

か
ら

」
と

ま
と

ま
っ

た
。。

こ
の

こ
と

か
ら

、
質

の
⾼

い
教

育
を

知
る

こ
と

に
よ

っ
て

、私
た

ち
は

ア
フ

リ
カ

に
教

育
⾯

で
何

か
貢

献
で

き
る

の
で

は
な

い
か

、と
い

う
も

の
が

探
求

テ
ー

マ
設

定
の

背
景

に
な

る
。

 
私

た
ち

の
探

究
活

動
の

⽬
的

は
世

界
の

す
べ

て
の

⼦
ど

も
達

に
平

等
に

質
の

⾼
い

教
育

を
受

け
さ

せ
て

あ
げ

た
い

と
い

う
思

い
か

ら
だ

。私
達

が
受

け
て

い
る

⽇
本

の
教

育
は

、⼩
学

校
と

中
学

校
が

義
務

教
育

と
な

っ
て

お
り

ほ
と

ん
ど

す
べ

て
の

⼦
ど

も
達

が
学

校
に

通
い

教
育

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
だ

が
、調

べ
て

み
る

と
世

界
に

は
教

育
を

⼗
分

に
受

け
ら

れ
て

い
な

い
⼦

ど
も

達
が

多
く

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。ア

フ
リ

カ
に

焦
点

を
置

い
て

調
べ

て
み

る
と

、紛
争

や
環

境
問

題
、教

員
不

⾜
に

よ
る

も
の

だ
と

知
っ

た
。こ

れ
ら

の
問

題
を

解
決

し
多

く
の

⼦
ど

も
達

が
教

育
を

受
け

て
も

ら
う

こ
と

を
⽬

的
と

し
て

探
究

活
動

を
⾏

っ
た

。
 

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、「
ア

フ
リ

カ
の

教
育

に
対

し
て

私
達

に
で

き
る

こ
と

は
何

か
」だ

。教
育

格
差

の
問

題
に

つ
い

て
私

達
が

直
接

⼿
を

加
え

解
決

す
る

の
は

難
し

い
と

思
っ

た
。そ

こ
で

間
接

的
に

私
達

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
た

。
 

ア
フ

リ
カ

で
教

員
数

が
⼦

ど
も

の
数

に
対

し
て

⾜
り

て
い

な
い

と
い

う
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
教

員
数

を
増

や
す

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

を
探

究
し

た
。ア

フ
リ

カ
で

は
年

々
教

員
数

は
増

加
傾

向
に

あ
る

が
教

員
⼀

⼈
当

た
り

の
就

学
者

数
は

減
少

し
て

る
。そ

こ
で

、教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
派

遣
し

て
い

る
Ｊ

Ｉ
Ｃ

Ａ
海

外
協

⼒
隊

と
い

う
組

織
を

調
べ

た
。⽇

本
国

籍
を

持
つ

２
０

歳
か

ら
６

９
歳

の
⼈

が
対

象
で

あ
り

、各
地

で
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
が

あ
る

。選
考

は
あ

る
が

語
学

⼒
に

関
し

て
は

英
検

３
級

ま
た

は
⽇

常
会

話
程

度
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。ま
た

、教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
教

員
免

許
が

な
く

て
も

⼤
丈

夫
で

あ
る

。こ
の

よ
う

に
、誰

で
も

気
軽

に
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
思

う
。帰

国
後

は
海

外
協

⼒
隊

が
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

く
れ

る
。

活
動

経
験

者
に

対
す

る
受

験
枠

の
あ

る
⼤

学
も

あ
る

。
 

今
は

ま
だ

参
加

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
が

⾼
校

⽣
の

う
ち

に
活

動
を

知
る

こ
と

で
将

来
多

く
の

⼈
に

取
り

組
ん

で
も

ら
え

る
と

考
え

た
。ま

た
、教

員
と

し
て

働
き

た
い

と
思

う
⼈

が
増

え
る

と
考

え
た

。
 

私
た

ち
は

初
め

の
仮

説
と

し
て

、「
現

地
の

⾔
語

を
理

解
で

き
る

教
員

を
育

て
る

こ
と

で
、質

の
⾼

い
教

育
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
」と

い
う

も
の

を
挙

げ
て

い
た

が
、語

学
⼒

、教
員

免
許

が
ほ

と
ん

ど
必

要
な

く
、多

く
の

⼈
が

参
加

で
き

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

あ
る

こ
と

を
調

査
に

よ
っ

て
知

り
、新

た
に「

私
た

ち
が

、ア
フ

リ
カ

の
教

育
の

現
状

を
周

り
の

⼈
々

に
広

め
る

こ
と

で
、ア

フ
リ

カ
の

教
育

に
関

⼼
を

持
つ

⼈
が

増
え

、教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
ア

フ
リ

カ
に

⾏
き

た
い

と
思

う
⼈

が
増

え
る

の
で

は
な

い
か

。」
と

い
う

仮
説

を
⽴

て
た

。こ
の

仮
説

を
も

と
に

考
え

た「
ア

フ
リ

カ
の

教
育

の
現

状
に

対
し

て
、私

た
ち

に
出

来
る

こ
と

は
何

か
。」

と
い

う
問

い
に

対
し

て
の

結
論

は
、「

ア
フ

リ
カ

の
教

育
の

現
状

を
知

ら
な

い
⼈

が
多

い
」「

ア
フ

リ
カ

の
教

育
に

も
っ

と
興

味
・

関
⼼

を
持

っ
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

」
と

い
う

こ
と

か
ら

、「
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

は
、ア

フ
リ

カ
の

教
育

の
現

状
を

周
り

の
⼈

々
に

広
め

、ア
フ

リ
カ

の
教

育
に

関
⼼

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

あ
る

」
と

い
う

結
論

に
⾄

っ
た

。 
私

た
ち

の
今

後
の

課
題

は
、 や

る
べ

き
こ

と
を

考
え

る
こ

と
だ

。具
体

的
な

活
動

の
予

定
は

、
⼤

き
く

⼆
つ

あ
る

。
 

１
つ

⽬
は

、ど
ん

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
か

を
詳

細
に

記
し

た
ポ

ス
タ

ー
を

作
成

す
る

こ
と

だ
。実

際
の

サ
イ

ト
等

に
⽤

い
ら

れ
る

写
真・

図
等

を
引

⽤
し

て
作

成
し

、掲
⽰

場
所

は
1年

⽣
の

各
教

室
に

し
よ

う
と

考
え

て
い

る
。配

る
枚

数
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

カ
ラ

ー
印

刷
で

配
布

す
る

予
定

だ
。

 
 

2つ
⽬

は
、

ポ
ス

タ
ー

と
同

じ
内

容
の

チ
ラ

シ
を

配
布

す
る

こ
と

だ
。

ポ
ス

タ
ー

と
全

く
同

じ
も

の
で

は
な

く
、内

容
だ

け
が

同
じ

も
の

に
し

よ
う

と
考

え
て

い
る

。
A４

⽤
紙

に
B5

サ
イ

ズ
で

⼆
枚

分
ず

つ
１

２
０

枚
作

成
、

⽩
⿊

で
印

刷
す

る
予

定
だ

。
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探

究
活
動
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2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

 ４
組

  
３

班
 

探
究

テ
ー

マ
：

ア
フ

リ
カ

の
⼦

供
た

ち
に

健
康

の
⽀

援
を

広
げ

る
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

健
康

、
ア

フ
リ

カ
へ

の
⽀

援
 

私
た

ち
4組

3班
は

SD
Gs

⽬
標

G３
〔

す
べ

て
の

⼈
に

健
康

と
福

祉
を

〕と
い

う
テ

ー
マ

を
も

と
に

探
究

活
動

を
し

た
。テ

ー
マ

の
設

定
理

由
は

2つ
あ

る
。1

つ
⽬

は
、健

康
は

⽣
命

に
直

結
す

る
課

題
で

あ
り

、誰
も

が
他

⼈
事

と
考

え
ず

、探
る

べ
き

で
あ

る
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。2
つ

⽬
は

、発
展

途
上

国
は

⾷
料

や
医

療
な

ど
と

い
っ

た
⽣

き
て

い
く

た
め

に
必

要
な

も
の

が
不

⾜
し

て
い

て
、

そ
の

悪
影

響
が

将
来

に
つ

な
が

っ
て

し
ま

う
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
ア

フ
リ

カ
の

環
境

を
向

上
さ

せ
、現

状
を

変
え

る
こ

と
に

よ
っ

て
、⼦

供
た

ち
の

命
を

1
つ

で
も

多
く

救
い

、
す

べ
て

の
⼈

の
笑

顔
が

あ
ふ

れ
る

幸
せ

な
⽣

活
を

送
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
⽬

的
と

し
た

。
 

 
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、

世
界

各
国

が
ア

フ
リ

カ
に

ど
ん

な
⽀

援
を

重
点

的
に

し
て

い
る

か
、

ア
フ

リ
カ

の
⼦

供
の

主
な

死
因

は
何

か
、ど

れ
ぐ

ら
い

の
⼈

が
医

療
の

⽀
援

に
携

わ
っ

て
い

る
か

、⼗
分

な
医

療
体

制
の

継
続

に
何

が
必

要
か

、
ア

フ
リ

カ
の

中
で

も
特

に
医

療
が

⾏
き

届
い

て
い

な
い

国
は

ど
こ

か
、

ど
ん

な
⼿

段
を

使
っ

て
医

療
を

届
け

て
い

る
か

、「
医

療
体

制
」

と
は

具
体

的
に

何
か

、
医

療
に

お
い

て
ど

ん
な

⽀
援

が
必

要
か

、
世

界
で

最
も

発
達

し
た

フ
ラ

ン
ス

は
ど

ん
な

医
療

制
度

な
の

か
、

⽀
援

を
す

る
た

め
に

何
が

必
要

か
の

１
０

個
で

あ
る

。
 

 
問

い
の

結
論

は
、1

つ
⽬

は
ワ

ク
チ

ン
、治

療
⽤

ミ
ル

ク
、助

産
セ

ッ
ト

、
テ

ン
ト

な
ど

を
重

点
的

に
⽀

援
し

て
い

る
。

 
２

つ
⽬

は
5

歳
未

満
の

⼦
供

は
出

産
時

の
合

併
症

、
肺

炎
、

下
痢

な
ど

、5
歳

〜
１

４
歳

の
⼦

供
は

溺
死

、交
通

事
故

な
ど

が
⼦

供
の

死
因

で
あ

る
。

 
３

つ
⽬

は
、

国
境

な
き

医
師

団
は

会
員

数
18

1
名

47
00

⼈
以

上
の

医
師

、
看

護
師

、
助

産
師

ら
が

世
界

70
か

国
で

活
動

し
て

い
る

。 
４

つ
⽬

は
、医

療
機

関
を

掛
け

持
ち

す
る

医
師

を
減

ら
し

、常
時

病
院

に
い

る
医

師
を

増
や

す
こ

と
、

先
進

国
と

同
様

の
医

療
体

制
を

整
え

る
こ

と
、

病
院

の
数

を
増

や
す

こ
と

が
⼗

分
な

医
療

体
制

の
継

続
に

必
要

な
点

で
あ

る
。

 
５

つ
⽬

は
、

ア
フ

リ
カ

の
中

で
最

も
医

療
が

⾏
き

届
い

て
い

な
い

国
は

タ
ン

ザ
ニ

ア
、

2
番

⽬
は

リ
ベ

リ
ア

、
3

番
⽬

は
ニ

ジ
ェ

ー
ル

、
4番

⽬
は

マ
ラ

ウ
イ

、
5番

⽬
は

エ
チ

オ
ピ

ア
で

あ
る

。
 

６
つ

⽬
は

、
私

た
ち

が
寄

付
し

た
お

⾦
は

薬
や

ワ
ク

チ
ン

に
使

わ
れ

て
い

て
、医

師
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア・

⼀
般

⼈
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
世

界
各

国
に

派
遣

さ
れ

て
い

る
。

 
７

つ
⽬

は
、現

在
の

ア
フ

リ
カ

の
医

療
体

制
に

は
、病

院
ま

で
の

距
離

が
遠

い
、医

療
従

事
者

の
不

⾜
、医

療
費

の
捻

出
が

で
き

な
い

、医

療
の

質
が

⾼
く

な
い

と
い

っ
た

問
題

が
あ

る
。

そ
れ

ら
を

解
決

す
る

た
め

の
⽬

標
は

、⾼
い

健
康

⽔
準

、公
平

な
財

政
負

担
、市

⺠
へ

の
期

待
へ

の
対

応
で

あ
る

。
 

８
つ

⽬
は

、医
療

に
お

い
て

は
医

師
や

医
療

従
事

者
を

派
遣

し
、育

成
す

る
た

め
の

資
⾦

を
寄

付
す

る
こ

と
、⾷

糧
⽀

援
を

す
る

こ
と

、井
⼾

の
管

理
を

し
、

衛
⽣

的
な

⽔
の

確
保

す
る

こ
と

を
務

め
る

と
と

も
に

、
継

続
し

て
⽔

と
健

康
の

関
わ

り
に

関
す

る
知

識
を

啓
発

し
て

い
く

と
い

っ
た

⽀
援

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

９
つ

⽬
は

、世
界

で
最

も
発

達
し

た
フ

ラ
ン

ス
で

は
、公

⽴
病

院
・

⾮
営

利
団

体
に

よ
る

病
院

・
私

的
営

利
病

院
の

3
種

類
の

病
院

が
あ

る
。

医
療

費
は

Ｇ
Ｄ

Ｐ
の

11
.6%

、
公

的
⽀

払
い

は
77

%
、

医
師

数
は

28
万

⼈
で

あ
り

、ア
フ

リ
カ

の
医

療
体

制
と

⼤
き

く
異

な
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
最

後
に

⽀
援

を
⾏

う
た

め
に

は
、医

師・
医

療
従

事
者

の
育

成
を

⽀
援

を
す

る
前

に
⾏

う
こ

と
、死

亡
率

の
低

下
の

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
栄

養・
⾷

糧
不

⾜
の

問
題

解
決

を
す

る
こ

と
、⽔

・衛
⽣

環
境

の
改

善
を

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

以
上

の
調

査
・

分
析

か
ら

、「
健

康
の

⽀
援

を
広

げ
る

た
め

に
重

要
な

の
は

、⼗
分

な
医

療
体

制
の

継
続

で
あ

る
」と

い
う

こ
と

は
正

し
く

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
キ

ャ
ッ

プ
の

寄
付

に
よ

っ
て

、「
発

展
途

上
国

の
医

療
体

制
が

先
進

国
に

⼀
歩

近
づ

く
世

界
」

が
実

現
す

る
。

 
今

後
の

課
題

は
、

ア
フ

リ
カ

の
⼦

供
た

ち
へ

の
ワ

ク
チ

ン
提

供
に

少
し

で
も

貢
献

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

や
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

回
収

以
外

の
⽅

法
を

考
え

る
、

ワ
ク

チ
ン

提
供

の
協

⼒
以

外
に

も
焦

点
を

お
き

、
⾃

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
を

調
べ

て
実

⾏
す

る
と

い
う

こ
と

だ
。

 
今

回
の

調
査

は
、募

⾦
が

で
き

る
⽀

援
例

、⼦
供

の
死

亡
に

関
す

る
報

告
調

査
発

表
、

特
定

⾮
営

利
法

⼈
 

国
境

な
き

医
師

団
 

⽇
本

―
基

準
情

報
、⽇

本
ユ

ニ
セ

フ
、世

界・
⼈

⼝
1千

⼈
あ

た
り

の
医

師
数

ラ
ン

キ
ン

グ
（

Ｗ
Ｈ

Ｏ
版

）、
特

定
⾮

営
利

活
動

法
⼈

ジ
ャ

パ
ン

ハ
ー

ト
、ア

フ
リ

カ
の

医
療

の
現

状
を

知
り

、⼦
供

や
妊

婦
の

命
を

守
る

た
め

に
必

要
な

⽀
援

を
考

え
よ

う
（

go
od

 d
o）

、
医

療
制

度
（

W
iki

pe
dia

）、
フ

ラ
ン

ス
の

医
療

制
度

（
W

iki
pe

dia
）、

go
od

 do
 

マ
ガ

ジ
ン

編
集

部
を

⽤
い

て
調

査
を

し
た

。
 

  

63



グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
４

組
  

６
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⽔
産

資
源

を
持

続
可

能
な

形
に

し
，

未
来

に
つ

な
げ

る
た

め
に

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
ノ

ル
ウ

ェ
ー

、
⽔

産
資

源
 

私
達

4組
6班

は
、

SD
Gs

⽬
標

Ｇ
14

の
「

海
の

豊
か

さ
を

守
ろ

う
」

を
選

択
し

、「
⽔

産
資

源
を

持
続

可
能

な
形

に
し

、
未

来
に

つ
な

げ
る

た
め

に
」

と
い

う
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。

 
 

近
年

、⿂
類

の
⾼

騰
の

ニ
ュ

ー
ス

を
⽬

に
し

た
。漁

獲
量

の
減

少
が

も
た

ら
す

⽣
活

へ
の

影
響

は
計

り
知

れ
な

い
。

も
ち

ろ
ん

⽇
本

国
内

に
は

そ
れ

に
対

す
る

政
策

が
あ

る
が

、
漁

獲
量

の
回

復
は

⽿
に

し
な

い
。

こ
の

テ
ー

マ
を

も
と

に
著

し
い

⽇
本

の
漁

獲
量

の
減

少
を

⾷
い

⽌
め

る
⽅

法
を

考
え

た
。

 
 

私
た

ち
が

最
初

に
考

え
た

対
策

の
仮

設
は

よ
り

厳
し

い
罰

な
ど

を
設

け
、漁

業
者

た
ち

の
抜

け
道

を
な

く
す

と
い

う
も

の
で

、単
に

資
源

制
限

を
強

め
る

こ
と

だ
っ

た
。し

か
し

調
べ

る
中

で
、単

に
資

源
制

限
を

強
め

る
だ

け
で

は
、漁

業
者

の
⽣

活
を

苦
し

め
、た

だ
で

さ
え

減
少

傾
向

に
あ

る
漁

業
の

⼈
材

を
減

ら
す

こ
と

に
な

り
か

ね
ず

、
効

率
的

で
な

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。た
だ

、調
べ

て
い

く
中

で
、制

限
の

上
⼿

く
働

い
て

い
る

国
と

し
て

ノ
ル

ウ
ェ

―
と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
を

得
ら

れ
た

の
で

、
私

た
ち

は
、「

制
限

が
上

⼿
く

働
い

て
い

る
国

を
参

考
に

⽇
本

に
と

っ
て

最
適

な
管

理
量

に
⾒

直
す

」
と

い
う

仮
説

を
⽴

て
直

し
た

。
仮

説
の

⽴
証

の
た

め
、

⼤
き

く
3

つ
の

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
に

つ
い

て
私

た
ち

は
調

べ
た

。
 

 
ま

ず
は

、⽇
本

の
漁

業
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

の
問

題
点

だ
。取

り
組

み
と

簡
単

に
⾔

っ
て

も
⼀

つ
し

か
制

限
が

な
い

わ
け

は
な

い
の

で
、

私
た

ち
は

、「
漁

獲
枠

」に
⽬

を
付

け
た

。「
漁

獲
枠

」と
は

、漁
獲

量
を

制
限

す
る

た
め

に
設

け
る

上
限

で
、

⽔
産

資
源

の
適

切
な

管
理

を
⾏

う
こ

と
を

⽬
的

と
し

、⽇
本

で
は

、さ
ん

ま
、す

け
と

う
だ

ら
、ま

あ
じ

、ず
わ

い
が

に
、す

る
め

い
か

、ま
い

わ
し

、ま
さ

ば
、ご

ま
さ

ば
の

７
⿂

種
が

対
象

と
な

っ
て

い
る

。漁
獲

枠
は

本
来

、も
と

も
と

獲
れ

て
い

る
漁

獲
量

よ
り

も
漁

獲
量

を
狭

め
な

け
れ

ば
規

制
に

は
な

ら
な

い
が

、
⽇

本
で

は
対

象
に

な
っ

た
⿂

種
す

べ
て

が
漁

獲
量

よ
り

も
漁

獲
枠

が
⼤

き
す

ぎ
る

た
め

規
制

に
な

っ
て

い
な

い
の

だ
。

例
と

し
て

さ
ん

ま
で

は
、漁

獲
枠

が
１

５
万

５
３

３
５

ト
ン

に
対

し
て

、去
年

の
漁

獲
量

は
１

万
８

９
２

１
ト

ン
と

な
っ

て
い

る
。逆

に
、漁

獲
枠

が
、

努
⼒

⽬
標

の
よ

う
に

な
っ

て
い

て
、形

骸
化

し
て

い
る

。科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
て

最
低

限
の

漁
獲

枠
を

設
定

し
な

け
れ

ば
、

と
っ

た
も

の
勝

ち
の

乱
獲

を
⽌

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 
 

次
に

、制
限

を
し

て
成

功
し

た
国

の
実

例
だ

。成
功

し
た

国
の

実
例

と
し

て
、ノ

ル
ウ

ェ
ー

が
あ

げ
ら

れ
る

。ノ
ル

ウ
ェ

ー
で

は
６

０
年

代
か

ら
７

０
年

代
に

か
け

て
、に

し
ん

を
獲

り
す

ぎ
て

し
ま

い
、枯

渇
⼨

前
の

深
刻

な
事

態
に

な
っ

た
。し

か
し

、乱
獲

を
⾃

覚
し

て
約

２
０

年
間

禁
漁

に
近

い
漁

獲
制

限
を

実
⾏

し
、⾒

事
に

資
源

を
回

復
さ

せ
た

。
ま

た
、今

現
在

で
は

し
し

ゃ
も

を
禁

漁
す

る
な

ど
、⽔

産
資

源
の

回
復

の
政

策
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。ま

た
ノ

ル
ウ

ェ
ー

で
は

、仲
間

意
識

が
⾼

い
、仕

事
の

雰
囲

気
が

い
い

、仕
事

に
お

け
る

独
⽴

性
、仕

事
の

意
味

す
る

も
の

、
漁

業
へ

の
関

⼼
、

仕
事

の
多

様
性

、
お

も
し

ろ
い

仕
事

で
あ

る
こ

と
、

仕
事

に
お

け
る

⾃
由

、⾼
い

収
⼊
、

⾃
然

と
海
、

計
画

的
な

レ
ジ

ャ
ー

（
漁

獲
枠

が
決

ま
っ

て
い

る
た

め
計

画
的

に
漁

業
が

⾏
え

る
）

と
い

っ
た

こ
と

か
ら

漁
業

者
の

９
９

％
が

仕
事

に
満

⾜
し

て
い

る
と

い
う

デ
ー

タ
も

あ
っ

た
。

 
 

 
最

後
に

、⽔
産

資
源

を
管

理
す

る
に

あ
た

っ
て

の
問

題
点

だ
。⽇

本
で

は
⽔

産
資

源
の

管
理

の
た

め
養

殖
業

を
⾏

っ
て

い
る

。し
か

し
、養

殖
に

よ
る

悪
影

響
も

み
ら

れ
る

。
⽔

産
資

源
の

⼀
つ

で
あ

る
養

殖
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

餌
に

よ
る

⽔
質

汚
染

、
⽣

餌
な

ど
の

他
の

資
源

の
利

⽤
、過

酷
な

労
働

環
境

、⽣
態

系
の

か
く

乱
、過

度
な

抗
⽣

物
資

の
使

⽤
な

ど
が

問
題

に
な

っ
て

い
る

。ま
た

、天
然

⿂
が

乱
獲

さ
れ

る
と

い
う

問
題

も
あ

り
、養

殖
の

サ
ー

モ
ン

1ト
ン

を
⽣

産
す

る
の

に
、

天
然

の
⼩

⿂
5

ト
ン

が
必

要
と

さ
れ

て
い

る
事

例
が

あ
る

。
こ

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
昆

⾍
を

餌
と

し
て

使
う

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 
こ

れ
ら

の
問

い
と

そ
の

調
査

か
ら

、
現

状
の

⽇
本

の
漁

獲
枠

と
い

う
も

の
が

意
味

を
な

し
て

い
な

い
と

思
わ

れ
る

こ
と

、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

が
禁

漁
に

近
い

政
策

の
末

資
源

回
復

に
成

功
し

た
こ

と
、

養
殖

と
い

う
新

た
な

道
の

問
題

点
と

そ
の

解
決

策
が

確
認

で
き

た
。「

制
限

が
上

⼿
く

働
い

て
い

る
国

を
参

考
に

⽇
本

に
と

っ
て

最
適

な
管

理
料

に
⾒

直
す

。」
と

い
う

仮
説

は
、

以
前

の
「

制
限

を
狭

め
、

強
め

る
」

と
い

う
仮

説
よ

り
も

⽔
産

資
源

を
持

続
可

能
な

形
に

す
る

こ
と

に
効

果
が

あ
る

と
分

か
っ

た
。し

か
し

、ノ
ル

ウ
ェ

ー
と

⽇
本

の
社

会
環

境
な

ど
⽐

較
、例

え
ば

、ノ
ル

ウ
ェ

ー
の

所
得

⽔
準

が
⽇

本
よ

り
⾼

い
こ

と
や

ノ
ル

ウ
ェ

ー
の

⼈
⼝

が
⼤

阪
く

ら
い

で
あ

る
こ

と
な

ど
を

加
味

で
き

て
い

な
い

た
め

ノ
ル

ウ
ェ

ー
で

お
こ

な
わ

れ
た

政
策

が
⽇

本
に

適
⽤

可
能

か
さ

ら
な

る
調

査
が

必
要

で
あ

る
。ま

た
、漁

獲
量

が
減

少
し

て
い

る
か

ら
と

⾔
っ

て
⽔

産
資

源
を

確
保

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

考
え

⾃
体

が
正

し
い

も
な

の
か

も
科

学
的

根
拠

だ
け

で
な

く
社

会
的

要
因

と
も

結
び

つ
け

て
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

 
⽔

産
資

源
を

持
続

可
能

な
か

た
ち

に
し

未
来

に
つ

な
げ

る
た

め
の

⾃
分

た
ち

の
今

後
の

課
題

と
し

て
は

、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

と
⽇

本
の

環
境

的
な

相
違

点
な

ど
を

加
味

し
た

う
え

で
、

ど
こ

を
参

考
に

す
る

か
を

考
え

る
こ

と
が

必
要

だ
と

考
え

ら
れ

る
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
4

組
  

5
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

「
⽔

不
⾜

に
よ

る
ア

フ
リ

カ
の

危
機

」
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

⽔
 ア

フ
リ

カ
 B

OD
 濾

過
 消

毒
 

私
た

ち
の

探
究

テ
ー

マ
は

、 「
⽔

不
⾜

に
よ

る
ア

フ
リ

カ
の

危
機

」
だ

。
探

究
の

キ
ー

ワ
ー

ド
は

「
⽔

」
だ

。
こ

の
探

究
に

設
定

し
た

理
由

は
、

⽔
道

施
設

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

た
め

に
、

⽣
活

⽤
⽔

と
し

て
利

⽤
で

き
る

の
が

浄
⽔

処
理

で
き

て
い

な
い

未
処

理
の

排
⽔

が
そ

の
ま

ま
捨

て
ら

れ
て

い
る

川
や

池
の

⽔
し

か
な

く
約

三
億

⼈
が

安
全

な
⽔

を
確

保
で

き
ず

、毎
⽇

80
0⼈

以
上

の
乳

幼
児

が
汚

れ
た

⽔
に

よ
り

命
を

落
と

し
て

い
る

の
に

加
え

、
毎

年
多

く
の

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

死
者

が
報

告
さ

れ
て

い
て

「
⽔

質
」

を
⼀

刻
も

早
く

改
善

す
べ

き
だ

と
考

え
た

か
ら

だ
。

そ
の

た
め

に
、

私
た

ち
は

「
ア

フ
リ

カ
で

安
全

な
⽔

を
安

定
し

て
現

地
の

⼈
が

管
理

し
供

給
す

る
」

と
い

う
こ

と
を

⽬
的

と
し

、
探

究
活

動
を

⾏
っ

た
。

そ
こ

で
、

私
た

ち
は

「
⽔

質
を

い
ち

早
く

改
善

す
る

に
は

ど
う

す
る

べ
き

か
」

「
持

続
的

に
安

定
し

て
⽔

を
供

給
す

る
に

は
ど

う
す

る
べ

き
か

」
と

い
う

⼆
つ

の
問

い
を

⽴
た

。
 

「
⽔

質
を

い
ち

早
く

改
善

す
る

に
は

ど
う

す
る

べ
き

か
」

こ
の

問
い

に
対

し
て

私
た

ち
は

「
簡

単
に

⼤
量

に
広

く
普

及
す

る
ろ

過
装

置
を

作
成

す
る

」
を

基
に

探
求

を
お

こ
な

っ
た

。
そ

の
結

果
、

「
緩

速
ろ

過
法

」
「

急
速

ろ
過

法
」

と
い

う
⼆

つ
の

ろ
過

法
が

⾒
つ

か
っ

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
利

点
・

⽋
点

は
以

下
の

と
お

り
だ

。
 

①
緩

速
ろ

過
法

 
Ⅰ

浄
⽔

処
理

の
原

点
と

も
い

え
る

⼿
法

Ⅱ
簡

単
に

作
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。Ⅲ
砂

や
⼩

⽯
の

層
に

１
⽇

4〜
5ｍ

の
速

さ
で

⽔
を

流
す

。
Ⅳ

⽐
較

的
簡

単
に

作
れ

る
が

⽔
質

が
悪

す
ぎ

る
と

浄
⽔

効
果

が
あ

ま
り

得
ら

れ
な

い
。

 
②

急
速

ろ
過

法
 

ⅰ
緩

速
ろ

過
法

よ
り

短
時

間
で

効
率

よ
く

⽔
を

き
れ

い
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ⅱ

装
置

を
設

置
す

る
必

要
性

が
あ

る
。

ⅲ
コ

ス
ト

が
⾼

い
。

 
こ

の
⼆

つ
を

検
証

し
た

結
果

、
「

急
速

ろ
過

法
」

は
、

⽔
質

を
浄

⽔
す

る
能

⼒
は

⾼
い

も
の

の
、コ

ス
ト

や
設

置
の

難
し

さ
ゆ

え
、

「
簡

単
に

⼤
量

に
広

く
普

及
す

る
ろ

過
装

置
を

作
成

す
る

」
こ

と
が

不
可

能
で

あ
る

と
考

え
、

①
「

緩
速

ろ
過

法
」

が
最

適
で

あ
る

と
結

論
づ

け
た

。
 

「
持

続
的

に
安

定
し

て
⽔

を
供

給
す

る
に

は
ど

う
す

る
べ

き
か

」
こ

の
問

い
に

対
し

て
私

た
ち

は
、

ろ
過

施
設

を
⽤

い
る

こ
と

が
解

決
に

つ
な

が
る

と
考

え
た

。
し

か
し

、
ア

フ
リ

カ
の

汚
い

⽔
で

本
当

に
安

全
な

⽔
を

供
給

す
る

こ
と

に
繋

が
る

の
か

疑
問

が
う

ま
れ

た
。

そ
こ

で
、

浄
⽔

能
⼒

を
検

証
し

た
う

え
で

濾
過

施
設

が
最

適
か

か
ん

が
え

る
こ

と
に

し
た

。
ま

ず
、

私
た

ち
は

、
Ｂ

Ｏ
Ｄ

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

五
⼗

嵐
川

と
ア

フ
リ

カ
の

川
を

⽐
較

し
た

。
（

※
五

⼗
嵐

川
は

⼯
業

⽤
⽔

浄
⽔

法
と

同
様

の
ろ

過
法

を
⽤

い
て

い
る

。
ま

た
、

ア
フ

リ
カ

の
川

は
特

に
浄

⽔
を

⾏
っ

て
い

な
い

。
）

Ｂ
Ｏ

Ｄ
と

は
、

ガ
ラ

ス
瓶

に
⽔

を
汲

み
五

⽇
間

放
置

し
た

時
、

中
の

微
⽣

物
が

ど
れ

だ
け

酸
素

を
消

費
し

た
か

を
表

す
指

標
だ

。
こ

の
Ｂ

Ｏ
Ｄ

が
⾼

い
と

タ
ン

パ
ク

質
が

多
い

こ
と

と
な

る
。

つ
ま

り
微

⽣
物

が
多

い
こ

と
を

表
す

。
環

境
省

の
基

準
と

し
て

こ
の

Ｂ
Ｏ

Ｄ
の

値
が

約
1〜

5㎎
だ

と
、き

れ
い

な
⽔

と
さ

れ
て

い
る

。次
に

、新
潟

県
の

五
⼗

嵐
川

と
ア

フ
リ

カ
の

年
間

平
均

⽔
質

を
⽐

較
し

た
。

新
潟

県
庁

に
よ

る
と

五
⼗

嵐
川

の
Ｂ

Ｏ
Ｄ

は
0.5

0㎎
、環

境
省

に
よ

る
と

ア
フ

リ
カ

の
川

Ｂ
Ｏ

Ｄ
は

15
.67

㎎
で

あ
り

、
五

⼗
嵐

川
は

と
て

も
き

れ
い

で
、

逆
に

ア
フ

リ
カ

は
と

て
も

汚
い

こ
と

が
よ

く
わ

か
る

。
こ

れ
は

、
⼤

き
く

く
く

っ
て

、
⽇

本
の

ほ
と

ん
ど

の
川

に
浄

⽔
は

有
効

で
あ

り
、

こ
の

こ
と

か
ら

、
ア

フ
リ

カ
の

⽔
に

ろ
過

は
有

効
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
次

に
施

設
に

つ
い

て
だ

。
⼯

業
⽤

⽔
浄

⽔
法

と
同

様
の

ろ
過

法
を

使
⽤

し
た

施
設

は
。

 
１

沈
殿

物
を

取
り

除
い

た
上

澄
み

を
使

っ
て

い
る

。 
2建

設
費

が
⾼

く
、

技
術

者
が

必
要

で
あ

る
。

3 
⼀

般
的

な
⽔

道
⽔

と
違

っ
て

消
毒

が
さ

れ
て

い
な

い
。

 
と

い
っ

た
特

徴
が

あ
る

。こ
れ

に
つ

い
て

だ
が

、最
終

的
に

は「
⽔

質
を

い
ち

早
く

改
善

す
る

に
は

ど
う

す
る

べ
き

か
」

検
証

し
た

塩
素

消
毒

を
取

り
⼊

れ
て

、
よ

り
浄

⽔
効

果
を

⾼
め

る
⽅

法
を

採
⽤

す
る

。
以

上
よ

り
「

⽔
不

⾜
に

よ
る

ア
フ

リ
カ

の
危

機
」

を
解

決
し

た
い

と
考

え
た

。今
後

の
課

題
は

、ど
う

や
っ

て
建

設
す

る
か

、
ま

た
、

ど
う

や
っ

て
現

地
の

⼈
達

に
広

め
る

か
と

い
う

こ
と

、
い

き
な

り
⾼

校
⽣

だ
け

で
こ

の
計

画
は

実
⾏

で
き

な
い

の
で

、
ま

ず
僕

た
ち

が
や

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
こ

と
を

も
っ

と
沢

⼭
の

⼈
に

知
っ

て
も

ら
お

う
と

思
う

。
そ

の
た

め
に

、
ポ

ス
タ

ー
な

ど
を

使
っ

て
広

告
活

動
な

ど
を

し
て

み
た

い
と

思
う

。
ま

た
、

⻑
岡

技
術

科
学

⼤
学

が
SD

Gｓ
の

取
り

組
み

を
⾏

っ
て

い
る

の
で

協
⼒

を
要

請
し

、
研

究
を

⾏
っ

て
き

た
い

と
思

う
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
４

組
  

８
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

難
⺠

の
差

別
が

な
い

安
⼼

し
て

暮
ら

せ
る

社
会

を
作

る
た

め
に

は
、

ど
う

し
た

ら
い

い
の

だ
ろ

う
か

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
⾝

近
 

私
た

ち
の

班
は

難
⺠

に
つ

い
て

探
究

活
動

を
⾏

っ
た

。
 

探
究

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
理

由
は

、
不

平
等

な
環

境
に

置
か

れ
て

苦
し

ん
で

い
る

難
⺠

を
助

け
た

い
、

そ
し

て
難

⺠
が

増
加

し
て

い
る

現
状

か
ら

難
⺠

援
助

に
か

け
る

資
⾦

が
減

る
こ

と
で

国
⺠

の
⽣

活
が

よ
り

豊
か

に
な

る
と

考
え

た
か

ら
だ

。
 近

年
、

難
⺠

問
題

は
世

界
で

⼤
き

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
。し

か
し

、改
善

は
な

か
な

か
⾒

ら
れ

て
い

な
い

。私
た

ち
は

、そ
の

理
由

と
し

て
⼈

々
の

関
⼼

が
難

⺠
に

向
け

ら
れ

て
い

な
い

か
ら

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

難
⺠

問
題

を
⾝

近
に

捉
え

て
も

ら
い

た
い

と
考

え
る

。
 

 
私

た
ち

が
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
「

難
⺠

が
安

⼼
し

て
暮

ら
す

に
は

?」
と

い
う

も
の

だ
。

 
ま

ず
、

難
⺠

の
現

状
に

つ
い

て
調

べ
た

。
20

15
年

の
時

点
で

難
⺠

の
総

⼈
⼝

は
約

65
30

万
⼈

で
、難

⺠
の

数
が

最
も

多
い

の
は

ア
フ

リ
カ

の
約

22
59

万
⼈

、
次

に
多

い
の

は
、

中
東

の
約

22
26

万
⼈

、
ア

ジ
ア

の
約

16
84

万
⼈

で
あ

る
。そ

し
て

20
20

年
に

は
、約

82
40

万
⼈

と
な

っ
た

。次
に

難
⺠

の
⽣

活
を

調
べ

た
。調

べ
て

み
て

、た
く

さ
ん

の
問

題
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。⾷

事
⾯

で
の

問
題

は
、配

給
シ

ス
テ

ム
の

問
題

に
よ

り
公

平
に

⾷
べ

物
が

公
平

に
⾏

き
渡

ら
な

い
こ

と
、不

正
⽀

給
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。ま

た
、⽔

不
⾜

や
、⽣

活
の

た
め

に
⽀

給
さ

れ
た

⾷
べ

物
を

売
っ

て
し

ま
う

こ
と

に
よ

る
栄

養
失

調
に

陥
る

⼈
も

い
る

。
 

私
た

ち
は

、先
の

問
い

の
解

決
⽅

法
と

し
て「

難
⺠

差
別

を
な

く
す

た
め

に
最

も
⼤

切
な

こ
と

は
、

難
⺠

を
⾝

近
に

考
え

て
も

ら
う

こ
と

だ
」

と
い

う
仮

説
を

⽴
て

た
。

 
こ

の
仮

説
を

⽴
証

す
る

た
め

私
た

ち
は

最
初

に
、

⼈
々

が
難

⺠
に

つ
い

て
調

べ
た

。Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

⼈「
Ｗ

Ｅ
Ｌ

ge
e」

の
調

査
に

よ
る

と
、「

貧
し

い
・

難
⺠

キ
ャ

ン
プ

」
が

40
0⼈

中
10

6⼈
で

、「
戦

争
・

迫
害

・
テ

ロ
」が

68
⼈

、「
祖

国
を

逃
れ

る
」が

59
⼈

で
と

い
う

結
果

と
な

っ
た

。
ほ

か
に

「
か

わ
い

そ
う

・
⼤

変
」「

わ
か

ら
な

い
」

な
ど

と
い

う
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
意

⾒
が

多
く

⾒
受

け
ら

れ
た

。
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
か

ら
、

⽇
本

⼈
は

難
⺠

問
題

に
対

し
て

他
⼈

事
で

あ
る

と
私

た
ち

は
考

え
た

。
ま

だ
ま

だ
⽇

本
で

は
難

⺠
は

⾝
近

な
存

在
と

は
⾔

え
な

い
よ

う
だ

。次
に

、私
た

ち
が

難
⺠

の
た

め
に

で
き

る
こ

と
を

調
べ

た
。

例
と

し
て

、
難

⺠
を

⽀
援

す
る

団
体

で
あ

る
UN

HC
R

や
NP

O
法

⼈
な

ど
に

個
⼈

や
学

校
な

ど
の

団
体

を
通

じ
て

募
⾦

を
す

る
、ラ

ン
ド

セ
ル

や
⾐

類
な

ど
の

も
の

を
寄

付
す

る
こ

と
が

あ
る

。ま
た

、学
習

⽀
援

等
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
り

、難
⺠

⽀
援

に
関

わ
る

職
業

に
就

い
た

り
す

る
こ

と
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

20
20

年
度

の
UN

HC
R

に
集

め
ら

れ
た

寄
付

⾦
は

総
額

57
億

94
87

万
円

に
の

ぼ
っ

た
。し

か
し

、ま
だ

ま
だ

難
⺠

問
題

は
解

決
さ

れ
て

い
な

い
。

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

ポ
ス

タ
ー

を
使

っ
た

活
動

を
解

決
策

と
し

て
提

案
 

す
る

。な
ぜ

か
と

い
う

と
、ポ

ス
タ

ー
で

あ
れ

ば
た

く
さ

ん
の

場
所

に
⼿

軽
に

掲
⽰

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
多

く
の

⼈
の

⽬
に

留
ま

り
や

す
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。解
決

策
を

考
え

て
い

く
中

で
、班

の
間

で
は

他
に「

CM
を

使
う

の
は

ど
う

か
」と

い
う

意
⾒

も
で

た
。

た
し

か
に

、
ポ

ス
タ

ー
に

⽐
べ

る
と

テ
レ

ビ
の

コ
マ

ー
シ

ャ
ル

は
よ

り
多

く
の

⼈
に

⾒
て

も
ら

い
、⽿

に
も

残
る

と
思

う
。し

か
し

、Ｃ
Ｍ

を
作

る
場

合
の

費
⽤

を
調

べ
て

み
る

と
、

少
な

く
と

も
５

０
万

円
ほ

ど
の

費
⽤

が
か

か
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。よ

り
実

現
性

が
⾼

く
、か

つ
費

⽤
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

る
ポ

ス
タ

ー
の

⽅
が

私
た

ち
の

解
決

策
と

し
て

有
効

で
あ

る
と

考
え

た
。

私
た

ち
は

実
際

に
ポ

ス
タ

ー
を

制
作

し
た

。真
ん

中
に

は
⼤

き
く

⼀
枚

の
写

真
を

載
せ

た
。そ

れ
は

１
つ

の
⾷

ベ
物

を
取

り
合

っ
て

い
る

写
真

で
あ

る
。

⾷
べ

物
に

困
っ

て
い

る
難

⺠
の

姿
を

伝
え

る
た

め
に

使
⽤

し
た

。ま
た

、ポ
ス

タ
ー

に
は

緑
 

⾊
と

⻩
⾊

を
多

く
使

っ
た

。こ
れ

ら
の

⾊
に

は
意

味
が

あ
る

。緑
⾊

は
「

平
等

」、
⻩

⾊
は

「
注

意
」

だ
。

私
た

ち
は

ポ
ス

タ
ー

を
通

し
て

、
「

難
⺠

」と
い

う
⾔

葉
が

多
く

の
⼈

の
⽬

に
留

ま
り

、難
⺠

の
⽣

活
や

現
状

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

だ
と

考
え

る
。

こ
の

よ
う

な
ポ

ス
タ

ー
を

通
し

て
、

⼈
々

に
難

⺠
に

つ
い

て
調

べ
る

き
っ

か
け

を
つ

く
り

、
難

⺠
を

⾝
近

に
感

じ
て

も
ら

い
た

い
。

 
 

こ
の

よ
う

に
し

て「
難

⺠
を

⾝
近

な
存

在
と

し
て

考
え

て
も

ら
う

」
と

い
う

私
た

ち
の

仮
説

を
実

⾏
し

よ
う

と
考

え
た

。
 

 
今

後
は

今
回

の
探

究
を

も
と

に
、

さ
ら

に
⾃

分
⾃

⾝
の

難
⺠

に
関

す
る

知
識

を
深

め
て

い
き

た
い

。
ま

た
、「

難
⺠

問
題

」
に

つ
い

て
多

く
の

⼈
々

に
興

味
を

も
っ

て
も

ら
え

る
⽅

法
を

考
え

て
い

き
た

い
と

思
う

。
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探
究

テ
ー

マ
：

海
の

⽣
態

系
の

崩
壊

に
つ

い
て

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
海

、
外

来
種

、
⽣

態
系

、
絶

滅
危

惧
種

 

私
た

ち
の

探
求

テ
ー

マ
は

「
海

の
⽣

態
系

の
崩

壊
に

つ
い

て
」

で
あ

る
。

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

と
し

て
、

現
在

の
海

の
⽣

態
系

が
周

り
の

環
境

や
影

響
に

よ
っ

て
崩

壊
が

急
激

に
進

ん
で

い
る

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
る

。
具

体
的

に
は

、
⼯

場
の

排
⽔

が
海

へ
流

れ
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
や

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

ゴ
ミ

の
ポ

イ
捨

て
、

外
来

種
の

持
ち

込
み

な
ど

様
々

な
問

題
が

原
因

と
な

っ
て

い
る

。
⽣

態
系

の
崩

壊
が

こ
の

ま
ま

進
む

と
、

私
た

ち
は

海
か

ら
の

恩
恵

を
受

け
ら

れ
な

く
な

る
。

す
る

と
、

私
た

ち
が

普
段

⾷
べ

て
い

る
⿂

が
⾷

べ
ら

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

う
の

だ
。

そ
の

う
え

、
海

洋
⽣

物
は

医
学

と
関

係
が

あ
る

た
め

、
海

洋
医

学
に

も
影

響
す

る
可

能
性

も
あ

る
。

そ
の

た
め

、
こ

れ
か

ら
も

海
か

ら
の

恩
恵

を
受

け
つ

つ
、

⽔
産

資
源

の
持

続
可

能
な

利
⽤

を
す

る
た

め
に

、
私

た
ち

は
何

を
す

る
べ

き
か

を
こ

の
活

動
を

通
し

て
探

そ
う

と
思

っ
た

。
 

私
た

ち
の

テ
ー

マ
で

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、「
新

潟
県

の
海

に
お

い
て

⽣
態

系
を

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
何

か
？

」
だ

。そ
の

仮
説

と
し

て
私

た
ち

は
、「

外
来

種
を

海
に

持
ち

込
ま

せ
な

け
れ

ば
、

あ
る

程
度

⽣
態

系
を

維
持

で
き

る
」

と
考

え
た

。
 

 
 

探
究

の
⽅

法
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

と
本

だ
。

 
 

こ
の

仮
説

を
証

明
す

る
た

め
に

四
つ

の
こ

と
に

つ
い

て
調

べ
、

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

考
察

し
た

。⼀
つ

⽬
は

、「
海

外
の

外
来

種
の

持
ち

込
み

に
関

す
る

対
策

は
機

能
し

て
い

る
の

か
」

と
い

う
こ

と
だ

。
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
に

は
⽣

物
安

全
保

障
法

と
、

⽣
き

物
を

持
ち

込
む

と
き

に
環

境
リ

ス
ク

管
理

監
査

局
の

許
可

証
が

必
要

な
有

害
物

質
及

び
新

⽣
物

法
が

あ
り

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

に
は

動
植

物
を

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
内

に
⼊

れ
る

こ
と

を
規

制
す

る
と

い
う

検
疫

法
が

あ
る

。ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

は
特

に
、2

05
0年

ま
で

に
外

来
種

を
根

絶
さ

せ
る

と
い

う
明

確
な

⽬
標

を
持

っ
て

い
る

。
こ

の
⽬

標
に

よ
り

外
来

種
に

対
す

る
意

識
が

強
く

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

ま
た

、
⽇

本
よ

り
制

限
が

厳
し

い
た

め
、

は
っ

き
り

と
効

果
が

現
れ

て
く

る
と

期
待

で
き

る
。

 
⼆

つ
⽬

は
、「

外
来

⽣
物

法
は

機
能

し
て

い
る

の
か

」と
い

う
こ

と
だ

。
外

来
⽣

物
法

は
、

⽣
態

系
へ

の
悪

影
響

を
防

ぐ
た

め
の

も
の

で
あ

る
。

貿
易

や
ペ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

で
、

特
定

外
来

⽣
物

の
原

則
持

ち
込

み
禁

⽌
及

び
取

り
扱

い
禁

⽌
と

な
っ

て
い

る
が

、
特

定
外

来
⽣

物
の

リ
ス

ト
に

載
っ

て
い

な
け

れ
ば

持
ち

込
み

及
び

取
り

扱
い

は
⾃

由
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

海
外

と
⽐

べ
て

制
限

が
緩

い
た

め
、

実
質

的
な

効
果

は
な

い
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
 

三
つ

⽬
は

、「
絶

滅
危

惧
種

と
外

来
種

は
関

係
が

あ
る

の
か

」と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
恐

⻯
時

代
か

ら
20

00
年

ま
で

の
種

の
絶

滅
速

度
と

海
の

外
来

種
の

増
加

量
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、
海

の
外

来
種

の
数

が
増

え
る

に
つ

れ
て

絶
滅

危
惧

種
の

数
も

増
え

て
い

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

外
来

種
に

よ
っ

て
⽣

態
系

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

て
い

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
り

、
絶

滅
危

惧
種

と
外

来
種

は
少

な
か

ら
ず

関
係

が
あ

り
、

相
互

に
影

響
し

合
っ

て
い

る
と

推
測

し
た

。
 

四
つ

⽬
は

、「
そ

も
そ

も
外

来
種

は
ど

の
よ

う
に

し
て

海
に

持
ち

込
ま

れ
る

の
か

」
と

い
う

こ
と

だ
。

意
図

的
な

も
の

と
し

て
、

管
理

が
出

来
な

く
な

っ
た

外
来

種
が

放
た

れ
た

り
、

害
獣

の
駆

除
を

⽬
的

に
輸

⼊
さ

れ
た

り
と

い
う

こ
と

が
あ

る
。

⾮
意

図
的

な
も

の
と

し
て

、
⼈

や
モ

ノ
が

移
動

す
る

と
き

に
、

付
着

・
混

同
し

て
持

ち
込

ま
れ

る
と

い
う

こ
と

が
あ

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

が
、

外
来

種
が

増
加

す
る

こ
と

に
つ

な
が

る
。

意
図

的
で

も
⾮

意
図

的
だ

と
し

て
も

、
外

来
種

持
ち

込
み

に
対

す
る

対
策

不
⾜

が
考

え
ら

れ
る

。
 

以
上

の
調

査
・

分
析

か
ら

、
外

来
種

の
持

ち
込

み
に

よ
っ

て
絶

滅
危

惧
種

が
急

激
に

増
加

し
て

お
り

、
⽣

態
系

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。よ
っ

て
、「

外
来

種
を

海
に

持
ち

こ
ま

な
け

れ
ば

、
あ

る
程

度
⽣

態
系

の
崩

壊
を

防
げ

る
」

と
い

う
仮

説
は

正
し

く
、「

新
潟

県
の

海
に

お
い

て
⽣

態
系

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

何
か

」
と

い
う

問
い

は
成

⽴
す

る
。

 
今

後
の

課
題

は
、

地
元

の
新

潟
県

に
ど

の
よ

う
に

広
め

る
か

を
検

討
し

、
最

善
な

⽅
法

で
提

案
を

す
る

こ
と

だ
。

そ
の

た
め

に
私

た
ち

は
⽔

族
館

や
ペ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

、
⽣

き
物

を
扱

う
お

店
を

中
⼼

に
協

⼒
し

て
も

ら
い

、
ポ

ス
タ

ー
の

掲
⽰

を
中

⼼
に

活
動

し
て

い
く

つ
も

り
だ

。
今

後
は

よ
り

多
く

の
⼈

に
海

の
現

状
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

の
活

動
に

努
め

て
い

き
た

い
。
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探
究

テ
ー

マ
：

激
し

い
猛

暑
に

よ
る

薬
や

⾷
糧

不
⾜

へ
の

有
効

な
対

策
と

は
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

薬
 

⾷
料

 
私

た
ち

は
、

激
し

い
猛

暑
に

よ
る

薬
や

⾷
糧

不
⾜

へ
の

有
効

な
対

策
を

探
究

テ
ー

マ
と

し
た

。
 

そ
の

理
由

と
し

て
、

主
に

ア
フ

リ
カ

な
ど

の
地

域
で

は
必

須
薬

品
す

ら
⼿

に
⼊

ら
な

か
っ

た
り

、
⼦

供
の

三
⼈

に
⼀

⼈
は

薬
や

⾷
糧

不
⾜

に
よ

っ
て

命
の

危
険

に
瀕

し
て

い
る

と
い

う
現

状
が

あ
り

、
私

た
ち

は
、

こ
の

問
題

を
⾃

分
た

ち
の

⼒
で

何
と

か
し

た
い

と
思

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

 
探

究
テ

ー
マ

の
対

策
を

考
え

る
に

あ
た

っ
て

、
ア

フ
リ

カ
に

あ
る

サ
ブ

サ
ハ

ラ
砂

漠
地

域
を

対
象

地
域

と
し

た
。

 
サ

ブ
サ

ハ
ラ

地
域

の
詳

し
い

今
の

現
状

を
調

べ
る

と
⽇

本
の

平
均

寿
命

は
約

73
.3

歳
な

の
に

対
し

、
サ

ブ
サ

ハ
ラ

地
域

の
平

均
寿

命
は

約
45

.64
歳

で
あ

り
薬

や
⾷

料
が

受
け

取
れ

ず
に

亡
く

な
っ

て
し

ま
う

⼦
供（

15
歳

未
満

）の
数

は
約

63
0万

⼈
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

そ
の

理
由

と
し

て
、現

地
に

は
ほ

と
ん

ど
医

療
施

設
が

な
く

、医
者

の
数

も
⽇

本
は

１
０

０
０

⼈
に

約
2.4

⼈
な

の
に

対
し

、サ
ブ

サ
ハ

ラ
地

域
で

は
１

０
０

０
⼈

に
約

0.1
⼈

に
満

た
な

い
と

い
う

現
状

も
あ

る
。 

私
た

ち
は

こ
の

問
題

を
解

決
す

る
に

は
現

地
に

薬
や

⾷
料

を
届

け
る

こ
と

で
こ

の
問

題
を

解
決

で
き

る
と

思
っ

た
。よ

っ
て

、私
た

ち
は

激
し

い
猛

暑
に

よ
る

薬
や

⾷
料

不
⾜

を
解

決
す

る
た

め
に

は
サ

ブ
サ

ハ
ラ

地
域

に
「

薬
品

と
⾷

料
を

提
供

を
す

る
べ

き
だ

。」
と

い
う

仮
説

を
⽴

て
た

。
 

提
供

⽅
法

と
し

て
、

家
庭

で
余

っ
て

い
る

⾷
べ

物
や

使
わ

な
く

な
っ

た
も

の
を

学
校

や
職

場
に

持
ち

寄
り

、
そ

れ
ら

を
ま

と
め

て
地

域
の

福
祉

団
体

や
施

設
に

寄
付

す
る

フ
ー

ド
バ

ン
ク

と
い

う
事

業
が

あ
る

こ
と

が
分

か
り

、
私

た
ち

は
そ

の
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

を
も

っ
と

広
め

お
互

い
を

助
け

合
う

こ
と

が
で

き
た

ら
こ

の
問

題
は

解
決

し
て

い
く

の
で

は
な

い
か

な
と

思
っ

た
。し

か
し

、こ
の

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
に

つ
い

て
調

べ
る

に
あ

っ
た

て
、「

⾷
料

な
ど

を
現

地
で

買
う

よ
り

も
安

く
⼿

に
⼊

る
。」

「
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
。」

と
い

っ
た

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
⼀

⽅
で「

届
く

の
に

時
間

が
か

か
る

。」「
届

く
ま

で
に

消
費

期
限

が
切

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。」
と

い
っ

た
デ

メ
リ

ッ
ト

も
あ

る
。

こ
れ

ら
の

デ
メ

リ
ッ

ト
の

解
決

策
と

し
て

消
費

期
限

が
⻑

い
⾷

品
を

届
け

る
と

い
う

解
決

策
を

考
え

た
が

商
品

の
範

囲
が

狭
ま

っ
て

し
ま

う
と

い
う

デ
メ

リ
ッ

ト
も

で
て

き
た

。
 

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

こ
の

仮
説

は
こ

れ
ら

の
問

題
を

解
決

す
る

の
に

は
⼗

分
で

な
い

と
思

っ
た

。
 

私
た

ち
は

他
に

有
効

的
な

⽅
法

は
な

い
か

と
思

い
、

現
地

で
⾷

料
や

薬
を

買
う

お
⾦

を
提

供
す

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
し

か
し

、
私

た
ち

だ
け

の
⼒

で
は

⼗
分

な
資

⾦
を

集
め

ら
れ

な
い

と
思

い
、

お
店

の
レ

ジ
の

近
く

で
募

⾦
活

動
を

す
れ

ば
よ

り
い

い
の

で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

そ
こ

で
、

私
た

ち
は

お
店

を
ス

ー
パ

ー
に

絞
っ

て
考

え
る

こ
と

に
し

た
。

近
く

の
ス

ー
パ

ー
を

探
し

て
み

る
と

イ
オ

ン
モ

ー
ル

が
SD

GS
の

活
動

を
⾏

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

募
⾦

活
動

を
す

る
に

あ
っ

た
っ

て
イ

オ
ン

モ
ー

ル
が

最
適

で
な

い
か

と
考

え
た

。
 

さ
ら

に
、

私
た

ち
は

募
⾦

活
動

で
よ

り
多

く
の

資
⾦

を
集

め
る

た
め

に
ど

う
す

る
べ

き
か

を
考

え
た

。
 

第
⼀

に
、

お
客

さ
ん

が
募

⾦
を

し
た

い
と

思
え

る
よ

う
な

呼
び

か
け

や
⼯

夫
を

す
る

べ
き

だ
と

思
っ

た
。

⾃
分

た
ち

が
募

⾦
を

す
る

⽴
場

に
な

っ
た

と
き

、な
ぜ

募
⾦

を
し

て
い

る
の

か
、募

⾦
さ

れ
た

お
⾦

は
ど

ん
な

⾵
に

使
わ

れ
る

の
か

、ど
こ

で
使

わ
れ

る
の

か
、さ

ら
に

、
そ

の
地

域
の

具
体

的
な

現
状

な
ど

を
知

る
こ

と
で

募
⾦

し
た

い
と

思
う

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
そ

れ
ら

を
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

に
は

短
い

映
像

や
イ

ラ
ス

ト
を

使
っ

た
ポ

ス
タ

ー
な

ど
で

呼
び

か
け

る
の

が
良

い
と

思
っ

た
。

 
こ

れ
ら

よ
り

問
い

に
対

す
る

解
答

は
企

業
と

協
⼒

し
て

募
⾦

活
動

を
す

る
こ

と
だ

。
資

⾦
を

集
め

る
⽬

的
を

は
っ

き
り

と
わ

か
り

や
す

く
し

た
り

，
共

感
で

き
る

様
な

使
い

道
に

し
た

り
す

る
な

ど
の

⼯
夫

も
す

る
こ

と
が

⼤
切

だ
と

思
っ

た
。

 
分

野
別

発
表

会
を

⾏
っ

た
と

き
、

先
⽣

か
ら

募
⾦

活
動

は
い

い
と

思
う

が
他

の
団

体
も

た
く

さ
ん

⾏
っ

て
い

て
、

埋
も

れ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
、

ま
た

実
際

に
募

⾦
活

動
を

し
て

も
お

⾦
を

寄
付

し
て

く
れ

る
⼈

は
限

ら
れ

て
い

る
か

ら
募

⾦
以

外
で

の
今

ま
で

に
な

い
活

動
を

す
る

こ
と

も
⼤

事
だ

な
ど

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

い
た

。
確

か
に

募
⾦

を
⾏

っ
て

い
る

⼈
た

ち
の

前
を

募
⾦

す
る

⼈
よ

り
も

素
通

り
す

る
⼈

の
⽅

が
多

い
と

思
う

し
し

た
と

し
て

も
数

円
い

れ
る

く
ら

い
で

あ
り

募
⾦

で
集

め
ら

れ
る

資
⾦

に
は

限
界

が
あ

る
と

思
う

。
な

の
で

募
⾦

を
や

る
と

し
た

ら
、

分
か

り
や

す
く

多
く

の
⼈

に
共

感
し

て
も

ら
え

る
使

⽤
⽬

的
に

す
る

の
は

も
ち

ろ
ん

他
に

も
募

⾦
し

た
⼈

は
新

聞
な

ど
に

名
前

を
書

い
て

発
表

し
て

も
ら

え
る

、
何

円
以

上
募

⾦
し

た
ら

サ
ー

ビ
ス

が
も

ら
え

る
な

ど
の

⼯
夫

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

利
⽤

し
て

い
る

中
⼩

企
業

の
中

に
は

多
く

の
資

⾦
を

集
め

る
事

が
で

き
た

と
こ

ろ
も

あ
る

よ
う

で
、

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

活
⽤

も
よ

い
と

思
っ

た
。 

最
後

に
、

私
達

が
多

く
の

資
⾦

や
⾷

糧
を

提
供

し
て

も
そ

の
国

の
政

治
や

農
業

、
⼯

業
⾃

体
が

何
か

変
わ

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
た

く
さ

ん
の

視
点

で
問

題
を

⾒
つ

け
対

策
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。
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「
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ー

ド
バ

ン
ク

さ
が

」「
サ

ブ
サ

ハ
ラ

ア
フ

リ
カ

」「
イ

オ
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」「
フ

ァ
ウ

ン
ド

レ
イ

ジ
ン

グ
実

践
⼊

⾨
」

 

グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
4

組
  

9
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

廃
棄

物
を

有
効

活
⽤

す
る

に
は

？
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

廃
棄

物
 

探
究

テ
ー

マ
は

、「
廃

棄
物

を
有

効
活

⽤
す

る
に

は
？

」
だ

。
キ

ー
ワ

ー
ド

は
、「

廃
棄

物
」。

廃
棄

物
と

は
我

々
⼈

類
が

⽣
き

て
い

る
限

り
、

お
そ

ら
く

永
遠

に
尽

き
る

こ
と

が
な

い
も

の
で

あ
る

。し
か

し
、ご

み
処

理
に

必
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

⽤
は

、
地

球
温

暖
化

を
進

め
る

原
因

の
⼀

つ
に

な
っ

て
い

る
。ま

た
、燃

え
な

い
ゴ

ミ
を

埋
め

⽴
て

る
た

め
の

⼟
地

の
減

少
も

深
刻

な
問

題
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
 

そ
こ

で
、

私
た

ち
は

SD
Gｓ

の
⽬

標
７

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
み

ん
な

に
 

そ
し

て
ク

リ
ー

ン
に

」、
⽬

標
１

３
「

気
候

変
動

に
具

体
的

な
対

策
を

」
の

⽬
標

を
元

に
、「

廃
棄

物
を

有
効

活
⽤

す
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

」
と

い
う

問
い

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
に

し
た

。
 

廃
棄

物
を

活
⽤

す
る

の
に

重
要

な
点

は
、環

境
に

良
く

、循
環

型
社

会
に

貢
献

で
き

、扱
い

や
す

い
こ

と
で

あ
る

。こ
れ

ら
を

概
ね

満
た

せ
る

よ
う

な
⽅

法
は

な
い

か
と

考
え

た
と

こ
ろ

、
あ

る
考

え
に

た
ど

り
着

い
た

。
そ

れ
は

、「
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

」
だ

。
 

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
と

は
、

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

1
つ

で
、

動
植

物
な

ど
か

ら
⽣

ま
れ

た
⽣

物
資

源
で

あ
る「

バ
イ

オ
マ

ス
」を

利
⽤

し
て

発
電

す
る

仕
組

み
で

あ
る

。
バ

イ
オ

マ
ス

に
は

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
と

呼
ば

れ
る

も
の

も
あ

り
、

廃
棄

物
を

活
⽤

で
き

る
事

が
分

か
っ

た
。

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

、「
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

は
、

廃
棄

物
を

有
効

的
に

活
⽤

で
き

る
」

と
い

う
仮

説
を

⽴
て

た
。

さ
ら

に
、「

三
条

市
で

も
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

が
で

き
る

」と
い

う
仮

説
を

加
え

て
、⼆

つ
の

仮
説

を
調

べ
る

こ
と

に
し

た
。

 
ま

ず
、⼀

つ
⽬

の「
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

は
、廃

棄
物

を
有

効
的

に
活

⽤
で

き
る

」と
い

う
仮

説
を

⽴
証

す
る

た
め

、イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

た
。

 
ま

ず
、廃

棄
物

の
量

に
つ

い
て

で
す

。全
国

の
推

移
は

、年
々

減
少

し
て

い
て

、
20

10
年

に
は

4,5
36

万
tだ

っ
た

が
、

20
19

年
に

は
4,2

74
万

tと
、

約
5.7

％
削

減
に

成
功

し
て

い
た

。
新

潟
県

も
減

少
し

て
い

た
が

、廃
棄

物
が

無
く

な
る

こ
と

は
な

く
、廃

棄
物

の
埋

め
⽴

て
地

の
問

題
な

ど
は

残
っ

た
ま

ま
だ

と
考

え
た

。
 

次
に

、
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

の
メ

リ
ッ

ト
と

デ
メ

リ
ッ

ト
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

メ
リ

ッ
ト

は
、「

⼆
酸

化
炭

素
の

排
出

が
削

減
で

き
る

」
「

循
環

型
社

会
を

構
築

で
き

る
」「

発
電

量
が

⾒
込

め
て

か
つ

発
電

量
が

調
整

で
き

る
」の

三
つ

で
あ

る
。特

に
、循

環
型

社
会

を
構

築
で

き
る

こ
と

は
、バ

イ
オ

マ
ス

発
電

独
⾃

の
メ

リ
ッ

ト
と

⾔
え

る
。デ

メ
リ

ッ
ト

は
、「

バ
イ

オ
マ

ス
の

収
集・

運
搬

・
管

理
が

⼤
変

」「
 

コ
ス

ト
の

か
か

る
⼩

規
模

分
散

型
施

設
に

な
り

が
ち

」「
事

業
化

に
向

け
た

戦
略

が
な

さ
れ

て
い

な
い

」だ
。バ

イ
オ

マ
ス

発
電

は
、原

料
を

様
々

な

と
こ

ろ
か

ら
集

め
る

事
が

出
来

る
が

、
原

料
を

集
め

る
た

め
の

コ
ス

ト
が

太
陽

光
発

電
な

ど
の

他
の

エ
コ

な
発

電
と

⽐
べ

て
⾼

い
。

 
次

に
発

電
効

率
に

つ
い

て
説

明
す

る
。調

べ
た

と
こ

ろ
、バ

イ
オ

マ
ス

発
電

の
発

電
効

率
は

約
20

％
だ

っ
た

。
こ

れ
は

、
太

陽
光

発
電

と
ほ

ぼ
同

じ
程

度
で

、⽔
⼒

発
電

と
⽐

べ
る

と
60

％
も

の
開

き
が

あ
る

。
こ

の
結

果
か

ら
、

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
は

発
電

効
率

が
悪

い
こ

と
が

分
か

る
が

、
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

は
廃

棄
物

を
利

⽤
で

き
る

た
め

廃
棄

物
さ

え
あ

れ
ば

、理
論

上
は

永
遠

に
発

電
す

る
こ

と
が

で
き

る
。よ

っ
て

、
発

電
効

率
は

カ
バ

ー
出

来
る

と
考

え
た

。
 

 
こ

れ
ら

の
結

果
か

ら
、仮

説
の

⼀
つ

で
あ

る「
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

は
、

廃
棄

物
を

有
効

的
に

活
⽤

で
き

る
」

は
⽴

証
さ

れ
た

。
 

次
に

、「
三

条
市

で
も

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
が

で
き

る
」

と
い

う
仮

説
に

つ
い

て
調

査
し

た
。発

電
所

を
設

置
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

、
「

発
電

資
源

の
調

達
可

能
か

」「
⼟

地
は

あ
る

か
」「

資
⾦

調
達

は
可

能
か

」
の

三
つ

で
あ

る
。

 
ま

ず
、発

電
資

源
の

調
達

可
能

か
と

い
う

問
い

に
つ

い
て

だ
。そ

れ
に

つ
い

て
は

、先
ほ

ど
説

明
し

た
よ

う
に

廃
棄

物
を

活
⽤

す
る

た
め

、
問

題
は

解
決

さ
れ

る
。

 
次

に
、⼟

地
は

あ
る

か
と

い
う

問
い

に
つ

い
て

だ
。三

条
市

に
は

⽥
ん

ぼ
が

あ
り

、
交

渉
次

第
で

は
広

い
⼟

地
を

利
⽤

す
る

こ
と

が
可

能
だ

。
 

最
後

に
資

⾦
調

達
は

可
能

か
と

い
う

問
い

に
つ

い
て

だ
。

株
を

発
⾏

し
て

資
⾦

を
調

達
す

る
⽅

法
や

、
補

助
を

受
け

る
事

が
出

来
る

た
め

す
べ

て
解

決
と

ま
で

は
い

か
な

い
に

し
ろ

、
資

⾦
調

達
は

⾏
え

る
こ

と
が

分
か

る
。

 
こ

れ
ら

の
結

果
か

ら
、仮

説
の

⼀
つ

で
あ

る「
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

は
、

廃
棄

物
を

有
効

的
に

活
⽤

で
き

る
」

は
概

ね
⽴

証
さ

れ
た

。
 

こ
れ

か
ら

の
課

題
と

し
て

、「
⼟

地
を

利
⽤

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
が

難
し

い
」「

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
所

を
建

て
る

と
コ

ス
ト

が
か

か
る

」 
「

三
条

市
の

メ
リ

ッ
ト

が
不

明
」が

あ
る

。さ
ら

に
調

べ
て

い
き

、よ
り

よ
い

探
究

活
動

と
な

る
よ

う
に

し
て

い
く

。
 

参
考

資
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ロ
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カ
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報

告
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0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
５

組
  

２
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

の
⼦

供
の

飢
餓

を
減

ら
す

た
め

の
対

策
と

は
？

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

⼦
供

⾷
堂

、
フ

ー
ド

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

 

探
究

テ
ー

マ
の

設
定

の
理

由
は

⽇
本

に
も

飢
餓

が
な

い
と

思
っ

て
調

べ
て

み
た

と
こ

ろ
、

飢
餓

が
あ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

 
こ

の
探

究
活

動
の

⽬
的

と
は

、
⽇

本
の

⼦
供

の
飢

餓
を

減
ら

す
た

め
の

、
対

策
を

出
す

こ
と

で
あ

る
。

 
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
「

ど
う

し
た

ら
⼦

供
の

飢
餓

を
へ

ら
せ

る
か

」
で

あ
る

。
 

私
た

ち
の

⽴
て

た
仮

説
は

「
コ

ン
ビ

ニ
の

売
れ

残
り

商
品

を
フ

ー
ド

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

で
⼦

供
⾷

堂
に

届
け

る
こ

と
で

⼦
供

の
飢

餓
を

減
ら

す
」

で
あ

る
。

 
ま

ず
私

た
ち

は
最

初
に

ど
の

く
ら

い
の

⽇
本

の
こ

ど
も

が
飢

餓
に

苦
し

ん
で

い
る

か
を

調
べ

た
。

す
る

と
７

⼈
に

１
⼈

の
⼦

供
が

飢
餓

状
態

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
飢

餓
に

苦
し

ん
で

い
る

⼦
供

は
相

対
的

貧
困

層
に

い
る

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。総
価

的
貧

困
と

は
、

そ
の

国
や

地
域

の
⽔

準
の

中
で

⽐
較

し
て

、
⼤

多
数

よ
り

も
貧

し
い

状
態

の
事

を
指

し
て

い
ま

す
。所

得
で

⾒
る

と
、世

帯
の

所
得

が
そ

の
国

の
透

過
可

処
分

所
得

の
中

央
値

に
満

た
な

い
状

態
の

事
で

あ
る

。
 

⼦
ど

も
の

飢
餓

を
解

決
す

る
た

め
の

組
織

が
な

い
か

調
べ

た
と

こ
ろ

地
⽅

⾃
治

体
や

地
域

住
⺠

が
運

営
す

る
⼦

供
⾷

堂
が

あ
る

こ
と

を
知

っ
た

。⼦
供

⾷
堂

と
は

、無
料

ま
た

は
低

価
格

で
⼦

供
た

ち
に

⾷
事

を
提

供
す

る
施

設
で

あ
る

。
⼦

供
⾷

堂
に

提
供

さ
れ

る
⾷

材
は

ど
の

よ
う

な
も

の
か

調
べ

た
と

こ
ろ

地
域

住
⺠

が
善

意
で

無
料

で
提

供
し

て
く

れ
た

り
、税

⾦
を

使
っ

て
⾷

材
を

購
⼊

し
、低

価
格

ま
た

は
無

料
で

料
理

を
提

供
し

て
い

た
。

⼦
供

⾷
堂

の
メ

リ
ッ

ト
は

誰
か

と
⾷

事
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

点
や

、
親

同
⼠

や
⼦

供
同

⼠
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
⽣

ま
れ

る
事

で
あ

る
。

デ
メ

リ
ッ

ト
は

会
場

の
ス

タ
ッ

フ
の

確
保

難
や

運
営

費
の

確
保

が
難

し
い

と
い

う
点

が
あ

げ
ら

れ
る

。
次

に
私

た
ち

は
、⽇

本
の

⾷
品

ロ
ス

を
調

べ
た

。す
る

と
、⽇

本
で

は
毎

年
約

15
35

万
ト

ン
も

の
⾷

料
が

廃
棄

さ
れ

、
そ

の
う

ち
の

約
61

2
万

ト
ン

が
⾷

品
ロ

ス
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
そ

し
て

私
た

ち
は

⾝
近

に
あ

る
コ

ン
ビ

ニ
の

⾷
品

廃
棄

率
に

興
味

を
持

っ
た

。
コ

ン
ビ

ニ
の

⾷
品

廃
棄

率
を

調
べ

た
と

こ
ろ

年
間

約
24

万
ト

ン
の

⾷
べ

物
が

廃
棄

さ
れ

て
い

る
と

分
か

っ
た

。
 

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

コ
ン

ビ
ニ

で
廃

棄
す

る
予

定
の

⾷
べ

物
を

地
⽅

⾃
治

体
に

低
価

格
ま

た
は

無
料

で
提

供
し

、
そ

れ
を

⼦
供

⾷
堂

に
提

供
す

る
こ

と
で

、
コ

ン
ビ

ニ
の

⾷
品

廃
棄

率
も

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
し

、
⼦

供
⾷

堂
の

デ
メ

リ
ッ

ト
で

あ
る

運
営

費
の

確
保

が
難

し
い

と
い

う
点

も
解

消
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
、

私
た

ち
は

考
え

た
。

 
 

私
た

ち
は

コ
ン

ビ
ニ

の
廃

棄
物

が
ど

の
よ

う
な

ル
ー

ト
で

廃
棄

さ
れ

る
か

調
べ

た
。

す
る

と
コ

ン
ビ

ニ
が

直
接

ご
み

処
理

場
に

廃
棄

物

を
出

し
て

い
る

の
で

は
な

く
、1

度
地

⽅
⾃

治
体

を
通

し
て

⾷
品

を
廃

棄
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
地

⽅
⾃

治
体

に
流

れ
て

き
た

⾷
品

を
⼦

供
⾷

堂
に

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

⼦
供

⾷
堂

は
様

々
な

⾷
事

を
提

供
で

き
る

。
こ

の
取

り
組

み
を

す
る

こ
と

で
お

店
側

に
も

⾃
治

体
側

に
も

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

 
ま

ず
は

お
店

側
の

メ
リ

ッ
ト

だ
。1

つ
⽬

は
廃

棄
の

費
⽤

を
減

ら
せ

る
こ

と
で

あ
る

。コ
ン

ビ
ニ

は
1店

舗
1⽇

当
た

り
2〜

5万
円

程
の

⾷
品

ロ
ス

が
出

て
い

ま
す

。
こ

れ
を

1年
に

換
算

す
る

と
、

約
18

25
万

円
も

の
廃

棄
の

費
⽤

が
掛

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
こ

の
負

担
が

少
し

で
も

減
れ

ば
コ

ン
ビ

ニ
五

⽻
の

経
営

が
楽

に
な

る
。

 
2つ

⽬
は

、
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

せ
る

事
で

あ
る

。。
⽇

本
で

は
、

毎
年

約
15

35
万

ト
ン

も
の

⾷
品

が
廃

棄
さ

れ
て

い
る

。少
し

で
も

減
ら

す
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

3つ
⽬

は
お

店
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
る

こ
と

だ
。⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

す
取

り
組

み
を

し
て

い
る

こ
と

が
消

費
者

に
伝

わ
れ

ば
、

お
店

の
売

上
向

上
に

つ
な

が
る

の
で

あ
る

。
 

次
に

⾃
治

体
側

の
メ

リ
ッ

ト
だ

。1
つ

⽬
は

飢
餓

の
⼦

供
が

減
る

こ
と

だ
。

飢
餓

の
⼦

供
が

減
れ

ば
⾃

治
体

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

る
。

 
2つ

⽬
は

安
価

で
安

定
的

に
仕

⼊
れ

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
だ

。⼦
供

⾷
堂

は
地

域
住

⺠
の

寄
付

な
ど

で
な

り
た

っ
て

い
る

。だ
か

ら
、⾷

料
が

提
供

さ
れ

な
い

と
き

も
あ

る
。

コ
ン

ビ
ニ

の
⾷

料
を

提
供

す
る

こ
と

が
出

来
れ

ば
安

定
し

て
⼦

供
⾷

堂
は

料
理

を
提

供
で

き
る

。
 

今
後

の
課

題
は

2
つ

あ
る

。
1

つ
⽬

は
⾷

品
の

安
全

性
の

確
保

で
あ

る
。

い
く

ら
コ

ン
ビ

ニ
の

⾷
品

と
い

っ
て

も
廃

棄
さ

れ
る

⾷
品

の
賞

味
期

限
は

残
り

わ
ず

か
で

あ
る

。安
全

性
が

低
い

⾷
品

は
、提

供
で

き
な

い
。ま

た
、コ

ロ
ナ

渦
の

中
で

、ど
う

や
っ

て
衛

星
を

保
つ

か
も

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。こ
の

⾷
品

を
ど

の
よ

う
に

鮮
度

を
保

ち
、

⼦
供

⾷
堂

に
提

供
す

る
か

が
⼀

つ
⽬

の
課

題
で

あ
る

。
 

2つ
⽬

の
課

題
は

、コ
ン

ビ
ニ

と
⾃

治
体

の
協

⼒
で

あ
る

。現
在

コ
ン

ビ
ニ

と
⾃

治
体

が
協

⼒
し

て
⾷

品
廃

棄
を

減
ら

す
こ

と
や

⼦
供

⾷
堂

に
提

供
す

る
な

ど
の

取
り

組
み

は
な

い
。

ど
の

よ
う

に
し

て
コ

ン
ビ

ニ
と

⾃
治

体
を

協
⼒

関
係

に
す

る
か

が
2つ

⽬
の

課
題

で
あ

る
。

 
参

考
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【

概
要

版
】

 

1
年

 ５
組

 １
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

南
ス

ー
ダ

ン
の

飢
餓

に
対

い
て

私
た

ち
が

出
来

る
こ

と
。

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

飢
餓

、
教

育
、

南
ス

ー
ダ

ン
 

探
究

テ
ー

マ
設

定
理

由
は

、
世

界
的

に
飢

餓
が

深
刻

な
状

態
に

あ
る

こ
と

を
テ

レ
ビ

な
ど

の
メ

デ
ィ

ア
で

み
か

け
て

、
そ

れ
に

つ
い

て
詳

し
く

調
べ

て
み

る
と

、
そ

の
中

で
も

特
に

南
ス

ー
ダ

ン
が

飢
餓

に
苦

し
ん

で
い

る
国

だ
と

い
う

こ
と

が
分

か
り

、
な

に
が

飢
餓

を
深

刻
に

さ
せ

て
い

る
の

か
、

そ
し

て
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

と
し

て
何

が
あ

る
か

を
考

え
よ

う
と

思
っ

た
か

ら
だ

。
 

も
う

⼀
つ

の
理

由
と

し
て

飢
餓

と
い

う
⾔

葉
を

知
っ

て
い

な
が

ら
そ

の
内

容
を

調
べ

る
ま

で
は

ほ
と

ん
ど

知
ら

な
っ

た
と

い
う

こ
と

だ
。 

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

こ
の

よ
う

な
仮

説
に

た
ど

り
着

い
た

。そ
れ

は
、

貧
困

国
に

は
貧

し
く

て
学

校
に

⾏
く

こ
と

が
出

来
な

い
⼦

供
が

た
く

さ
ん

お
り

、
⼗

分
な

教
育

を
受

け
ら

れ
な

い
た

め
に

周
り

に
⽐

べ
て

知
識

を
つ

け
ら

れ
な

い
。そ

れ
に

よ
り

、ま
と

も
な

職
に

就
く

こ
と

が
で

き
ず

安
定

し
た

収
⼊

を
得

ら
れ

な
い

た
め

に
さ

ら
に

貧
し

く
な

る
と

い
う

よ
う

な
飢

餓
と

教
育

の
間

に「
悪

循
環

の
サ

イ
ク

ル
」が

あ
る

と
い

う
こ

と
だ

。
こ

の
仮

定
よ

り
、「

飢
餓

」、
「

教
育

」、
「

南
ス

ー
ダ

ン
」の

キ
ー

ワ
ー

ド
が

出
て

き
た

。私
た

ち
は

こ
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

基
に

、
ど

の
よ

う
に

し
て

悪
循

環
が

起
こ

っ
て

い
る

の
か

を
調

べ
た

。
 

 
ま

ず
、

南
ス

ー
ダ

ン
に

限
定

せ
ず

に
飢

餓
そ

の
も

の
に

つ
い

て
知

る
こ

と
に

し
た

。飢
餓

と
は

地
震

、津
波

、洪
⽔

、⼲
ば

つ
な

ど
の

⾃
然

災
害

や
国

同
⼠

の
⻑

期
に

わ
た

る
紛

争
に

よ
っ

て
⾷

べ
物

な
ど

⽣
活

に
必

要
な

も
の

を
⼗

分
に

得
る

こ
と

が
出

来
な

い
が

た
め

に
世

界
各

地
で

起
こ

っ
て

い
る

深
刻

な
問

題
で

あ
る

特
に

ア
フ

リ
カ

は
厳

し
い

気
候

や
経

済
の

低
迷

、景
気

の
悪

化
と

い
っ

た
要

因
が

絡
み

合
い

、
飢

餓
状

態
に

あ
る

⼈
が

多
く

、
飢

餓
蔓

延
率

は
世

界
で

最
も

⾼
い

と
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
中

で
も

南
ス

ー
ダ

ン
は

飢
餓

に
最

も
苦

し
ん

で
い

る
国

だ
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。

だ
か

ら
南

ス
ー

ダ
ン

の
飢

餓
に

つ
い

て
詳

し
く

調
べ

た
。

 
 

次
に

世
界

の
飢

餓
の

原
因

に
つ

い
て

調
べ

た
。

飢
餓

の
原

因
は

先
ほ

ど
述

べ
た

よ
う

に
⾃

然
災

害
や

紛
争

な
ど

だ
。そ

の
た

め
、そ

れ
ら

が
起

こ
る

こ
と

に
よ

り
農

作
物

や
⽥

畑
が

被
害

を
受

け
、

家
や

仕
事

な
ど

の
⽣

活
基

盤
が

失
わ

れ
、

経
済

的
に

も
⾷

料
を

⼿
に

⼊
れ

ら
れ

な
か

っ
た

り
、

家
や

農
地

を
捨

て
て

避
難

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

り
す

る
。

 
 

こ
こ

ま
で

調
べ

た
中

で
、

教
育

と
い

う
⾔

葉
は

⾒
つ

か
ら

な
か

っ
た

。
し

か
し

飢
餓

に
最

も
困

っ
て

い
る

国
で

あ
る

南
ス

ー
ダ

ン
に

焦
点

を
絞

っ
て

み
た

ら
ど

う
だ

ろ
う

か
。

 
 

南
ス

ー
ダ

ン
に

焦
点

を
当

て
る

に
あ

た
っ

て
、現

状
や

背
景

、南
ス

ー
ダ

ン
の

歴
史

に
つ

い
て

し
ら

べ
た

。
南

ス
ー

ダ
ン

は
ア

フ
リ

カ
⼤

陸
に

属
す

る
。

⼈
⼝

は
11

9万
⼈

で
あ

る
。

ま
た

、
20

11
年

に
ス

ー

ダ
ン

か
ら

独
⽴

し
て

で
き

た
背

化
で

最
も

新
し

い
国

で
あ

る
。

計
40

年
以

上
に

及
ぶ

内
戦

の
影

響
で

国
⼟

全
域

で
の

開
発

が
ほ

と
ん

ど
な

さ
れ

て
お

ら
ず

、
基

礎
的

な
※

イ
ン

フ
ラ

が
決

定
的

に
不

⾜
し

た
こ

と
で

飢
餓

が
進

⾏
し

て
し

ま
っ

た
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

 
※

イ
ン

フ
ラ

…
⽣

活
や

産
業

の
基

盤
と

な
る

設
備

を
指

す
⾔

葉
。

 
こ

こ
ま

で
は

南
ス

ー
ダ

ン
の

主
な

情
報・

背
景

に
つ

い
て

だ
。南

ス
ー

ダ
ン

の
知

識
を

⼗
分

に
付

け
た

う
え

で
、飢

餓
の

現
状・

原
因

を
調

べ
た

。
 

 
南

ス
ー

ダ
ン

の
約

3分
の

2の
70

0万
⼈

が
飢

餓
に

陥
っ

て
い

る
。

そ
し

て
⾃

給
⾃

⾜
能

⼒
も

著
し

く
損

な
晴

れ
て

い
る

た
め

緊
急

⾷
糧

⽀
援

が
必

要
と

な
る

。し
か

し
、イ

ン
フ

ラ
が

整
っ

て
い

な
い

た
め

地
上

ル
ー

ト
で

の
⾷

糧
⽀

援
は

困
難

で
あ

る
。だ

か
ら

W
FP

（
国

際
連

合
世

界
⾷

糧
計

画
）は

期
間

を
設

け
、難

⺠
へ

の
⾷

糧
配

給
量

を
削

減
し

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
７

０
万

⼈
程

度
の

難
⺠

に
影

響
が

及
ん

で
い

る
。そ

の
た

め
、削

減
中

は
少

な
い

量
で

⽀
援

を
⻑

く
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
、

つ
ま

り
少

な
い

量
で

多
く

の
⼈

に
と

い
う

こ
と

が
重

要
に

な
っ

て
い

る
。ま

た
、南

ス
ー

ダ
ン

に
は

⼗
分

な
教

育
を

受
け

ら
れ

な
い

⼦
供

た
ち

が
た

く
さ

ん
い

る
。

実
際

に
識

字
率

を
調

べ
て

み
た

と
こ

ろ
、

識
字

率
の

世
界

平
均

は
約

78
％

で
あ

る
の

に
対

し
、

南
ス

ー
ダ

ン
の

識
字

率
は

約
27

％
と

と
て

も
低

く
、

世
界

で
最

も
低

い
状

況
に

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

南
ス

ー
ダ

ン
で

は
教

育
が

⼗
分

に
⾏

き
届

い
て

い
な

い
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
る

。ま
た

、南
ス

ー
ダ

ン
に

は
5⼈

に
1⼈

が
学

校
に

⾏
け

て
い

な
い

と
い

う
実

態
が

あ
る

。学
校

に
⾏

く
こ

と
が

出
来

な
け

れ
ば

、⽂
字

の
読

み
書

き
や

計
算

は
で

き
る

よ
う

に
は

な
ら

な
い

。ま
た

、学
ぶ

機
会

が
な

け
れ

ば
、

政
治

に
つ

い
て

や
⾃

分
た

ち
の

現
状

を
知

る
こ

と
も

気
づ

く
こ

と
も

出
来

な
い

。そ
う

な
れ

ば
、⼤

⼈
に

な
っ

て
働

く
と

な
っ

た
時

に
単

純
労

働
の

よ
う

な
低

賃
⾦

の
仕

事
に

就
く

ほ
か

な
く

な
る

。
そ

う
い

っ
た

不
安

定
な

仕
事

に
つ

い
て

し
ま

う
と

、
⽣

活
歩

の
確

保
で

精
⼀

杯
で

⾃
分

の
⼦

供
を

学
校

に
通

わ
せ

る
余

裕
が

な
い

。
こ

れ
ら

が
多

く
の

世
代

に
わ

た
っ

て
続

い
て

い
く

こ
と

で
南

ス
ー

ダ
ン

の
飢

餓
は

深
刻

な
状

況
に

陥
っ

て
し

ま
っ

た
。

 
 

こ
の

よ
う

に
南

ス
ー

ダ
ン

の
飢

餓
に

は
教

育
が

⼤
き

く
か

か
わ

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

を
解

決
す

る
た

め
に

は
ま

ず
教

育
環

境
を

整
え

て
い

く
べ

き
だ

と
考

え
る

。
そ

の
た

め
に

は
そ

れ
な

り
の

資
⾦

が
必

要
で

あ
る

。課
題

と
し

て
資

⾦
集

め
の

⽅
法

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。も

う
少

し
信

憑
性

あ
る

も
の

に
す

る
た

め
に

実
験

や
実

践
が

⾜
り

な
い

と
思

っ
た

。
こ

の
反

省
点

を
基

に
課

題
に

取
り

組
ん

で
い

く
。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
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2
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【

概
要

版
】

 

1
年

  
5

組
  

4
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

家
庭

内
に

お
け

る
⾷

品
ロ

ス
対

策
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

⾷
品

ロ
ス

、
家

庭
内

⾷
品

ロ
ス

 

私
た

ち
の

研
究

テ
ー

マ
は「

家
庭

内
に

お
け

る
⾷

品
ロ

ス
対

策
」と

い
う

も
の

で
あ

る
。

 
ま

ず
⾷

品
ロ

ス
と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
を

取
り

込
ん

だ
理

由
と

し
て

、
⽇

本
の

⾷
品

ロ
ス

が
多

い
と

い
う

現
状

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
世

界
で

⽐
較

し
て

み
る

と
⾷

品
ロ

ス
が

多
い

国
ラ

ン
キ

ン
グ

で
い

う
と

⽇
本

は
六

位
と

い
う

結
果

に
な

る
。

⽇
本

で
は

⼀
年

間
で

約
61

2万
ト

ン
ま

だ
⾷

べ
ら

れ
る

⾷
品

が
捨

て
ら

れ
て

い
る

。
国

⺠
⼀

⼈
当

た
り

で
計

算
す

る
と

毎
⽇

お
茶

碗
⼀

杯
分

を
捨

て
て

い
る

計
算

に
な

る
。

だ
が

⽇
本

は
海

外
か

ら
た

く
さ

ん
の

輸
⼊

を
し

て
い

る
。

そ
し

て
⾷

品
ロ

ス
に

つ
い

て
調

べ
て

い
く

う
ち

に
⽇

本
の

⾷
品

ロ
ス

の
現

状
を

⽬
の

あ
た

り
に

し
、

私
た

ち
は

こ
ん

な
に

も
の

⾷
材

が
捨

て
ら

れ
て

い
る

の
か

と
驚

い
た

。
そ

こ
か

ら
⽇

本
の

⾷
品

ロ
ス

を
減

ら
す

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

か
と

考
え

い
っ

た
。

次
に

家
庭

内
の

⾷
品

ロ
ス

と
い

う
キ

ー
ワ

ー
ド

に
つ

い
て

だ
。

⾷
品

ロ
ス

は
⼆

つ
の

場
所

か
ら

⽣
ま

れ
る

。⼀
つ

⽬
は

企
業

か
ら

。⼆
つ

⽬
は

家
庭

か
ら

。私
た

ち
が

よ
り

関
係

し
て

い
て

、
⾷

品
ロ

ス
減

少
に

向
け

て
貢

献
で

き
る

の
は

ど
ち

ら
な

の
か

と
考

え
て

い
っ

た
結

果
、

⾃
分

達
で

研
究

が
し

や
す

く
、周

り
の

⼈
た

ち
に

呼
び

か
け

ら
れ

、結
果

が
わ

か
り

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

い
う

こ
と

か
ら

家
庭

内
か

ら
の

⾷
品

ロ
ス

、
家

庭
内

⾷
品

ロ
ス

と
い

う
キ

ー
ワ

ー
ド

に
決

定
し

た
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
⽇

本
の

家
庭

内
に

お
け

る
⾷

品
ロ

ス
を

ど
う

し
た

ら
減

ら
し

て
い

け
る

の
か

と
い

う
テ

ー
マ

の
も

と
活

動
し

て
き

た
。

 
こ

の
探

求
活

動
の

家
庭

内
フ

ー
ド

ロ
ス

を
な

く
す

と
い

う
⽬

的
と

し
て

ど
ん

な
⽅

法
で

フ
ー

ド
ロ

ス
が

減
ら

せ
る

の
か

、
ま

た
ど

の
く

ら
い

の
量

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
る

の
か

、
ど

の
よ

う
に

し
て

意
識

を
も

っ
て

も
ら

う
か

と
い

う
主

に
こ

の
三

つ
の

点
に

注
⽬

し
て

い
る

。 
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
「

家
庭

内
で

で
き

る
フ

ー
ド

ロ
ス

対
策

は
何

が
あ

る
か

」
と

い
う

も
の

だ
。

 
こ

の
問

い
を

明
ら

か
に

す
る

⽅
法

と
し

て
私

た
ち

は
ま

ず
ど

の
よ

う
な

⾏
動

が
家

庭
内

で
の

⾷
品

ロ
ス

を
招

い
て

い
る

の
か

を
調

べ
た

り
、聞

い
た

り
し

た
。す

る
と

こ
の

よ
う

な
回

答
が

多
か

っ
た

。⼀
つ

⽬
は

冷
蔵

庫
の

中
が

ご
ち

ゃ
ご

ち
ゃ

し
て

い
て

何
が

あ
る

か
把

握
で

き
て

お
ら

ず
、い

つ
の

間
に

か
消

費
期

限
が

過
ぎ

て
い

る
。⼆

つ
⽬

は
何

を
買

っ
た

か
覚

え
て

い
な

い
。

三
つ

⽬
は

買
っ

た
⾷

材
を

使
い

き
れ

ず
に

消
費

期
限

が
過

ぎ
て

し
ま

っ
て

、結
果

捨
て

て
し

ま
う

。と
い

う
三

つ
の

回
答

が
多

く
あ

っ
た

。
私

た
ち

は
こ

の
問

題
を

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

解
決

で
き

る
の

か
、こ

の
よ

う
に

考
え

て
み

た
。冷

蔵
庫

の
整

理
整

頓
、買

っ
た

⾷
材

を
メ

モ
す

る
、⾷

材
冷

凍
な

ど
と

特
に

多
か

っ
た

三
つ

の
問

題
の

解
決

策
に

加
え

、⾷
品

備
蓄（

ロ
ー

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

ク
法

）と
い

う
解

決
策

も
提

⽰
し

た
。⾷

品
備

蓄
は

簡
単

に
⾔

う
と

、
良

く
使

う
⾷

材
や

災
害

時
の

た
め

の
も

の
を

備
蓄

し
て

お
く

と
い

う
⽅

法
で

あ
る

。
こ

の
解

決
策

を
私

た
ち

⾃
⾝

の
⽇

常
⽣

活
の

中
に

取
り

⼊
れ

実
践

し
て

み
た

。
結

果
と

し
て

は
そ

れ
ぞ

れ
い

ろ
い

ろ
な

良
い

点
や

悪
い

点
が

あ
っ

た
。

ま
ず

冷
蔵

庫
の

整
理

整
頓

に
つ

い
て

は
今

ま
で

わ
か

り
に

く
く

な
っ

て
い

た
⾷

材
が

は
っ

き
り

と
⾒

え
る

よ
う

に
な

り
⼗

分
解

決
策

と
し

良
い

も
の

で
あ

る
。

次
に

買
っ

た
⾷

材
を

メ
モ

す
る

に
つ

い
て

は
無

駄
に

し
て

し
ま

う
も

の
は

減
っ

た
が

、
頻

繁
に

そ
の

メ
モ

を
⾒

な
い

こ
と

が
多

い
の

で
は

な
い

か
と

い
う

改
善

点
が

必
要

な
部

分
も

⾒
つ

か
っ

た
。そ

し
て

⾷
材

冷
凍

に
つ

い
て

、
そ

の
⾷

材
を

使
う

時
に

す
べ

て
カ

ッ
ト

し
冷

凍
す

れ
ば

い
い

の
で

⼀
番

解
決

策
と

し
て

は
簡

単
に

で
き

る
も

の
で

あ
っ

た
。

最
後

に
⾷

品
備

蓄
に

つ
い

て
は

買
っ

て
備

蓄
し

て
お

く
も

の
な

の
で

普
段

役
に

⽴
つ

と
い

う
よ

り
か

、
も

し
も

の
こ

と
が

あ
っ

た
と

き
の

た
め

に
役

⽴
つ

と
考

え
た

。
こ

の
実

験
の

ま
と

め
と

し
て

こ
の

実
験

は
短

い
期

間
で

あ
っ

た
が

意
識

を
⾼

め
る

こ
と

が
で

き
て

よ
か

っ
た

と
い

う
点

や
、

普
段

、
⽣

活
を

送
っ

て
い

る
中

で
無

駄
に

⾷
べ

物
を

捨
て

て
い

る
と

い
う

事
実

を
発

⾒
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う

点
だ

 
こ

の
実

験
の

結
論

と
し

て
は

気
付

か
な

い
う

ち
に

⾷
材

を
捨

て
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

ま
た

⽇
常

⽣
活

の
中

で
少

し
の

意
識

を
持

っ
て

い
れ

ば
実

践
で

き
⾷

品
ロ

ス
を

減
ら

せ
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

今
後

の
課

題
は

こ
れ

ら
の

実
験

を
⻑

期
的

に
⾏

い
、

⾃
分

た
ち

で
考

え
た

解
決

策
が

本
当

に
成

り
⽴

っ
て

い
る

の
か

と
い

う
点

や
⼀

番
フ

ー
ド

ロ
ス

対
策

と
し

て
ど

ん
な

解
決

策
が

効
果

的
な

の
か

と
い

う
点

、
誰

に
で

も
簡

単
に

で
き

る
解

決
策

は
あ

る
の

か
な

ど
と

解
決

策
を

増
や

し
て

い
く

点
で

あ
る

。そ
し

て
⼀

⼈
⼀

⼈
が

意
識

を
持

ち
、⽇

常
⽣

活
の

中
で

少
し

⾏
動

し
て

み
る

こ
と

で
フ

ー
ド

ロ
ス

が
減

ら
せ

る
と

い
う

こ
と

を
知

っ
て

も
ら

い
、

フ
ー

ド
ロ

ス
が

減
る

こ
と

を
⽬

標
に

今
後

も
活

動
し

て
い

き
た

い
。
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組
  

３
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

中
に

⼗
分

な
⾷

糧
を

届
け

る
た

め
に

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

フ
ー

ド
バ

ン
ク

 

私
達

の
班

の
探

究
テ

ー
マ

は
「

⽇
本

中
に

⼗
分

な
⾷

糧
を

届
け

る
た

め
に

」だ
。今

現
在

、⾷
糧

不
⾜

が
原

因
で

多
く

の
⼈

が
亡

く
な

る
く

ら
い

に
地

球
の

資
源

は
限

ら
れ

て
い

る
。

そ
ん

な
貴

重
な

⾷
糧

を
う

ま
く

分
け

合
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

、
こ

の
テ

ー
マ

の
設

定
に

⾄
っ

た
。ま

た
、私

達
か

ら
し

て
み

れ
ば

無
縁

で
あ

る
⾷

糧
問

題
を

ど
れ

だ
け

主
観

的
な

も
の

と
し

て
受

け
⽌

め
、

そ
れ

を
広

め
て

い
く

の
か

が
重

要
だ

と
感

じ
た

。
 

私
達

の
班

の
キ

ー
ワ

ー
ド

は「
フ

ー
ド

バ
ン

ク
」で

あ
り

、ま
た

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は「

フ
ー

ド
バ

ン
ク

を
広

め
る

⽅
法

」で
あ

る
。

フ
ー

ド
バ

ン
ク

と
は

包
装

な
ど

の
痛

み
な

ど
で

品
質

に
問

題
が

な
い

に
も

関
わ

ら
ず

、
市

場
で

流
通

で
き

な
く

な
っ

た
商

品
を

企
業

か
ら

寄
付

を
受

け
⽣

活
困

窮
者

な
ど

に
配

給
す

る
活

動
及

び
そ

の
活

動
を

⾏
う

団
体

の
こ

と
だ

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
⽇

本
の

⾷
品

ロ
ス

の
現

状
に

つ
い

て
調

べ
て

い
た

と
こ

ろ
、

フ
ー

ド
バ

ン
ク

と
い

う
活

動
が

⾏
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

画
期

的
な

活
動

が
存

在
す

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

⽇
本

の
⾷

糧
問

題
は

完
全

に
解

決
さ

れ
て

い
な

い
原

因
の

１
つ

に
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

認
知

度
の

低
さ

が
あ

げ
ら

れ
る

と
考

え
た

。従
っ

て
、私

達
の

班
の

探
究

活
動

の
意

義
と

は
フ

ー
ド

バ
ン

ク
を

少
し

で
も

多
く

の
⼈

に
知

っ
て

も
ら

い
⽇

本
の

⾷
糧

問
題

を
少

し
で

も
良

い
⽅

向
へ

進
め

る
こ

と
と

な
っ

た
。

 
そ

こ
で

、
三

条
⾼

校
１

年
⽣

の
保

護
者

様
向

け
の

独
⾃

ア
ン

ケ
ー

ト
を

作
っ

た
。な

ぜ
校

内
の

⽣
徒

で
は

な
く

、保
護

者
の

皆
様

向
け

に
し

た
の

か
と

い
う

と
三

条
⾼

校
の

⽣
徒

は
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

つ
い

て
探

究
を

進
め

て
い

た
た

め
認

知
度

な
ど

の
数

値
が

⾼
く

出
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
か

ら
だ

。そ
し

て
、家

庭
内

で
の

⾷
品

廃
棄

の
現

状
に

に
つ

い
て

、
保

護
者

の
皆

様
の

⽅
が

よ
り

詳
し

く
知

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

か
ら

だ
。

 
ま

ず
飢

餓
に

つ
い

て
考

え
た

こ
と

が
あ

る
か

と
い

う
質

問
に

対
し

、
は

い
と

答
え

た
⼈

が
７

９
％

、
い

い
え

と
答

え
た

⼈
が

２
１

％
と

い
う

結
果

に
な

っ
た

。
こ

の
結

果
か

ら
⼤

半
の

⼈
が

普
段

飢
餓

と
向

き
合

う
こ

と
が

な
く

と
も

、
飢

餓
へ

の
関

⼼
は

あ
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。だ
が

、今
の

⽇
本

は
約

８
割

の
⼈

が
飢

餓
へ

の
関

⼼
が

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、１
年

で
⾷

品
ロ

ス
が

６
０

０
万

ト
ン

に
も

及
ぶ

。６
０

０
万

ト
ン

と
い

う
数

字
を

茶
碗

何
杯

分
に

な
る

の
か

換
算

し
て

み
る

と
、４

０
億

杯
と

い
う

膨
⼤

な
量

と
な

っ
た

。な
ぜ

こ
れ

ほ
ど

多
く

の
⾷

べ
物

が
⾷

品
ロ

ス
に

繋
が

っ
て

し
ま

う
の

か
疑

問
に

思
い

、
家

庭
内

の
⾷

品
廃

棄
の

現
状

を
知

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
っ

た
。

家
庭

で
残

っ
た

商
品

を
廃

棄
す

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
と

い
う

問
い

に
対

し
９

割
の

⼈
が

は
い

と
回

答
し

た
。

は
い

と
回

答
し

た
⼈

に
⾷

品
を

廃
棄

す
る

主
な

原
因

は
何

か
と

質
問

し
た

と
こ

ろ
、

４
５

％
の

⼈
が

腐
敗

し
た

、３
２

％
の

⼈
が

消
費

、賞
味

期
限

切
れ

、１
８

％
の

⼈
が

余
っ

て
し

ま
っ

た
と

回
答

し
た

。
そ

の
他

５
％

の
⼈

は
冷

蔵
庫

の
奥

に
あ

っ
て

気
づ

か
な

か
っ

た
。

お
⼟

産
な

ど
で

独
特

な
味

だ
っ

た
た

め
⾷

べ
ら

れ
な

か
っ

た
。思

っ
た

い
た

味
と

違
っ

た
と

答
え

た
。

こ
れ

ら
の

結
果

を
踏

ま
え

て
私

た
ち

な
り

に
対

策
⽅

法
を

考
え

て
み

た
。腐

敗
し

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

早
め

に
消

費
す

る
こ

と
、必

要
以

上
に

買
わ

な
い

こ
と

を
⼼

掛
け

て
ほ

し
い

。賞
味

、消
費

期
限

が
近

付
い

て
い

る
も

の
か

ら
使

う
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

買
う

前
に

⽤
途

さ
え

決
め

て
お

け
ば

余
っ

て
し

ま
い

捨
て

ざ
る

を
得

な
い

状
況

を
防

げ
る

。
余

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

尚
い

く
つ

か
の

条
件

を
満

た
し

て
い

る
も

の
は

積
極

的
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

に
寄

付
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

ま
た

、
フ

ー
ド

バ
ン

ク
に

関
す

る
４

つ
の

質
問

を
し

た
。

 
1

つ
⽬

に
フ

ー
ド

バ
ン

ク
を

今
⽇

ま
で

知
っ

て
い

た
か

と
い

う
問

い
に

対
し

は
い

と
答

え
た

⼈
が

８
３

％
、

い
い

え
と

答
え

た
⼈

が
１

７
％

と
い

う
結

果
に

な
っ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

フ
ー

ド
バ

ン
ク

⾃
体

の
認

知
度

は
⾼

い
と

⾔
え

る
。

 
２

つ
⽬

に
フ

ー
ド

バ
ン

ク
は

必
要

だ
と

思
う

か
と

い
う

質
問

に
対

し
は

い
と

答
え

た
⼈

が
９

８
％

、
い

い
え

と
２

％
だ

っ
た

。
 

3
つ

⽬
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

を
実

際
に

利
⽤

し
た

こ
と

が
あ

る
か

と
い

う
質

問
に

対
し

、は
い

と
答

え
た

⼈
が

９
９

％
、い

い
え

と
答

え
た

⼈
が

１
％

だ
っ

た
。

 
２

、
３

個
⽬

の
質

問
よ

り
フ

ー
ド

バ
ン

ク
⾃

体
の

必
要

性
は

感
じ

ら
れ

て
い

る
も

の
の

、
実

際
に

利
⽤

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
⼈

が
⼤

多
数

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

４
つ

⽬
に

フ
ー

ド
バ

ン
ク

の
利

⽤
⽅

法
を

知
っ

て
い

る
か

と
質

問
し

た
と

こ
ろ

は
い

と
答

え
た

⼈
が

１
８

％
、

い
い

え
と

答
え

た
⼈

が
８

２
％

と
い

う
結

果
に

な
っ

た
。

 
こ

の
こ

と
か

ら
、

フ
ー

ド
バ

ン
ク

の
利

⽤
が

少
な

い
原

因
は

認
知

度
の

低
さ

で
あ

る
と

考
え

た
。

よ
っ

て
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

利
⽤

⽅
法

を
広

め
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
よ

い
と

結
論

を
出

し
た

。
こ

れ
ら

の
結

果
か

ら
、

フ
ー

ド
バ

ン
ク

を
広

め
る

た
め

に
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

利
⽤

⽅
法

を
広

め
ら

れ
れ

ば
良

い
と

考
え

た
。

 
今

後
の

課
題

は
、

フ
ー

ド
バ

ン
ク

の
利

⽤
⽅

法
を

少
し

で
も

多
く

の
⼈

に
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

ポ
ス

タ
ー

を
活

⽤
し

た
呼

び
か

け
を

し
て

い
く

こ
と

だ
。フ

ー
ド

バ
ン

ク
は

寄
付

だ
け

で
な

く
、ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

い
う

形
で

も
⾷

糧
問

題
に

貢
献

で
き

る
。

様
々

な
形

で
⼒

に
な

る
こ

と
が

可
能

な
の

で
、

少
し

で
も

興
味

を
持

っ
た

⽅
は

是
⾮

協
⼒

し
て

ほ
し

い
と

⾔
う

こ
と

を
伝

え
て

い
き

た
い

。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

 5
組

  
6

班
 

探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

の
教

育
を

発
展

さ
せ

る
た

め
に

は
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

教
育

，
話

し
合

い
 

今
、世

界
で

は
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
ん

で
い

る
。そ

し
て

、そ
れ

は
今

後
も

さ
ら

に
進

⾏
し

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
。し

か
し

、今
の

⽇
本

に
は

、そ
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

し
、グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
こ

の
世

界
で

活
躍

で
き

る
⼈

材
が

不
⾜

し
て

い
る

。
こ

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
私

た
ち

が
注

⽬
し

た
の

は
、教

育
だ

。教
育

に
よ

っ
て

、グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
で

き
る

⼈
材

を
育

て
ら

れ
る

と
考

え
、私

た
ち

は「
⽇

本
の

教
育

を
発

展
さ

せ
る

た
め

に
は

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

探
究

活
動

を
⾏

う
こ

と
に

し
た

。
 

 
ま

ず
、私

た
ち

は「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
世

界
で

活
躍

で
き

る
⼈

材
」

と
は

、「
明

確
な

⾃
分

の
意

⾒
を

持
ち

、そ
の

意
⾒

を
伝

え
ら

れ
る

⼈
」

だ
と

考
え

た
。

そ
こ

で
、「

⽇
本

の
教

育
を

発
展

さ
せ

る
た

め
に

は
、

話
し

合
い

の
場

を
多

く
設

け
る

こ
と

が
必

要
だ

」
と

い
う

仮
説

を
⽴

て
た

。今
の

⽇
本

に
は

、諸
外

国
と

⽐
べ

、⾃
分

の
意

⾒
を

持
っ

て
、

そ
れ

ら
を

積
極

的
に

発
信

で
き

る
⽣

徒
が

少
な

い
。

話
し

合
い

活
動

を
多

く
⾏

う
こ

と
で

、
こ

の
よ

う
な

⽣
徒

が
増

加
す

る
と

考
え

た
。

 
 

次
に

、仮
説

を
確

か
め

る
た

め
に

調
査

を
⾏

っ
た

。調
査

⽅
法

は
、

話
し

合
い

活
動

の
模

擬
授

業
だ

。調
査

対
象

は
16

名
の

⽣
徒

で
、話

し
合

い
の

内
容

は
、「

ト
ラ

ン
プ

を
使

っ
た

新
し

い
ゲ

ー
ム

を
考

え
る

」
で

あ
る

。そ
し

て
、授

業
後

に
対

象
⽣

徒
に

ア
ン

ケ
ー

ト
と

感
想

を
書

い
て

も
ら

い
、

授
業

に
対

し
て

の
取

り
組

み
⽅

や
考

え
⽅

を
調

査
し

た
。

 
 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

は
次

の
通

り
で

あ
る

。
①

⾃
分

の
意

⾒
を

⾔
っ

た
か

。と
い

う
問

い
に

対
し

て
、「

は
い

」9
4％

，「
い

い
え

」6
％

。
②

他
の

⼈
の

意
⾒

か
ら

発
⾒

が
あ

っ
た

か
。と

い
う

問
い

に
対

し
て

、
「

は
い

」
10

0％
，「

い
い

え
」

0％
。

③
話

し
合

う
中

で
問

題
点

は
⾒

つ
か

っ
た

か
。と

い
う

問
い

に
対

し
て

、「
は

い
」6

9％
，「

い
い

え
」

31
％

。①
の

結
果

か
ら

は
、ほ

と
ん

ど
の

⽣
徒

が
⾃

分
の

意
⾒

を
⾔

え
た

こ
と

が
わ

か
る

。②
の

結
果

か
ら

は
、全

て
の

⽣
徒

が
新

し
い

発
⾒

を
で

き
、よ

り
意

⾒
が

深
ま

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。③
の

結
果

か
ら

は
、

多
く

の
⽣

徒
が

問
題

点
を

⾒
つ

け
、

そ
の

問
題

を
意

欲
的

に
解

決
し

よ
う

と
し

て
い

る
こ

と
が

読
み

取
れ

る
。

 
 

⽣
徒

の
感

想
で

は
、

他
の

⼈
か

ら
新

し
い

意
⾒

が
提

案
さ

れ
て

話
し

合
い

が
活

発
に

な
っ

た
，

互
い

の
意

⾒
を

尊
重

す
る

こ
と

が
で

き
た

，も
っ

と
良

い
も

の
を

つ
く

り
た

い
と

思
っ

た
、な

ど
の

意
⾒

が
⽬

⽴
っ

た
。話

し
合

い
が

活
発

に
な

る
と

、コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
が

⾼
ま

っ
た

り
、

多
様

な
意

⾒
を

知
れ

る
た

め
視

野
が

広
が

っ
た

り
す

る
効

果
が

あ
る

。互
い

の
意

⾒
を

尊
重

で
き

る
と

、異
⽂

化
の

⼈
々

と
も

上
⼿

く
関

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

。よ
っ

て
、世

界
中

の
様

々
な

⼈

と
意

⾒
を

交
換

で
き

、グ
ロ

ー
バ

ル
に

対
応

で
き

る
⼈

材
が

育
つ

。ま
た

、よ
り

良
い

も
の

に
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

は
、⽣

徒
が

意
欲

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

い
う

こ
と

の
現

れ
で

あ
る

。よ
っ

て
、問

題
解

決
に

意
欲

的
な

⼈
材

が
育

つ
。

 
 

⼀
⽅

で
、話

が
そ

れ
る

，⾃
分

の
意

⾒
を

発
⾔

す
る

の
が

難
し

い
，

⾃
分

の
考

え
を

⾔
語

化
す

る
の

が
難

し
い

，理
由

な
し

に
反

対
す

る
，

仲
の

良
い

⼈
同

⼠
で

な
い

と
話

し
づ

ら
い

、
と

い
う

意
⾒

も
⾒

ら
れ

た
。こ

れ
ら

を
解

決
す

る
た

め
に

、そ
れ

ぞ
れ

の
問

題
ご

と
に

以
下

の
改

善
案

を
考

え
た

。話
が

そ
れ

る
と

い
う

問
題

に
対

し
て

は
、こ

ま
め

に
テ

ー
マ

を
確

認
す

る
、

⾃
分

の
意

⾒
を

発
⾔

す
る

の
が

難
し

い
と

い
う

問
題

に
関

し
て

は
話

す
順

番
を

決
め

る
と

改
善

で
き

る
。ま

た
、

⾃
分

の
考

え
を

⾔
語

化
す

る
の

が
難

し
い

と
い

う
問

題
に

対
し

て
は

⾃
分

⼀
⼈

で
考

え
を

ま
と

め
る

時
間

を
取

り
⼊

れ
る

、
理

由
な

し
に

反
対

す
る

と
い

う
問

題
に

対
し

て
は

理
由

や
代

案
を

も
っ

て
反

対
す

る
よ

う
指

導
す

る
、

仲
の

良
い

⼈
同

⼠
で

な
い

と
話

し
づ

ら
い

と
い

う
問

題
に

対
し

て
は

話
し

合
い

の
⼿

順
を

設
定

す
る

こ
と

で
そ

れ
ぞ

れ
対

策
で

き
る

。
 

 
以

上
の

調
査

結
果

か
ら

、
授

業
の

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
次

の
５

つ
を

提
案

す
る

。
１

,テ
ー

マ
を

⾝
近

な
も

の
に

す
る

こ
と

。
２

,話
し

合
い

に
⼊

る
前

に
⾃

分
の

意
⾒

を
⾔

語
化

し
ま

と
め

る
時

間
を

取
る

こ
と

。
３

,話
し

合
い

の
⼿

順
を

提
⽰

す
る

こ
と

。４
,反

対
す

る
と

き
は

理
由

や
代

案
を

出
す

よ
う

に
指

⽰
す

る
こ

と
。

５
,話

し
合

い
の

途
中

で
テ

ー
マ

を
確

認
さ

せ
る

こ
と

。
そ

れ
ぞ

れ
の

効
果

に
つ

い
て

は
次

の
通

り
で

あ
る

。
1, 

話
し

合
い

を
し

や
す

く
な

り
議

論
が

活
発

に
な

る
。 

2, 
全

員
が

⾃
分

の
意

⾒
を

⾔
え

る
よ

う
に

な
る

。
3, 

話
し

合
い

を
ス

ム
ー

ズ
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。4

, 相
⼿

も
納

得
し

、考
え

が
深

ま
る

。
5, 

話
が

そ
れ

る
こ

と
が

な
く

な
る

。
 

 
そ

し
て

、
私

た
ち

は
、

こ
れ

ら
の

調
査

か
ら

「
話

し
合

い
の

場
を

授
業

で
設

け
る

こ
と

は
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

⼈
材

や
問

題
解

決
に

意
欲

的
な

⼈
材

な
ど

の
今

後
の

⽇
本

に
必

要
な

⼈
材

の
育

成
に

役
⽴

つ
」

と
い

う
結

論
を

導
き

出
し

た
。

し
か

し
、

ま
だ

課
題

も
あ

る
。

⼀
番

の
課

題
は

「
授

業
で

話
し

合
い

の
場

を
設

け
る

時
間

を
ど

の
よ

う
に

確
保

す
る

か
」

で
あ

る
。

今
の

⽇
本

の
教

育
に

は
話

し
合

い
の

時
間

が
少

な
い

た
め

、
今

後
の

授
業

に
ど

の
よ

う
に

取
り

⼊
れ

て
い

く
か

を
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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⽵
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カ
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1
年

  
5

組
  

5
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

南
ス

ー
ダ

ン
の

衛
⽣

問
題

を
改

善
す

る
に

は
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

教
育

、
理

解
、

知
識

 

 
私

た
ち

は
、

南
ス

ー
ダ

ン
の

衛
⽣

問
題

を
改

善
す

る
に

は
と

い
う

テ
ー

マ
を

⽴
て

、
探

究
活

動
を

⾏
っ

て
き

た
。

 
 

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

と
し

て
は

、
テ

レ
ビ

や
ネ

ッ
ト

の
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

南
ス

ー
ダ

ン
の

現
在

の
状

況
を

知
り

、
⾃

分
た

ち
に

何
か

で
き

る
こ

と
は

な
い

か
探

そ
う

と
思

っ
た

か
ら

だ
。 

20
16

年
、

国
際

NG
O

の
ウ

ォ
ー

タ
ー

エ
イ

ド
の

報
告

書
に

よ
る

と
、

南
ス

ー
ダ

ン
で

は
都

市
住

⺠
の

約
84

％
が

安
全

な
ト

イ
レ

を
利

⽤
で

き
て

い
な

い
。こ

れ
は

世
界

で
最

も
⾼

い
⽐

率
と

な
っ

て
い

る
。ま

た
、現

地
で

⽇
常

的
に

使
わ

れ
る

⽔
は

川
か

ら
直

接
汲

ん
で

使
っ

て
い

る
た

め
浄

⽔
等

が
全

く
さ

れ
て

お
ら

ず
不

衛
⽣

で
あ

り
、

そ
れ

に
よ

っ
て

下
痢

や
感

染
症

な
ど

の
様

々
な

病
気

に
か

か
る

危
険

性
も

あ
る

。実
際

、
下

痢
性

疾
患

や
そ

の
他

不
衛

⽣
な

⽔
が

原
因

と
な

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
疾

患
に

よ
り

多
く

の
⼦

供
達

が
年

間
に

万
単

位
で

命
を

落
と

し
て

い
る

こ
と

が
報

告
さ

れ
て

い
る

。
 

 
私

た
ち

は
、

こ
の

よ
う

な
疾

患
が

死
因

と
な

る
原

因
の

⼀
つ

と
し

て
、知

識
不

⾜
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。現

在
、

南
ス

ー
ダ

ン
で

は
約

80
％

の
⼦

供
が

学
校

に
通

う
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

。ま
た

、親
世

代
も

同
様

か
そ

れ
以

上
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、細
菌

や
ウ

イ
ル

ス
に

つ
い

て
、症

状
へ

の
対

処
法

な
ど

に
つ

い
て

の
知

識
が

不
⾜

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
そ

こ
で

私
た

ち
は

仮
説

と
し

て
、

多
く

の
⼈

が
正

し
い

衛
⽣

知
識

を
⾝

に
つ

け
る

こ
と

で
こ

の
状

況
は

多
少

改
善

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

疾
患

に
か

か
っ

た
場

合
で

も
そ

の
症

状
に

つ
い

て
の

対
処

法
が

分
か

っ
て

い
れ

ば
救

え
る

命
が

あ
る

と
考

え
た

た
め

で
あ

る
。

 
で

は
、

仮
に

正
し

い
衛

⽣
知

識
を

⾝
に

つ
け

る
こ

と
で

状
況

が
改

善
さ

れ
る

と
し

て
、

何
を

重
点

的
に

伝
え

る
べ

き
な

の
だ

ろ
う

か
。

 
先

に
述

べ
た

通
り

、
現

在
の

南
ス

ー
ダ

ン
で

は
学

校
に

通
え

て
い

る
⼦

供
が

少
な

い
状

況
に

あ
る

。
20

21
年

の
ユ

ニ
セ

フ
に

よ
る

発
表

で
も

南
ス

ー
ダ

ン
の

識
字

率
は

27
.0%

ほ
ど

に
と

ど
ま

っ
て

お
り

、
衛

⽣
知

識
を

広
め

る
た

め
の

⽅
法

が
限

ら
れ

て
く

る
と

考
え

ら
れ

る
。 

ま
た

、
正

し
い

衛
⽣

知
識

を
持

っ
て

い
た

と
し

て
も

⽔
は

⽣
き

る
た

め
に

必
要

不
可

⽋
な

も
の

で
あ

り
、

た
と

え
危

険
が

あ
る

と
分

か
っ

て
い

た
と

し
て

も
飲

む
し

か
な

い
。

知
識

だ
け

で
は

ど
う

に
も

で
き

な
い

こ
の

よ
う

な
状

況
の

中
で

で
き

る
こ

と
を

班
員

で
考

え
る

こ
と

に
し

た
。

 
結

果
私

た
ち

が
有

効
で

あ
る

と
考

え
た

の
は

、⼿
洗

い
だ

。下
痢

性
疾

患
や

感
染

症
の

原
因

と
な

る
の

は
ウ

イ
ル

ス
で

あ
り

、
⼿

洗
い

に

よ
っ

て
そ

の
ウ

イ
ル

ス
を

洗
い

流
す

効
果

が
あ

る
と

考
え

た
た

め
で

あ
る

。正
し

く
⼿

を
洗

う
こ

と
で

下
痢

性
疾

患
に

よ
る

死
は

半
分

、そ
の

他
に

も
⾵

邪
を

こ
じ

ら
せ

た
肺

炎
に

よ
る

死
を

3分
の

1ま
で

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
。

そ
の

こ
と

か
ら

⼿
洗

い
は

衛
⽣

問
題

の
改

善
に

有
効

で
あ

る
。

 
し

か
し

、こ
こ

ま
で

私
た

ち
は

様
々

な
こ

と
を

考
え

て
き

た
が

、こ
れ

ら
の

情
報

は
調

べ
る

ま
で

詳
し

く
は

知
ら

な
か

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

そ
し

て
、

南
ス

ー
ダ

ン
の

衛
⽣

問
題

を
改

善
す

る
に

は
確

か
に

現
地

の
⼈

々
の

知
識

も
必

要
で

あ
る

が
、

⽀
援

を
⾏

う
側

で
あ

る
私

た
ち

も
詳

し
い

正
確

な
状

況
を

知
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。 
で

は
、な

ぜ
私

た
ち

は
こ

の
よ

う
な

知
識

が
浅

い
の

か
。こ

こ
数

年
の

報
告

に
よ

る
と

、
⽇

本
⼈

の
パ

ス
ポ

ー
ト

所
有

率
は

約
20

％
で

あ
り

、
国

⺠
の

5⼈
に

1⼈
が

パ
ス

ポ
ー

ト
を

所
有

し
て

い
る

こ
と

に
な

る
。こ

こ
か

ら
、⽇

本
⼈

の
海

外
渡

航
へ

の
関

⼼
の

低
さ

を
う

か
が

う
こ

と
で

き
る

。ま
た

、現
地

か
ら

の
退

避
勧

告
が

政
府

か
ら

出
て

い
る

こ
と

、
あ

ま
り

メ
デ

ィ
ア

に
も

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

も
私

た
ち

の
知

識
が

浅
い

状
況

を
産

む
原

因
と

な
っ

て
い

る
と

考
え

る
。 

ま
た

、
⽇

本
の

衛
⽣

環
境

は
世

界
か

ら
⾒

て
も

充
実

し
て

い
る

⽅
で

あ
る

。⽔
道

⽔
が

直
接

飲
め

る
数

少
な

い
国

の
ひ

と
つ

で
あ

り
、ト

イ
レ

の
普

及
率

も
約

99
%

と
世

界
⼀

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
充

実
し

た
衛

⽣
環

境
の

中
で

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

で
あ

ま
り

衛
⽣

環
境

に
不

満
を

持
た

ず
、

そ
れ

を
当

た
り

前
と

し
て

過
ご

し
て

い
る

こ
と

も
知

識
の

浅
い

原
因

の
1

つ
と

い
え

る
だ

ろ
う

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
改

善
す

る
た

め
に

私
た

ち
は

何
が

で
き

る
の

か
、

何
に

よ
っ

て
貧

国
の

現
状

を
広

く
理

解
し

て
も

ら
う

の
か

。
こ

れ
は

今
後

の
課

題
と

し
て

挙
げ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 
以

上
の

調
査

、考
察

か
ら

、私
た

ち
は

南
ス

ー
ダ

ン
の

衛
⽣

問
題

を
改

善
す

る
た

め
に

、
正

し
い

衛
⽣

知
識

を
⾝

に
つ

け
る

こ
と

は
確

実
に

有
効

で
あ

る
と

考
え

、
前

に
述

べ
た

よ
う

な
こ

と
を

今
後

の
課

題
と

し
て

あ
げ

な
が

ら
探

究
を

続
け

て
い

こ
う

と
思

う
。
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1
年

  
５

組
  

８
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

異
常

気
象

へ
の

適
応

 

キ
ー

ワ
ー

ド：
異

常
気

象
、猛

暑
、暑

さ
対

策
と

感
染

症
予

防
の

両
⽴

、
マ

ス
ク

を
外

し
や

す
い

環
境

を
作

る
、

氷
室

の
活

⽤
、

⽇
光

を
避

け
体

温
の

上
昇

を
抑

制
す

る
、

個
⼈

の
努

⼒
、

企
業

や
⾃

治
体

の
協

⼒
 

私
た

ち
の

グ
ル

ー
プ

で
は「

猛
暑

地
域

で
の

理
想

の
⽣

活
モ

デ
ル

は
何

？
」

と
い

う
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。

 
近

年
、

世
界

で
は

地
球

温
暖

化
な

ど
に

伴
う

異
常

気
象

が
深

刻
化

し
て

い
る

真
っ

最
中

で
あ

る
。ま

た
、⽇

本
、そ

し
て

こ
の

県
央

地
域

で
も

、年
々

⽇
常

⽣
活

へ
の

影
響

が
⼤

き
く

な
っ

て
き

て
い

る
。中

で
も

私
た

ち
に

多
⼤

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

も
の

と
し

て
、

記
録

的
な

猛
暑

が
挙

げ
ら

れ
る

。
⾼

齢
者

や
⼦

供
が

多
い

県
央

地
域

で
は

特
に

、夏
場

の
暑

さ
は

⽣
命

の
⼤

敵
だ

。し
か

し
、⾃

然
現

象
は

⼈
間

の
⼿

に
よ

っ
て

そ
う

簡
単

に
変

え
ら

れ
る

も
の

で
は

な
い

。
⽇

々
の

⽣
活

に
お

い
て

⾃
然

と
共

存
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
た

だ
、探

究
を

進
め

て
い

く
中

で
、私

た
ち

⼈
間

は
少

な
か

ら
ず

こ
の

異
常

気
象

の
深

刻
化

に
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
何

気
な

い
⾏

動
が

現
在

、未
来

の
環

境
に

影
響

し
て

い
る

。つ
ま

り
、理

想
を

語
る

だ
け

で
と

ど
ま

っ
て

い
て

は
い

け
な

い
の

だ
。今

回
、理

想
モ

デ
ル

を
追

及
す

る
と

と
も

に
、

現
在

の
⽣

活
で

す
ぐ

に
実

⾏
で

き
る

よ
う

な
⾏

動
例

も
い

く
つ

か
挙

げ
て

い
る

。
⾃

分
の

⽇
常

を
振

り
返

り
な

が
ら

読
み

進
め

て
ほ

し
い

。
 

ま
ず

、
暑

さ
対

策
と

感
染

症
予

防
の

両
⽴

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
⼤

防
⽌

の
た

め
様

々
な

対
策

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

が
、

中
で

も
マ

ス
ク

の
着

⽤
は

重
要

な
こ

と
の

⼀
つ

で
あ

る
。し

か
し

、汗
を

か
い

た
り

す
る

夏
場

で
は

ど
ん

な
種

類
を

使
⽤

す
れ

ば
良

い
の

か
。不

織
布

、布
、ウ

レ
タ

ン
の

代
表

的
な

三
種

類
に

お
い

て
、⾶

沫
量

、⼼
地

よ
さ

、価
格

を
⽐

較
し

て
み

た
。そ

の
結

果
、

総
合

的
に

⾒
て

、
不

織
布

が
最

も
感

染
症

対
策

に
⼗

分
な

効
果

が
⾒

込
め

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。⼀

⽅
、夏

場
の

使
⽤

で
は

蒸
れ

や
す

い
な

ど
の

デ
メ

リ
ッ

ト
が

多
い

。
つ

ま
り

マ
ス

ク
の

種
類

を
変

え
た

と
こ

ろ
で

感
染

は
防

ぐ
こ

と
が

で
き

て
も

過
ご

し
や

す
い

環
境

が
整

う
わ

け
で

は
な

い
の

だ
。そ

こ
で

、企
業

の
⼀

例
と

し
て

あ
げ

ら
れ

て
い

る
、

休
憩

な
ど

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
ず

ら
し

て
マ

ス
ク

を
外

し
や

す
い

環
境

を
作

る
、

と
い

う
取

り
組

み
を

も
っ

と
広

め
、

か
つ

、
実

⾏
に

移
す

こ
と

が
⼤

切
に

な
っ

て
く

る
と

考
え

た
。

も
ち

ろ
ん

こ
の

取
り

組
み

を
浸

透
さ

せ
て

い
く

だ
け

で
な

く
、

個
⼈

で
マ

ス
ク

の
併

⽤
グ

ッ
ズ

を
活

⽤
す

る
な

ど
の

対
策

を
と

り
、

感
染

症
対

策
と

暑
さ

対
策

の
両

⽴
を

図
っ

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。
 

次
に

、
氷

室
の

活
⽤

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
こ

れ
は

雪
国

・
新

潟

県
な

ら
で

は
の

ア
イ

デ
ア

だ
。各

地
域

の
雪

を
集

め
、⼤

型
倉

庫
に

⼊
れ

、
夏

に
冷

房
を

使
⽤

す
る

際
に

無
駄

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
発

⽣
を

防
ぐ

と
い

う
も

の
で

あ
る

。し
か

し
、多

く
の

⼈
々

が
快

適
に

過
ご

せ
る

く
ら

い
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

賄
う

た
め

に
は

、
巨

⼤
な

氷
室

が
い

く
つ

も
必

要
に

な
っ

て
く

る
。そ

こ
で

、地
下

に
雪

を
た

め
て

お
く

ス
ペ

ー
ス

を
作

れ
ば

よ
い

と
考

え
た

。
ど

の
地

域
に

も
共

通
す

る
課

題
と

し
て

⼟
地

が
少

な
い

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

の
で

、
未

開
拓

の
地

下
を

活
⽤

す
る

こ
と

は
⾮

常
に

効
率

の
良

い
⽅

法
で

あ
る

。
ま

た
近

年
で

は
こ

う
い

っ
た

環
境

問
題

に
関

⼼
を

も
つ

⼈
が

多
く

な
っ

て
き

て
い

る
の

で
、

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
な

ど
に

よ
っ

て
巨

額
の

設
備

投
資

も
多

少
は

賄
え

る
の

で
は

な
い

か
。

 
最

後
に

、⽇
光

を
避

け
体

温
の

上
昇

を
抑

制
す

る
こ

と
に

つ
い

て
説

明
す

る
。実

は
、⽇

向
と

⽇
陰

の
気

温
は

ほ
ぼ

同
じ

で
あ

り
、熱

中
症

に
な

り
や

す
い

こ
と

に
変

わ
り

な
い

。
し

か
し

⽇
向

で
活

動
す

る
こ

と
で

リ
ス

ク
が

⾼
ま

る
の

は
必

然
で

あ
る

。た
だ

、外
出

せ
ず

に
屋

内
だ

け
で

過
ご

す
こ

と
が

常
に

な
っ

て
し

ま
う

と
、

代
謝

の
低

下
に

も
繋

が
っ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

、
個

⼈
で

帽
⼦

を
か

ぶ
る

な
ど

の
対

策
を

と
る

こ
と

が
必

要
だ

と
考

え
た

。⻨
わ

ら
、ナ

イ
ロ

ン
、綿

の
順

に
⼗

分
な

効
果

が
⾒

込
ま

れ
る

。ま
た

、⽩
や

淡
⾊

で
平

滑
な

帽
⼦

で
も

効
果

を
発

揮
す

る
。

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

の
体

を
動

か
す

活
動

の
際

は
も

ち
ろ

ん
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
⼀

つ
と

し
て

気
軽

に
取

り
⼊

れ
て

み
る

の
も

い
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

 
以

上
が

、私
た

ち
が

考
え

た
猛

暑
地

域
で

の
理

想
の

⽣
活

モ
デ

ル
で

あ
る

。し
か

し
、今

回
は

少
数

の
分

野
で

し
か

探
究

活
動

を
⾏

え
な

か
っ

た
。

環
境

問
題

に
つ

い
て

多
少

の
理

解
は

あ
る

と
⾃

分
た

ち
で

は
思

っ
て

い
た

が
、実

際
に

は
新

し
い

事
実

や
発

⾒
の

⽅
が

多
く

、探
究

活
動

を
す

る
た

び
に

驚
く

こ
と

が
多

か
っ

た
。

今
後

の
課

題
と

し
て

、さ
ら

に
広

範
囲

の
分

野
に

焦
点

を
当

て
て

、⽣
活

モ
デ

ル
を

完
成

に
近

づ
け

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
個

⼈
の

努
⼒

で
解

決
す

る
課

題
も

あ
る

が
、

企
業

や
⾃

治
体

の
協

⼒
も

必
要

な
場

⾯
も

あ
る

の
で

、
私

た
ち

が
理

解
を

深
め

、
多

く
の

⼈
に

こ
れ

か
ら

ど
う

⾏
動

す
れ

ば
よ

い
の

か
提

案
し

て
い

き
た

い
。
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探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

の
男

⼥
平

等
に

向
け

て
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

男
⼥

差
別

、
男

⼥
格

差
指

数
、

ク
オ

ー
タ

制
 

探
究

テ
ー

マ
設

定
の

背
景

・
理

由
は

近
年

、
世

界
各

地
で

様
々

な
差

別
が

問
題

と
な

っ
て

い
る

中
で

特
に

⾝
近

に
あ

る
男

⼥
差

別
に

焦
点

を
当

て
た

い
と

思
っ

た
か

ら
で

あ
る

。
 

探
究

活
動

の
⽬

的
・

意
義

は
男

⼥
差

別
を

な
く

す
こ

と
で

あ
る

。
 

「
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

」
は

世
界

と
⽐

べ
た

⽇
本

の
現

状
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
今

後
の

改
善

点
で

あ
る

。
 

探
究

の
⽅

法
は

主
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
い

デ
ー

タ
や

体
験

談
を

調
べ

る
と

い
う

も
の

で
あ

る
。

 
ま

ず
は

外
国

と
⽇

本
の

違
い

を
知

る
た

め
に

政
治

的
な

⾯
か

ら
⾒

た
男

⼥
差

別
に

つ
い

て
の

デ
ー

タ
を

調
べ

た
。

デ
ー

タ
を

調
べ

る
に

あ
た

っ
て

私
た

ち
は「

男
⼥

格
差

指
数

」と
い

う
単

語
を

⽬
に

し
た

。
 

男
⼥

格
差

指
数

と
は

⾮
営

利
財

団
の

世
界

経
済

フ
ォ

ー
ラ

ム
が

20
06

年
よ

り
公

表
し

て
い

る
レ

ポ
ー

ト
 G

lob
al 

Ge
nd

er 
Ga

p R
ep

ort
（『

世
界

男
⼥

格
差

レ
ポ

ー
ト

』）
に

て
公

表
さ

れ
て

い
る

、世
界

の
各

国
の

男
⼥

間
の

不
均

衡
を

⽰
す

指
標

で
あ

る
。経

済
・

教
育

・
医

療
・

政
治

の
4分

野
14

項
⽬

の
デ

ー
タ

に
関

し
て

男
⼥

⽐
を

計
算

し
、ス

コ
ア

が
1に

近
い

国
ほ

ど
男

⼥
が

平
等（

0が
完

全
不

平
等

、1
が

完
全

平
等

）と
し

て
、ス

コ
ア

は
ラ

ン
キ

ン
グ

の
形

で
⽰

さ
れ

る
と

い
う

も
の

で
あ

る
。２

０
２

１
年

の
結

果
で

は
⽇

本
は

１
５

６
か

国
中

、１
２

０
位

と
い

う
結

果
だ

っ
た

。
そ

し
て

１
位

に
輝

い
た

の
は

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

だ
っ

た
。

そ
こ

で
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
で

の
男

⼥
平

等
に

向
け

た
政

策
を

調
べ

⽇
本

に
何

か
活

か
せ

な
い

か
を

考
え

る
こ

と
に

し
た

。
 

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

や
他

の
北

欧
諸

国
で

は「
ク

オ
ー

タ
制

」と
い

う
制

度
が

と
ら

れ
て

い
る

。
ク

オ
ー

タ
制

と
は

議
員

候
補

者
の

⼀
定

数
を

⼥
性

と
定

め
る

こ
と

で
あ

る
。

現
在

⽇
本

の
国

会
議

員
に

お
け

る
⼥

性
の

占
め

る
割

合
は

約
１

０
％

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
⼀

⽅
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
で

は
約

３
８

％（
世

界
⼀

位
）で

あ
る

こ
と

か
ら

、ク
オ

ー
タ

制
の

効
果

は
⼗

分
で

あ
る

と
⾔

え
る

。
政

治
の

場
で

の
⼦

育
て

な
ど

に
関

す
る

⼥
性

⽬
線

の
⼥

性
の

声
は

男
性

の
声

と
同

様
に

⼤
切

で
あ

る
こ

と
か

ら
⼀

定
数

の
⼥

性
の

割
合

は
必

要
で

あ
る

。
ク

オ
ー

タ
制

は
仕

組
み

も
簡

単
な

の
で

⽇
本

で
も

取
り

⼊
れ

て
⼥

性
の

声
を

も
っ

と
強

め
て

ほ
し

い
と

考
え

る
。

 
次

に
も

っ
と

⾝
近

で
限

ら
れ

た
範

囲
で

の
差

別
に

つ
い

て
考

え
る

。
20

18
年

に
発

覚
し

た
医

学
部

の
不

正
⼊

試
問

題
を

知
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
。

当
時

ニ
ュ

ー
ス

に
も

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

た
た

め
知

っ
て

い
る

⼈
も

多
い

か
も

し
れ

な
い

。
こ

れ
は

20
18

年
8

⽉
、

東
京

医
科

⼤
学

が
同

年
2

⽉
の

⼊
試

で
、

受
験

⽣
に

説
明

な
く

、
⼥

性
や

多
浪

⽣
の

得
点

を
⼀

律
に

低
く

調
整

し
て

い
た

と
い

う
問

題
だ

。
実

際
に

被
害

に
あ

っ
た

⼥
性

は
「

不
合

格
に

な
っ

た
⾃

分
は

ダ
メ

な
ん

だ
と

い
う

苦
し

さ
や

、
そ

れ
で

も
や

っ
ぱ

り
も

う
1

年
が

ん
ば

り
た

い
と

ま
わ

り
の

⼈
に

頭
を

下
げ

て
、

お
⾦

も
借

り
て

踏
ん

張
っ

て
き

た
こ

の
1

年
は

な
ん

だ
っ

た
ん

だ
ろ

う
っ

て
。

時
間

は
戻

っ
て

こ
な

い
の

に
」

と
悔

し
さ

を
に

じ
ま

せ
て

い
る

。
さ

ら
に

こ
の

⼤
学

だ
け

で
は

な
く

、
昭

和
⼤

学
や

順
天

堂
⼤

学
で

も
同

様
の

被
害

が
確

認
さ

れ
た

。こ
れ

ら
は

氷
⼭

の
⼀

⾓
で

あ
り

、実
際

に
は

様
々

な
場

所
で

男
⼥

差
別

が
起

き
て

い
る

だ
ろ

う
。

ま
た

、
⾯

接
や

論
⽂

な
ど

、
点

数
で

表
せ

な
い

と
こ

ろ
で

、
⼥

性
だ

か
ら

と
い

う
理

由
で

×が
つ

け
ら

れ
た

と
し

て
も

、
⼤

学
側

が
開

⽰
し

な
け

れ
ば

、
受

験
⽣

が
そ

れ
を

知
る

す
べ

は
な

い
の

だ
。

私
は

根
本

的
な

考
え

⽅
や

男
性

と
は

こ
う

い
う

も
の

、
⼥

性
と

は
こ

う
い

う
も

の
と

い
う

固
定

概
念

を
改

め
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

考
え

⽅
や

固
定

概
念

は
環

境
や

教
育

に
よ

っ
て

培
わ

れ
る

。
だ

か
ら

こ
そ

⼀
部

の
⼈

が
男

⼥
差

別
解

消
の

た
め

に
動

く
の

で
は

な
く

、
み

ん
な

が
こ

の
世

か
ら

男
⼥

差
別

を
無

く
す

と
い

う
考

え
を

持
っ

て
未

来
の

⼦
供

達
が

男
⼥

差
別

と
い

う
⾔

葉
を

知
ら

な
く

な
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

未
来

の
理

想
形

で
あ

る
。

 
「

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
」に

対
す

る
解

答・
探

究
の

結
論

は
男

⼥
差

別
は

政
界

や
教

育
現

場
な

ど
様

々
な

場
⾯

で
起

き
て

い
る

。
だ

か
ら

解
消

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
今

後
の

展
望・

課
題

は
各

国
の

政
策

を
も

っ
と

調
べ

、ク
オ

ー
タ

制
な

ど
を

参
考

に
し

⾃
分

達
で

政
策

を
作

り
出

す
。

 
 参

考
資

料
 

⼥
性

活
躍

推
進

コ
ラ

ム
、1

1
年

連
続

！
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
が

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
 

世
界

1位
に

な
る

ま
で

 
Ｙ

Ａ
Ｈ

Ｏ
Ｏ

！
Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

ニ
ュ

ー
ス

「
な

ぜ
私

が
不

合
格

に
な

っ
た

の
か

」
―

―
医

学
部

不
正

⼊
試

、
被

害
⼥

性
の

苦
悩

と
闘

い
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

 
５

組
  

10
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

の
⼦

供
の

虐
待

に
つ

い
て

 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

共
通

理
解

、
講

演
会

、
教

育
 

近
年

⽇
本

で
は

⼦
供

に
対

す
る

虐
待

件
数

が
増

加
し

て
お

り
、

そ
の

虐
待

に
よ

る
死

亡
件

数
も

減
少

し
て

い
な

い
。

少
⼦

⾼
齢

化
が

進
む

中
で

虐
待

件
数

が
増

加
し

て
い

る
。つ

ま
り

、虐
待

の
割

合
が

増
加

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
⽇

本
の

将
来

を
担

う
⼦

供
た

ち
を

守
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

を
考

え
て

い
き

た
い

と
思

い
、

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

。
 

こ
の

活
動

は
、虐

待
に

対
す

る
共

通
理

解
を

も
た

せ
る

こ
と

で
、⽇

本
の

⼦
供

た
ち

を
、

そ
し

て
世

界
中

の
⼦

供
た

ち
を

虐
待

か
ら

守
る

こ
と

を
⽬

的
と

す
る

。
 

私
た

ち
が

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

「
⽇

本
中

の
⼈

々
が

虐
待

に
つ

い
て

の
共

通
理

解
を

も
つ

に
は

」で
あ

る
。こ

の
問

い
に

対
し「

⽼
若

男
⼥

問
わ

ず
、

虐
待

に
つ

い
て

の
知

識
を

講
演

会
で

教
育

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

共
通

理
解

が
⾼

ま
る

」
と

仮
説

を
た

て
た

。
 

ま
ず

、
こ

の
仮

説
を

⽴
証

す
る

た
め

講
演

会
の

ふ
さ

わ
し

さ
に

つ
い

て
調

査
し

た
。講

演
会

の
他

に
も

セ
ミ

ナ
ー

と
い

う
⽅

法
が

あ
る

。
セ

ミ
ナ

ー
と

は
指

導
者

の
も

と
で

⽣
徒

が
テ

ー
マ

に
つ

い
て

討
論

・
研

究・
意

⾒
交

換
を

⾏
う

場
の

こ
と

で
、そ

の
テ

ー
マ

に
関

⼼
を

持
つ

⼈
が

集
ま

る
た

め
受

講
者

が
あ

る
程

度
特

定
さ

れ
る

。そ
れ

に
対

し
、

講
演

会
は

講
演

者
が

⼤
勢

に
向

か
っ

て
話

を
し

、知
識

を
得

た
り

、理
解

を
深

め
た

り
す

る
場

の
こ

と
で

、
受

講
者

の
性

別
や

年
齢

層
が

幅
広

い
。よ

っ
て

、⽇
本

中
の

⼈
々

が
共

通
理

解
を

も
つ

に
は

講
演

会
の

⽅
が

ふ
さ

わ
し

い
と

考
え

る
。

 
次

に
、ど

の
よ

う
な

講
演

会
に

効
果

が
あ

る
の

か
調

査
し

た
。あ

る
団

体
が

虐
待

に
関

す
る

講
演

会
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

受
講

者
か

ら
以

下
の

よ
う

な
要

望
が

み
ら

れ
た

。「
事

例
が

ほ
し

い
」「

⼦
育

て
中

に
学

ぶ
場

が
ほ

し
い

」「
⼦

供
を

育
て

る
ス

ト
レ

ス
を

分
か

ち
合

う
場

が
ほ

し
い

」。
こ

れ
ら

の
要

望
か

ら
講

演
会

を
⾏

う
際

に
は

事
例

を
取

り
⼊

れ
、

虐
待

問
題

を
⾝

近
に

感
じ

て
も

ら
う

こ
と

で
効

果
が

上
が

る
と

考
え

た
。ま

た
、後

半
2つ

の
要

望
か

ら
、妊

娠
中・

出
産

後
に

親
に

対
し

講
演

会
や

情
報

交
換

の
場

を
開

く
と

良
い

と
考

え
た

。
虐

待
の

原
因

で
も

あ
る

社
会

的
な

つ
な

が
り

の
少

な
さ

や
ス

ト
レ

ス
を

改
善

で
き

、
共

通
理

解
が

⾼
ま

る
と

と
も

に
虐

待
の

減
少

に
も

つ
な

が
る

。以
上

の
こ

と
か

ら
、事

例
を

取
り

⼊
れ

た
講

演
会

、妊
娠

中
・

出
産

後
の

親
へ

の
講

演
会

に
効

果
が

あ
る

と
考

え
た

。
 

次
に

、講
演

会
の

内
容

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
良

い
か

考
え

た
。私

た
ち

は
全

て
の

⼈
に

同
じ

内
容

を
講

演
す

る
の

で
は

な
く

世
代

別
に

講
演

内
容

を
変

更
し

た
⽅

が
良

い
と

考
え

た
。

⼩
〜

中
学

⽣
に

は
虐

待
と

は
何

か
、相

談
所

の
存

在
に

つ
い

て
、⾼

校
⽣

以
上

に
は

⼩
〜

中
学

⽣
の

講
演

内
容

に
加

え
、虐

待
の

原
因

や
防

⽌
⽅

法
に

つ
い

て
、親

に
は

し
つ

け
と

虐
待

の
違

い
や

夫
婦

間
の

⽀
え

の
重

要
さ

を
講

演
す

る
。こ

の
よ

う
に

、少
し

ず
つ

レ
ベ

ル
を

上
げ

て
い

く
こ

と
で

年
齢

の
理

解
能

⼒
に

合
っ

た
講

演
を

⾏
う

こ
と

が
で

き
、

共
通

理
解

が
⾼

ま
る

と
考

え
た

。
 

次
に

、教
育

に
つ

い
て

調
査

し
た

。私
た

ち
は「

講
演

会
で

教
育

す
る

」と
い

う
仮

説
を

た
て

た
が

、教
育

は
必

要
な

の
だ

ろ
う

か
。教

育
と

は
何

か
を

検
索

し
て

み
た

と
こ

ろ「
教

育
は

⼈
類

の
進

歩・
発

展
を

⽬
的

と
し

、
善

良
な

⼈
間

を
作

る
こ

と
で

あ
る

。」
と

い
う

⽂
章

を
発

⾒
し

た
。こ

の
⾔

葉
が

成
り

⽴
つ

と
す

る
と

、教
育

を
す

る
こ

と
で

善
良

な
⼈

間
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

教
育

は
必

要
不

可
⽋

な
も

の
で

あ
る

。
 

最
後

に
、

幼
少

期
教

育
の

重
要

性
に

つ
い

て
調

査
し

た
。

近
年

の
様

々
な

研
究

に
よ

り
⼈

⽣
に

お
い

て
重

要
な

⼒
を

伸
ば

す
に

は
幼

少
期

教
育

が
効

果
的

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。そ

の
中

の
1つ

の
研

究
を

紹
介

す
る

。
そ

の
研

究
で

は
、

14
歳

の
時

点
で

幼
少

期
教

育
を

受
け

て
い

た
⼦

供
は

、
受

け
て

い
な

い
⼦

供
よ

り
学

⼒
検

査
の

成
績

が
良

く
、社

会
的

⾏
動

に
つ

い
て

も
良

い
影

響
が

み
ら

れ
た

。ま
た

、
30

〜
40

歳
で

⾏
っ

た
追

跡
調

査
で

は
幼

少
期

教
育

を
受

け
て

い
た

⼈
の

⽅
が

学
⼒

検
査

の
成

績・
学

歴・
収

⼊・
持

ち
家

率
が

⾼
く

、
⽣

活
保

護
受

給
率・

逮
捕

率
が

低
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。学

習
⾯

だ
け

で
な

く
、様

々
な

⾯
で

こ
の

よ
う

な
効

果
が

み
ら

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

虐
待

に
つ

い
て

の
教

育
で

も
同

じ
こ

と
が

⾔
え

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
以

上
の

調
査・

分
析

か
ら「

⽼
若

男
⼥

問
わ

ず
、虐

待
に

つ
い

て
の

知
識

を
講

演
会

で
教

育
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
共

通
理

解
が

⾼
ま

る
」

と
い

う
仮

説
は

正
し

く
、「

⽇
本

中
の

⼈
々

が
虐

待
に

つ
い

て
の

共
通

理
解

を
も

つ
に

は
」

と
い

う
問

い
が

成
⽴

す
る

。
 

私
た

ち
の

今
後

の
⽬

標
は

講
演

会
を

よ
り

多
く

の
地

域
で

⾏
う

こ
と

で
あ

る
。

虐
待

と
聞

く
と

加
害

者
が

全
て

悪
い

よ
う

に
思

う
⼈

が
多

く
い

る
。し

か
し

、虐
待

と
い

う
も

の
は

被
害

者
だ

け
で

な
く

、加
害

者
も

苦
し

ん
で

い
る

こ
と

が
多

い
。講

演
会

を
⾏

い
、こ

の
よ

う
な

虐
待

に
対

す
る

誤
解

を
な

く
し

て
い

く
に

は
講

演
者

の
育

成
が

課
題

と
な

っ
て

く
る

だ
ろ

う
。こ

の
課

題
を

解
決

し
、虐

待
か

ら
未

来
あ

る
⼦

供
た

ち
を

守
っ

て
い

く
た

め
、

私
た

ち
は

探
究

を
進

め
て

い
き

た
い

。
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カ
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1
【

概
要

版
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1
年

 
5

組
 

9
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探
究

テ
ー

マ
：

Ｒ
ｅ

Ｂ
Ｏ

は
海

を
救

う
〜

環
境

に
や

さ
し

い
マ

イ
ボ

ト
ル

の
提

案
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

、
マ

イ
ボ

ト
ル

、
Ｒ

ｅ
Ｂ

Ｏ
 

 

現
在

、
⼈

間
が

様
々

な
と

こ
ろ

で
出

し
て

い
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
河

川
な

ど
か

ら
海

に
流

れ
込

む
こ

と
で

、
多

く
の

海
の

⽣
き

物
に

悪
影

響
を

与
え

て
い

る
。例

と
し

て
、ウ

ミ
ガ

メ
が

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
袋

を
ク

ラ
ゲ

と
間

違
い

、
誤

飲
し

て
死

ん
で

し
ま

う
と

い
う

事
例

が
あ

る
。私

た
ち

は
、⾃

然
の

サ
イ

ク
ル

か
ら

外
れ

た
、⼈

為
的

な
理

由
で

海
の

⽣
き

物
に

悪
影

響
が

出
る

の
は

よ
く

な
い

と
感

じ
、

海
の

⽣
態

系
に

悪
影

響
を

与
え

て
い

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
を

減
ら

す
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
と

い
う

探
究

を
始

め
た

。
そ

う
す

る
こ

と
で

海
の

⽣
き

物
だ

け
で

は
な

く
、

そ
れ

ら
を

利
⽤

し
て

い
る

私
た

ち
の

⽣
活

が
間

接
的

に
悪

影
響

を
被

る
こ

と
も

防
げ

る
と

考
え

た
か

ら
だ

。 
で

は
、

ど
う

し
た

ら
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る
の

か
。私

た
ち

は
、プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
の

中
で

も
多

く
を

占
め

る
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

使
⽤

量
を

減
ら

す
こ

と
に

焦
点

を
絞

り
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
代

わ
る

容
器

に
な

る
マ

イ
ボ

ト
ル

を
普

及
さ

せ
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

を
考

え
た

。私
た

ち
が

調
べ

た
資

料
に

よ
る

と
、私

た
ち

の
よ

う
に

マ
イ

ボ
ト

ル
を

活
⽤

し
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

問
題

を
解

決
す

る
と

い
う

考
え

は
前

か
ら

あ
っ

た
も

の
だ

が
、

マ
イ

ボ
ト

ル
よ

り
も

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
⽅

が
持

ち
運

び
が

し
や

す
く

、
⾃

販
機

な
ど

で
購

⼊
す

れ
ば

す
ぐ

に
⼿

に
⼊

る
こ

と
。ま

た
、マ

イ
ボ

ト
ル

を
使

⽤
す

る
際

の
デ

メ
リ

ッ
ト

が
⼤

き
い

こ
と

か
ら

、
現

在
ま

で
で

マ
イ

ボ
ト

ル
の

使
⽤

率
は

あ
ま

り
伸

び
て

い
な

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
そ

の
理

由
と

し
て

、従
来

の
マ

イ
ボ

ト
ル

は
、カ

バ
ン

に
⼊

れ
て

い
る

と
か

さ
ば

る
こ

と
や

重
い

、洗
う

の
が

⼤
変

と
い

う
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

し
か

し
、マ

イ
ボ

ト
ル

に
は

保
温・

保
冷

が
で

き
る

と
い

う
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

は
な

い
⼤

き
な

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。そ

こ
で

私
た

ち
は

、マ
イ

ボ
ト

ル
の

良
さ

を
⽣

か
し

つ
つ

、
従

来
の

マ
イ

ボ
ト

ル
の

⽋
点

を
克

服
し

た
新

し
い

タ
イ

プ
の

マ
イ

ボ
ト

ル
ʻ̒R

eB
Oʻ̒

を
提

案
す

る
。

 
Re

BO
の

最
も

⼤
き

な
特

徴
は

、
本

体
が

⼆
つ

に
分

か
れ

る
こ

と
だ

。こ
の

機
能

に
よ

る
主

な
メ

リ
ッ

ト
は

三
つ

あ
る

。⼀
つ

⽬
は

、使
う

⼈
の

⽤
途

に
合

わ
せ

て
持

っ
て

い
く

量
を

変
え

ら
れ

る
こ

と
。

オ
フ

ィ
ス

な
ど

で
の

仕
事

に
持

っ
て

い
く

と
き

の
よ

う
に

少
量

で
⼗

分
な

状
況

で
は

、
Re

BO
を

半
分

に
し

て
使

う
こ

と
で

、
マ

イ
ボ

ト
ル

が
無

駄
な

ス
ペ

ー
ス

を
と

る
こ

と
な

く
、持

ち
運

び
も

楽
に

な
る

。⼆
つ

⽬
は

、
Re

BO
の

半
分

ず
つ

で
異

な
る

種
類

の
飲

み
物

を
⼊

れ
ら

れ
る

こ
と

。⼆
種

類
の

飲
み

物
を

持
っ

て
い

き
た

い
と

き
に

、⼆
つ

ボ
ト

ル
を

持
っ

て
い

か
な

く
て

も
Re

BO
が

ひ
と

つ
あ

れ
ば

解
決

す
る

。
さ

ら
に

、マ
イ

ボ
ト

ル
の

も
と

も
と

の
メ

リ
ッ

ト
で

あ
る

保
温・

保
冷

も
で

き
る

た
め

、⽚
⽅

に
暖

か
い

飲
み

物
、も

う
⽚

⽅
に

冷
た

い
飲

み

物
を

⼊
れ

る
と

い
う

こ
と

も
可

能
で

あ
る

。
三

つ
⽬

は
、

ボ
ト

ル
の

隅
々

ま
で

し
っ

か
り

洗
え

る
こ

と
。

Re
BO

が
半

分
に

な
る

と
い

う
こ

と
は

ボ
ト

ル
の

底
ま

で
の

⻑
さ

も
半

分
に

な
る

の
で

、
従

来
の

タ
イ

プ
の

ボ
ト

ル
よ

り
も

底
に

ス
ポ

ン
ジ

が
届

き
や

す
く

、
洗

う
と

き
の

ス
ト

レ
ス

も
軽

減
で

き
る

。こ
れ

ら
の

三
つ

の
メ

リ
ッ

ト
だ

け
で

、
従

来
の

ボ
ト

ル
の

デ
メ

リ
ッ

ト
の

⼤
部

分
を

カ
バ

ー
で

き
る

。
 

 
 

 
 

他
に

も
素

材
の

⾯
か

ら
い

う
と

、
ス

テ
ン

レ
ス

を
セ

ラ
ミ

ッ
ク

で
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
す

る
こ

と
を

採
⽤

し
た

の
で

、
強

度
の

強
化

や
重

量
を

な
る

べ
く

減
ら

し
、

傷
や

汚
れ

が
付

き
に

く
い

よ
う

に
し

た
。

 
今

現
在

で
は

こ
の

よ
う

に
設

計
し

た
が

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
で

訪
問

し
た

、
ア

ウ
ト

ド
ア

商
品

を
販

売
し

て
い

る
会

社
の

Sn
ow

 
Pe

ak
の

設
計

部
⻑

の
⽅

か
ら

の
話

や
ア

ド
バ

イ
ス

を
参

考
に

、
ニ

ー
ズ

の
要

望
に

可
能

な
限

り
応

え
ら

れ
る

よ
う

に
考

え
て

い
く

予
定

だ
。

 
 

 
 

 
私

た
ち

の
こ

れ
か

ら
の

展
望

は
、

ど
こ

に
で

も
あ

る
⾃

動
販

売
機

が
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
飲

料
を

販
売

す
る

の
で

は
な

く
、

持
っ

て
き

た
マ

イ
ボ

ト
ル

に
飲

み
物

を
⼊

れ
ら

れ
る

ド
リ

ン
ク

サ
ー

バ
ー

の
よ

う
な

か
た

ち
で

設
置

す
る

よ
う

に
し

て
、

さ
ら

に
マ

イ
ボ

ト
ル

が
使

い
や

す
い

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
あ

る
。

 
 

私
た

ち
が

参
加

し
た

全
国

⾼
校

⽣
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

、
他

の
⾼

校
⽣

た
ち

の
探

究
の

発
表

を
聞

い
て

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

す
る

こ
と

や
⼤

学
教

授
か

ら
の

私
た

ち
の

探
究

へ
の

貴
重

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

こ
と

が
出

来
、

私
た

ち
の

探
究

を
さ

ら
に

深
め

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。こ

の
よ

う
な

経
験

は
、他

で
は

な
か

な
か

す
る

こ
と

の
出

来
な

い
貴

重
な

経
験

だ
っ

た
た

め
、思

わ
ぬ

ト
ラ

ブ
ル

も
含

め
て

、と
て

も
達

成
感

の
あ

る
良

い
経

験
と

な
っ

た
。

 
 

参
考
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
６

組
  

２
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

に
お

け
る

安
定

し
た

持
続

可
能

な
⾷

料
⽣

産
に

つ
い

て
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

飢
餓

、
気

候
変

動
へ

の
対

策
、

陸
の

豊
か

さ
 

私
た

ち
は

「
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
に

お
け

る
安

定
し

た
⾷

料
⽣

産
に

つ
い

て
」

を
探

究
テ

ー
マ

と
し

て
調

査
を

⾏
っ

た
。

 
私

た
ち

が
こ

の
探

究
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
理

由
は

、
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
に

は
、

サ
イ

ク
ロ

ン
や

⼲
ば

つ
と

い
っ

た
⾃

然
災

害
が

原
因

で
起

こ
る

飢
餓

に
苦

し
む

⼈
々

が
い

る
こ

と
を

知
っ

た
か

ら
だ

。
飢

餓
の

原
因

で
あ

る
⾃

然
災

害
に

よ
っ

て
左

右
さ

れ
な

い
⾷

料
⽣

産
を

実
施

す
る

こ
と

が
、飢

餓
を

ゼ
ロ

に
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

と
考

え
、こ

の
探

究
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

の
厳

し
い

⾃
然

環
境

に
よ

っ
て

左
右

さ
れ

な
い

⾷
料

⽣
産

を
実

現
さ

せ
る

こ
と

で
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
で

は
も

ち
ろ

ん
、

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

の
気

候
に

似
た

地
域

で
の

飢
餓

を
減

ら
す

こ
と

。そ
し

て
結

果
的

に
飢

餓
を

ゼ
ロ

に
、実

現
さ

せ
る

た
め

の
具

体
例

を
出

す
こ

と
で

気
候

変
動

に
具

体
的

な
対

策
を

、
持

続
可

能
な

環
境

に
や

さ
し

い
⽅

法
で

陸
の

豊
か

さ
を

守
ろ

う
を

実
現

さ
せ

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

た
。

 
そ

こ
で

私
た

ち
が

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、「
⼟

壌
の

炭
素

量
増

加
に

よ
る

⼲
ば

つ
被

害
軽

減
、

地
球

温
暖

化
の

緩
和

効
果

を
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
の

⼟
壌

で
も

再
現

で
き

る
の

か
」

だ
。

 
ま

ず
炭

素
量

増
加

に
よ

る
影

響
に

つ
い

て
分

か
っ

た
こ

と
は

乾
燥

・
半

乾
燥

地
域

で
は

⼟
壌

炭
素

量
が

多
い

と
こ

ろ
ほ

ど
⼲

ば
つ

被
害

が
抑

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

だ
。

こ
の

こ
と

か
ら

⼟
壌

の
含

⽔
率

が
あ

が
っ

て
い

る
と

い
え

る
。ま

た
、⼟

壌
の

肥
沃

度
が

⾼
く

な
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
炭

素
量

増
加

は
何

の
⾷

料
に

効
果

が
あ

る
の

か
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、
実

際
に

効
果

が
証

明
さ

れ
て

い
る

の
は

穀
物

類
で

あ
っ

た
。⼀

⽅
で

、
野

菜
な

ど
の

穀
物

以
外

の
作

物
に

つ
い

て
は

実
例

が
な

か
っ

た
。

し
か

し
、炭

素
量

増
加

は
⼲

ば
つ

被
害

軽
減

の
ほ

か
に

、肥
沃

度
が

⾼
く

な
る

こ
と

が
分

か
っ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

全
て

の
植

物
の

⽣
育

が
良

く
な

る
と

考
え

る
。

 
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
の

⼟
壌

に
つ

い
て

分
か

っ
た

こ
と

は
、

⾵
化

が
進

み
植

物
に

と
っ

て
毒

で
あ

る
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
を

多
く

含
む

ラ
テ

ラ
イ

ト
に

覆
わ

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
だ

。
ま

た
リ

ン
な

ど
の

良
い

⼟
壌

を
つ

く
る

た
め

に
は

必
要

不
可

⽋
な

栄
養

素
が

乏
し

く
、

砂
質

⼟
壌

で
か

つ
農

業
に

適
し

て
い

な
い

強
い

ア
ル

カ
リ

性
を

⽰
す

こ
と

が
分

か
っ

た
。

以
上

の
こ

と
か

ら
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
の

⼟
壌

は
農

業
に

適
し

て
い

な
い

と
い

え
る

。
 

炭
素

量
増

加
に

効
果

の
あ

る
不

耕
起

栽
培

、
⽜

糞
の

利
⽤

を
⾏

う
地

域
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、ア
メ

リ
カ

で
は

、穀
物

の
多

く
で

不
耕

起
栽

培
を

⾏
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。そ
し

て
、割

合
と

し
て

は
少

な

い
が

、
家

畜
の

ふ
ん

を
利

⽤
し

た
農

業
も

⾏
わ

れ
て

い
る

こ
と

も
分

か
っ

た
。不

耕
起

栽
培

、⽜
糞

の
利

⽤
を

⾏
う

ア
メ

リ
カ

と
、マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
の

⼟
壌

に
は

⼤
き

な
違

い
が

あ
る

。ア
メ

リ
カ

の
⼟

壌
は

、層
⼟

は
薄

い
も

の
の

、農
業

に
必

要
な

ミ
ネ

ラ
ル

を
含

ん
で

い
る

。⼀
⽅

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

は
、⼟

壌
の

栄
養

が
少

な
い

。こ
の

こ
と

か
ら

、ア
メ

リ
カ

で
⾏

わ
れ

る
⽅

法
を

そ
の

ま
ま

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

で
⾏

う
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 
⼟

壌
の

炭
素

量
増

加
を

実
現

す
る

に
は

、
⼟

壌
に

最
低

限
の

栄
養

素
と

含
⽔

率
が

必
要

だ
。し

た
が

っ
て

、そ
の

条
件

に
適

し
て

い
な

い
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
の

⼟
壌

で
は

、
⼟

壌
の

炭
素

量
増

加
に

よ
る

⼲
ば

つ
被

害
軽

減
、

地
球

温
暖

化
の

緩
和

効
果

を
再

現
す

る
こ

と
は

難
し

い
と

い
え

る
。し

か
し

低
賃

⾦
を

改
善

す
る

こ
と

、⼟
壌

の
含

⽔
率

や
肥

沃
度

を
⾼

く
す

る
こ

と
で

実
現

可
能

に
で

き
る

と
考

え
る

。
含

⽔
率

を
⾼

く
す

る
に

は
、

⼟
壌

に
寒

天
や

も
み

が
ら

な
ど

を
加

え
る

と
い

う
⽅

法
が

あ
る

。
費

⽤
を

抑
え

つ
つ

⼟
壌

に
最

低
限

の
栄

養
素

と
含

⽔
率

を
含

ま
せ

る
⽅

法
に

つ
い

て
も

、
こ

れ
か

ら
詳

し
く

考
え

て
い

き
た

い
。

そ
し

て
こ

の
他

に
も

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
は

多
く

存
在

す
る

。例
え

ば
募

⾦
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

だ
。イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

募
⾦

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
で

私
た

ち
は

簡
単

に
飢

餓
問

題
に

貢
献

で
き

る
。

こ
の

よ
う

な
活

動
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

参
考

資
料

 
①

ポ
ッ

ト
試

験
に

よ
る

⼟
壌

肥
沃

度
の

評
価

 
htt

ps
://

ww
w.

jic
a.g

o.j
p 

②
農

地
管

理
の

違
い

が
⼟

壌
の

炭
素

貯
蔵

量
に

及
ぼ

す
影

響
と

そ
の

評
価

に
関

す
る

考
察
－

農
業

を
対

象
と

す
る

LC
A

的
分

析
に

お
け

る
⼟

地
資

源
評

価
の

意
義

−
 

htt
ps

://
ww

w.
jst

ag
e.j

st.
go

.jp
 

③
⻄

尾
道

徳
の

環
境

保
全

型
農

業
レ

ポ
ー

ト
 

htt
ps

://
lib

.ru
ral

ne
t.o

r.jp
 

④
世

界
の

農
薬

事
情

１
－

ア
メ

リ
カ

編
 

不
耕

起
栽

培
の

普
及

 
htt

ps
://

ary
sta

life
sci

en
ce

.jp
 

⑤
理

想
的

な
⼟

の
条

件
と

は
？

 
htt

ps
://

ww
w.

be
av

ert
oz

an
.co

m 
⑥

地
球

温
暖

化
が

進
む

と
ど

う
な

る
？

そ
の

影
響

は
？

 
htt

ps
://

ww
w.

ww
f.o

r.jp
 

⑦
デ

モ
イ

ン
（

ア
イ

オ
ワ

州
）

 
htt

ps
://

ja.
m.

wi
kip

ed
ia.

org
 

⑧
ア

ン
タ

ナ
ナ

リ
ボ

 
htt

ps
://

ja.
m.

wi
kip

ed
ia.

org
 

グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

 
６

組
  

１
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

実
は

⾝
近

に
起

き
て

い
る

飢
餓

を
減

ら
す

た
め

に
は

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
⽇

本
の

飢
餓

 
可

視
化

 

私
た

ち
1班

の
探

究
テ

ー
マ

は
、「

実
は

⾝
近

に
起

き
て

い
る

飢
餓

を
減

ら
す

た
め

に
は

」で
す

。飢
餓

と
い

う
ワ

ー
ド

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
検

索
し

て
み

た
時

に
、

⽇
本

の
相

対
貧

困
率

は
15

.6％
で

あ
る

と
書

い
て

あ
る

の
を

⾒
つ

け
ま

し
た

。相
対

貧
困

と
は

、世
帯

の
所

得
が

、そ
の

国
の

等
価

処
分

所
得（

世
帯

の
可

処
分

所
得

を
世

帯
の

⼈
数

の
平

⽅
根

で
割

っ
た

も
の

）
の

中
央

値
の

半
分

に
満

た
な

い
状

態
の

こ
と

で
、そ

れ
に

よ
り

⽇
本

で
飢

餓
に

苦
し

ん
で

い
る

⼈
は

、⽇
本

の
⼈

⼝
の

約
⼀

割
も

い
ま

す
。

こ
の

事
実

を
知

る
ま

で
、「

飢
餓

」
と

聞
く

と
、

海
外

で
起

き
て

い
る

問
題

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
が

強
か

っ
た

の
で

、
ま

ず
は

こ
の

事
実

を
み

ん
な

に
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
か

ら
始

め
よ

う
と

考
え

ま
し

た
。そ

こ
で

私
た

ち
は「

⽇
本

で
起

き
て

い
る

飢
餓

」
に

⽬
を

向
け

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
 

初
め

に
、飢

餓
は

何
⼗

年
も

問
題

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、な
ぜ

な
く

な
ら

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。そ
し

て
、な

く
す

⽅
法

は
本

当
に

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。⽇
本

の
飢

餓
は

、そ
の

⼈
、そ

の
家

庭
が

困
っ

て
い

る
の

は
⾷

事
や

⾷
べ

る
も

の
が

買
え

な
い

な
ど

の
場

合
、

⾒
た

⽬
で

は
飢

餓
で

あ
る

こ
と

が
分

か
ら

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

場
合

、
⾷

費
よ

り
も

被
服

費
や

通
信

費
な

ど
を

優
先

し
て

い
る

こ
と

が
飢

餓
の

要
因

と
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
ま

す
。

実
は

私
た

ち
の

⾝
近

な
と

こ
ろ

に
飢

餓
で

苦
し

ん
で

い
る

⼈
が

い
る

か
も

し
れ

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
。

 
こ

の
事

実
に

気
付

い
て

も
ら

う
た

め
の

⽅
法

を
１

班
内

で
い

く
つ

か
挙

げ
て

み
た

と
こ

ろ
、

SN
S

で
有

名
な

⼈
に

発
信

し
て

も
ら

う
、

飢
餓

に
関

す
る

ア
プ

リ
を

作
る

な
ど

の
案

が
出

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

⽤
し

た
⽅

法
は

効
果

的
で

あ
る

と
考

え
ま

し
た

が
、

調
べ

て
み

る
と

ア
プ

リ
制

作
な

ど
に

は
費

⽤
が

か
か

っ
て

し
ま

う
た

め
、

現
実

的
に

難
し

い
と

考
え

ま
し

た
。
 

⾃
分

た
ち

で
も

で
き

る
⽅

法
と

し
て

、
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

っ
て

飢
餓

に
関

す
る

現
在

の
状

況
を

数
値

化
し

て
み

る
と

い
う

案
が

出
ま

し
た

。。
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

っ
て

可
視

化
す

る
こ

と
で

、
今

ま
で

気
づ

く
こ

と
の

出
来

な
か

っ
た

飢
餓

に
気

づ
け

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
し

た
。

 
そ

こ
で

、ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
際

に
作

っ
て

み
ま

し
た

。ア
ン

ケ
ー

ト
の

内
容

と
し

て
、飢

餓
の

初
期

症
状

で
あ

る
、無

気
⼒

状
態

や
寒

気
、

筋
⾁

の
低

下
な

ど
の

症
状

は
な

い
か

、
な

ど
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

作
り

ま
し

た
。こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

は
、全

国
の

⼩
中

学
校

を
主

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

て
作

り
ま

し
た

。
飢

餓
は

特
に

⼦
供

に
多

い
と

さ
れ

て
い

る
か

ら
で

す
。

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

実
際

に
⼩

中
学

校
で

は
⾏

っ
て

ま

せ
ん

が
、実

際
に

⾏
っ

た
場

合
、こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

が
飢

餓
に

気
づ

い
て

も
ら

う
た

め
の

き
っ

か
け

に
な

る
と

思
い

ま
し

た
。

 
ま

た
、他

に
も

、飢
餓

へ
の

興
味

は
あ

る
か

、⽇
本

に
も

飢
餓

が
起

き
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

か
、

と
い

う
ア

ン
ケ

ー
ト

を
⼀

学
年

全
体

に
取

り
ま

し
た

。
飢

餓
へ

の
興

味
が

あ
る

と
答

え
た

⼈
は

約
75

％
で

し
た

。
⽇

本
に

飢
餓

が
起

き
て

い
る

こ
と

を
知

ら
な

か
っ

た
と

い
う

⼈
は

半
分

を
占

め
て

い
ま

し
た

。
少

な
く

と
も

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

通
し

て
、

⽇
本

の
飢

餓
に

つ
い

て
少

し
は

気
づ

い
て

も
ら

え
た

の
で

は
な

い
か

と
い

思
い

ま
す

。
 

飢
餓

が
起

こ
る

原
因

は
他

に
も

気
候

変
動

に
よ

る
も

の
や

、
現

代
⽇

本
で

も
問

題
と

な
っ

て
い

る
地

球
温

暖
化

な
ど

、
⼈

間
に

は
防

ぐ
こ

と
が

困
難

な
も

の
も

あ
り

ま
す

が
、

防
ぐ

こ
と

の
で

き
る

飢
餓

も
あ

る
と

思
い

ま
す

。
防

ぐ
こ

と
の

で
き

る
飢

餓
を

少
し

で
も

防
げ

る
よ

う
に

、
私

た
ち

は
可

視
化

し
て

気
づ

い
て

も
ら

え
る

⽅
法

を
考

え
ま

し
た

。今
後

は
、取

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

誰
が

⾒
る

の
か

、そ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

⾒
て

ど
の

よ
う

な
対

応
を

取
る

の
か

な
ど

、
内

容
を

改
良

し
て

、
全

国
に

取
れ

た
ら

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
 

探
究

テ
ー

マ
で

あ
る

、「
実

は
⾝

近
に

起
き

て
い

る
飢

餓
を

減
ら

す
た

め
に

は
」と

い
う

課
題

に
対

し
て

、直
接

減
ら

す
た

め
の

⽅
法

を
⾒

つ
け

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

飢
餓

が
ど

こ
で

起
き

て
い

る
の

か
を

知
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

今
よ

り
簡

単
に

対
策

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。探

究
の

結
果

、そ
の

た
め

の
⽅

法
と

し
て

、飢
餓

の
初

期
症

状
な

ど
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
特

に
飢

餓
の

多
い

⼩
中

学
⽣

を
主

な
対

象
と

し
て

取
り

、
数

値
化

す
る

こ
と

が
効

果
的

で
あ

る
と

考
え

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
飢

餓
に

気
づ

く
機

会
を

作
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
更

に
飢

餓
へ

の
関

⼼
を

深
め

ら
れ

る
と

い
い

で
す

。
 

 参
考

資
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ロ
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告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
6

組
  

4
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

性
に

関
す

る
既

成
概

念
に

つ
い

て
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

性
に

関
す

る
既

成
概

念
に

つ
い

て
 

既
成

概
念

 
偏

⾒
 

私
た

ち
の

班
で

は「
性

に
関

す
る

既
成

概
念

に
つ

い
て

」と
い

う
テ

ー
マ

で
探

究
を

し
た

。Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
⽬

標
は

Ｇ
5の

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

を
実

現
し

よ
う

」
で

あ
る

。
 

テ
ー

マ
の

キ
ー

ワ
ー

ド
は

既
成

概
念

で
あ

る
。

こ
こ

で
⾔

う
既

成
概

念
と

は
、差

別
の

根
底

に
あ

る
も

の
で

、男
だ

か
ら・

⼥
だ

か
ら

と
、

性
別

に
よ

り
当

た
り

前
と

な
っ

て
い

る
も

の
を

さ
す

。
 

既
成

概
念

が
原

因
と

な
っ

て
男

⼥
差

別
(や

そ
れ

以
外

の
差

別
)、

偏
⾒

が
⽣

ま
れ

る
と

考
え

た
た

め
、こ

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
。そ

し
て

、
こ

の
分

野
に

興
味

を
持

っ
た

の
は

、
⽣

活
し

て
い

る
中

で
無

意
識

に
や

っ
て

い
る

こ
と

で
も

、
男

⼥
差

別
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

⾮
常

に
多

く
、「

こ
れ

は
区

別
な

の
か

、
そ

れ
と

も
差

別
な

の
だ

ろ
う

か
」と

疑
問

に
思

う
こ

と
が

度
々

あ
っ

た
か

ら
、と

い
う

側
⾯

も
あ

る
。

 
私

た
ち

の
探

究
活

動
の

⽬
的

は
、既

成
概

念
に

つ
い

て
調

査
し

、最
終

的
に

は
差

別
や

偏
⾒

を
減

ら
す

⽅
法

を
⾒

つ
け

出
し

て
、

差
別

を
解

決
に

導
く

こ
と

で
あ

る
。

具
体

的
な

既
成

概
念

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
の

か
、

そ
こ

か
ら

ど
う

差
別

に
つ

な
が

っ
て

い
る

の
か

な
ど

を
探

す
こ

と
で

対
策

が
⾒

つ
か

る
と

考
え

た
。そ

し
て

、既
成

概
念

が
⽣

ま
れ

る
原

因
や

、な
ぜ

な
く

な
ら

な
い

の
か

を
調

査
し

た
。ま

た
、私

た
ち

の
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

(リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

)は
「

⾝
近

に
あ

る
性

的
格

差
と

そ
の

原
因

、改
善

策
は

何
か

」と
し

た
。こ

の
問

い
の

答
え

を
⾒

つ
け

出
す

た
め

の
探

究
の

⽅
法

と
し

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

の
⽂

献
の

調
査

に
加

え
、職

員・
⽣

徒
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

ま
ず

、⽂
献

を
調

査
し

て
分

か
っ

た
こ

と
は

、⽇
本

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

の
順

位
は

15
6国

中
12

0位
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
現

在
の

⽇
本

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

は
世

界
的

に
⾒

て
も

か
な

り
低

い
順

位
と

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
。ま

た
、そ

の
中

で
も

政
治

に
関

す
る

分
野

で
は

、
⽇

本
は

特
に

他
の

先
進

国
な

ど
と

⽐
べ

て
⼥

性
の

⽐
率

が
低

く
、

お
く

れ
を

と
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
っ

た
。政

治
家

に
は

⾼
齢

の
男

性
が

多
く

、⼥
性

の
総

理
⼤

⾂
も

今
に

⾄
る

ま
で

に
⼀

⼈
も

い
な

い
と

い
う

問
題

も
⾒

つ
か

っ
た

。
そ

こ
か

ら
解

決
策

を
⾒

つ
け

出
そ

う
と

試
⾏

錯
誤

し
た

も
の

の
、

世
界

に
⽬

を
向

け
る

と
な

る
と

、規
模

が
⼤

き
す

ぎ
て

、⾃
分

た
ち

で
解

決
す

る
の

は
現

実
的

で
は

な
い

と
判

断
し

次
の

段
階

に
進

ん
だ

。
 

 
そ

こ
で

私
た

ち
が

⽬
を

向
け

た
の

は「
学

校
の

制
服

」で
あ

る
。「

今
ま

で
男

⼥
の

制
服

の
違

い
に

違
和

感
を

覚
え

た
こ

と
が

あ
る

か
」「

今

着
て

い
る

制
服

は
⾃

分
の

希
望

通
り

の
も

の
か

」
な

ど
の

制
服

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
と

と
も

に
、「

ど
の

年
代

に
差

別
が

⼀
番

多
い

と
思

う
か

」な
ど

男
児

差
別

の
現

状
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

対
象

は
三

条
⾼

校
の

教
職

員
、

1
年

6
組

の
⽣

徒
で

あ
る

。結
果

と
し

て
男

⼦
(男

性
)に

⽐
べ

⼥
⼦

(⼥
性

)の
ほ

う
が

、制
服

の
違

い
や

男
⼥

差
別

に
関

⼼
が

あ
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
ま

た
、総

合
的

に
⾒

る
と

、差
別

が
多

く
、既

成
概

念
に

と
ら

わ
れ

て
い

る
の

は
特

に
60

代
以

上
の

世
代

に
多

い
と

い
う

結
果

に
な

っ
た

。
そ

し
て

、こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

反
省

点
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
の

は
、ア

ン
ケ

ー
ト

対
象

者
が

少
な

す
ぎ

た
点

で
あ

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

⺟
数

が
少

な
す

ぎ
た

た
め

に
、結

果
に

偏
り

が
⾒

ら
れ

、あ
ま

り
正

確
な

計
測

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

 
以

上
よ

り
考

え
ら

れ
る

こ
と

は
、

男
⼥

差
別

の
原

因
に

は
年

代
別

の
考

え
⽅

の
違

い
が

挙
げ

ら
れ

、⾼
齢

な
⼈

ほ
ど

、男
は

こ
う・

⼥
は

こ
う

と
い

う
決

め
つ

け
(偏

⾒
)が

⼤
き

く
、解

決
の

た
め

に
は

若
者

や
こ

れ
か

ら
社

会
に

出
る

学
⽣

、⼦
供

へ
の

差
別

に
関

す
る

教
育

、指
導

の
機

会
を

よ
り

多
く

設
け

る
必

要
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
幼

い
こ

ろ
か

ら
性

に
よ

る
違

い
や

男
⼥

平
等

に
つ

い
て

教
え

る
こ

と
で

今
後

の
社

会
を

担
う

世
代

の
男

⼥
の

性
に

関
す

る
意

識
を

変
化

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

た
。

特
に

⼥
性

の
意

識
が

変
化

す
る

こ
と

で
政

治
家

の
男

⼥
⽐

率
の

⼤
幅

な
改

善
に

も
効

果
が

あ
る

と
い

う
考

え
に

⾄
っ

た
。

 
 

今
後

の
課

題
は

、
こ

の
問

い
の

答
え

と
し

て
も

ま
だ

ス
ケ

ー
ル

が
⼤

き
す

ぎ
る

た
め

、さ
ら

に
別

の
視

点
か

ら
も

調
査

を
進

め
、⾝

近
な

問
題

を
取

り
上

げ
て

そ
の

解
決

法
を

探
し

、
他

の
問

題
に

も
つ

な
が

る
所

を
探

し
て

い
く

こ
と

で
、

国
内

に
あ

る
問

題
も

解
決

す
る

⽅
法

を
探

す
こ

と
で

あ
る

。制
服

と
い

う
観

点
か

ら
は

、他
の

問
題

も
⾒

つ
か

っ
て

く
る

と
思

う
の

で
、

そ
こ

か
ら

広
げ

て
い

き
た

い
と

思
う

。
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グ
ロ
ー
カ

ル
探

究
活
動

報
告

2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
６

組
  

３
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
分

離
教

育
 

 イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
  

 
視

覚
⽀

援
 

ピ
ー

ア
サ

ポ
ー

タ
―

 

わ
た

し
た

ち
が

こ
の

探
求

テ
ー

マ
に

決
定

し
た

理
由

は
、

特
別

⽀
援

学
級

が
あ

る
が

、
そ

こ
で

教
育

を
受

け
る

こ
と

が
障

害
の

あ
る

⼦
供

た
ち

に
と

っ
て

⼀
番

良
い

こ
と

な
の

か
を

疑
問

に
思

っ
た

か
ら

だ
。

そ
れ

に
沿

い
、障

害
者

に
よ

り
良

い
教

育
を

受
け

さ
せ

る
た

め
、わ

た
し

た
ち

は
調

査
を

進
め

て
き

た
。ま

ず
は

、班
員

全
員

で
話

し
合

い
、

「
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

」
を

⾒
つ

け
た

。
そ

れ
は

、「
障

害
の

あ
る

⼦
供

た
ち

に
と

っ
て

⼀
番

良
い

教
育

と
は

何
か

？
」と

い
う

も
の

だ
。 

 
そ

の
問

い
に

対
す

る
答

え
を

⾒
つ

け
る

た
め

に
わ

た
し

た
ち

は
、

次
の

⽅
法

で
情

報
を

集
め

、
答

え
を

得
た

。
 

 
ま

ず
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

た
こ

と
だ

。
現

在
の

⽇
本

の
障

害
者

に
対

す
る

教
育

は
“分

離
教

育
”と

呼
ば

れ
、⺠

衆
的

に
も

国
際

的
に

も
不

適
切

だ
と

⾔
わ

れ
て

い
る

。
 

ま
た

、調
査

を
進

め
る

と
“イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

”と
い

う
教

育
理

念
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。こ

れ
は

、障
害

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
と

も
に

教
育

を
受

け
る

こ
と

で
、「

共
⽣

社
会

」
の

実
現

を
⽬

指
す

考
え

だ
。

20
06

年
に

国
連

総
会

で
採

択
さ

れ
た

も
の

で
、

全
て

の
国

で
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

の
実

現
を

⽬
指

し
て

い
る

。
 

そ
こ

で
、

私
た

ち
は

世
界

各
国

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

の
実

現
に

向
け

て
⾏

っ
て

い
る

教
育

政
策

を
調

べ
た

。そ
の

中
で

、フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

で
は

違
い

は
個

性
で

あ
る

と
い

う
考

え
を

持
っ

て
お

り
、

⼀
つ

の
ク

ラ
ス

の
⼈

数
を

減
ら

し
て

障
害

者
が

教
室

内
で

か
か

る
負

荷
を

最
⼩

限
に

し
て

い
る

。ま
た

、デ
ザ

イ
ン

⼤
国

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
学

校
内

の
空

間
設

計
に

⼯
夫

を
し

て
障

害
者

が
快

適
に

過
ご

せ
る

よ
う

に
し

て
い

る
（

視
覚

⽀
援

）。
ま

た
、

韓
国

で
は

障
害

者
限

定
で

幼
稚

園
か

ら
⾼

等
学

校
ま

で
の

教
育

課
程

を
義

務
化

、
同

じ
障

害
を

持
っ

て
い

る
⼈

同
⼠

で
⽀

援
し

合
う

と
い

っ
た

こ
と

を
し

て
い

る
（

ピ
ー

ア
サ

ポ
ー

タ
―

）。
 

し
か

し
、イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

に
は

い
く

つ
か

問
題

点
が

あ
る

。
⼀

つ
⽬

は
、設

備
や

⼈
材

の
不

⾜
だ

。設
備

を
増

や
す

に
は

資
⾦

が
必

要
で

す
が

、そ
の

資
⾦

が
⼗

分
で

な
か

っ
た

り
、担

任
教

師
へ

の
負

担
の

増
加

が
⾒

込
ま

れ
て

い
る

。⼆
つ

⽬
は

、授
業

の
遅

れ
だ

。障
害

者
の

授
業

の
理

解
速

度
に

合
わ

せ
る

た
め

、
ど

う
し

て
も

従
来

の
授

業
ペ

ー
ス

よ
り

も
遅

く
な

る
と

い
わ

れ
て

い
る

。三
つ

⽬
は

、合
理

的
配

慮
の

線
引

き
だ

。
障

害
者

に
対

す
る

配
慮

の
加

減
に

関
す

る
事

項
を

⽂
部

科
学

省
で

は
明

記
さ

れ
て

お
ら

ず
、

⾏
き

過
ぎ

や
⾜

り
な

す
ぎ

を
招

く
と

さ
れ

て
い

る
。

 
 

次
は

ア
ン

ケ
ー

ト
で

調
べ

た
こ

と
だ

。
わ

た
し

た
ち

は
⼀

年
六

組
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
っ

た
。質

問
項

は
、１

．障
害

の
あ

る
⼈

や
あ

ま

り
学

校
に

来
れ

な
い

⼈
と

ど
の

よ
う

に
接

し
て

い
ま

し
た

か
？

 
２

．
障

害
の

あ
る

⼈
や

あ
ま

り
学

校
に

来
れ

な
い

⼈
に

と
っ

て
⼀

番
良

い
学

習
環

境
と

は
何

だ
と

思
い

ま
す

か
？

 
３

．
障

害
の

あ
る

⼈
は

ど
の

よ
う

に
普

通
授

業
を

受
け

て
い

ま
し

た
か

？
 

だ
。

こ
れ

ら
の

質
問

の
回

答
を

統
合

し
分

か
っ

た
こ

と
は

、
現

在
の

⼩
中

学
校

で
は

基
本

は
特

別
教

室
で

授
業

を
受

け
、

決
ま

っ
た

授
業

だ
け

補
助

の
先

⽣
と

⼀
緒

に
受

け
て

い
る

と
こ

ろ
が

⼤
半

を
占

め
て

お
り

、ま
た

、障
害

者
に

と
っ

て
⼀

番
良

い
学

習
環

境
は

特
別

⽀
援

学
級

と
通

常
学

級
を

組
み

合
わ

せ
る

と
い

う
意

⾒
が

多
い

と
い

う
こ

と
だ

。
 

 
ま

た
、

わ
た

し
た

ち
は

障
害

者
教

育
の

現
状

を
知

る
た

め
に

特
別

⽀
援

学
級

の
職

員
の

⽅
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
⾏

っ
た

。
そ

こ
で

私
た

ち
が

し
た

質
問

は
 

１
．

⽀
援

学
級

と
通

常
学

級
の

違
い

と
は

？
 

ま
た

、ど
の

よ
う

な
こ

と
を

し
て

い
る

か
 

２
．障

害
の

あ
る

⼦
供

や
通

常
学

級
に

⾏
き

に
く

い
⼦

供
に

は
ど

の
よ

う
な

教
育

環
境

が
よ

い
か

。 
３

．イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
を

ど
う

思
う

か
。だ

。⼀
つ

⽬
の

質
問

に
は

、
⽀

援
学

級
で

は
各

個
⼈

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

適
切

な
⽀

援・
指

導
を

し
て

お
り

、こ
れ

は
ひ

と
り

ひ
と

り
特

性
や

学
習

レ
ベ

ル
が

異
な

る
た

め
だ

と
い

う
。⼆

つ
⽬

の
質

問
に

は
、障

害
者

の
悩

み
を

理
解

し
て

あ
げ

、本
⼈

た
ち

が
安

⼼
し

て
い

ら
れ

る
場

所
が

よ
く

、⼦
供

の
状

態
や

変
化

に
応

じ
て

“ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

”で
取

り
組

ん
で

い
け

る
よ

う
な

環
境

が
い

い
と

い
う

。三
つ

⽬
の

質
問

に
は

、健
常

者
と

障
碍

者
同

⼠
が

そ
れ

ぞ
れ

を
理

解
し

合
い

認
め

合
い

な
が

ら
共

⽣
で

き
、差

異・
障

害・
能

⼒
な

ど
に

対
し

て
も

っ
と

多
様

で
柔

軟
な

教
育

が
よ

い
と

い
う

。
 

こ
れ

ら
の

調
査

の
結

果
か

ら
わ

た
し

た
ち

は
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

に
対

す
る

答
え

を
得

た
。

そ
れ

は
“既

存
の

教
育

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
分

離
教

育
に

加
え

、
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
や

韓
国

で
⾏

わ
れ

て
い

る
視

覚
⽀

援
や

ピ
ー

ア
サ

ポ
ー

タ
―

を
⽇

本
の

教
育

政
策

に
取

り
⼊

れ
る

”
と

い
う

も
の

だ
。

 
今

回
の

探
求

活
動

で
は

こ
こ

ま
で

し
か

探
求

を
進

め
る

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
が

、今
後

は
、海

外
で

⾏
わ

れ
て

い
る

教
育

政
策

を
ど

の
よ

う
に

し
て

⽇
本

に
広

め
て

い
く

か
、そ

し
て

、時
代

の
変

化
に

伴
う

教
育

政
策

の
変

化
に

つ
い

て
も

探
求

し
て

い
く

。
 

参
考

資
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探
究

テ
ー

マ
：

世
界

の
⽔

不
⾜

の
解

消
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

⽔
不

⾜
 

脱
⽔

 
川

の
ゴ

ミ
 

私
た

ち
の

探
求

テ
ー

マ
は

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

6
番

「
安

全
な

⽔
と

ト
イ

レ
を

世
界

中
に

」
に

関
連

し
た

世
界

の
⽔

不
⾜

の
解

消
だ

。
 

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、

世
界

に
は

安
全

な
⽔

を
⼗

分
に

⼿
に

⼊
れ

る
こ

と
が

で
き

な
い

⼈
が

約
6億

63
00

万
⼈

い
る

こ
と

や
、年

間
約

30
万

⼈
の

⼦
ど

も
達

が
汚

れ
た

⽔
が

原
因

で
命

を
落

と
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

を
知

り
、

そ
れ

ら
の

⼈
が

ど
う

す
れ

ば
安

全
な

⽔
を

安
定

し
て

⼿
に

⼊
れ

る
こ

と
が

出
来

る
の

か
を

考
え

た
い

と
思

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

 
探

究
活

動
の

⽬
的

は
、

⾝
近

な
と

こ
ろ

で
で

き
る

⽔
不

⾜
の

解
消

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

考
え

る
こ

と
だ

。
明

ら
か

に
し

た
い

問
い

は
、

⽔
不

⾜
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

⾝
体

へ
の

影
響

は
ど

の
よ

う
な

も
の

な
の

か
と

い
う

こ
と

と
、

⽔
資

源
が

汚
さ

れ
て

い
る

原
因

は
何

な
の

か
と

い
う

こ
と

、
⾝

近
な

⽔
資

源
を

汚
さ

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
の

対
策

と
し

て
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
る

の
か

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

ま
ず

、⽔
不

⾜
に

よ
っ

て
お

こ
る

⾝
体

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、体
内

の
⽔

分
量

が
少

な
い

と
起

こ
る

脱
⽔

症
状

に
は

、頭
痛

、集
中

⼒
の

低
下

、⽇
中

の
強

い
眠

気
、⾷

欲
不

振
、腹

部
の

不
快

感
、胃

も
た

れ
、

⾝
体

に
⼒

が
⼊

り
に

く
く

な
る

、筋
⾁

痛
な

ど
、様

々
な

症
状

が
起

こ
る

と
い

う
こ

と
を

知
っ

た
の

で
、

集
中

⼒
の

低
下

に
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
て

調
査

し
た

。
 

調
査

⽅
法

は
約

60
個

の
英

単
語

を
20

分
間

で
覚

え
、3

0分
ほ

ど
時

間
を

置
き

、
ど

の
く

ら
い

覚
え

て
い

る
の

か
テ

ス
ト

す
る

と
い

う
実

験
を

⽔
分

を
⼗

分
に

と
っ

た
場

合
と

、
数

時
間

⽔
を

飲
ま

な
か

っ
た

場
合

で
⾏

い
ど

の
く

ら
い

差
が

出
る

の
か

調
査

し
た

。こ
の

調
査

を
2

⼈
で

⾏
っ

た
結

果
は

、
1⼈

は
⽔

を
飲

ん
だ

時
は

60
個

中
30

個
覚

え
て

い
て

、
飲

ま
な

か
っ

た
場

合
は

60
個

中
20

個
で

あ
っ

た
。

も
う

1⼈
は

、
⽔

を
飲

ん
だ

場
合

は
60

個
中

38
個

覚
え

て
い

て
、

飲
ま

な
か

っ
た

場
合

は
60

個
中

27
個

で
あ

っ
た

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

⼆
⼈

と
も

⽬
に

⾒
え

て
覚

え
ら

れ
て

い
た

単
語

の
数

が
減

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
 

調
査

結
果

か
ら

、2
⼈

と
も

⽔
を

飲
ま

な
か

っ
た

と
き

に
は

、⽔
を

飲
ん

だ
時

よ
り

も
覚

え
ら

れ
て

い
た

単
語

の
数

が
約

16
パ

ー
セ

ン
ト

減
少

し
て

い
て

、
⽔

分
を

⼗
分

に
取

れ
な

い
と

集
中

⼒
は

低
下

す
る

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
た

。⼈
は

⽔
分

が
不

⾜
す

る
と

、軽
度

で
お

っ
て

も
⼤

き
く

能
⼒

が
低

下
す

る
と

い
う

こ
と

か
ら

、
や

は
り

⽔
分

を
⼗

分
に

取
れ

る
環

境
は

⼤
切

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
⾔

え
る

。
⼈

間
は

体
内

の
正

常
な

⽔
分

量
か

ら
約

20
パ

ー
セ

ン
ト

失
う

と
死

ん
で

し

ま
う

の
で

、
た

と
え

⽔
が

不
衛

⽣
な

状
態

で
あ

っ
て

も
の

ま
な

い
わ

け
に

は
い

か
な

い
の

で
あ

る
。

 
次

に
、

⾝
近

な
⽔

資
源

を
よ

ご
さ

な
い

よ
う

に
す

る
⽅

法
に

つ
い

て
考

え
た

。今
回

、私
た

ち
は

⾝
近

な
⽔

資
源

と
し

て
思

い
つ

き
や

す
い

川
に

注
⽬

し
て

調
査

を
⾏

っ
た

。
川

の
⽔

を
汚

く
し

て
い

る
原

因
は

何
か

と
い

う
こ

と
と

、そ
の

原
因

か
ら

、川
の

⽔
を

き
れ

い
に

保
つ

た
め

に
ど

の
よ

う
な

対
策

が
で

き
る

の
か

に
つ

い
て

か
ん

が
え

た
。

 
調

査
内

容
は

、加
茂

川
で

ご
み

を
集

め
、ご

み
の

種
類

と
、種

類
ご

と
の

量
を

調
査

し
た

。
調

査
結

果
は

、
多

い
順

に
、

空
き

⽸
31

個
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

5本
、

ビ
ニ

ー
ル

袋
5枚

、
紙

袋
4枚

、
紙

コ
ッ

プ
２

つ
、

ビ
ン

2本
、

ベ
ル

ト
1本

、
計

50
個

の
ご

み
が

お
ち

て
い

た
。

調
査

結
果

か
ら

、
空

き
⽸

が
1

番
多

く
、

続
い

て
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、ビ

ニ
ー

ル
袋

が
多

か
っ

た
の

で
、傾

向
と

し
て

は
家

庭
か

ら
出

た
ご

み
を

す
て

て
い

る
の

で
は

な
く

、コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

な
ど

、
外

で
購

⼊
し

た
も

の
が

そ
の

ま
ま

す
て

ら
れ

て
ご

み
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
と

か
ん

が
え

た
。

捨
て

ら
れ

る
要

因
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
は

、
川

付
近

に
そ

れ
ら

の
ご

み
を

捨
て

ら
れ

る
ご

み
箱

が
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

 
そ

こ
で

解
決

策
は

、
加

茂
川

付
近

に
ご

み
箱

を
設

置
す

る
こ

と
で

加
茂

川
の

ご
み

を
減

ら
せ

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

結
論

に
な

っ
た

。 
今

後
の

課
題

と
し

て
は

、
今

回
調

査
し

た
⽔

不
⾜

に
よ

る
⾝

体
へ

の
影

響
が

、集
中

⼒
の

低
下

の
み

だ
っ

た
の

で
、そ

れ
以

外
の

影
響

に
つ

い
て

の
調

査
と

、
川

付
近

に
ご

み
箱

を
設

置
す

る
こ

と
が

現
実

的
に

可
能

で
あ

る
か

ど
う

か
と

い
う

こ
と

を
考

え
て

い
く

こ
と

だ
。

 

参
考

資
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⽔
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⽔
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⽔
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探
究

テ
ー

マ
：

⽇
本

が
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

社
会

を
実

現
す

る
に

は
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

ジ
ェ

ン
ダ

ー
 

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
 

 
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

 
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
 

 
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

社
会

 

SD
Gs

を
先

頭
に

世
界

で
様

々
な

取
り

組
み

が
展

開
さ

れ
、

⽇
本

で
も「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
」が

定
着

し
つ

つ
あ

る
が

、世
界

と
⽐

べ
、

⽇
本

が
未

だ
⼤

き
く

遅
れ

を
と

っ
て

い
る

こ
と

は
ニ

ュ
ー

ス
や

ネ
ッ

ト
で

も
よ

く
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

。
世

界
と

⽇
本

は
な

に
が

違
う

の
だ

ろ
う

か
。

 
ま

ず
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
つ

い
て

の
⽇

本
の

現
状

か
ら

覗
い

て
み

る
。

⽇
本

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

(各
国

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

に
よ

る
格

差
を

数
値

化
し

ラ
ン

ク
付

け
し

た
も

の
)は

、
世

界
15

6
ヵ

国
中

12
0位

で
あ

っ
た

。
⽇

本
は

世
界

的
に

⾒
て

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
が

低
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

 
そ

の
原

因
と

し
て

、私
た

ち
が

考
え

た
の

が「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
」だ

。ジ
ェ

ン
ダ

ー
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

と
は

、性
に

対
す

る
固

定
概

念
の

こ
と

で
、男

性
は

⻘
、⼥

性
は

⾚
と

い
っ

た
イ

メ
ー

ジ
、

男
性

は
⼦

育
て

が
で

き
な

い
、

⼥
性

は
理

数
に

弱
い

と
い

っ
た

偏
⾒

も
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
と

さ
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
固

定
概

念
は

、私
た

ち
が

学
校

や
塾

で
教

わ
っ

た
こ

と
で

は
な

い
の

に
、⼩

さ
い

頃
か

ら
な

ぜ
か

当
た

り
前

の
よ

う
に

私
た

ち
の

頭
の

中
に

は
り

つ
い

て
い

る
。こ

の「
疑

う
こ

と
の

な
い

固
定

概
念

」が
、今

の
⽇

本
の

順
位

を
⼤

き
く

沈
め

て
い

る
原

因
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

固
定

概
念

に
と

ら
わ

れ
な

い
⽣

き
⽅

が
で

き
た

ら
、

⽇
本

は
も

っ
と

多
様

な
男

⼥
の

あ
り

⽅
を

⾒
つ

け
ら

れ
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
こ

れ
ら

の
考

え
に

よ
り

、私
た

ち
は「

固
定

概
念

に
と

ら
わ

れ
な

い
こ

と
が

、
⽇

本
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
を

上
げ

る
こ

と
に

つ
な

が
る

」
と

仮
定

し
た

。
 

仮
説

を
証

明
す

る
た

め
に

、
⽇

本
⼈

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
が

、
い

つ
か

ら
ど

こ
で

⾝
に

つ
く

の
か

を
ア

ン
ケ

ー
ト

を
⽤

い
て

調
査

し
た

。１
年

６
組

の
⽣

徒
全

員
と

、そ
の

保
護

者
各

１
名

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
⽤

紙
を

配
布

し
た

。内
容

は
、男

⼥
の

イ
メ

ー
ジ

や
男

⼥
格

差
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

へ
の

意
識

、育
休

な
ど

に
関

す
る

こ
と

で
、

記
⼊

し
て

も
ら

っ
た

も
の

を
回

収
し

、
集

計
し

た
。

 
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
に

つ
い

て
は

、
年

代
を

問
わ

ず
ほ

と
ん

ど
の

回
答

者
が「

幼
い

頃（
気

が
つ

い
た

頃
）か

ら
、家

族
や

周
囲

の
影

響
に

よ
り

、
性

に
対

す
る

イ
メ

ー
ジ

な
ど

を
無

意
識

に
刷

り
込

ま
れ

た
」と

回
答

し
た

。そ
の

ほ
か

に
つ

い
て

は「
職

場
や

所
得

な
ど

で
男

⼥
格

差
を

感
じ

る
」「

男
性

は
働

か
な

け
れ

ば
い

け
な

く
、

ま
た

男
性

で
育

休
を

と
る

⼈
が

ま
わ

り
に

い
な

い
の

で
、

男
性

が
育

休

を
所

得
す

る
の

は
困

難
」

と
い

っ
た

回
答

が
多

く
⾒

ら
れ

た
。

 
こ

の
結

果
か

ら
、⽇

本
は

性
に

対
す

る
固

定
概

念（
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
）が

根
付

い
て

お
り

、さ
ら

に
そ

れ
が

昔
か

ら
何

代
に

も
渡

っ
て

続
い

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
⽇

本
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
が

低
い

と
い

う
結

果
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

予
想

し
た

。
 

つ
ま

り
、

⽇
本

は
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

社
会

を
実

現
す

る
た

め
に

固
定

概
念（

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

）を
な

く
す

べ
き

だ
、と

い
う

結
論

を
も

っ
て

仮
説

を
証

明
し

た
。

 
と

同
時

に
、こ

こ
で

新
た

に
課

題
が

⽣
ま

れ
た

。⽇
本

⼈
の

固
定

概
念

を
な

く
す

に
は

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
。

私
た

ち
が

注
⽬

し
た

の
は

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

あ
る

。「
⼩

さ
い

頃
」「

家
族

や
周

囲
」「

無
意

識
」と

い
う

キ
ー

ワ
ー

ド
か

ら
、私

た
ち

が
お

か
れ

て
い

る
環

境
そ

の
も

の
に

原
因

が
あ

り
そ

う
だ

と
思

い
、「

固
定

概
念

に
と

ら
わ

れ
な

い
よ

う
な

環
境

を
つ

く
る

」
を

２
つ

⽬
の

仮
説

と
し

た
。

 
こ

の
仮

説
を

証
明

す
る

た
め

に
⾏

っ
た

の
は

、
⽇

本
と

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の
⽐

較
で

あ
る

。ア
イ

ス
ラ

ン
ド

は
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

が
世

界
で

ト
ッ

プ
の

国
だ

。
こ

の
上

位
国

と
⽇

本
の

環
境

の
違

い
を

調
査

し
、解

決
⽅

法
を

探
し

た
。結

果
、⽇

本
は「

政
治

分
野

に
お

け
る

男
⼥

共
同

参
画

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」

を
主

に
進

め
て

い
る

の
に

対
し

、ア
イ

ス
ラ

ン
ド

は「
男

⼥
の

違
い

は『
あ

る
』と

い
う『

共
⽣

』
を

⽬
指

す
政

策
」

に
⼒

を
⼊

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
こ

れ
ら

全
て

の
調

査
、結

果
な

ど
か

ら
導

き
出

し
た

、⽇
本

が
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

社
会

を
実

現
す

る
た

め
の

解
決

策
は

以
下

の
通

り
だ

。
 

極
端

に
結

論
を

⾔
う

と
、少

な
く

と
も

⽇
本

に
お

い
て

、ジ
ェ

ン
ダ

ー
レ

ス
社

会
の

実
現

は
国

⾃
体

が
取

り
組

ん
で

く
れ

な
い

と
難

し
い

だ
ろ

う
。だ

が
、私

た
ち

は
な

に
も

で
き

な
い

わ
け

で
は

な
い

。解
決

す
る

に
は

私
た

ち
個

⼈
の

意
識

の
改

善
が

前
提

で
あ

る
。

ま
ず

は
⼀

⼈
ひ

と
り

が
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

の
考

え
を

も
つ

こ
と

が
⼤

切
な

の
だ

。
⼀

⼈
の

意
識

が
集

ま
っ

て
、国

⺠
の

意
識

に
な

る
。国

⺠
の

意
識

の
変

化
に

よ
っ

て
、政

府
へ

の
訴

え
か

け
が

起
こ

る
。そ

う
す

れ
ば

、国
は

今
よ

り
も

っ
と

明
確

に
動

い
て

く
れ

る
は

ず
だ

。
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グ
ロ

ー
カ

ル
探

究
活

動
報

告
2
0
2
1
【

概
要

版
】

 

1
年

  
６

組
  

８
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
減

少
の

た
め

に
 

キ
ー

ワ
ー

ド
：

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
 

⽯
油

供
給

 
 

今
回

私
達

は
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

減
少

さ
せ

る
⽅

法
に

つ
い

て
探

究
活

動
を

⾏
っ

た
。

 
今

回
の

探
究

で
私

達
は

「
サ

ー
マ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

」「
⽯

油
供

給
」

と
い

う
⾔

葉
に

注
⽬

し
、

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

問
題

の
解

決
に

新
た

な
視

点
か

ら
解

決
に

取
り

組
ん

だ
。こ

こ
で

⼀
つ

注
意

だ
が

、今
回

私
達

は
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
問

題
の

み
に

注
⽬

し
た

た
め

、
地

球
温

暖
化

や
経

済
な

ど
に

つ
い

て
は

配
慮

し
て

い
な

い
。ま

た
、サ

ー
マ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

と
は

、燃
焼

さ
せ

、そ
の

と
き

に
発

⽣
す

る
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

電
⼒

な
ど

の
形

で
利

⽤
す

る
こ

と
で

あ
り

、
⼀

般
に

想
像

す
る

よ
う

な
溶

か
し

て
再

利
⽤

す
る

と
い

っ
た

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

・
ケ

ミ
カ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

と
は

別
物

で
あ

る
。

 
地

球
の

表
⾯

積
の

約
7

割
を

占
め

る
海

で
は

今
、

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

問
題

、
そ

れ
に

準
じ

て
発

⽣
し

て
い

る
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
問

題
と

い
う

⼤
き

な
問

題
が

起
こ

っ
て

い
る

。
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
は

化
学

的
に

と
て

も
丈

夫
で

あ
る

た
め

、
微

⽣
物

に
分

解
さ

れ
る

こ
と

な
く

⻑
い

期
間

海
を

さ
ま

よ
い

続
け

る
。

波
や

紫
外

線
な

ど
で

細
か

い
粒

⼦
に

な
っ

た
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
は

海
の

⽣
物

が
捕

⾷
し

、
消

化
不

良
を

起
こ

し
て

死
亡

し
て

い
た

り
し

て
い

る
。

 
私

達
は

こ
の

探
究

活
動

を
通

じ
て

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

問
題

の
解

決
に

⼀
歩

近
づ

く
こ

と
を

⽬
標

と
し

て
い

る
。私

達
の

問
い

は「
発

⽣
し

た
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
を

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
」だ

。海
か

ら
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
を

回
収

す
る

と
い

う
⽅

法
も

思
い

つ
い

た
が

、そ
の

⽅
法

は
す

で
に

⾏
わ

れ
て

い
て

、な
お

か
つ

技
術

⼒
が

必
要

な
た

め
、

こ
ち

ら
を

選
択

し
た

。
 

必
要

な
情

報
を

集
め

る
た

め
に

、書
籍・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
⽤

し
ま

し
た

。そ
の

結
果

わ
か

っ
た

こ
と

は
、海

へ
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

流
出

原
因

は
、不

法
投

棄・
海

上
の

貨
物

や
漁

具・
別

の
海

岸
か

ら
の

漂
着・

⼯
場

の
排

⽔
溝・

ゴ
ミ

置
き

場
の

管
理

不
⾜・

災
害

な
ど

で
あ

り
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
焼

却
処

分
さ

れ
る

こ
と

な
く

海
に

流
れ

て
い

る
。

そ
し

て
、

⽇
本

の
年

間
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

排
出

量
は

約
90

0万
ト

ン
で

あ
る

。ま
た

、廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
か

ら
燃

料
を

作
る

こ
と

は
技

術
的

に
可

能
で

あ
る

。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、

災
害

な
ど

は
仕

⽅
が

な
い

と
し

て
も

不
法

投
棄・

管
理

不
⾜

な
ど

で
、防

げ
る

海
へ

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
流

出
が

起
こ

っ
て

い
る

。ま
た

、海
へ

の
流

出
を

防
⽌

す
る

た
め

の
焼

却
処

分
と

発
電

を
兼

ね
る

こ
と

は
、技

術
的

に
可

能
で

あ
る

。し
か

し
、現

在
は

技
術

的
に

可
能

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、⾏
わ

れ
て

い
な

い
。私

達
は

そ
の

理
由

を
考

え
た

。
 

そ
れ

は
お

そ
ら

く
、

新
し

い
設

備
を

導
⼊

す
る

コ
ス

ト
を

負
担

し
て

ま
で

⽯
油

・
天

然
ガ

ス
か

ら
変

え
る

メ
リ

ッ
ト

が
な

い
こ

と
だ

と
思

う
。

い
く

ら
美

し
い

理
想

が
あ

っ
て

も
企

業
と

し
て

は
利

益
が

⾒
込

め
な

い
限

り
や

り
た

く
は

な
い

だ
ろ

う
。だ

が
少

し
待

っ
て

ほ
し

い
。

そ
の

考
え

は
現

在
の

安
定

し
た

⽯
油

供
給

が
続

く
と

い
う

前
提

で
思

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。私

た
ち

は
そ

の
前

提
を

疑
う

こ
と

に
し

た
。 

そ
こ

で
私

達
は

⽯
油・

天
然

ガ
ス

に
つ

い
て

調
べ

た
。そ

の
結

果
、中

東
に

８
８

％
も

依
存

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。ま

た
、⼀

つ
の

ル
ー

ト
か

ら
、多

く
を

輸
⼊

し
て

い
る

た
め

事
故・

紛
争

・
海

賊
・

⾃
然

災
害

な
ど

で
、

供
給

量
が

左
右

さ
れ

⽯
油

不
⾜

に
陥

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

供
給

量
が

不
安

定
に

な
れ

ば
当

然
価

格
も

不
安

定
に

な
る

。
 

廃
棄

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
問

題
と

⽯
油

供
給

の
問

題
を

合
わ

せ
て

考
え

る
こ

と
で

、廃
棄

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

燃
料

に
、現

在
よ

り
も

価
値

が
つ

く
の

で
は

な
い

か
、

そ
し

て
そ

こ
か

ら
各

店
舗

ご
と

に
⽣

ま
れ

た
利

益
か

ら
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

。
そ

れ
に

よ
っ

て
実

感
の

湧
か

な
い

⾃
然

環
境

の
問

題
を

利
益

に
変

え
て

客
に

還
元

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
そ

の
結

果
、「

た
だ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
捨

て
る

よ
り

も
、

回
収

し
て

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
し

た
⽅

が
メ

リ
ッ

ト
の

⼤
き

い
社

会
」を

作
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
の

だ
ろ

う
か

。残
念

な
が

ら
そ

れ
を

確
か

め
る

⽅
法

は
我

々
に

は
思

い
つ

か
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

そ
れ

に
つ

い
て

考
え

て
い

き
た

い
。

 
今

回
の

探
究

活
動

で
は

、
具

体
的

な
国

ま
た

は
地

域
を

設
定

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、規

模
が

把
握

で
き

な
か

っ
た

。も
っ

と
探

究
を

⾼
め

る
な

ら
ば

、具
体

的
な

範
囲

を
設

定
し

、そ
の

地
域

の
実

例
や

実
態

に
基

づ
い

た
計

画
を

⽴
て

、
そ

こ
か

ら
規

模
を

拡
⼤

し
て

い
く

べ
き

だ
っ

た
と

思
う

。
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年

  
6

組
  

7
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探
究

テ
ー

マ
：

中
部

ア
フ

リ
カ

に
お

け
る

環
境

問
題

へ
の

具
体

的
な

対
策

は
何

か
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

環
境

問
題

 
⽔

不
⾜

 
ろ

過
装

置
 

私
た

ち
の

探
究

テ
ー

マ
は

“中
部

ア
フ

リ
カ

に
お

け
る

環
境

問
題

へ
の

具
体

的
な

対
策

は
何

か
”だ

。
気

候
変

動
に

よ
る

被
害

が
世

界
的

に
発

⽣
し

て
い

る
中

で
、

特
に

中
部

ア
メ

リ
カ

が
⽔

不
⾜

や
砂

漠
化

ま
た

安
全

な
⽔

を
飲

む
こ

と
が

で
き

な
い

⼈
た

ち
が

ま
だ

ま
だ

た
く

さ
ん

い
る

と
い

う
と

て
も

深
刻

な
被

害
を

受
け

て
い

る
こ

と
を

知
り

、
“ど

う
す

れ
ば

被
害

を
少

し
で

も
減

ら
す

こ
と

が
で

き
る

の
か

”、“
対

策
出

来
る

こ
と

は
何

が
あ

る
の

か
”を

考
え

た
い

と
思

っ
た

た
め

こ
の

探
究

テ
ー

マ
に

⾄
っ

た
。

 
こ

こ
か

ら
は

中
部

ア
フ

リ
カ

の
中

で
も

特
に

⽔
不

⾜
が

深
刻

な
コ

ン
ゴ

⺠
主

共
和

国
に

焦
点

を
当

て
て

い
き

た
い

。
今

現
状

の
コ

ン
ゴ

⺠
主

共
和

国
で

の
問

題
点

と
し

て
、“

国
⺠

の
約

72
％

が
ト

イ
レ

を
利

⽤
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

”、“
農

村
部

で
は

ま
だ

浄
⽔

場
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

”、“
⼈

⼝
の

半
数

以
上

が
安

全
な

飲
料

⽔
を

利
⽤

で
き

て
い

な
い

”、“
浄

化
さ

れ
て

い
な

い
⽔

を
飲

む
こ

と
に

よ
る

感
染

症
の

流
⾏

増
加

”な
ど

様
々

な
⾯

で
困

難
を

抱
え

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

こ
れ

ら
の

問
題

点
が

少
し

で
も

少
な

く
な

る
よ

う
に

私
た

ち
か

ら
考

え
、

実
践

し
て

い
く

こ
と

が
と

て
も

重
要

な
こ

と
だ

と
思

う
。

 
こ

の
こ

と
を

ふ
ま

え
て

、
解

決
さ

れ
た

状
況

を
、“

コ
ン

ゴ
⺠

主
共

和
国

の
⼈

た
ち

が
安

全
な

⽔
を

飲
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
”

と
考

え
、

こ
の

状
況

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、“

⽇
本

の
進

ん
だ

省
エ

ネ
・

浄
⽔

技
術

を
コ

ン
ゴ

⺠
主

共
和

国
に

導
⼊

す
る

”と
い

う
こ

と
を

⾏
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

、
次

の
調

査
を

し
た

。
 

調
査

①
と

し
て

、“
安

全
な

⽔
の

使
⽤

率
を

上
げ

る
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
”に

つ
い

て
調

べ
た

。
ま

ず
、

コ
ン

ゴ
⺠

主
共

和
国

に
お

い
て

の
安

全
な

⽔
を

確
保

で
き

な
い

主
な

原
因

は
、

各
家

庭
に

ト
イ

レ
な

ど
の

衛
⽣

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
や

、
貧

困
な

ど
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

そ
れ

ら
の

問
題

を
根

本
的

に
解

決
す

る
の

は
難

し
い

と
思

わ
れ

、
⼤

き
な

浄
⽔

場
や

上
下

⽔
道

の
設

置
に

も
膨

⼤
な

費
⽤

と
時

間
が

か
か

る
た

め
、そ

れ
ら

を
考

慮
し

て
、考

え
る

こ
と

と
し

 
た

。そ
こ

で
費

⽤
を

低
く

お
え

ら
れ

、メ
ン

テ
ナ

ン
ス

な
ど

も
⽐

較
的

簡
単

に
⾏

え
る

、
井

⼾
と

ろ
過

装
置

を
設

置
す

る
の

が
良

い
と

考
え

た
。し

か
し

、実
際

に
過

去
に

途
上

国
で

⽇
本

な
ど

の
外

国
NG

O
の

⽀
援

で
掘

ら
れ

た
井

⼾
の

⽔
を

飲
ん

だ
⼈

々
に

ヒ
素

中
毒

の
症

状
が

現
れ

問
題

に
な

る
、

井
⼾

を
巡

っ
て

村
同

⼠
で

争
い

が
起

こ
る

な
ど

の
様

々
な

問
題

が
あ

る
た

め
、井

⼾
を

作
る

よ
り

も
、そ

の
分

ろ
過

装
置

を
多

く
作

る
の

が
⼀

番
有

効
な

策
で

は
な

い
か

と
い

う
結

論
に

⾄
っ

た
。

 
調

査
②

と
し

て
、“

ど
の

よ
う

な
ろ

過
装

置
を

利
⽤

す
る

の
か

”に
つ

い
て

調
べ

た
。⽇

本
で

は
、主

に
急

速
ろ

過
⽅

式
、緩

速
ろ

過
⽅

式
と

い
う

2
つ

の
種

類
の

ろ
過

⽅
法

が
使

わ
れ

て
い

る
。

急
速

ろ
過

⽅
式

の
利

点
と

し
て

は
設

置
⾯

積
を

⼩
さ

く
済

ま
せ

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

点
が

あ
る

が
、

化
学

薬
品

を
使

う
た

め
費

⽤
が

た
く

さ
ん

か
か

る
、管

理
が

⼤
変

な
ど

い
く

つ
か

の
⽋

点
も

み
ら

れ
る

。⼀
⽅

で
緩

速
ろ

過
⽅

式
は

設
置

⾯
積

が
⼤

き
く

な
っ

て
し

ま
う

が
、

化
学

薬
品

を
使

⽤
し

な
い

た
め

低
コ

ス
ト

で
済

ま
せ

る
こ

と
が

で
き

、
管

理
技

術
も

そ
こ

ま
で

必
要

と
は

し
な

い
。し

た
が

っ
て

、コ
ン

ゴ
⺠

主
共

和
国

に
導

⼊
す

べ
き

ろ
過

⽅
法

は
緩

速
ろ

過
⽅

式
だ

と
⾔

え
る

。
 

 
調

査
③

と
し

て
、“

設
置

す
る

場
所

の
確

保
は

で
き

る
か

”に
つ

い
て

調
べ

た
。

ろ
過

装
置

を
使

⽤
で

き
る

条
件

と
し

て
、“

⽔
が

確
保

で
き

る
か

”、“
ろ

過
装

置
に

必
要

な
資

源
を

調
達

で
き

る
か

”と
い

う
2点

を
主

な
条

件
と

し
て

考
え

た
。ま

ず
⽔

資
源

を
確

保
で

き
る

か
だ

。コ
ン

ゴ
⺠

主
共

和
国

の
中

⼼
を

流
れ

る
コ

ン
ゴ

川
で

は
、1

年
を

通
し

て
⽔

が
多

く
流

れ
て

い
る

た
め

不
⾜

す
る

こ
と

は
な

く
、

ま
た

熱
帯

⾬
林

に
属

し
て

い
る

た
め

⾬
が

降
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
条

件
を

達
成

で
き

る
と

考
え

た
。次

に
ろ

過
装

置
に

必
要

な
資

源
を

調
達

で
き

る
か

だ
。

コ
ン

ゴ
⺠

主
共

和
国

で
は

、
コ

ン
ゴ

川
で

⾏
わ

れ
る

船
で

の
輸

送
が

主
な

交
通

⼿
段

と
な

っ
て

い
る

。コ
ン

ゴ
川

は
⾼

低
差

が
少

な
く

、⽔
浸

が
深

い
た

め
コ

ン
ゴ

⺠
主

共
和

国
で

は
、1

番
適

し
て

い
る

交
通

⼿
段

と
⾔

え
る

。⾸
都

キ
ン

シ
ャ

サ
か

ら
13

8k
m

上
流

に
あ

る
マ

タ
デ

ィ
ま

で
運

送
で

き
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
条

件
を

満
た

し
て

い
る

と
⾔

え
る

。
こ

の
2

点
が

達
成

で
き

る
こ

と
か

ら
コ

ン
ゴ

⺠
主

共
和

国
が

ろ
過

装
置

の
設

置
条

件
を

達
成

で
き

る
と

考
え

た
。

 
 

こ
れ

ら
の

調
査

を
通

し
て

、
結

論
を

、“
緩

速
ろ

過
装

置
を

設
置

し
、

川
の

⽔
や

⾬
⽔

を
ろ

過
し

て
飲

料
⽔

に
す

る
こ

と
が

最
も

有
効

な
策

で
あ

る
と

し
た

。
今

後
の

課
題

と
し

て
、“

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

こ
の

ろ
過

装
置

を
国

全
体

に
普

及
さ

せ
ら

れ
る

か
”と

い
う

こ
と

が
で

て
き

た
の

で
、

ま
た

詳
し

く
調

べ
て

い
き

た
い

と
思

う
。
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探
究

テ
ー

マ
：

男
⼥

差
別

を
な

く
す

た
め

に
は

 
 キ

ー
ワ

ー
ド

：
平

和
 

平
等

 
幸

福
 

貧
困

 

私
た

ち
が

こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

た
と

き
に

⽇
本

の
男

⼥
差

別
の

政
策

は
世

界
的

に
⾒

た
ら

順
位

が
下

だ
っ

た
か

ら
だ

。
活

動
の

⽬
的

は
⼥

性
が

不
利

な
⽴

場
に

あ
る

今
の

世
の

中
で

活
躍

で
き

る
場

を
増

や
す

こ
と

だ
。

 
そ

こ
で

私
た

ち
が

明
ら

か
に

し
た

い
問

い
は

、「
⽇

本
の

仕
事

場
で

男
⼥

で
雇

⽤
や

賃
⾦

の
際

に
同

等
の

⽴
場

で
待

遇
が

違
う

こ
と

に
つ

い
て

の
解

決
法

と
は

何
か

」だ
。こ

の
探

求
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

た
。調

べ
た

内
容

は
、➀

年
功

序
列

賃
⾦

制
か

成
果

主
義

を
採

⽤
し

て
い

る
会

社
の

割
合

➁
外

国
で

と
っ

て
い

る
男

⼥
差

別
を

な
く

す
た

め
の

政
策

➂
成

果
主

義
に

対
し

て
の

⼥
性

の
声

➃
成

果
主

義
に

対
し

て
の

男
性

の
声

➄
成

果
主

義
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

➅
年

功
序

列
賃

⾦
制

の
メ

リ
ッ

ト
・

デ
メ

リ
ッ

ト
➆

⼥
性

の
声

を
聞

く
た

め
に

会
社

が
⾏

っ
て

い
る

こ
と

➇
成

果
主

義
を

取
り

⼊
れ

て
い

る
会

社
と

、
年

功
序

列
賃

⾦
制

を
取

り
⼊

れ
て

い
る

会
社

の
男

⼥
⽐

だ
。

 
➀

は
、年

功
序

列
賃

⾦
制

の
導

⼊
割

合
が

４
７

．１
％

、成
果

主
義

の
割

合
が

５
７

．８
％

で
し

た
。ち

な
み

に
１

９
９

９
年

時
点

で
の

年
功

序
列

賃
⾦

制
の

導
⼊

割
合

は
７

８
．２

％
だ

っ
た

。➁
は

、ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

で
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
偏

⾒
を

可
視

化
す

る
ア

プ
リ

が
開

発
さ

れ
た

り
、

イ
ギ

リ
ス

で
ジ

ェ
ン

ダ
ー

偏
⾒

の
広

告
を

規
制

し
た

り
と

い
っ

た
政

策
が

と
ら

れ
て

い
た

。➂
・➃

は
、情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。➄

で
は

ま
ず

、成
果

主
義

の
メ

リ
ッ

ト
に

社
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
上

が
り

や
す

い
、

⼈
件

費
が

削
減

で
き

る
と

い
う

点
が

挙
げ

ら
れ

た
。次

に
、デ

メ
リ

ッ
ト

に
個

⼈
主

義
の

た
め

、社
内

の
空

気
が

悪
化

す
る

、業
績

に
関

係
の

な
い

仕
事

を
軽

視
し

た
り

、避
け

た
り

す
る

、と
い

う
点

が
挙

げ
ら

れ
た

。➅
で

は
ま

ず
、年

功
序

列
賃

⾦
制

の
メ

リ
ッ

ト
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

機
会

が
多

く
、

会
社

と
し

て
の

⼀
体

感
が

⽣
ま

れ
る

、
ノ

ウ
ハ

ウ
の

継
承

が
し

や
す

い
と

い
う

点
が

挙
げ

ら
れ

た
。次

に
、デ

メ
リ

ッ
ト

に
社

員
の

⾼
齢

化
が

進
み

、
⼈

件
費

が
⾼

く
な

る
、

若
⼿

社
員

の
離

職
率

が
⾼

ま
る

と
い

う
点

が
挙

げ
ら

れ
た

。➆
は

、ア
ク

セ
ン

チ
ュ

ア
株

式
会

社
と

い
う

会
社

が
、

育
児

制
度

の
改

定
や

国
際

⼥
性

デ
ー

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
を

⾏
っ

て
い

た
。ま

た
、楽

天
株

式
会

社
と

い
う

会
社

で
は

、産
休

や
育

児
休

暇
を

取
得

し
た

⼥
性

社
員

が
早

期
で

も
復

帰
し

や
す

い
よ

う
社

内
に

搾
乳

室
を

設
け

、
20

15
年

に
は

本
社

内
に

託
児

所
も

開
設

し
て

い
た

。
➇

を
調

べ
た

と
こ

ろ
、

成
果

主
義

か
年

功
序

列
賃

⾦
制

か
で

男
⼥

⽐
が

変
動

し
て

い
る

の
で

は
な

く
、

業
種

に
よ

っ
て

変
動

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
こ

れ
ら

の
結

果
か

ら
、

新
た

に
出

て
き

た
成

果
主

義
で

あ
る

の
に

男
⼥

⽐
に

差
が

出
て

し
ま

う
の

は
な

ぜ
な

の
か

、
海

外
の

男
⼥

差
別

に
対

す
る

政
策

の
う

ち
⽇

本
で

採
り

⼊
れ

や
す

そ
う

な
も

の
は

何
か

と
い

う
疑

問
を

新
た

に
解

決
す

べ
く

さ
ら

に
調

査
を

進
め

た
。

調
査

を
す

る
の

に
私

た
ち

は
男

⼥
平

等
ラ

ン
キ

ン
グ

の
1

位
で

あ
っ

た
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
と

⽇
本

を
⽐

較
し

た
と

こ
ろ

、
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
の

男
⼥

差
別

に
対

し
て

の
政

策
が

厚
く

な
り

は
じ

め
た

き
っ

か
け

の
１

つ
は

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の
⼤

統
領

が
⼥

性
に

な
っ

た
こ

と
だ

と
分

か
っ

た
。

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

で
は

国
会

議
員

や
会

社
の

管
理

職
に

就
い

て
い

る
⼥

性
の

割
合

が
⾼

く
、

そ
の

分
意

⾒
を

述
べ

や
す

い
環

境
が

で
き

て
い

る
と

考
え

た
。

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の
会

社
は

成
果

主
義

を
導

⼊
し

て
い

る
会

社
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

り
、

私
た

ち
が

⽴
て

た
仮

説
で

あ
る

成
果

主
義

を
広

め
た

場
合

に
通

ず
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
調

査
を

し
て

い
て

私
た

ち
は

育
児

に
⽬

を
付

け
た

。
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
で

は
９

カ
⽉

の
育

児
休

暇
が

法
律

で
定

め
ら

れ
て

い
る

。
他

に
も

⼦
供

を
育

て
る

に
あ

た
っ

て
サ

ポ
ー

ト
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

が
男

⼥
⽐

の
差

が
少

な
い

理
由

の
１

つ
で

あ
る

と
考

え
た

。
そ

し
て

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

で
は

９
カ

⽉
の

育
児

休
暇

の
う

ち
３

カ
⽉

は
⺟

親
の

み
が

、
３

カ
⽉

は
⽗

親
の

み
が

育
児

休
暇

を
取

得
で

き
る

シ
ス

テ
ム

に
な

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
⼥

性
だ

け
で

な
く

男
性

の
育

児
休

暇
取

得
率

も
⾼

い
傾

向
に

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

し
か

し
⽇

本
は

男
性

の
育

児
休

暇
取

得
率

は
と

て
も

低
い

の
が

現
状

だ
。

そ
こ

で
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
の

政
策

の
１

つ
で

あ
る

育
児

休
暇

制
度

の
よ

う
に

⽇
本

の
現

在
の

育
児

休
暇

制
度

に
新

た
に

男
性

も
育

児
休

暇
を

進
ん

で
取

れ
る

制
度

を
付

け
加

え
れ

ば
良

い
と

考
え

た
。

 
そ

し
て

、
私

た
ち

の
⽴

て
た

仮
説

で
あ

る
「

⼥
性

の
声

を
も

っ
と

聞
け

る
よ

う
に

す
る

と
い

う
仮

説
は

⽀
持

さ
れ

、
成

果
主

義
の

考
え

を
広

め
る

と
い

う
仮

説
は

既
に

広
ま

り
つ

つ
あ

っ
た

た
め

棄
却

さ
れ

た
。

今
後

の
探

究
活

動
に

よ
り

出
て

き
た

成
果

主
義

が
広

ま
っ

た
場

合
の

成
果

を
出

す
の

が
難

し
い

⼈
達

に
対

し
て

ど
う

対
応

す
れ

ば
良

い
の

か
と

い
う

課
題

に
つ

い
て

今
後

さ
ら

に
探

求
し

て
い

き
た

い
と

思
う

。
 

参
考

資
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企

業
に

お
け
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成

果
主

義
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

と
は

？
htt
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「

こ
う

す
れ

ば
も

っ
と

⽣
き

や
す

い
」
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⼥

差
別

を
改

善
す

る
世

界
の

ア
イ

デ
ア

５
選
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】

 

1
年

  
6

組
  

9
班

 

探
究

テ
ー

マ
：

⽣
態

系
の

維
持

 
環

境
の

変
化

を
少

し
で

も
⽌

め
よ

う
 

 キ
ー

ワ
ー

ド
：

⽣
態

系
  

共
存

 
 樹

⽊
 

 ⼆
酸

化
炭

素
 

私
達

の
探

究
テ

ー
マ

は
、「

⽣
態

系
の

維
持

 
環

境
の

変
化

を
少

し
で

も
⽌

め
よ

う
」で

あ
り

、探
求

の
キ

ー
ワ

ー
ド

は
、「

⽣
態

系
」「

共
存

」「
樹

⽊
」「

⼆
酸

化
炭

素
」で

あ
る

。こ
の

テ
ー

マ
を

設
定

し
た

理
由

は
、ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

、⽣
態

系
維

持
の

取
り

組
み

が
⾏

わ
れ

て
い

る
の

を
あ

ま
り

⾒
な

い
こ

と
や

、
地

域
で

そ
の

様
な

取
り

組
み

が
⾏

わ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
感

じ
る

か
ら

だ
。ま

た
、熊

や
猪

が
⼭

か
ら

下
り

て
く

る
ニ

ュ
ー

ス
を

最
近

よ
く

⾒
か

け
る

。
⼈

間
が

そ
の

他
の

⽣
物

の
⽣

態
系

を
脅

か
し

て
い

る
現

状
が

あ
り

、
こ

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

、
他

の
⽣

物
と

共
存

す
る

こ
と

が
⼤

切
だ

と
考

え
た

の
で

、私
達

は「
⼈

と
そ

の
他

の
⽣

物
は

共
存

で
き

る
の

か
」と

い
う

問
い

を
⽴

て
、「

国
⽴

公
園

を
増

や
せ

ば
他

の
⽣

物
と

の
共

存
は

可
能

で
は

な
い

か
」

と
い

う
仮

説
を

⽴
て

た
。

 
ま

ず
、国

⽴
公

園
に

は
た

く
さ

ん
⽊

が
⽣

え
て

い
る

の
で

、⽊
が

増
え

る
メ

リ
ッ

ト
を

調
査

し
、同

じ
⽊

で
も

少
し

の
遺

伝
的

な
違

い
で

、
集

ま
る

⾍
の

種
の

組
み

合
わ

せ
が

変
わ

っ
て

く
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

⽊
⼀

本
⼀

本
の

違
い

が
、そ

の
⽊

独
特

の
⽣

態
系

を
作

っ
て

い
る

。こ
の

関
係

は
、環

境
条

件
よ

り
も

、⾍
の

集
ま

り
⽅

に
強

く
影

響
し

て
い

る
。だ

か
ら

、同
じ

⽊
が

植
え

ら
れ

た
所

で
も

、様
々

な
⾍

が
す

め
、

同
じ

⽊
が

植
え

ら
れ

や
す

い
国

⽴
公

園
で

も
⾍

の
多

様
性

が
保

て
る

の
で

あ
る

。ま
た

、⽊
⼀

本
だ

け
で

も
、⼩

さ
く

複
雑

な
⽣

態
系

が
あ

る
。例

え
ば

、ス
ギ

⼀
本

に
住

ん
で

い
る

⽣
き

物
だ

け
で

も
様

々
な

も
の

が
あ

り
、菌

類
な

ど
も

多
く

住
ん

で
い

る
。森

の
よ

う
な

⽊
の

集
合

も
も

ち
ろ

ん
、

⽊
⼀

本
単

体
で

も
⽣

態
系

を
作

れ
る

の
で

あ
る

。
 

調
査

を
進

め
て

い
る

う
ち

に
、

⼆
酸

化
炭

素
が

動
植

物
に

影
響

を
与

え
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

⼆
酸

化
炭

素
排

出
に

よ
る

動
植

物
へ

の
影

響
は

⼤
き

く
2つ

あ
り

、1
つ

⽬
は

、地
球

温
暖

化
に

よ
り

気
温

が
上

昇
す

る
こ

と
だ

。
1.5

℃
〜

2.5
℃

以
上

気
温

が
上

昇
す

る
と

、
20

%
〜

30
%

、動
植

物
の

絶
滅

の
リ

ス
ク

が
増

加
す

る
。2

つ
⽬

は
、

こ
の

ま
ま

地
球

温
暖

化
が

進
む

と
、

⼤
⾬

の
発

⽣
回

数
が

増
え

る
こ

と
で

あ
る

。
20

世
紀

と
⽐

べ
て

、
21

世
紀

に
は

0.3
回

増
加

し
て

お
り

、⼟
砂

崩
れ

が
発

⽣
す

る
こ

と
で

森
林

が
減

少
す

る
。こ

の
よ

う
に

、
⼆

酸
化

炭
素

は
動

植
物

に
影

響
を

与
え

て
い

る
の

で
あ

る
。

 
こ

こ
で

、
⼈

間
が

呼
吸

で
放

出
す

る
⼆

酸
化

炭
素

に
つ

い
て

考
え

た
。

⼈
間

が
呼

吸
で

放
出

す
る

⼆
酸

化
炭

素
は

⼈
間

が
⽣

き
て

い
る

限
り

う
ま

れ
る

も
の

な
の

で
、そ

の
⼆

酸
化

炭
素

を
吸

収
す

る
に

は
、

ど
の

く
ら

い
の

⾃
然

が
必

要
な

の
か

を
考

え
る

こ
と

に
し

た
。

私
達

は
、新

潟
県

の
規

模
で

、⼈
間

が
呼

吸
で

放
出

す
る

⼆
酸

化
炭

素
を

吸
収

す
る

に
は

何
本

の
杉

の
⽊

が
必

要
な

の
か

を
計

算
し

た
。ま

ず
、ス

ギ
⼀

本
が

吸
収

す
る

⼆
酸

化
炭

素
の

年
間

吸
収

量
を

、
ス

ギ
の

炭
素

蓄
積

量
か

ら
求

め
る

。
林

野
庁

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
、

ス
ギ

(3
6〜

40
年

⽣
)の

蓄
積

量
は

82
kg

、
ス

ギ
(3

1〜
35

年
⽣

）
の

蓄
積

量
は

70
kg

で
あ

る
。

こ
れ

よ
り

、
ス

ギ
1本

が
吸

収
す

る
⼆

酸
化

炭
素

の
年

間
吸

収
量

は
、（

82
−

70
）

÷
5年

＝
2.4

kg
で

、
約

0.0
02

tと
な

る
。

新
潟

県
の

⼈
⼝

は
、

令
和

3年
7⽉

現
在

で
21

80
95

7⼈
、

先
ほ

ど
計

算
し

た
ス

ギ
⼀

本
が

吸
収

す
る

1
年

間
の

⼆
酸

化
炭

素
は

0.0
02

t、
そ

し
て

、林
野

庁
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

、⼈
が

1年
間

で
排

出
す

る
⼆

酸
化

炭
素

の
量

を
32

0k
gと

定
義

し
、

新
潟

全
県

⺠
の

⼆
酸

化
炭

素
排

出
量

を
計

算
す

る
と

、
32

0×
21

80
95

7＝
69

79
06

24
0k

g、
約

69
79

06
tで

あ
る

。
こ

れ
を

、
ス

ギ
1本

が
吸

収
す

る
1年

間
の

⼆
酸

化
炭

素
の

量
で

わ
っ

て
、6

97
90

6÷
0.0

02
＝

34
89

53
00

0
本

と
な

り
、

結
果

、
新

潟
全

県
⺠

の
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
を

吸
収

す
る

た
め

に
必

要
な

杉
の

⽊
は

34
89

53
00

0本
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

1h
aに

10
00

本
の

杉
の

⽊
が

あ
る

と
す

る
と

、
必

要
な

⾯
積

は
34

89
53

ha
必

要
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

34
89

53
ha

の
杉

の
⽊

の
⾃

然
公

園
を

つ
く

れ
ば

、新
潟

全
県

⺠
の

年
間

の
⼆

酸
化

炭
素

排
出

量
を

カ
バ

ー
で

き
る

の
で

あ
る

。
 

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

は
成

功
し

た
が

、
こ

の
計

画
に

は
⼤

き
な

課
題

が
⼭

積
み

だ
。ま

ず
、現

実
的

で
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
。具

体
的

に
述

べ
る

と
、公

園
⽤

の
⼟

地
を

買
っ

た
り

、ス
ギ

を
植

え
る

た
め

の
膨

⼤
な

費
⽤

、
そ

も
そ

も
⼟

地
を

買
い

取
れ

る
の

か
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。ま

た
、計

算
通

り
に

⼆
酸

化
炭

素
を

吸
収

で
き

る
の

か
と

い
う

こ
と

が
あ

る
。

地
形

や
気

候
な

ど
を

考
え

て
い

な
い

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
、実

際
は

違
う

結
果

が
出

る
可

能
性

が
あ

る
。そ

も
そ

も
、今

回
は

⼈
の

呼
吸

の
カ

バ
ー

し
か

計
算

し
て

い
な

い
た

め
、⾃

動
⾞

な
ど

、他
の

⼆
酸

化
炭

素
排

出
源

に
つ

い
て

は
、⾃

然
に

頼
る

の
で

は
な

く
、⼈

間
が

⽔
素

⾃
動

⾞
な

ど
を

活
⽤

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

⼈
間

が
⼆

酸
化

炭
素

排
出

を
減

ら
す

⽅
法

に
つ

い
て

も
、

今
後

考
え

て
い

き
た

い
。

 

参
考

資
料

 
サ

イ
エ

ン
ス

ポ
ー

タ
ル

 「
⽊

の
遺

伝
的

な
多

様
性

が
、樹

上
の

⽣
態

系
の

多
様

性
を

つ
く

っ
て

い
る

」
 

htt
ps

://
sci

en
ce

po
rta

l.js
t.g

o.j
p/

ga
tew

ay
/c

lip
/2

01
80

32
3_

01
/ 

林
野

庁
 

「
よ

く
あ

る
質

問
」

 
htt

ps
://

ww
w.

rin
ya

.m
aff

.go
.jp

/j/
sin

_ri
yo

u/
on

da
nk

a/
co

n_
5

.ht
ml

 
環

境
省

 
「

国
⽴

公
園

⼀
覧

」
 

htt
ps

://
ww

w.
en

v.g
o.j

p/
pa

rk/
pa

rks
/in

de
x.h

tm
l 

76




